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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　超ちようまえがき




　腹はらペコ神官戦士ルーチェ・メテオライトの次なる冒ぼう険けんをお届とどけしましょう！

　さて、「ＴＲＰＧはこんなにてきとーでも遊べる」ということをお見せしたいと始めた本リプレイシリーズは、ＴＲＰＧを初めてという超ちよう初しよ心しん者しやプレイヤーがひとり、一回だけ遊んだことがあるという初心者をひとり迎むかえてお贈おくりしています。

　第一巻かんでは三話を収しゆう録ろく、それぞれちがったタイプのシナリオを遊んでみました。




　第〇話「作りたてのキャラクターで、ひと部屋ダンジョンに潜もぐって戦せん闘とうする」

　第一話「本ほん格かくダンジョンに潜ってみる」

　第二話「性せい格かくの悪い小悪人をいてこます、シティアドベンチャー」




　その三つのシナリオの中では、さらに細かく……

「キャラクターの経けい歴れき・設せつ定ていを決めるライフパスはどうやって使うのか実例を見せたい」

「ゲームマスター（以下、ＧＭ）は、なにを考えながらシナリオを作っている？」

「プレイヤーたちの発言・妄もう言げんを拾ってシナリオを作る」

「むしろ、こんないきあたりばったりでもセッションはできる」

　……そんな実例を見せながらセッションを見せるという目的を持っていました。

　そしてこの第二巻の一本目リプレイでは、ちょっと趣おもむきを変えまして───




「ミニゲーム仕立てのシナリオを遊んでみる」




　……というのを、実じつ践せんしてみます。

「ＴＲＰＧのシナリオなんだから、ゲーム仕立ては当たり前じゃ？」と、思う事なかれ。

　セッション全体がミニゲーム風になっているものであり……まあ、これは実じつ際さいに本文をお読みになればわかるでしょう。ＴＲＰＧのシナリオは型にとらわれない、ということをお見せできればと思います。

　そして、二本目では『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』サプリメントの一冊さつである『エリンディル西方ガイド』に掲けい載さいされるランダムダンジョンルールをセッションに組くみ込こんでゲームを進行します。

　意外にダンジョンというのは作るのは手間がかかるもの。その手間を一気に０にするこのルールをどんな具合にシナリオに組み込むのか……ぜひとも見てください。

　それではそろそろ、本ほん編ぺんの方に参りましょう！







　　　これまでのあらすじ




　ルーチェ・メテオライト、一六歳さい───。〝聖せい都と〟ディアスロンドに生まれ、外の世界を知らずに育ってきた彼かの女じよに、旅立ちの日はやって来た。地方の小国家ユーカリ王国への出向を命ぜられた彼女は、幼おさななじみの魔ま術じゆつ師しベルダー・ウィステリアと共に出立する。

　しかし、故こ郷きようをあとにしてからわずか数日で一ヶ月分はあるはずの食料（＋路ろ銀ぎん）が底を尽つきた。間近に死が迫せまる中、たまたま出会った旅の老人よりクエストを受け、なんとか食いつなぐことに成功……そして弓使いのアモーレ・カモーレを仲間に加え、ダンジョンに潜って路銀を稼かせいだ一行は無事にユーカリ王国へとたどり着いた。

　その神しん殿でんで彼らを出で迎むかえたのは、先に出会った旅の老人とその孫まご娘むすめだった。彼らはこの神殿に所しよ属ぞくし、組そ織しきの監かん査さを務つとめる神官だったのである。むしろ、孫娘の方こそが上官だった。ディクシィ・レイノール───彼女は、監査をスムーズに進めるために、信用できる外部スタッフを欲ほつしていた。信用を勝ち取るには冒ぼう険けん者しやとして名をあげて、一日も早く神殿に認みとめられなければならないという。東方の侍さむらいサジ・シラヌイを仲間に加えたルーチェらは早さつ速そく、神殿内で不正を働く小悪党な神官の失しつ脚きやくに成功するが……「微び粒りゆう子しレベルには活かつ躍やくしたわね」　ディクシィの採さい点てんはとても辛つらかった。───ルーチェたちの明日は、どっちだ。
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◆Preplay01◆シナリオを作ろう




「さて、今回はなにをやろう」




『聖せい弾だんのルーチェ』第三話のセッションが間近に迫せまっていた。

　───具体的には、三日後だった。

　前ぜん巻かんでも書いたとおり、本シリーズは三巻かんで終わらせたい……そしてその予定で進行している。となれば、一巻に二話構こう成せいとして、残りは四話だ。

　キャンペーンシナリオをちゃんとした形でまとめるとなると、そろそろ目指すべきストーリーを決め、その伏ふく線せんのようなものを仕し込こんでおくべきだ。でないと、最終回をきっちり締しめるための尺しやくが足りなくなる。

　では、そのためにはなにを考えるべきか───。




　今回のリプレイではまず、ＧＭである私わたし・きくたけがどんな思考を経へて、シナリオの内ない容ようを決めていったかを書き連ねてみよう。

「あ、そーゆーのはいいから早くリプレイ本ほん編ぺんに入ってください」という人は、preplay02まで飛んでくださいませ（笑）。




　　　　＊　＊　＊




その①　まずは、これまでの内容を整理しよう

　さてさて。前巻を読んだ読者の方は知ってのとおり、今回のキャンペーンはプレイヤーたちが言い出した設せつ定ていとか妄もう言げんを元に、内容を組み立てていくという方ほう針しんだ。

　その言葉に、ウソ偽いつわりはない。

　セッションの三日前の夜───私はパソコンの前に座すわり、まず第一巻でいろいろ出てきた〝物語の欠片かけら〟みたいなものを書き出した。





①「本」　　　　……ＰＣたちがダンジョン（ハゲンティの研究所）から持ち帰ったもの。

②「謎なぞの瘴気」　……これに汚お染せんされたエネミーは強くなる（つよい化）する。

③「つよい化」　……エネミーの戦せん闘とう力りよくが上がり、敵てき味み方かたの見み境さかいがなくなる。

④「ハゲンティ」……前回、黒幕っぽく出した魔族。「謎の瘴気」の研究をしてるぽい。

⑤「父親の死」　……ルーチェのライフパスより。父親は、なんらかの理由で暗殺された。

⑥「王都の結界」……王都アーケンは強力な結界で覆おおわれている。

⑦「ディクシィ」……ルーチェたちに「自分の手足として動ける立場になるため、冒ぼう険けん者しやとして名を上げ、神しん殿でんに認みとめられてほしい」と宣せん言げん。

　　　　　　　　……また、なんか、ルーチェの父親に関係してるぽい。また、監かん査さ神官という名目で、この街（国？）の神しん殿でんの背はい後ごで動くなにかを調ちよう査さしている。






　……と、こんなものか。

　さて、これをどう繫つなげるとキャンペーンのストーリーになるのか。

　…………。

　しばし考え、妄想……そして思いついたネタをまとめ、書き留めていく。

　具体的に、最終回までどんなイベントが必要で、どういう順番でそれを描いていくのか考えていくわけだが、ネタバレになるのでここでは書けない。

　次巻のリプレイで、「ああ、こうつながったのか」と思っていただければ幸いである。

　……というか、まだネタであって、どう変更されるかわかんないしな。うん。




その②今回のセッションで行なうべきことはなに？

　キャンペーンのプロットが大まかに決まれば、次は今回のシナリオについてだ。

　先ほども書いたが、これは明確に「ディクシィに認められる」ことだ。

　その条じよう件けんは、すでに前巻でも語っている。

「多くのクエストをクリアすること」である。

　たしかに、そう発言しちゃった覚えがある。

　……。

　ちょっと待て、じゃあなにか？

　今回の一話だけで何本ものクエストをクリアしなければならない？

　いかん、前巻の発言が自分の首を絞しめている。

　だが、これは発想を逆ぎやく転てんにしてみるのがいいだろう。

　そう……逆に言えば、「シナリオ一本の中で何本ものクエをクリアするなんらかの仕し掛かけを用意すればいい」んじゃないか。




その③今回のシナリオの細部を詰める

　では、具体的にはどうやって何本ものクエストをクリアするのか……。

　ここで再び、しばし考える。

　必要なのは、数多くのクエストを、どう解決させるかだ。

　クエストを何なん個こも作って、それを時間内にどんだけ解決できるか……そんな流れか？

　ここでふと、テーブルに置いてあった３ＤＳが目に入り、思いつく。

「ああ、『モンハン』のクエみたいな感じでいいじゃん」

　呟き、メモ書き……というか、らくがきを始める。

　最近買ったばかりのタブレットの画面の上の方に、まず五つくらいの丸を描く。

「最初に何個か、受けるこのできるクエストがある。この五つの丸が、ゲーム開始時に選べる初期クエストで……」

　深夜、ぶつぶつ言いながら、ペンを動かす男───実に不気味な光景である。

　そして、初期の５つの丸から、線を引き……さらにその先に丸を描く。

「初期クエストをクリアすると、新しいクエストが出現する（線の先の丸）。もしくは出現する場合がある───と」

　ひとつのひとつのクエは、判定だけでクリアできるもの、戦闘をするもの、一部屋ダンジョンに分岐するもの……などなど、いくつかパターンを作ることを決める。

　うん、こんなんでいいじゃん。

[image: ]

　というか、地下迷宮ではないだけで、構造はダンジョンシナリオと同じようなもんだ。

「待てよ。ただひたすらクエストをクリアするだけじゃ面白くないな。ライバルＮＰＣ出して競わせるか。その方が緊きん張ちよう感かんが出るな」

　呟きながら、細部を決めていく。

　そこで、はたと気づいた。

「いかん、この二〇くらいのクエスト、ネタを決めるのがおそろしく大変だ」

　が、その解決方法を私は一秒で編み出した。

「ツイッターで、ネタを募集だ！」




　えー……ご協力してくださったみなさん、ありがとうございました！　募集時に確認を取らなかったので、ここではお名前は伏せましたが……大変、役に立ちました……っ！　えー、これで味を占めましたので、これからもなにかありましたら、ちょくちょくツイッターを使おうと思います。

　みなさま、よろしくお願いします！（笑）







◆Preplay02◆セッションのスタートには気合いがいるのです




　時に二〇一四年七月某ぼう日じつ。

　夏もまっさかりというその日、『聖弾のルーチェ』第三話のセッション日は到とう来らいした。

　そして───




「ほう……っ、なんでも聞いて……！

　特に戦せん艦かん武む蔵さしのことなら、けっこー教えられる……っ！

　いや、もうだいぶんと忘れてるけど！」




　会議室は、いきなり関係ない話で盛もり上あがっていた。

　話題は、武蔵という名の戦艦についてだ。

　それはこのセッションの数日後に横よこ浜はまで行なわれる、『艦かん隊たいこれくしょん』公式イベントの話題から派は生せいした会話の流れである。

　味里さんは、そのイベントの舞ぶ台たいに立つ予定となっていた。




味み里さと：……で、イベントで挨あい拶さつとかあるので、武蔵のこととかしゃべった方がいいのかなあ、と考えてしまって。くわしくないからどうしようと思っていったら……イベントの直前が『ルーチェ』のセッションじゃないですか。ああ、ここで聞けばいいんだって……（笑）。

きくたけ：聞いて！　なぁんでも聞いて……！　朝まで語ろうじゃないか！

Ｏはた：やばい、今日はセッションが全然進まない予感がする……（笑）。

浅あさ見み：ところでにーやん、なんで「特に武蔵のことなら教えられる」んだ。

きくたけ：あれ、話したことなかった？　……ほら、高校の時とかさ、修しゆう学がく旅行で研究レポートやれってのがあるじゃない？　旅行先のあれこれを調べて班ぱんごとに発表するってやつ。

浅見：あるね。それが？

きくたけ：俺おれさ、旅行先が九州だったのね。そのコースの中には、長なが崎さきも入ってた。で、長崎と言えば戦艦武蔵を建けん造ぞうした地じゃない？

一同：知らないよっ!?（笑）

味里：そこなんですかっ！（笑）

ＧＭ：長崎の造ぞう船せん所しよ……というよりは武蔵そのものをテーマにしてレポート作ってさ。授じゆ業ぎようで研究発表の時、一班につき一〇分の発表時間があるところを、俺ひとりで授業一コマ……五〇分ずっと話してて先生に注意された。「菊きく池ち、いつまで続くの？」「あ、もうすぐ武蔵が進水します」

浅見：アホだろう。にーやん。

味里：でもそれ、聞きたかった（笑）。

かわたな：菊池さん……今日は無駄話が多いですね……（笑）。

Ｏはた：もしかして……セッションの気合いを入れてる最中ですか。

きくたけ：ぎく。

Ｏはた：セッション開始前にやたらＧＭが関係ない話をえんえんしゃべるのって、ゲームを始めるふんぎりがついてない場合が多いですよね（笑）。

きくたけ：うるせえ、正せい解かいだよ！（笑）　こうね、場の雰囲気を暖あたためるためとか、シナリオで不安な部分がある時にはずみをつけるためとか、実はシナリオの細かい進行を頭の中で組み立てているとか……。

かわたな：あるある（笑）。

きくたけ：えー、しかし読者のみなさん、関係ない話題を続ける過すぎるとセッションに対する気力そのものがどっかに行ってしまう場合があるので注意しましょう。

Ｏはた：誰に向かってしゃべってるんですかっ！（笑）




　　　　＊　＊　＊




　ではここで、今回のセッションに参加する面々をご紹しよう介かいしておこう。




▼味里

　プロダクション・エースに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　非ひ常じようにまじめで前向きという印象ゆえ、話をしていると時おり、「え、そこ!?」とツッコミを入れたくなることがしばしばある（笑）。

　ＴＲＰＧの経けい験けんは、０である。

　最近の出しゆつ演えん作さくは、『艦隊これくしょん─艦これ─』の武蔵、伊８、伊19や、『デート・ア・ライブ　或守インストール』崇宮真那たかみや・まななど。

　ブログ／ajility-store　http://ameblo.jp/ajility/

　公式プロフィール　http://www.production-ace.co.jp/m/misato/




▼浅見正義あさみ・せいぎ

　きくたけの友人である。

　もともとは声優の若林直美わかばやし・なおみさんに紹介された男で、某ぼう企き業ぎよう系けい列れつのサラリーマンである。

　一見するとさわやかリア充風味だが、自分はオタだと公言してはばからない。データ重じゆう視しのゲームが大好きで、データと名の付くものがあればとことん解かい析せきしないと気がすまない。

　きくたけを「にーやん」と呼ぶが、たまに「てめえ」だの「おめえ」だの、素す敵てきな呼よび名なに変わる。いや、お互たがいにだが。

　本リプレイ以前にＴＲＰＧを遊んだ経験は一回───しかも任にん務む失敗。

　ファンの女性声優がふたりいるのだが、それが誰なのか……あえてここでは明かさない。せかいいちかわいい。




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。『アリアンロッド』を始め、多くのゲームのデータ製せい作さく＆チェックを担当している。

　史上最強の三下属ぞく性せいを持つ男で、隙すきあらば人の下に下にと潜もぐり込こんでいく。

　社内ですれちがいざまにチョップを繰くり出だすと、すぐに死ぬ。そして一秒で生き返る。




▼かわたな

　本名は田中信二たなか・しんじ。〝かわいそうな田中〟略して〝かわたな〟。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属する物書きであり、制作進行であり、ＤＴＰデザイナーであり……本の制作にかけてはなんでもこなす謎の男である。これまで、多くのリプレイにプレイヤーとして参加しており、かっこいいセリフを吐く男性キャラや、頭のネジが七本ほど抜けた女性キャラを得意とする。




▼菊きく池ちたけし

　本リプレイのゲームマスター（以下ＧＭ）兼けん、著ちよ者しやを務つとめる。

　ＴＲＰＧを糧かてに生きる物書きで、気づけばこのライター仕事を専せん門もんではじめてすでに二五年───思えば遠くへ来たもんだ。

『アリアンロッドＲＰＧ』や『ナイトウィザード』シリーズのデザイナーでもある。

　たまに、尻しりで水道管を破は壊かいする。




　　　　＊　＊　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：えー……では気を取りなおしまして。最初に言っておきましょう。今回から『スキルガイド』といって『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』の拡かく張ちようするサプリメントを導どう入にゆうしまーす！

浅見：イエ───ィ、『スキルガイド』───っ！

味里：『スキルガイド』？

ＧＭ：簡かん単たんに言いますと、エリンディル大陸で登場する大半のクラスのスキルが一冊さつにまとまった本です。データは一部、バランス調整が施ほどこされているので、ご注意くださいませ。まあ、見たところみんなが取得したデータを見る限り……そんなに大きくは変わらないかな？

味里：はーい。

浅見：クラスロールも使っていいんだよね？

味里：クラスロール？

Ｏはた：ああ、それもスキルの一種と思ってください。メインクラスごとに三種類ずつ用意されてましてね？　たとえば、同じアコライトでもその三種類のうちのどれを取るかで防ぼう御ぎよ支し援えん向けになったり、攻こう撃げき支援向けになったりと特色を出せるようになります。

味里：ふぅむー……。

浅見：ルールブック①、ルールブック②にはなかった。コストにフェイトを使用してセッション中持続するみたいな……まあ、フェイトの新しい使用法みたいな。フェイト一点でずいぶんと大きな効こう果かがあるので、なかなかのお勧すすめです。

味里：へー、おもしろい！

Ｏはた：………………（笑）。




　雄ゆう弁べんに語る浅見を見て、にやけ始めるＯはた。




浅見：戦せん術じゆつに合がつ致ちすると、すごく強いんですよ。選んだ系けい統とうのクラスロールは、三段階までパワーアップするんですけど……普ふ通つうのスキルと同じく一気に２レベル以上、上げることができない。セッションがあと四回で終わるとすると、今回から取得していかないと、最高段階が最終回に間に合わないから注意ですよ！

Ｏはた：（←笑いを堪こらえている）

浅見：で、俺もずっと迷まよってたんだけど……一番好みのクロスロールが《エンチャンター》なんだけど、《エンチャント：●》は持ってないんで、諦あきらめました。じゃあ、《スペシャリスト：水》はあると便利かなーとは思うんだけど……必ひつ須すかと言われると、そこまで必須でもないかなーと。

Ｏはた：そうですね、必須では無いですね……（←笑いを堪えている）。

浅見：だから、俺の方ではクラスロールは一旦切りました。ルーチェは、ここからどういう方向にキャラを進化させるかの分かれ道なので、考えた方がいいかな。《ハンズオブライト》系けいか、《ホーリーオーダー》系か、《エグゼキューター》系か……。

Ｏはた：（笑いを堪えながら）そうですね……《ホーリーオーダー》取るなら、そろそろ《ホーリーウェポン》取ってないと間に合わないかもです……（ふるふる）。

浅見：Ｏはたさん？　なんで素敵ににやついてるんですか？　それって恋こい？　恋でもしちゃった？

Ｏはた：ぶふっ……！（←噴ふき出だした）　浅見さんっ、だからどうしてそんなにくわしいんですか……っ！　おかしいでしょうっ!?（笑）

浅見：いや、今回から『スキルガイド』を使うとにーやんから聞いてたので……おしゃれな喫きつ茶さ店てんで、クロワッサンを食べつつ『スキルガイド』を読よみ込こんだ。おしゃれな店で読むには、けっこう勇気がいりました。

Ｏはた：（←爆ばく笑しようしちゃった）

味里：やっぱり浅見さんが初心者とか、ぜったいサギだ───っ！

ＧＭ：うん、こいつのせいで前巻は「ひどい初心者詐さ欺ぎを見た」とか「詐欺リプレイ」とか感想が送られて来ました……。

Ｏはた：浅見さんがいると、楽できていいわ───っ！（笑）

浅見：（ドヤ笑え顔がおで）ほらほら、俺は褒ほめると伸のびるよ───っ！　あ、なんでもわからないことがあったら、聞いてくださいよ！　大畑さんに！

Ｏはた：（爆笑しながら）も、戻もどしましょうっ、話を……！（笑）

味里：戻します！　で、そのクラスロールって三種類ですよね？　どんなちがいが？

Ｏはた：えー……アコライトのだと、おおざっぱに言うと───。




《ハンズオブライト》

　回かい復ふく・防御向きが得意なアコライトであること示しめすスキル。

　フェイトを一点消費することで、シーンの終了時まで《プロテクション》の効果がプラス１Ｄされる。

　三段階目まで成長させると、セットアッププロセスに、ひとつのエンゲージ全体に《ヒール》をかけられるようになる。




《ホーリーオーダー》

　支援を得意とするアコライトであることを表わすスキル。

《ホーリーアーマー》か《ホーリーウェポン》か《ホーリーワード》と同時に使用する。そのスキルをひとつのエンゲージ全体にかけられるようになる。

　三段階目まで成長させると、《プロテクション》を一エンゲージ全体を対象とできる。




《エグゼキューター》

　神々の代理人として、邪じや悪あくを滅めつするアコライトであることを表わすスキル。

　シーン終了時まで、【精せい神しん】をプラス３する。

　三段階目まで成長させると、武ぶ器き攻撃によるダメージを貫かん通つうダメージ（防ぼう御ぎよ力りよくを無む視し）に変へん更こうする。




Ｏはた：……です。

浅見：きっと、ルーチェのパパ……ジョーカー・メテオライトはこれを取ってたんだろうなあ。雰囲気的に。

Ｏはた：それっぽい雰囲気ですよね（笑）。

味里：そうか、パパンのスキルかー。

浅見：（妙みように笑顔で）───このスキル、パパンの臭においがする。

味里：（妙にかわいらしくも優やさしい声で）臭いがする……。

ＧＭ：するの？　ていうか、そこは芝しば居い入れるとこなの？

味里：このスキルを取ったら、物語はジョーカー・ルートですね。

浅見：そのルートだと、もしかしたらお父さん生きてるってこともあるかもね。

味里：お父さん生せい存ぞんルートだ……！

Ｏはた：でも、「真の処刑人エグゼキユーターになるには、私を倒たおさねばならん！」とか言って出てくるにちがいない。

味里：（可か憐れんな少女の悲ひ痛つうな声で）やめて……っ、パパ───っ！

ＧＭ：だからそこは芝居入れるとこなのっ!?




　のっけから妙なテンション全開である。




Ｏはた：いったい何者なんだ、ジョーカー・メテオライト。

味里：噂うわさばかり大きくなって……。

かわたな：でも、あのディクシィがメロメロっぽいから、きっとすごい奴やつにちがいない。

Ｏはた：ディクシィさんの初はつ恋こいは、ジョーカー・メテオライトさんでした……みたいな。

浅見：ディクシィさんってば大人すぎる。

ＧＭ：三二歳さいだからね。

一同：三二歳っ!?

かわたな：え？　え？　一一歳とかじゃないんですかっ!?

ＧＭ：あれ？　前回そう言わなかったっけ。

浅見：三二歳の割わりには、あの挿さし絵えは……かわいすぎるっ！　ふう……やべぇな、あの三二歳はアリだな───。

ＧＭ：ありなのか。

浅見：実じつ年ねん齢れいなど、外見と設定に比くらべれば大したことねぇ……っ！

一同：設定もっ!?

ＧＭ：ははは、さすがだなー、すがすがしいまでに屑くずだなー。

浅見：笑いながら言うなよっ！　目が笑ってねえよっ！（笑）







◆Preplay03◆今回予告とキャラクターの成長




　メンバーの集合から、すでに小一時間。

　セッションはようやく、本番へ突とつ入にゆうしようとしていた。

　だが、今日はどこか全員、テンションがおかしかった───。




ＧＭ：では、今度こそ気を取りなおして今回予告にいこうか。

かわたな：ちなみに前回は……ディクシィに我々を一人前の冒ぼう険けん者として認めさせなきゃいかん、って感じでしたよね？

ＧＭ：そうそう。正せい確かくに言うと───この国の神殿を監査するにあたって、彼かの女じよはキミたちを自分の手足として使いたい……でもまだ新米なんで、神殿に認められるような冒険者になりなさいと言われているって流れだね。

味里：でも、そのためには神殿の依い頼らいをたくさん受けて、クリアしなくてはならない。

ＧＭ：そうそう。でも１クエスト１シナリオでやってると、あっという間に三巻埋うまってしまうので今回はちょっと趣しゆ向こうを凝こらしました。

味里：趣向……？

Ｏはた：嫌いやな予感しかしない。

ＧＭ：うひひ。ともかく、まずは今回予告を読み上げてレベルアップをやってしまおう。

浅見：（ガタンと立ち上がって）じゃあ、いきなりですが、ここで告知です！（と、鞄かばんをガサゴソあさって一いち枚まいのＣＤを取り出す）

味里：え、なに……っ？（←そのＣＤに見覚えがあった）

浅見：（ＣＤを頭上に掲かかげて）えー、この度たび！　我われらが味里ちんの所属する声優ユニット『sweet ARMS』のファーストアルバム『TRIGGER』が発売しました───っ！

味里：ちょ……っ!?

ＧＭ：買ってきたのかよっ！（笑）

浅見：通つう常じよう版ばん二六〇〇円、限げん定てい版ばん三一〇〇円で絶ぜつ賛さん発売中です！　今回、アニサマにも出るから予習を含ふくめてみんな買っちゃうといいよ！　浅見も買ったよ！　限定版だよ！　でも、ポスターは持ってると、このサプライズがバレるから諦めたよ！

味里：（ぺっこんぺっこんと頭を下げながら）す、すいません……っ、本当にすいません……っ!!

浅見：味里ちんのソロの曲もあるようだから、聞き倒してください！

味里：う、嬉うれしいけど目の前で言われると恥はずかしい……っ!?（笑）

ＧＭ：さすがは浅見正義。このようなネタを仕込んでくるとはな……だが、貴き様さまの計画には一点だけ問題があるんだよ。

浅見：聞こうじゃないか。

ＧＭ：予習もなにも、今回のセッションが収しゆう録ろくされる本ね、発売一〇月なんだよ。

浅見：…………（笑顔でガタン、と椅い子すに座る）。

味里：浅見さん……（笑）。あ、あ……大だい丈じよう夫ぶです！　一〇月ならワンマンライブがあるんで……！

ＧＭ：おお、一〇月のいつ？　この本、二〇日ぐらいに出ますよ。

味里：お、終わってる──────っ！（一同爆笑）　あ、でも本当にありがとうございます……！（笑）

浅見：いえいえ！　これでね、激げき務むの味里ちんが少しでも今日の収録を気楽にできるようにと思いまして……！

ＧＭ：あ、俺も今すっごい激務なんだけど、なんかしてくれ。

浅見：あん？　お前はそのままで大丈夫だろ？

ＧＭ：この扱あつかいのちがいはなんだ……っ!?

味里：（←爆笑している）

ＧＭ：…………で、なんだっけ？　いや、なんだっけじゃないよ、今回予告だよ！

浅見：あ、そうそう！　予告予告っ！

ＧＭ：えー、気を取りなおして……コホン。




●今回予告……！

　───信しん頼らいできる冒険者の証あかしを立てること。

　それが今、ルーチェたちに課せられた使命であった。

　名を上げて神殿に……いや、ディクシィに認められなくては父の死の真相にも近づけない。




Ｏはた：ジョーカーさん、任務中に殺されたとかそういう話でしたからね。

浅見：俺の友人まわりではジョーカー・メテオライトって名前、評ひよう判ばんがよかったよ。あの名前を受け入れられるだけで只ただ者ものじゃねぇって（笑）。

ＧＭ：おじいさんはキングとかでも言うのかね。

味里：キング・メテオライトっ！（笑）

かわたな：名乗った瞬しゆん間かんに赤面せずにはおれぬ！

ＧＭ：……って、おい！　予告の途と中ちゆうだ……！（笑） えー……。




　ディクシィにとっても、手て駒ごまの成長は望むところだ。

　両者の意見が一いつ致ちした時、彼女はほくそ笑えんでキミたちに〝地じ獄ごくのクエストロード作戦〟を持ちかけてきた。




Ｏはた：地獄のクエストロード作戦っ!?

浅見：地獄なの……っ!?




「アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ」

　第三話「おそるべき二一のクエスト」




　冒険の舞台が、キミを待つ……！




Ｏはた：そりゃ、冒険を待つしかねぇ……っ！

浅見：待て待て、今聞きき捨ずてならないセリフが。二一のクエスト？

ＧＭ：今回のシナリオでは二一本のクエストを用意する。それを片かたっ端ぱしからクリアしてもらう……そんなシナリオだ。

かわたな：二一本!?　一回のシナリオで？

ＧＭ：あとで説明するけど、たぶんクリアできるのは一〇本くらい。ライバルパーティがいるんだけど、それと点数を競きそってもらうことになる。

Ｏはた：お、それは面白い。

ＧＭ：待まち構かまえるクエストの内容は、いろいろだ。ただ判はん定ていだけで済むものもあれば、戦せん闘とうが発生する場合もある。金が儲もうかるものもあれば、次回のシナリオに影えい響きようするようなボーナス、シナリオに仕込まれた秘密に踏ふみ込こむもの、フェイトが回復するようなイベントだってある。

一同：おお……っ！

ＧＭ：また、イベントは大きく三つのルートに分かれている。どのルートを進むかは、キミたちの自由だ。もちろん、どのクエストがどういうシナリオに繫がっていくかは、最初はわからない。イベントを勧めるうちに、しだいに判はん明めいするだろう。

味里：面白い……！

浅見：面白いね、それは……（笑）。

ＧＭ：うひひ。神殿に認められる立りつ派ぱな冒険者になってくださいませ。では、ここからレベルアップしようか！

浅見：ほいほーい。

味里：はーい。

ＧＭ：基き本ほん的てきにリビルドはしません。これまで取ったスキルは使う方向でいきます。ただ、あまりにも効果が変わってしまうスキルに関しては相談してくださいませ。では、始めよう！




　こうして、レベルアップ作業は始まった。

「クラスロール、どうしよう……パパンスキルもいいけど、手が光るのも捨すてがたい……」

「……手が光る？　ああ、《ハンズオブライト》か（笑）」

「うーん、クラスロールは諦めるかわりに《フックダウン》取りたいなあ。やっぱクリンナップでポーションを飲めるのは、強いと思う。自分の行動を消費せず、自力で回復できるのは緊きん急きゆう時に絶ぜつ対たい強い（確かく信しん）」

「あ、浅見さん、《マジックブラスト》は？」

「ああ、取りました。これで範はん囲い攻撃できるのがふたり。雑ざ魚この撃うち漏もらしがなくなる……はず。最終的にレベル３まで取るか、２で止めるかが問題だ」

「あれ、ギルドに今、お金っていくら残ってる？　レベル４になったルーチェには、フェザーアーマーを装そう備びしてもらいたい」

「ああ、レベル４の定番防ぼう具ぐだしね。これまでの、歴代ヒロインたちが必ず身に纏まとってきたという歴史ある鎧よろい……」

「ヒロインの鎧ですかっ！　お値ね段だんは？」

「四八〇〇Ｇですな」

「ギルドの所持金は……四七〇〇くらいですね。今の鎧を下取りすれば買えます」

「…………」

「あ、あたしがヒロインになるか、みんなでお金をわけあうか、なんですね……（笑）」

　───と、こんなノリで和わ気き藹あい々あいとデータの作成は進んでいく。

　そして悩なやんで相談すること一時間、キャラクターのデータは完成したのだった。




ＧＭ：よし、終わったな。では、成長報ほう告こくをしてもらおう！




●ルーチェ・メテオライト（４レベル）の場合

ＧＭ：では、最初はルーチェからお願いしまーす。

味里（以下、ルーチェ）：ルーチェ・メテオライトです。レベルが上がって４になりました（一同拍はく手しゆ）。これで、世界も救える？

ＧＭ：がんばれば、ね？　でも四人で掛かかれば、前回ボス面して出てきたハゲンティくらいは倒せそうだな……まだ一回も闘たたかっていないのに！

ルーチェ：スキルは、《バッシュ》と《プロテクション》のレベルを上げて、《アフェクション》（シナリオ一回だけ、対象の受けるダメージを０にする）を取りました。

ＧＭ：お、防御支援方向にいったかー。

ルーチェ：はい。鎧はあきらめましたけど！（笑）　それと、手が光るようになりました！

ＧＭ：へ？　ああ、《ハンズオブライトⅠ》を取ったのね（笑）。これで《プロテクション》が４レベルだから、効果が５Ｄにな……。

ルーチェ：なんと、お腹なかが減へると手が光ります！

ＧＭ：大事なのは光ることか……っ!?

ルーチェ：暗くら闇やみとかで便利です。

ＧＭ：で、神殿の食料庫の防ぼう犯はんカメラに夜な夜な、あやしい光と女の人ひと影かげが捉とらえられる……って、心しん霊れい番組かよ。（低い声で）「おわかり、いただけただろうか───」

ベルダー：（低い声で）「おかわり、いただけただろうか───」

ルーチェ：（低い声で）「おかわりは、いただけるだろうか……？」

ＧＭ：神殿の食料が大ピンチじゃねえかっ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルーチェ：装備は、右手武器がファインメイスになりました。以上です。




●ベルダー・ウィステリア（４レベル）の場合

ベルダー：ベルダーです！　レベルが４になった結果、【敏びん捷しよう】と【知力】が１上がったので、ちょっとだけ強くなりました。その影響で、【回かい避ひ】とかが上がった。スキルは、《マジシャンズマイト》のレベルを上げて３になったので、ダメージが上がりました。新しん規き取得は《マジックブラスト》と《リバーサル》。《マジックブラスト》で範囲攻撃が可能になりました。

ルーチェ：《リバーサル》って？

ベルダー：《リバーサル》は、相手が判定をした直後に使用して、相手の達成値ちを下げるスキル。まだレベル１だけど、それでも達成値３も下げるという優れもの。

ルーチェ：おお！

ベルダー：たとえば、向こうが同どう値ちで回避成功した場合、《リバーサル》で達成値を下げると、回避を失敗させられる。相手に対してアグレッシブに対たい応おうすることができるので、便利かと思って取得しました。最終的にはレベル３まで上げたいと思ってます。

ＧＭ：ただ、【ＭＰ】をけっこう消費するよね？

ベルダー：そこが問題。俺の【ＭＰ】は61なんですが、《リバーサル》は10点も消費してしまうので……いかに【ＭＰ】を使っていくかが課題かなー。

ＧＭ：そのフォローのために、《フックダウン》取得したんじゃないの？　クリンナップでＭＰポーション飲む作戦でしょ？

ベルダー：いやー、いろいろ迷った結果、結局クラスロールを取得しました。ベルダーの成長方針上、《ブーストマジック》を取得するのを諦めるのを前ぜん提ていとして、その補ほ強きようをするために、《スペシャリストⅠ：水》を取得。これで、火力を補おぎなおうと思っています。

ＧＭ：やや攻撃支援寄よりにしつつ、火力も伸ばした型か。

ベルダー：そうそう。うちには、火力係がいるんで、その取りこぼしを狙ねらえればいいやという感じでいます。装備は一いつ切さい変わっていません。以上です。




●アモーレ・カモーレ（３レベル）の場合

ＧＭ：では次、アモーレ！

アモーレ：そう、あたしはアモーレ・カモーレ───言うまでもない。ふふふ。

ＧＭ：なに言ってるかわかんねえよっ!?（笑）

アモーレ：私もよくわからない───。すべては謎。でも、世界はすべて謎でできているの。……愛の本当の意味を知っている人間が、この世にはいるのかい？

ベルダー：え、いや、ほんとになに言ってるかよくわからないんだが（笑）。

サジ：……アモーレって、そんなキャラだったっけ？（笑）

アモーレ：───よく憶おぼえてない。

ＧＭ：覚えておけよっ!?　せめて一いち人にん称しようぐらい統とう一いつしろ！（笑）　書きにくい！

アモーレ：じゃあ、一人称はミー、語ご尾びはザンス、二に人にん称しようはユー。ミーはフランス帰りってことで。

サジ：過か去こを捨てすぎだろうっ!?（笑）

ＧＭ：設定変わっちゃってるじゃん（笑）。一人称だけ統一すればいいから！

アモーレ：いやいや、ちょっと思い出した。実はアモーレには前科はない。

ＧＭ：三話目にして設定変えるのはやめてくれっ！（笑）

アモーレ：アタシひとりくらい変わったって、世界はなんら変わらないよ。

サジ：きっとこれはまた、一人称も統一されないとみた……（笑）。

ＧＭ：いいから成長報告をしてくれよ（笑）。

アモーレ：ではマジメに。えー……スキルは《ブラインドサイド》のレベルを上げました。それから、ようやく《インタラプト》を取りました。

ＧＭ：ようやく《インタラプト》か……っ！

ルーチェ：《インタラプト》って、どんな効果なんですか？

アモーレ：スキルを打ち消すことができるんです。相手が《バッシュ》とかのスキルで攻撃してきたら、その攻撃そのものを失敗させられることもできるという。

ルーチェ：あ、強い。

アモーレ：それから、《ストロングボウ》というスキルを取得しました。ミーが持っている弓は、重くてでかい。その代わりに、威い力りよくがでかい。身長の[image: 1.2]倍くらいのでかさ。まぁ、ネヴァーフで【筋きん力りよく】が高いからこそなせる技わざよ……！

ＧＭ：いや、今は自じ慢まんするところじゃないから。他には？

アモーレ：それと……クラスロールの《フェンサーⅠ》を取得。集団戦に強くなるスキルを取った。敵が多ければ多いほど、ダメージが上がるというスキルです。ダメージが＋［対象の人数］Ｄ増ふえるという。

ベルダー：あ、つえーな。

アモーレ：……いえね？　よくよく考えると、ミーは集団戦のエキスパートとして雇やとわれたんだったと思い出し───（笑）。ちなみに装備に変更はなし。以上です。

ベルダー：成長方針としては、火力を上げたってことですよね？

ＧＭ：だね。ルーチェが防御回復寄りに進んだからだから、アモーレを攻撃寄りにするのは悪くないね。では、最後に、サジの自じ己こ紹介をよろしく！




●サジ・シラヌイ（３レベル）の場合

サジ：拙せつ者しやはサジ・シラヌイ。拙者は前回、ふがいない敗北を喫きつし、ルーチェ殿を守るという任務をまっとうできなかったゆえ───（笑）。

ＧＭ：え、まずはそこから？（笑）

ルーチェ：みんなのトラウマになってますね、あれ（笑）。




　前巻のイラストを参照である。




サジ：スキルは……《オートガード》と《アーマーブレイク》のレベルを上げた。

ＧＭ：ちょっと固くなって、相手の【物理防御力】をより大きく下げられるようになったか。

サジ：《アーマーブレイク》が２レベルになったので、相手の【物理防御力】をマイナス８することができる。

ＧＭ：８点か!?　でかいな！

サジ：だがこの技は、人を傷きずつけるためにあらず！　……それから、《ウェポンルーラー》を取って命中を高め───あ、クラスロール《パラディオンⅠ》を取得。フェイトを１点使うことによって、ダメージをさらに５点減らすことができるでござる。

ＧＭ：ガチガチだな……！

サジ：ガチガチなのはまだ続く！　なけなしの金をほぼ注そそぎ込こんでいただいて、胴どう部ぶ防具が妖よう精せいのチェインメイル、補ほ助じよ防具をファインポイントアーマー、装そう身しん具ぐを金こん剛ごうの鞘さやに変更。【物理防御力】は25、【魔ま法ほう防御力】も７まできたでござる。以上。

ベルダー：これで、どんな敵が来ても大丈夫！

アモーレ：こんなに強くなったんだから、世界だって救えちゃうね！

ＧＭ：じゃあ、本当に救えるのかどうかは、まず、セッション内で神殿に認めてもらうところから初めてもらおう（笑）。今回、ギルドのレベルは上がってないので、ギルドサポートの新規取得もなしだな。

ベルダー：ということは……《蘇生》《祝福》《陣形》のままか。

ＧＭ：それを全部持って行ける感じだね。……では、シナリオ本編に突入しようか！

一同：はーい！
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◆Opening01◆神殿の朝は早かった




ＧＭ：では、これよりシナリオ本編を始めよう！　よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）

ＧＭ：なお！　今回、ゲームバランス的な不安があるが、知ち恵えと根こん性じようと運で乗り切るように……！

一同：ちょ……っ！（笑）

ＧＭ：あ、シナリオ的な不安というよりは、キミたちの選せん択たくしだいでいろいろ変わるからね、って話だ。フェイトは使いどころが難しいかもしれない。でも、上う手まくやればドラマを盛り上げ、キャンペーンの謎に迫り、けっこうお金も稼かせげておいしい……！

ベルダー：いいね！　今回、四八〇〇Ｇという目標金きん額がくがあるから！

サジ：なんとしても、フェザーアーマーをルーチェ殿に。

ルーチェ：歴代ヒロインが着ていた鎧……っ！

ＧＭ：（笑）。その代わり、失敗すると大変なことになるよ。

アモーレ：……あ。きっかり四八〇〇Ｇだと、ルーチェの防具を買って終わりになっちゃうから、もっと稼ぎたい……！（笑）

ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めよう。今回、オープニングフェイズは一シーンだけだ。キミたちは、前回の活かつ躍やくをミジンコ程てい度どに認められて、一〇日ほど経たった。

サジ：微び粒りゆう子しレベルとか言われてたのに、ミジンコ程度には認められたとは。だいぶ認められたものでござるな。

ＧＭ：さわやかに皮肉を言わないように。

ルーチェ：ディクシィさんの採さい点てん、辛からい……（笑）。

ＧＭ：うむ。ところでそのディクシィは今も神殿内で、監かん査さ役やくとして暗あん躍やくしているみたいだけど、キミたちにはしばらくの間、お呼びがかからなかった。

サジ：つまり、まだ認められていない。

ベルダー：お呼びがかからない間って、俺らはどこで寝ね泊とまりしてるんだろう？

ＧＭ：神殿の無料宿泊所だよ。

ルーチェ：飲食が保ほ証しようされてるのはいいですね！（笑）

ＧＭ：この一〇日ほど居い座すわった程度で、「そろそろ出て行ってくれないかな……」という目で見られるけどな。

アモーレ：食料の消費が激はげしいから、通つう常じようなら数週間もつはずの食料が三日で底をつくだけ。我われ々われというか、とある一名が、だけど（一同爆笑）。

ベルダー：最近、エネルギーが発光に消費されてるから、しょうがないな。

サジ：……ルーチェ殿は、カロリーを手で消費しているのか（笑）。

ＧＭ：では、その日も腹はら一いつ杯ぱい食べ、冒険者の心得とかを勉強しつつ……キミたちは何時くらいに寝ねるんだろうね？

ルーチェ：冒険者だから、就しゆう寝しんは早いと思います。

アモーレ：アタシは夜遅くまでがんばってるね。

ＧＭ：部屋はツインを用意され、男だん性せいふたり、女性ふたりで部へ屋や割わりをしてたことにしよう。……さて、キミたちが就寝したあと。そうだな、時じ刻こくは午前三時くらいか。ふいに、キミたちの部屋のドアがノックされる。

サジ：───何者だ？（ちゃっ、と刀を握にぎるジェスチャー）

ＧＭ：反はん応のう早いな。

ベルダー：サジは神殿暮ぐらしが長かったから、身に染しみついてるんじゃないか？　俺はたぶん、ついていけないけど。

ＧＭ：そうか、サジはいつでもすぐに戦闘態勢に入れるよう、眠りが浅いことになれているんだな。きっとそれは、訓練の賜物なのだろう。キミは、ドアの向こうに人の気配を感じた。

サジ：ナイフを投げる！

ＧＭ：ナイフは、ドアを貫き……〝カーン〟という音が鳴った。扉の向こうの気配は、カサカサカサと去って行った（一同爆笑）。

サジ：───逃にがしたようでござる。

ベルダー：…………待て、サジ。相手はノックしてくれたよな？　なぜナイフを投げた。

サジ：…………。

ベルダー：答えてもらおうか。

サジ：…………ぐーぐー。

ベルダー：起きてねえじゃんっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：───続いて、女子の部屋のドアがノックされる。コンコン。

ルーチェ：きっとその時間じゃ起きません。

ＧＭ：では、鍵かぎ穴あなから、ドアの隙すき間まからよい香かおりが漂ただよってきた。

ルーチェ：意い識しきがないまま、手がキラキラと輝かがやき始めます。

一同：こえーよっ!?

ＧＭ：「早く起きなさーい」（パタパタと、なにかをあおぐ仕草）　なんか部屋の外で、廊ろう下かに置いた料理かなにかをうちわであおぎ、その芳ほう醇じゆんな香りを部屋に送おくり込こんでいるようだ。ルーチェには、その芳醇な香りが見えた。

一同：見えたっ!?

アモーレ：匂いを視し覚かくとしてとらえられるの!?　どんな進化を!?（笑）

ベルダー：ルーチェがいつの間にかヒューリンやめちゃった！（笑）

ルーチェ：よい香りがするなら、反応するかも……どんな香り……。

ＧＭ：この世の者とは思えない、とてもいい香りだよ。香こうばしくて……。そう、高級な肉を秘ひ伝でんのたれをもって三みつ日か三み晩ばんを煮に込こんだかのような……。

ベルダー：い、いや、こんな時間にちょっとそれは重そうな……。

ルーチェ：あ。あたし、朝から牛ぎゆう丼どんとかいけます。

ベルダー：意識のないまま右手を光らせ、匂いにつられて笑顔でドアの方までふらふら歩いていく。なんというか………………こえーよ（笑）。
















ルーチェ：ドアを力いっぱい開けます。

アモーレ：そこの人、危あぶない！　伏せるのじゃ～！（笑）

ＧＭ：ルーチェがドアを開けると、よい香りを漂わせている鍋なべを、うちわでぱたぱたあおいでいるじじいがひとり。「おはようございます、みなさま」

ルーチェ：お、おはようございます……（笑）。

ＧＭ：「はいはい、みなさん。起きてください」

サジ：だ、誰……？

ＧＭ：ディクシィのお付きのおじーさんだな。どう見ても。

サジ：ああ、あのシチューじじい……。




　そーいえばあのじーさん、名前決めてなかったぞ。




ベルダー：俺たちも起き出して廊下に出るが……なにやってんだ、じーさん。

ＧＭ：「───ディクシィ様がお呼びでございます」

ベルダー：じゃなくて。なぜ、我々の部屋の前でシチューを作っている。

ＧＭ：「いい香りでございましょう？」

ルーチェ：お肉、もらってもいいですか？

ベルダー：いや待て、その前に聞くことがあるだろう。

ルーチェ：あ。えーと……なんのお肉ですか？

ベルダー：…………。

ＧＭ：「これは、ただの鍋でございます。中身はありません」このじじいは料理のプロなので、鍋も長年使用したことで香りが染みついているようだ。

サジ：どんだけ染みこんでるんだっ!?

ベルダー：それもどうでもいいわ！　じーさん、なにしてんだよっ！

ＧＭ：「この芳醇な香りで、みなさまを起こそうと思いまして」

ベルダー：普通に起こせねえのかよ!?　そもそもなんだよ、こんな深夜に！

ＧＭ：「ほっほっほ。神殿の朝は早い。四時に活動開始するのなら、この時間に起き出すのは当然こと───。ディクシィ様もすでに起きておられます。曰いわく、なんでも準じゆん備びが整ったからみなさまを連れてこいと……」

ベルダー：準備？

ＧＭ：「みなさま、すぐに着き替がえて、ディクシィ様の執しつ務む室しつへといらしてください」

ベルダー：どうせまた、面めん倒どうごとをふっかけられるんだろうよ。とりあえず、着替えて執務室へ行くか……

サジ：どうせ、ロクなことにはなるまい───。

ＧＭ：そう、サジだけはそれをわかっている……。そして「では、お待ちしております」と言って、じいさんは鍋に蓋ふたをすると、すすす───とすり足で去って行く。ではこれで、オープニングフェイズは終わろう。

サジ：え？　もう終わり？

ＧＭ：うん、ただキミたちを呼よび出だすだけのシーンだからね。

ベルダー：だったらほんとにふつーに起こせよっ!?（笑）

ＧＭ：うひひ。
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◆Middle01◆レオーネ




　神しん殿でんの朝は早い───。

　意い識しきがいまだ覚かく醒せいしきらぬままに、ルーチェたちはディクシィの執しつ務む室しつへと向かう。

　だが、執務室にたどり着くまでに、彼かれらは思いっきり目を覚ますこととなった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろう。キミたちは身み支じ度たくを終え、ディクシィの執務室へと向かう。その途と中ちゆう、神殿の廊ろう下かでのことだ───。

ルーチェ：廊下……。

アモーレ：まだディクシィの執務室に着かないってことはなにかあると……。

ＧＭ：そのとおり（笑）。本ほん殿でんへと向かうキミたち───このエリアは普ふ通つう、一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやであるキミたちが入れるエリアではない。時じ刻こくは午前四時くらいだが、すでに神殿勤づとめの若わか者ものたちは動き出している。神殿の掃はき掃そう除じをしたりしてるよ。

ベルダー：俺おれらは、寝ねぼけ眼まなこで無む駄だに立りつ派ぱな廊下を眺ながめて辟へき易えきしつつ、ブツブツ文もん句くを言いながら廊下を歩いているわけだな。「まったく、こんな時間になんだってんだ……」

ＧＭ：すると、キミたちに気づいたアコライトたちが、「おはようございます、みなさま」と挨あい拶さつをしてくる。

サジ：爽さわやかでござるな。

ベルダー：おはよう。

ＧＭ：「あら？　ああ、ディクシィ様のところの……」

ベルダー：……まあ、世話になっているのは事実だが。

ＧＭ：「がんばってくださいね！」

ルーチェ：ありがとうございます、がんばります！

アモーレ：がんばってくださいって、わざわざ言うところに不安が……（笑）。ディクシィになにかあるので？

ＧＭ：「いえ、そういうわけではないんですけど。ただ、昨日、悪い笑顔を浮うかべていたので、きっとロクでもないことが起きるんじゃないかと……」

一同：ああ（納なつ得とく）。

ベルダー：神殿の人たちから俺らは「ディクシィにこき使われてる。かわいそう」みたいな目で見られてるのか。「今回の生いけ贄にえは何日もつのかしら？」とかさ！　いやだなぁ、おい！

ＧＭ：そう嘆いていると、ふいに正面から、高飛車な感じの男の声が掛かけられる。「おや？　なぜ、こんなところに一いつ般ぱん人じんがいるのかな？」

ルーチェ：な、なんかイヤらしい声が……（笑）。

ベルダー：なにこのいきなり敵てき対たい心しんを煽あおるようなセリフは。そっちを見ると？

ＧＭ：キミたちが歩く廊下の先に、四～五人程てい度どの戦士の一いち団だんがいる。そのリーダーとおぼしき男が、声をかけてきたようだ。「ここは、一介の冒ぼう険けん者が来るところではない。特に、そこのちっこいの」

一同：……。

ルーチェ：え、あたし？

アモーレ：身長だけなら、ミーの方が小さい。

ＧＭ：男の視し線せんからして、ルーチェのことを言っているみたいだね。アモーレのことは視し界かいにも入ってなかったようだ（一同爆ばく笑しよう）。

ルーチェ：あ、あの……？

ＧＭ：「ふぅん？　キミが〝シンクトワイス〟のギルドマスターか。相手にしては物足りないな。……まあ、かまわんがね」　リーダー格……浅黒い肌はだの神官戦士系けいの男は、挑ちよう発はつするように言う。「この神殿も落ちたものだ。このような一介の冒険者たちが出入りするようになるとは」

アモーレ：神殿なんだから、冒険者がいるのは当然じゃないか。

ＧＭ：ここは本殿だから、一般人は立たち入いり禁きん止しと言ったろう。

サジ：御仁、名前をお伺うかがいしたい。

ＧＭ：サジは何度か見たことあるよ。この神殿の神官長の部屋に出入りしている男だ。

ルーチェ：浅黒い肌の男の人って……前に、神官長と一緒にいた人ですね？

ＧＭ：そのとおり！　すげー、よく憶おぼえてたね？

ルーチェ：あ、やっぱりそうですよね。なんか、いた気がしたんです。

ベルダー：いたっけ（笑）。

ＧＭ：うん、この神殿の神官長の護ご衛えい兵へいという感じで登場してる。リプレイ一巻かんには書きそびれた気もするが……（笑）。名をレオーネという。獅子座の意味だな。

ベルダー：また星座縛りだ（笑）。

ＧＭ：……さて、そんな両者のやりとりを見た周りの人々が。ひそひそと眉をひそめて呟き始める。「……おい、またはじまったぞ。レオーネ様の新人いじめが」「でも、ディクシィ様の部下ならしょうがないんじゃない？」「そうだなぁ」

ベルダー：このレオーネってのもアレだが、ディクシィの方がやばそうなのは気のせいか。

サジ：───さもありなん。

ＧＭ：レオーネは言う。「正直に言う。私にとってキミたちは、実に不愉快な存在だ。だが、決着はすぐにつくだろう。せいぜい、首を洗あらって待っていたまえ」

ベルダー：………………なんの話だ？

ＧＭ：（死ぬほど嫌らしい、わざとらしい口調で）「さて、ルーチェ・メテオライト。キミ個人のことも、話には聞いている。ずいぶんとかわいらしいお嬢じようさんだ。驚いたよ」

ルーチェ：ありがとうございますっ。

サジ：た、たぶん褒ほめてないと思うでござる……。

ＧＭ：「キミみたいな子は、冒険などには出るべきではない。そう、町で花屋やパン屋でもやるのがお似合いだ」

アモーレ：な、なんて恐おそろしいことを言うんだ！　作ったはしから食べ尽つくすに決まってる！　開店休業のパン屋になんの意味が……っ！（笑）

サジ：商しよう品ひん棚だながいつも空っぽなパン屋……（笑）。

ＧＭ：「……フン」　挑発気味にルーチェを見下し、視線はベルダーに。「……キミはたしか、ベルダー君とか言ったね。新米の冒険者で、実戦経験はろくにないのに、知ち識しきだけは先行している若者だと。キミの理り論ろんがどこまで通用するか、楽しみにしている」

ベルダー：俺はともかく、高官の娘むすめであるルーチェにいちゃもんつけるような男の言うことなんて、気にしないけどなっ（笑）。

ＧＭ：次はサジに───。「お前、ディクシィの小間使いである男か。この数年、書類整理ばかりで、技わざのひとつも磨みがかずにいた男だろう？　名前はザジ、だったかな？」

サジ：サジでござる。ザジでは、車田正美先生の漫画でござる。それと、書類整理のひとつもできずに、剣の道は極められぬ。剣けん士しとはいえないでござろう？

ＧＭ：「だが、ついた上司が悪かったな。私わたしのような者の側に居いれば、キミの人生も大きく変わったろうに」

サジ：……。

ＧＭ：「さて───」

アモーレ：（わくわくした瞳でＧＭを見ている）

ＧＭ：「残念だがキミたちは、近いうちにこの神殿からまとめて追い出されることになる」

アモーレ：あれ？

ＧＭ：「それまで、この王国を隅々まで観光でもしておくといい」

アモーレ：あれ？　アタシにはつっかかってこないのかい。

ＧＭ：ああ。アモーレは、視界に入ってないと言っただろう。

アモーレ：ひで──────っ！（笑）

ＧＭ：「では、その日が来ることを待っているといい。では───」そう言うと、キミたちを押おしのけ、高笑いをしながら去って行く。

一同：………………。

ベルダー：なんだったんだ、あいつは……ディクシィに言って、文句のひとつでも申し入れてもいいレベルだ。

サジ：ディクシィ殿がそんなことをするとも思えないでござる。

アモーレ：認識すらされなかった……。

ベルダー：あいつは、今回のシナリオの敵になるとみた。全力でぶっつぶして差し上げよう。




　ベルダーの推測は正しい。

　ライバルとなるＮＰＣでＰＣたちを挑発し、「嫌な奴と思わせる」のは、セッションに挑むプレイヤーたちの強いモチベーションとなる。

　シンプルなシナリオでも、これがあるだけで盛り上がるので、ぜひ試しを（笑）。




ベルダー：ともかく、ディクシィのとこに行こう。あ、彼のフルネームは？

ＧＭ：レオーネ・アディンセルだね。

サジ：アディンセル……？　昔のリプレイにそんな名字のがいたなあ……（笑）。

ベルダー：奴らのことは、ディクシィに説明しないとな。

ＧＭ：ほいほい。では、ここらで次のシーンに移うつろうか。







◆Middle02◆ディクシィの企たくらみ




　気分が悪かった。

　初めて言葉を交わす男に、突つっかかられる理由などあるはずもない。

　どこか納得できない四人はしかし、その気分を晴れやかにする方ほう策さくを聞くこととなる。

　そう、ディクシィの口からだ───。




ＧＭ：次のシーンに入ろう。キミたちがディクシィの執務室に来た場面だ。

ベルダー：入るぞー！　ばーん！

ＧＭ：……と、ベルダーがディクシィの執務室のドアを開けると、彼女は「ほこりが立つから、静かに開けてくれる？」　うん、いつもどおり不機嫌そうだ。

ベルダー：不ふ機き嫌げんなのはこっちも同じなんだよ！　いいから、俺らの話を聞いてください……聞いてくれよ！（一同爆笑）

ＧＭ：なんで言い直した。

ベルダー：高こう圧あつ的てきな女じよ性せいが相手だと、俺の魂たましいが揺ゆさぶられるんだよ……！（一同爆笑）

ＧＭ：「一分遅ち刻こく」

ベルダー：これから先、なにをどうやっても、毎度遅刻させられる気がする（笑）。

ＧＭ：「ま、正式なあたしの部下ってわけでもないし、許す。……さて、アンタたちがこの町に来てから、いくらか時間が経たったけど……この神殿は、前回のバルゴみたいに、油ゆ断だんならないヤツらがいるってこと、わかったでしょ？」

ルーチェ：バルゴさん……ほんとにあの人は～……（笑）。

ＧＭ：「あたしが信用できるスタッフを一いつ刻こくも早くほしいのはわかったはず。そのためには、いっぱいクエストをこなして実じつ績せきを積み、一人前の冒険者として誰だれもが納得できる存そん在ざいになる必要がある。神殿に上の方に認められるくらい、ね」

アモーレ：……ふむ。

ベルダー：好きに使われるのはしゃくだが、実力を試したくてうずうずしているのは間違いない（笑）。まあ、俺とルーチェには、父親の残した秘ひ密みつを暴あばくという目的があるから。

ルーチェ：そうですね……。ディクシィさん、なんか知っていそうですし。

ベルダー：ひとつの派は閥ばつになってしまうのは問題だと思ってるんだが……。

サジ：だが、他の派閥には、なじめないでござる。

ベルダー：そうなんだよな！　他がひどすぎて。さっきのレオーネもそうだけど！

ＧＭ：バルゴみたいな不正を働くヤツを暴あばき出だすのが監かん査さ室しつなんで、ディクシィが正せい義ぎなのは間ま違ちがってないよ？

ベルダー：で？　俺たちをこんな時間に呼び出した理由を聞かせてくれ。

ＧＭ：「───コホン。冒険者として名をあげるためには、クエストをいくつも成功させて、ギルドの名を世間に知らしめる必要がある」

ルーチェ：それは聞きました。

ＧＭ：「でも、そのために、１シナリオに１クエストじゃ効こう率りつが悪い。あたしは、そんなには待ってられないの」（一同爆笑）

ベルダー：お、おう……（笑）

ＧＭ：「そこで思いついたのよ」ディクシィはどこか自信たっぷりの笑みを浮かべた。

ベルダー：…………。

ＧＭ：「名付けて、地じ獄ごくのクエストロード大作戦……っ!!」（一同爆笑）

ルーチェ：名前が不ふ吉きつ……！（笑）

アモーレ：神殿なのに、地獄とはこれいかに!?（笑）

ベルダー：地獄ってなんだよ、地獄って！　なにさせる気だよっ!?

ＧＭ：「なによ、不満なの？　じゃあ、言い直すわ。天国のクエストロード大作戦」

ベルダー：名前が変わっただけだろうがよっ!?

ルーチェ：あの、それはいったい……？

ＧＭ：「アンタたちがこの神殿に認みとめられるための、最高の方法のことよ。ちまちまとクエストをやって名を上げるには時間がかかりすぎる。だから……一いち撃げきで認められる作戦を、あたしは考えついたのよ」

ベルダー：つまりあれか、一回のシナリオの中で何本もクエストをクリアするような地獄をやるってことか。

ＧＭ：「天国」

ベルダー：お、おう……天国な。天国。

ＧＭ：「概ね、そのとおりよ。ここから約二週間をかけて、一本でも多くのクエストをクリアしてもらうわ。でも、ただそれだけじゃない。レオーネっていう神官長付きの男と、クリアしたクエストの点数を競ってもらう」

ルーチェ：……レオーネさん？

ベルダー：さっき俺たちにつっかかってきた奴やつか。あの性せい格かく悪そうな。

ＧＭ：「ああ、もう会ったのね。ほんとあいつ、顔はいいのに性格と口調がねちねちしててさ、嫌いやな奴なのよねー」

アモーレ：全力で同意しよう。

ベルダー：俺もだ。

サジ：いけすかない奴だが、しかし腕うではたしかでござるよ。

ベルダー：まあ、とにかく概がい要ようはわかった。そのクエストクリア合戦で一本でも多くのクエをこなして、レオーネを負かせればいいんだな。なるほど、神官長付きの冒険者を負かせたとなれば、俺たちを認みとめざるを得なくなるってことだよな？　任まかせろ！

ＧＭ：「ふふ、頼たのもしい。そう言ってくれると思っていたわ！　だから喜んで？　考え得る限かぎりの罵ば詈り雑ぞう言ごんをもって、あなたたちの名前でレオーネに宣せん戦せん布ふ告こくしといたわ」

一同：へ？

ベルダー：宣戦布告……したの？

サジ：拙せつ者しやらの名前で？

ルーチェ：しかも罵詈雑言……？

ＧＭ：「ええ」

一同：お前のせいか──────っ!?

ベルダー：だからさっき因縁付けられたのよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルーチェ：ひ、ひどい……ひどい！（←と言いつつ、大爆笑）

ＧＭ：「短期間でパワーアップするには、多少の犠ぎ牲せいは仕方ないのよ」

ベルダー：いやいやいやっ、罵詈雑言は言わなくてもいいだろうっ!?　お前の私情だろうがそれはっ!?

ＧＭ：「私情？　どこら辺が私情なのよ？　言ってみなさいよ！　私はひとかけらも私情なんて挟はさんでないわよ？」

ベルダー：お、お前……っ！（笑）

サジ：落ち着くでござる、ベルダー殿。明めい確かくにディクシィ殿の私情だとは思うが、拙者はルーチェ殿を守ると決めたでござる。ならば、ルーチェ殿に勝利を捧ささげることに、なんの迷まよいもない。

ベルダー：……まあな。俺も、ルーチェを悪く言われたことはむかつく。それに、一般人は「一般人だろう？」とあおられるとムカつくんだよ。

サジ：うむ。なので……………………クソ、のせられてやるでござる！（笑）

ＧＭ：「ともかく、勝てばいいわ。勝てばすべてが帳消し。誰にも認められる冒険者になれる。そして晴れて、この神殿中枢への出入りが許ゆるされるわ。クエストの開始は明日の朝五時からよ。それまで準じゆん備びと休息にあてておきなさい」

ベルダー：とにかく、食うだけ食って、寝ねて、はりきっていこうぜ。……でもな、ディクシィ。「ごめんなさい」って言わせてやるからな、この野や郎ろう。

ＧＭ：「楽しみにしてる。あたしさ、生まれてこの方、三回しか謝あやまったことがないの」

サジ：思ったより謙けん虚きよだった。

ルーチェ：とにかく、今はディクシィさんに従したがってがんばらなきゃ。……でも、ディクシィさん、その代わりいつかお父さんに関する手がかり、教えてくださいね？」

ＧＭ：そこで、ディクシィは目を細めて真面目な表情となる。「……ええ。お父様の期待に応こたえたいなら、今はがんばりなさい」

ルーチェ：あたし、モチベーションあがります！

ベルダー：ルーチェの手がまぶしい！　やる気が漏もれてる！（笑）

ＧＭ：「話は以上。これにて解かい散さんとしますが、なにか質しつ問もんは？」

サジ：あ、くわしいルールは？

ＧＭ：それは次のシーンで説明するけど───大まかに言うと、クエストをクリアするごとに報ほう酬しゆうポイントが入る。最後に、その報酬ポイント分だけダイスを振ふって、よりポイントが高かった方が勝ち……みたいなルールだ。「……いい？　レオーネはそうとうやり手だから気をつけて」

ベルダー：おう。

ルーチェ：お父様のためにがんばります。

ＧＭ：「そう。一歩でも早く、あの方に近づいて。そうでないなら、用はないから」

ルーチェ：プレッシャーかけられた！（笑）

ＧＭ：では、キミたちは部屋に帰って封ふう筒とうの中身……ルールが書かれた紙をチェックし───そして明日の朝、対決の時を迎むかえることとなる。てなわけで、ここで一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようしよう。

一同：はーい！







◆Middle03◆クエストバトル、スタート！




　朝あさ靄もやのけぶる街まち並なみ───。

　時刻は、午前五時。

　神殿の受付カウンター前に、ふたつのギルドが整然と立たち並ならんでいた。

　戦いが、始まる。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろう。翌よく日じつの朝五時。神殿の受付カウンターはすでに開いている。カウンターの前にいるのは、〝シンクトワイス〟の四名と……えー…………。

アモーレ：……レオーネたちのギルド名、考えてなかったんだね？（笑）

ベルダー：リーダーがレオーネだから、〝ライオンハート〟とかどう？

ＧＭ：おお、いい名前だ！　イギリスのリチャード王だったっけ？　たしか、〝勇敢な心〟みたいな意味もあったよな。……採さい用よう！　では、レオーネたち、〝ライオンハート〟の四名がいる。そして、審しん判ぱん役やくとしてディクシィが見守る。

サジ：審判役がディクシィなら、これは勝ったも同然だな！

アモーレ：ありとあらゆる汚きたない手を使って、〝ライオンハート〟を追おい詰つめるよ！（笑）

ＧＭ：「では、これから、地獄の……もとい、〝天国のクエストロード大作戦〟を始める。みんな、正々堂々と、神殿所しよ属ぞくの冒険者らしく、クエストを受け、達成することを邁まい進しんするのよ。ＯＫ？」

アモーレ：アタシは〝ライオンハート〟のメンバーとにらみあいをしてる。

ＧＭ：じゃあ、ネヴァーフの小さな女の子が、アモーレに「そ、そんな、にらまないでください……」と涙なみだ目になるよ？

アモーレ：それじゃ、こっちが悪役みたいに見えるじゃないのさ！　……そうやって、アタシに対する周囲の好感度を下げる作戦だね!?　なんとずるがしこい！（笑）

ＧＭ：「な、泣いてなんかいませんよ!?」とネヴァーフの女の子は反はん論ろんする。ディクシィはまったく意に介かいさずに言う。「では、これから二週間、二一本のクエストに挑いどんでもらうわ。今まで消えていった冒険者は数知れず……」

アモーレ：消えていった!?

ＧＭ：「クビになったら追放よ？　これは本王国に伝わる、由ゆい緒しよ正しき決けつ闘とう法だから」

ルーチェ：決闘法だったんですか！（笑）

ベルダー：宣戦布告したのはディクシィだけどな。

ＧＭ：では、そろそろ始めようか。レオーネは笑みながら、キミたちを見下しながら告げる。「観光は満足したかね？　せいぜいがんばりたまえ」

ベルダー：そっちこそ。この二週間の間に、この先の身の振ふり方かたを考えておいた方がいいぜ？（にやり）

ＧＭ：「では、我わがギルドが勝利した暁あかつきには、使える人材だけは、小間使いとしてスカウトしてやろう」

アモーレ：は、よろしくお願いします（一同爆笑）。

ベルダー：ルーチェに向かっていってるんだよな、きっと。いいか、飼かい慣ならせると思うなよ？　うちのライオンをよ！

サジ：食しよく欲よくが獣けもの並なみということでござるな。たしかに飼かい慣ならせない。

ルーチェ：あはは（笑）。

ベルダー：いや、今のは怒っていいところだぞ、ルーチェ……。

ＧＭ：「では、正々堂々と戦おう」レオーネは右手を差し出す。

ルーチェ：半歩下がって右手を差し出します。

ベルダー：なんで下がるんだよ!?　普通に握あく手しゆすればいいんだよ！（笑）

ＧＭ：「では、先攻はキミたちに譲ゆずってあげよう。好きなクエストを選びたまえ。我々は、キミたちが選んだもの以外から、選ぶことにしよう」

ベルダー：くそー、こいつらに吠ほえ面づらかかせてやりたいな。レオ（ライオン）なだけに。

ＧＭ：「ははは、面白い冗じよう談だんだ」

ベルダー：本当はディクシィが仕組んだ喧けん嘩かだけど、レオーネの態たい度どに頭にきてるから、俺はカッカしてるのだ。

アモーレ：いいと思う。「その余よ裕ゆう、あとで命取りになるぞ」とガンを飛ばす。

サジ：……この戦いは、ルーチェ殿の目的を達成するための手しゆ段だんにすぎない。みな、それを忘わすれてはならんでござる。

アモーレ：サジがよいことを言っている。（渋しぶい声で）……だが、それよりも、報酬が大事だ（一同爆笑）。

ＧＭ：「それでは、両チームとも、がんばりなさい！」と言うと、ディクシィは開始のホイッスルを鳴らすよ。両チームとも受付に向かうと、クエストが差し出される（と、言いながら五枚まいのカードをテーブルに並ならべる）。

一同：おお……？

サジ：今回のシナリオのためだけにこんなの作ったのか……（笑）。

ルーチェ：凝こってる……（笑）。

ＧＭ：いや、作り始めたら面白くなっちゃって……。ともかく、受付のお嬢さんは笑顔で言う。「現げん在ざい、「神殿上じよう納のう金きんの回かい収しゆう」「幽ゆう霊れい退たい治じ」「湖こ畔はんの化け物」「骨こつ董とう品ひんのお届とどけもの」「水みず増ましポーション」の五つのクエストがございます」

ベルダー：ほほーう。

ＧＭ：ルールを説明しよう。まず、これを見てくれ（と、ルールの書かれた紙を配はい布ふする）。




『地獄のクエストロード大作戦』ルール／ゲームの手順




①クエストの選せん択たく

　最初の公開されている五つのクエストカード（初期クエスト）から、両チームは挑いどみたいものを選ぶ。最初にクエストを選ぶ側は「先攻」、あとに選ぶ側を「後攻」と呼ぶ。
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　ゲーム開始時はＰＣ側が「先攻」、ＮＰＣ側が「後攻」となる。

②クエストクリアの条件と「チャレンジ」

　クエストカードには［クリア条件］という項目がある。ここに書かれている内容に従って判定等を行なう（これを「チャレンジ」と呼ぶ）。能力値による判定を指定された場合、ＰＣはどれかひとつの判定のみを行なうことができる。

　クリア条件を満みたすことで、そのクエストは成功となる。

・協力

　ＰＣは自分が行なう判定の権利を放ほう棄きすることで、他のＰＣの判定に＋１Ｄの修正を与えることを選んでもよい。これを「協力」と呼ぶ。

・特殊なクリア条件

　クリア条件の内容は様々で、「指定された能力値による判定」や「戦闘」等がある。「現地にて」と書かれている場合は、クエストカードの選択時にその内容は公開されておらず、実際にクリアするための判定等を行なうさいに、初めて明かされる。

・ターン

　ＰＣ側とＮＰＣ側、それぞれがクエストを選び、チャレンジがすべて終了するまでの区切りを「ターン」と呼ぶ。

③新クエストの発生

　クエストをクリアすると、新クエストが公開される場合がある。

　クエストマップを参照してほしい。
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　ひとつのクエストから、実じつ線せんが延のびて他のクエストに繫がっているものがそれだ。

　例えば、クエスト１－①をクリアすると、実線の先にあるクエスト２－①（レベル２クエストの１番）が、新たに公開されることとなる。

　また、点線で別のクエストに繫がっている場合、それは隠しルートであることを示す（点線はプレイヤーには公開されない）。なんらかの条件を満たした場合のみ、点線の先のクエストが公開される。

　隠しルートに派は生せいするクエストは、カードの「クリア条件」に「＊」が記されている。

④ターンの終了

　その成せい否ひに関わらず、すべてのチャレンジが終了したらターンは終了する。

⑤新たなターンの開始

　ターンが終了したら、①へと戻って次のターンが開始される。新たなにクエストの選択を行なう。そのさい、前のターンで指定された「先攻」と「後攻」は入れ替わる。

⑥ゲームの勝敗

　ゲームは５ターンで構成され、そのすべてのチャレンジが終了したら勝敗の判定に移る。

　ＰＣとＮＰＣ側はそれぞれ、成功したクエストの「得点」を合計する。

　ギルドマスターは合計した得点の分だけダイスを振り、その出目の合計が大きかった側がゲームに勝利する（同値なら引き分け）。

　ダイスを振るさい、ギルドマスターは自分のフェイトを使用してよい。また、ギルドメンバーはフェイトを２点消費するごとに、ギルドマスターが振るダイスに＋１Ｄできる。

ＧＭ：……と、ルールはこんなところかな。

ベルダー：なるほど、だいたいルールはわかった。まあ、あれだな？　最初、この五つの中からクエストを選んで、そこに書かれた難なん易い度どの判はん定ていに成功すればいい、と。

ＧＭ：そう。で、ひとつのクエストをクリアすると、新しいクエストが登場する場合がある……そんな感じ。

ベルダー：（ルールを確認しながら）……にーやん。これさ、パーティを分ぶん割かつしちゃいけないって書いてないな……。

ルーチェ：え？

サジ：なるほど、ふたつに分かれた方が、多くのクエストをクリアできるでござるな。

ＧＭ：（気づいたか。くくく、そこまでは折り込み済みだ）

ベルダー：よし、ちょっと相談します。俺が思うにさ……。




　ここでどのクエストを選ぶのか、相談が始まった。

　クリアに必要な能のう力りよく値ちの確認から始まり、その報ほう酬しゆう額がく、クエの内ない容ようからして戦せん闘とうがあるかどうか───えんえんと相談し始める四人。

　気がつけば、相談開始より三〇分が経けい過かしていた。




ＧＭ：あの、そろそろ相談を始めてから、そろそろ三〇分になるんだけど……まだ？（笑）

サジ：菊きく池ちさんが絶ぜつ妙みようなバランスでクエストを作るからこうなるんだろ!?（一同爆笑）

ベルダー：しかも、悩なやんでるのが面白いからな、これ……（笑）。

アモーレ：でもだいたい決まった。「湖畔の化け物」と「骨董品のお届けもの」でいこう！

ルーチェ：はい！　では、「湖畔の化け物」と「骨董品のお届けもの」で！

ＧＭ：「……ほほーう。パーティを分割しての同時攻こう略りやく。なるほど、定番ですね」　受付嬢がにやりと笑んで言った。

アモーレ：不安にさせるようなことを言うなあ！　迷まよっちゃうだろうが！（笑）

サジ：受うけ付つけ嬢じようは普通のことを言っているだけなのだが、菊池さんが演えんじることによって、相手が罠わなにはめようとしているみたいに錯さつ覚かくしてしまう。なんだこれは。

ベルダー：金目当てに「幽霊退治」「湖畔の化け物」あたりで欲よく張ばると、死ぬ気がするんだ。

ＧＭ：どうかな？（笑）　さて、「湖畔の化け物」に行くのは誰？

サジ：【筋きん力りよく】と【精せい神しん】だから、拙者とルーチェ殿。「骨董品のお届けもの」はベルダーとアモーレ殿でござる。

ＧＭ：ＯＫ。「骨董品のお届けもの」から先にやろう。レオーネは「なるほど。中央ルートで行くか。ルートを左右に伸のばせる、的てき確かくな方法だ。まずは褒ほめよう」と言う。

サジ：余裕を見せてるでござるな。

ＧＭ：「では、我々も選ぼう」と言って、レオーネは……ランダムで決めます。

アモーレ：考えて選べよっ!?（笑）

ＧＭ：だって、ＧＭは内容知っちゃってるから、自分で選ぶと卑ひ怯きようだろ!?

アモーレ：わかってるんだが、すごく手て慣なれた雰ふん囲い気きだったのに、急にランダムだと言い出すのが……！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振ふる）「神殿上納金の回収」か。似に合あうクエストに行ったな。「神殿のために動くのは我らが使命」
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ルーチェ：レオーネさん、案外マジメなのかもしれませんね……（笑）。

ＧＭ：では、「よーい、どん！」と言われた瞬しゆん間かん、〝シンクトワイス〟と〝ライオンハート〟が朝靄たちこめる町へと駆かけだしていくところで、シーンを終了しよう。







◆Middle04◆古書




　ベルダーとアモーレはクエストを選び、グラインの町へ。

　七都市のひとつであるグラインは道行く人々も多く、活気がある。

　ふたりが向かったのは、アイテム鑑かん定ていの店だった。




ＧＭ：では、クエスト「骨董品のお届けもの」から演出しよう。七都市のうちのひとつ、グラインの町にベルダーとアモーレはがやって来たところからだ。ふたりは、目的の骨董屋へとやってきた。

ベルダー：ここに依い頼らい人にんがいるはず。古書を運ぶんだったな。

アモーレ：じゃあ、その店に入る。たのも───っ！

ＧＭ：店に入ると、丸い眼鏡めがねをかけたふくよかな白髪しらがのおっちゃんが出迎えてくれる。「おお、依頼を受けてくださった冒険者ですな？　ようこそいらっしゃいました」

ベルダー：あんたが依頼人か。依頼のブツは？

ＧＭ：「はい、とある冒険者の方からですね、この本を届けてほしいと」

ベルダー：これ、なんの本なんだ。

ＧＭ：「これは、古い時代に埋められた埋蔵金だか、お宝をの秘密を記してあると終われておりましてな。トレジャーハンターの人から、入荷したら届けてくれと言われており……」

アモーレ：ほうほう。自分で掘りにいくという選択はないのかい。

ＧＭ：「なにが書いてあるか、わしにはさっぱりわからんのですよ。なら高値で売る方がいいな、と。で、これをお届けする役目を、あなた方にお願いしたいのです」

アモーレ：オーケー、任まかせておくれよ。

ベルダー：そいつをどこに届とどければいいんだい？

ＧＭ：「受取人はアエマディアの宿に泊とまってるので、そちらの方にお届けください」

ベルダー：わかった。本の中身も気になるけどパパッと行こうぜ、アモーレ。

アモーレ：ははーん、ミーに任せなさ～い。

ＧＭ：「では、こちらがその本です」と、縄なわでぐるぐる巻まきにしてあり……「───あ。絶ぜつ対たいにこの縄を解といちゃいけませんよ？」

アモーレ：滅め茶ちや苦く茶ちやあやしいじゃんっ!!（一同爆笑）

ベルダー：ま、まあいい、了りよう解かいだ。なるべく早く終わらせて、とっととルーチェ・サジ組に合流しようぜ。

ＧＭ：……では、キミたちは古書を受け取ってすぐに街を出て……アエマディアにと向かった。街について、目的のトレジャーハンターと会うこととなり───。

ベルダー：街から街って二～三日は経ってるよな？　あっという間だなー（笑）。

ＧＭ：（笑）。目的の宿では、「いや、待っていましたよ！」と、わりとベテランらしき冒険者たちが何人か集まっている。「これが例の古書本か！」「ああ、さっそく封ふう印いんを解とくぞ」

ベルダー：封印っ!?

アモーレ：それ解いちゃって、大丈夫なの？

ＧＭ：「解かないと中身を見られませんからね。では、冒険者殿、よろしくお願いします」と、本を差し出してくる。

アモーレ：ほわっつっ!?　なんでミーたちが!?（笑）

ＧＭ：クエストのクリアに【知力】の判定が入ってるだろう？

アモーレ：本を開けるとこまでが仕事かーい！

ベルダー：クエストカードには届けてほしいとしか書いてないのだが……（笑）。

ＧＭ：「届けるだけだったら、冒険者なんて雇やといませんよ」

ベルダー：そ、それもそうだ……！

アモーレ：どーりで三〇〇Ｇももらえるわけだ～。

ベルダー：おおっと！　でも【知力】なら俺に任まかしときな。伊だ達てに本ばっか見てねぇぜ？　難易度は10だったな。ちょいさー（ダイスを振る）……８。はい、18です。

ＧＭ：では、その古書にかけられていた封印を解くと、本は淡い光を放って自然と開く───。「なるほど。あの山やま奥おくか……」　そこに描かれた地図なんかを見ながら、トレジャーハンターたちはメモを取っている。では、つぎにアモーレ。【幸運】での判定になる。

アモーレ：この【幸運】はどういうシチュエーションなので？

ＧＭ：うん、封印が解かれた本を全員が見入っているんだが……アモーレは気づく。ふわり、本から闇やみ色のオーラのようなものが噴ふきあがり始め……。

アモーレ：闇色のオーラ!?

ＧＭ：どうやら、本にかけられた呪いのようだ。そのオーラが取とり憑つくかどうかは、キミの判定次第だ。

アモーレ：ちょ……っ！（笑）

ベルダー：俺、本を読みながら楽しくなっちゃってて、そのオーラに気づいてないんだな。

ＧＭ：では、判定どうぞ。【幸運】で難易度10だ。

アモーレ：（少し考えて）フ、フェイトを１点使う。（ダイスを振る）……11。合計で13！

ＧＭ：お、成功したか。するとそのオーラがベルダーに取り憑こうとしていることに、アモーレが気がついた

アモーレ：危あぶない！　と言いつつ、どうすっかねえ……とりあえず、そのへんにあった塩をばしゃっとかける。

ルーチェ：てきとーだあ！　それでいいんですか……！（笑）

サジ：お清めの塩でござるな。

ベルダー：ちょっ、なにするんだよアモーレ！（笑）

アモーレ：いや、ちがう！　今、うしろにマジ黒い霧きりが……！

ＧＭ：……塩がかかると、闇色のオーラは怨嗟の声と共に霧む散さんしました。

ベルダー：（振ふり返かえって）なにもないじゃないか！　ぺっぺっ。

ＧＭ：「おお、やはり呪いが仕掛けられていましたか。さすがだなあ。臨りん機き応おう変へんな対たい応おうだ。これで安全だな」「じゃあ、みなさんもお疲つかれ様さまでした！」

アモーレ：こいつら、呪いがかかることを知ってたのか……あ。お疲つかれ様さまです。

ＧＭ：「じゃあ、これがお礼の報酬です」と三〇〇Ｇ入った布袋を手渡す。

アモーレ：ひゃっほう、三〇〇Ｇ……！

ベルダー：報酬は手に入ったか。とりあえずアモーレ、あとでいきなり塩をぶっかけた理由について、ゆっくり説明してもらおうかな。

アモーレ：いやいや、ホントにね？　悪あく霊りようが憑ついていたんだって。黒い霧が襲おそいかかろうとしてたから。見えなかったかもしれないけどね？

ＧＭ：（笑）。ともかく、１－②をクリア。これによって……（シナリオを見ながら）……うん、２－④のクエストがオープンするな。

ベルダー：そっちいったか。中央の２ー③解放狙いだったんだけどな。

ＧＭ：では、これにて本シーンは終了！　ルーチェたちの場面に移ろう！







◆Middle05◆湖こ畔はんのお掃そう除じ




　ルーチェとサジが向かったのは、七都市のひとつ、ゴヴァノール。

　街に接せつする大きな湖が特とく徴ちようとなる、ユーカリ王国における最大の観光都市だ。

　依い頼らいは、その湖の管理協会からのものだった。




ＧＭ：それでは、一方───ルーチェとサジのシーンにいこう。舞台は、ユーカリ王国を構成する七都市のひとつ・ゴヴァノールだ。この街は、実は湖に面した街でね？　湖の管理協会というのがあり、キミたちはそこで仕事を頼たのまれる。

サジ：───承ろう。

ルーチェ：えっと、お掃除の依頼ですよね。ごめんくださーい、お掃除に来ましたー！

ＧＭ：では、管理協会にふたりが行くと、担当のおじさんが出てきてひととおりの説明をしてくれたということで。「……いやぁ、この街は湖が観光名所なんですけどね？　最近、観光客がどんどんゴミで汚よごすんですよ。困っておりまして……」

ルーチェ：はいっ、だから掃除ですね。

サジ：しかし、掃除だったらわざわざ冒険者を雇わずとも……。

ＧＭ：「いえね？　その捨てられたゴミの中に、なんか変なエネミーが紛れ込んでることがありまして……それをなんとかしてほしいのです。数日前から、悲しげなうなり声のようなものが聞こえるとの噂もありまして……」

サジ：そんな話は聞いていないのでござるが……（笑）。

ルーチェ：あれ？　お掃除だったんじゃ？

ＧＭ：「今日から、この湖畔の掃除をよろしくお願いいたします、エネミーもいたら一緒にお掃除しちゃってください」

ルーチェ：は、はあ……（笑）。

ＧＭ：期間は三日ほどで、毎朝五時から夜中の一時ぐらいまでゴミ拾いになるよ。

ルーチェ：すごいゴミの量です！

ＧＭ：ええ、ゴミはあきらかに観光客のものだけではない。なんかドラム缶とおぼしきものまで、たくさん転がっているな。

ルーチェ：わー（笑）。

サジ：ルーチェ殿、なぜに嬉しそうでござるか。……しかし、なまじ活人剣けんの修しゆ業ぎようよりも長いこと修練していた掃除のスキルが高かったために……っ！（笑）

ＧＭ：では、そろそろ判定しようか。掃除を初めて二日目のこと。背中にカゴ、手にはゴミ拾い用のトングを持って、埋め尽くされている湖畔を掃除中……キミたちはひときわ巨大なゴミの塊をみつけた。

サジ：でっかいのが……！

ＧＭ：水草に漁業用の網、不法投棄されたゴミ……それらが渾然一体となった巨大な塊だ。それを籠かごに入れなきゃいけないが、持ち上げるのすら大変そうだ。はい、【筋きん力りよく】で判定ね。難なん易い度どは13だ。

ルーチェ：えええ……!?

サジ：【筋力】は６。２Ｄだと期き待たい値ちで成功でござる。ふむ、フェイト一個こ使おうかな。

ルーチェ：よろしくお願いします！

サジ：（ダイスを振ふる）……７。ギリギリセーフ。

ＧＭ：ＯＫ、キミはその塊を持ち上げ、背中のカゴに乗せ……ようとして気づいた。ゴミの塊かたまりの中から、呻うめくような女の声が聞こえたからだ。

サジ：うお……っ！（笑）　それはこわいだろうっ!?

ルーチェ：な、なんですかそれ？　ちょっとほんとに怖こわいですよっ。

ＧＭ：では、そのあまりの恐きよう怖ふに、キミたちが逃にげ出ださないかどうかを【精せい神しん】で判はん定ていだ。

ルーチェ：【精神】で振ふりまーす。（ダイスを振る）……あ、ダイス目10。16です！

ベルダー：お～！

ＧＭ：では、耐えたな。キミの中で恐怖は好奇心へと変わった。そして、理解する。ゴミの中から聞こえるうめき声はこうだ。「───……み、水」

ルーチェ：水？

ＧＭ：そしてよく見れば、ゴミの中より突き出る少女の腕や、しっぽ。

ルーチェ：しっぽ!?　ゴミの中から引きずりだします。

ＧＭ：すると、中から腐った水草にからまったまま……ひとりの獣耳の女じよ性せいがひとり、引きずりだされた。

アモーレ：……………………………………。

ルーチェ：あの、大丈夫ですか？　お名前は？

ＧＭ：「だ、大丈夫で……やんす。あっしの名前は……ベネット」
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アモーレ：なんでお前がこんなところに─────────っ!?

ルーチェ：……あ。あー、あー、あー！（笑）

ＧＭ：「あえて言うならば、あっしは伝説の勇者───」

アモーレ：「（ベネットになって）……あっしはクラン＝ベルの四英えい雄ゆうのひとり、ご存ぞん知じ？」

ルーチェ：あたし、知ってます！（笑）




　ベネットは、アモーレを演えんじるＯ畑が長年担たん当とうしてきた代表的なＰＣである。

　ＰＣ、ＮＰＣとして数々のリプレイに参加……昨年終了したリプレイシリーズでは、世界の救済に一役買って、旅へと出た。




アモーレ：（ベネットになって）「……ほう、あっしを知ってらっしゃる！」

ルーチェ：はい、知ってます！

アモーレ：（ベネットになって）「あんたはいい人だ！　こ、これを受け取ってくれ」って言ってグレートＭＰポーションを一〇〇本とか渡わたすんですね。

ＧＭ：渡さねえよっ！（笑）

ルーチェ：と、とにかく助けます。

ＧＭ：「このイベントを選んだキミたちは運がいい。あっしをここで助ければ、きっとのちのち、素す晴ばらしい……そしてラッキーなイベントが訪おとずれる可能性があるでやんす……！」

サジ：ラッキーなイベント？

ＧＭ：そうだ。このクエストでベネットを救出すると、のちのちどこかのクエストでボーナスがもらえる……というか、隠しクエストに通じるルートが出現する。

ベルダー：そんなフラグも用意されてるのか……（笑）。

ＧＭ：「というわけで───み、水……。あと三秒で貰もらえないと死ぬでやんす」

アモーレ：（ベネットになって）「三、二、一……お、おぶぁ……」　死にます。

ルーチェ：死んだ（笑）。

アモーレ：笑ってる場合じゃねえっ!?　で、「チラッ」と。

ルーチェ：生きてた（笑）。

サジ：では、料理道具の鍋なべで湖の水を掬すくって飲ませるでござる。

ＧＭ：すると、ごくごくごくごくごく……っ！　二秒で飲んで「あー、生き返ったでやんす。ぷはーっ、水は美味い！　では、この水をくれたお礼に、このハイＭＰポーションを！」

ルーチェ：お、本当にもらえるんですか？

ＧＭ：「ええ、ハイＭＰポーションとなけなしの一五〇Ｇを」

サジ：ああ、このクエストの報酬でござるか（笑）。協会からもらえるのものと（笑）。

アモーレ：おいこら、ベネット！　お前、伝説の24レベルでしょう!?　なんでそんなもんしか持ってないの───っ！　（ベネットになって）「あ、その、今はこれが精せい一いつ杯ぱいでやんして……」（一同爆笑）

ＧＭ：これでも、となりの大陸を救きゆう済さいした勇者のひとりなんですよ……。

アモーレ：そうそう。（ベネットになって）「いえね？　24レベルって言ってもたいしたことはないんですよ？　ただ、まあ……冒険者の先輩として言わせてもらうとねえ……？」途と端たんに新人リプレイキャラに絡からみ始める。

ベルダー：うわ、こいつめんどくせっ（笑）。

ＧＭ：ともかく、これでイベントはクリアだ。「今後ともあなた方の旅に、幸運が訪れることを祈いのるでやんす───」と告げ……ふと気がつけば、すでに彼かの女じよの姿はない。

ルーチェ：あれ!?　いないです！

サジ：さすが24レベル……！

アモーレ：───そう。瞬きする間に、彼女は風のように去って行ったのさ。……あ、きっとそのへんの穴にハマってるだけなんで探さないでください（一同爆笑）。

ＧＭ：うん、あいつはそーゆー奴だ。では、ここで１ターン目……ＰＣ側は終了だな。それじゃ、レオーネ側も判定をいっとこう！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、キミたちがゴミ掃除だの、お届けものをしていた一方───レオーネは、神しん殿でんの上じよう納のう金きんの回収のため、グラインの町にやって来ていた。彼は、瞬く間に神官の不正を暴き、彼に迫る。「……副神官長、話を聴きかせてもらいましょうか？　帳簿の記述に、不自然な記述があるようだが？」

アモーレ：「……ひ、ひぃっ！」（←よくわからんが副神官長らしい）

ＧＭ：……と、その男が情けない悲鳴をあげたところで判定だ。ここは、２Ｄしては３以上が出ればよい。

ベルダー：ファンブルしちゃえよ！

ＧＭ：うん、ファンブルしなければ成功だね。（ダイスを振る）……７、成功。

ベルダー：……ちっ（笑）。

ＧＭ：レオーネたちが、金貨の袋ふくろを背負い、ほくほく顔で神殿を出ていく。

ベルダー：ほ、ほくほく顔って……意外と可愛かわいいじゃねぇか。ちょっとキュンと来た。

ＧＭ：で、成功させたレオーネは部下たちとこんな会話をしている。




「上手くいきましたね、レオーネ様」

「ああ。しかし、大事なのはこの次さ」

「次？　レオーネ様、なにか深いお考えでも」

「このゲームはな、まず最初の一ターンは相手に先せん攻こうを取らせるのが有ゆう効こうなのだよ。二ターン目はこっちが先攻となるから、新たにオープンした、価値の高いクエストを選べる」

「なるほど……！　さすが根こん性じようが悪い」

「───ふふ、褒ほめるな」




一同：……おいっ！（笑）

アモーレ：いやいやわかってた！　お前ら、実はいい奴ら！　面白い！（笑）

ＧＭ：で、というわけで一ターン目クリアということで、シーン終しゆう了りよう。

アモーレ：はー、面白かった（笑）。







◆Middle06◆次なるクエスト




　それぞれのクエストをこなし、再びブリガンディアルの神殿に合流したルーチェたち。

　帰還した四人を余裕の態度で待ち受けていたのは、レオーネたちだった。

　次なるクエストは───。




ＧＭ：では、第二ターンへと入ろうか。キミたちがブリガンディアルに戻ってきたその日、その神殿ではディクシィを初めとした神官たち、そしてレオーネたちが待ち構えていた。

ルーチェ：じゃあ、新しいクエストですね！

ＧＭ：そういうこと。神殿の受付けカウンターに向かうと、受付嬢が笑顔で手を振って迎えてくれる。「新しいクエストが開いてますよ～！」

ベルダー：なんかいいのをくれ！　俺が行ったのは微妙にゴミだった！

サジ：ゴミはこっちでござる。

ルーチェ：受付のお姉さん、新しいクエストをお願いします！

ＧＭ：「えーっと、１ー③では新規クエストはオープンしませんでしたので……新しいクエストはこちらのふたつですね」（と、二枚の新クエストカードを開く）

ベルダー：２－④と２－①……どれ───。

ＧＭ：「はい。クエストナンバー２－①は新型ゴーレムの実験につき合ってもらうものです」
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アモーレ：おお、わかりやすい！

ＧＭ：すると、ひとりの老人が出てきて、「なあに、仕事は簡かん単たんじゃ。わしの作ったゴーレムに、ちょいと殴なぐられて生き残ればいいんじゃよ。簡単簡単」

一同：ちょっ!?（笑）

ルーチェ：ゴーレムに、殴られる……？

ベルダー：で、三人以上、生き残ること？

ＧＭ：そうそう。戦せん闘とう不ふ能のうになっていいのはひとりまで、ってことだな。

ルーチェ：２ー④のクエストは、とある埋まい蔵ぞう金きんの伝説のトレジャーハンターたちが古書を手に入れたので、これをちゃんと解かい読どくしてほしいというもの。
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ベルダー：さっきの依頼の続きか（笑）。なるほど……あれ？　得点に差があるぞ。ゴーレムの方が２Ｄ点で、古書の解読の方が３Ｄ！

アモーレ：初期クエストも三つ残ってるけどねえ……得点を考えるなら、ここは、古書の解読ネタを選ぼ……。

ＧＭ：そんなキミの言葉を、レオーネが遮る。「待ちたまえ。第二ターンは我々が先攻だ。最初に選ぶ権利はこちらにある」

ベルダー：あ、そうだった……！

ＧＭ：「まあ、そこで待っていたまえ」　余裕の笑みをもって、彼は仲間と共に受付カウンターの前に進み───。

ベルダー：く……（笑）。

ＧＭ：「うーん、どちらにしようかな。どっちも罠がありそうな構成だな、おい」「今回のクエストを組んだ奴、根性悪いんじゃないか」　なんか相談を始めているようだ。

アモーレ：なんか意外にほのぼのとした相談を……（笑）。

ルーチェ：というか、楽しそう……（笑）。

ＧＭ：「……フン、決まりだな。我々が選ぶのはこっちだ」───と、ダイスを振って決めよう（一同大爆笑）。

ベネット：それなら、こっちにもいいのが回ってくる可能性が……！（笑）

ＧＭ：ああ、もちろん得点の高いクエストを取る確率を増やしてダイスを振るよ（笑）。でないと、さすがに勝負にならん。１Ｄして１～５で初期クエスト、６でレベル２クエストだ（ダイスを振る）……レベル２クエだな。

ベルダー：ち！

ＧＭ：で、再び１Ｄして１～２でゴーレムクエ、３～６で古書解読クエだな。（ダイスを振る）……うん、古書の方だ。

サジ：やられたでござる……！

ベルダー：取られちゃったねぇ……。

ルーチェ：でも失敗するかもしれないですよ。

アモーレ：たしかに、難易度はちょっと高め。

ベルダー：あ、古書クエの方は「＊」マークがついてるな。

ＧＭ：うん、ここは条件しだいで隠しルートが発生する。「……では、〝シンクトワイス〟はどのクエストに受けられますか？」

ベルダー：どうするかなー……。

ルーチェ：うーん……。




　ここで再び相談を始める一行。

　というのも、１ターン分のゲームを行なって、なんとなくコツが見えてきたからだ。

「ここ、点数的に２ー①選ぶ以外の選択肢ある？」

「ほら、２ー①は得点が２Ｄだよ？　初期クエストを二個クリアしても同じじゃん？」

「うん。たしかに」

「奴らは、２ー④を選んだ。クリア条じよう件けんが２Ｄで５以上、新しいクエをオープンするじゃない？　第３ターンはこっちが先攻だから、奴らが開けたレベル３のクエを選びにいける」

「あ」

「つまり、第２ターンで、あえてこっちが初期クエストをクリアすれば、レベル２クエしかオープンしない。俺らは先攻でレベル３クエを取り、奴らはレベル２しか選べないって……点数的にもうまくない？」

「たしかに……しかし、２ー④には隠しクエが開く可能性があるでござる。つまり、奴らが２ー④のクリアで同時に３レベルクエがふたつオープンする場合も……」

「う。そうなると、微妙においしくねえな……それなら、２ー①をクリアして、３レベルクエの選択肢を増やした方がおいしい……（笑）」

「２ー①は、ゴーレムさんがどれくらいの攻こう撃げき力りよくかってことですよね」

「だよなぁ……まあ、ふたりが戦闘不能になるとは思えないけどなあ……うーん……」




　……と、あれこれ相談するのだった。




ＧＭ：おい、もう三〇分近く相談してるぞ。そろそろ決めてくれ！（笑）

ベルダー：ルーチェ、任せる！（笑）

ルーチェ：じゃあ……ゴーレムに行こっかなー。

ＧＭ：四人で行く？

ベルダー：これ、四人でいかないと危険すぎる！　じゃあ、我らギルマスの決定に従ってゴーレムクエに！

ＧＭ：ＯＫ！
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　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では二ターン目、決定。シーンの演出に入るよ。まず先攻……レオーネチームは古書の解読だ。ここはさらっといこう！

ベルダー：ほい！

ＧＭ：レオーネは、トレジャーハンターたちの眼前……古書を見据えて言う。「なるほど、これが奴らが届とどけた本か。フン、呪のろいの解除はできているようだな」その命令に、魔術師らしき男がページをめくり───ペラペラと本をめくり始める。

ルーチェ：どきどき。

ＧＭ：なお、ここは５以上で成功するが……８以上が出ると、分岐ルートが開くことになる。

ベルダー：おお、そういう仕掛けか。

ＧＭ：（ダイスを振る）……あ、８！　隠しルートも開いた！

ベルダー：なかなか有ゆう能のうだな、あいつらも。

ＧＭ：三人の仲間が本の呪いによって倒たおれるが、レオーネは無事だ。「……ご苦労」

一同：ひでえっ！（笑）

アモーレ：いきなりひとりになってる～。

ＧＭ：いやまあ、単なる演出だ（笑）。「よし。これで３Ｄ点、確保だな」これで、新しいクエスト３ー③と、隠しのルートの３ー④が開くことになる。

ベルダー：結果的に、俺らは２ー①選んでよかったな。選択肢が増えた。

ＧＭ：では、キミたちのシーンの演出といこう！

一同：はーい！




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：キミたちは、ゴーレムを密かに研究開発している工場へとやってきた。それは、とある山中に建設された設備で───秘ひ密みつ裏りに新型ゴーレムが開発されているという。通されたのは、コンクリートが剝き出しになったような、広大な施設。入口の扉を除けば、分厚い硬質ガラスがはめ込まれた窓があるだけだ。

アモーレ：明らかにあやしい。なぜ非ひ合ごう法ほうっぽいのか。

ＧＭ：軍の秘密計画なんだ。

アモーレ：軍!?

サジ：い、いったいどこの軍隊がこんなものを!?

ベルダー：きっと、ユーカリ王国の……。

ＧＭ：ああ、ではユーカリ王国はさまざまな侵しん略りやくに対して、常つね日ひ頃ごろからいろいろ頑がん張ばってるということにしよう。




　実にてきとーな発言である。




ベルダー：なるほど。巨大兵器も作ってるわけか。

ＧＭ：キミたちがその実験施設でしばらく待っていると、伝声管越しにくぐもった声が響く。高い場所にある窓まどから、四人を見下ろしている博士がいる。

ルーチェ：博士が……！（笑）

ＧＭ：「───ようこそ、実験のモルモットたち」

ベルダー：モ、モルモットだとう!?

サジ：依頼できたのにそんな扱あつかいでござるか！（笑）

ＧＭ：そんな言い分も聞かず、「始めろ！」と言うと、部屋の最奥をスポットライトが照らしだし……見たこともない真っ黒なゴーレムが姿を現わす。

アモーレ：真っ黒!?

ＧＭ：そう、色は黒くて、なにか試作番号みたいなのが振ふってあるね。

ルーチェ：やばいやばい。危き険けんな雰ふん囲い気きですよ……!?

ＧＭ：で、キミたちの背後の扉にはシャッターが降りて……。

ベルダー：退たい路ろが断たたれた!?

ＧＭ：「よくぞ来られた、モルモットの諸しよ君くん。これから二ラウンドの間、キミたちにはこのゴーレムの攻撃に耐たえてもらう」

ルーチェ：二ラウンドですか？

アモーレ：話がちがう！　約束は、殴られて三人耐たえるって話だったじゃないか！

ＧＭ：「あん？　依頼に一ラウンドなんて指定はなかったはずだが？　ともかく二ラウンド目のクリンナップ時に、何人残ってるかが大事だ。三人残ってればキミたちの勝ちだよ」

ルーチェ：そ、そういうことだったんですね！

ＧＭ：そう。だからそこで《陣じん形けい》を使おうが《クイックヒール》を使おうが、とにかくクリンナップフェイズに三人以上立ってればキミたちの目的はクリアされる。

ベルダー：……わかった。やってやろうじゃねえか。

ＧＭ：「では、キミたちは一切攻撃しないように。ゴーレムの攻撃力を見る実験だからな」

ベルダー：あ、攻撃しちゃいけないんだ。

ルーチェ：これって、回かい避ひしまくればいいってことですか？

ベルダー：ああ、そうだね。そういうことになるな。

ＧＭ：「では、やれ───」




「テスト開始、テスト開始」

　そんな音声が響ひびくと、異音と共に真っ黒なゴーレムが赤く変色しながら稼働を始める。

　前ぜん傾けい姿し勢せいをとってその体軀が沈しずみ込こみ、ルーチェたちに突とつ進しんする構かまえを取った。




ＧＭ：というわけでここからラウンド進行に入ろう！




●第一ラウンド

▼行動値

　黒いゴーレム　　　　　21

　ベルダー　　　　　　　８

　アモーレ　　　　　　　９

　ルーチェ　　　　　　　８

　サジ　　　　　　　　　７
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ＧＭ：キミたちのエンゲージから10メートル先にゴーレムはいる。まずはセットアップだが……こちらはなし。

アモーレ：じゃ、まずは［エネミー識しき別べつ］を！　あいつがどのぐらいの強さかを知りたい！

ベルダー：では、《エンサイクロペディア》！　識別しまーす。よっこいしょ！　（ダイスを振る）……あ、11で20。

ＧＭ：高ぇな！　すると《ゴーレムビーム》を発はつ射しやできることがわかる。

ベルダー：あいつ間違いなく、頭の穴からビームが出るぞー。

ＧＭ：しかもそれは範はん囲い攻撃ですな。

ルーチェ：じゃあ、みんな離はなれた方がいいですよね。

アモーレ：ひとり離れる、は悪くない作戦なんですよね。

ＧＭ：そして二番目のスキル、《物理攻撃：範囲（選せん択たく）》。

ベルダー：あー。

ＧＭ：そして三番目のスキルが《連れん装そうビーム》だ。

ルーチェ：それって、連続攻撃してくるってことですか!?

ＧＭ：そういう効こう果かだね。

アモーレ：パンチに耐えるんじゃなかったの───っ!?

ＧＭ：キミたちの動きによっては連装ビームが飛んでくる。

ルーチェ：なら、《陣形》を使うべきでしょうか？

サジ：全員ばらけてしまうか。シーン二回の《カバームーブ》があるゆえ、エンゲージしていなくても、拙者がかばうことができるでござる。

アモーレ：なるほど。悪くない！

ベルダー：リスクは散らせるっていう方ほう向こう性せいだな。ルーチェ、この作戦でいいか？

ルーチェ：はい！

ベルダー：ルーチェ、判はん子この準じゆん備びだ！　《陣形》を！

ルーチェ：はい！　承しよう認にんです。ぽんっ。

ＧＭ：では《陣形》で移い動どうをどうぞ……！




　というわけで、ルーチェの承認によって《陣形》が発動。

　サジが黒いゴーレムにエンゲージし、他はバラバラに散ったのだった。




ＧＭ：「なるほど。三回しか使えぬ《陣形》を使ったか。微び妙みように想定外だが、まあいいとしよう。どうやらいい戦せん術じゆつ家かがいるようだな。ではプランＢに変へん更こうだ」と博士が言う。

ルーチェ：プランＢ？

ＧＭ：ゴーレムの行動。肩かたががしゃーんと開き、連装の投光機が出しゆつ現げんする！

ベルダー：あー、連装ビームか！

ＧＭ：エネルギーがぎゅううんと急速に充じゆう電でんされ、二か所に向かって発射！　さて、ターゲットをランダムで決めよう。（ダイスを振る）おお、ベルダーとアモーレか。

アモーレ：ひいいいっ、なんでワタシ!?

サジ：まさか、防ぼう御ぎよの薄うすいふたりを狙ねらうとは……できる！（笑）




　あくまでも偶ぐう然ぜんです。




ベルダー：これ、ふたり同時に《カバーリング》と《プロテクション》は無理だよね？

ＧＭ：そうだね。

ベルダー：これ、俺は避けられるなら避けた方がいいかなあ。《リバーサル》と一いつ緒しよに《トリビアリスト》使えば避さけられそうな気もする。

アモーレ：おお、チャンスだよ、それ！

ベルダー：……（ちょっと考えて）【知力】判定で２Ｄ＋10なら出そうな気がする！

一同：おおっ！

ＧＭ：では、撃つぞ！　防御の高いふたりを避さけ、湾わん曲きよくするビームがばしゅうううっ！　と放たれる。まずベルダーの方は───（ダイスを振る）……19。

ベルダー：おっと、まあまあな数字だな！　よし、トリビアリスト》の使いどきだ。コストを16点だけど。まず、そちらの命中19からマイナス３をしていただこう。

ＧＭ：では、16になった。

サジ：６以上で回避。いけるでござるよ！

ベルダー：かっこよく決めたいなっ！　（ダイスを振る）……ぶーっ！　ダイス目５!?

ＧＭ：ざんねーん、１足りないなぁ（笑）。

ベルダー：くっそー、フェイト１点で振り直し！　（ダイスを振る）……あ───っ!!




　ごろんと振ふられたダイス目は、見事に１と１！

　ファンブルである───。




ルーチェ：ベルダーさ────ん!!（一同爆笑）

アモーレ：あー、こりゃダメだ。

サジ：むううう、なんという美味しいダイス目でござるか！（笑）

ベルダー：おー、神はいねぇなぁ、おい（笑）。

サジ：《カバーリング》するでござるか？

ベルダー：（少し考えて）いや、まだ大丈夫。アモーレのために温存しよう。




　どうやら、ベルダーよりレベルが低いアモーレを守ることを優先したようである。




ＧＭ：ＯＫ。では、ダメージ行きますよ。（ダイスを振る）……８、13。48点の魔ま法ほうダメージ。

ベルダー：ええと、魔法防御がですね、５です。

ＧＭ：じゃ、43点のダメージだね。

ベルダー：うお、なんとか生きてる！

ＧＭ：では二発目……！　アモーレへ！（ダイスを振る）クリティカル！

アモーレ：いや、きっと避け……うぼべばぁっ!?（笑）　いかん、ここで回避するには、クリティカルしかない……！

ＧＭ：さあ、回避してもらおうか。

アモーレ：（ダイスを振る）……ああっ、クリティカルしない!?

サジ：ならば、《カバーリング》と《カバームーブ》で、アモーレ殿を護まもるでござる。

アモーレ：は、お願いします！

ＧＭ：ではダメージロール！（ダイスを振る）……目は普ふ通つうだなぁ。54点の魔法ダメージ。

ベルダー：さっきより痛いたいな……！

サジ：かなり痛いでござる。拙者、【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が７だから47点もくらった。このままだと残り【ＨＰ】が５でござる。

ルーチェ：はい、サジさんに《プロテクション》をします。

サジ：拙者も、《トゥルーアイ》を宣せん言げんでござる。

ルーチェ：《プロテクション》しまーす。（ダイスを振る）……。

ベルダー：お、すげっ。なんじゃこれ。

ルーチェ：いい目が出ました、19点軽けい減げんです。

ＧＭ：19点！

サジ：それに《トゥルーアイ》も入れ、５点軽減で合計24点軽減でござるか。30点ダメージでござるな。すぐにビームをこの身で受けるでござる！

ＧＭ：すでにビームの威い力りよくが半はん減げんしてるよ！

サジ：残り【ＨＰ】22点でござる。

ＧＭ：で、こちらの番は終了だ。

ベルダー：では、次はルーチェか。

アモーレ：こ、ここは《クイックヒール》と《ヒール》で回復ですよ。

ルーチェ：じゃあ、まずアモーレさんにイニシアチブプロセスで《クイックヒール》を（ダイスを振る）……26点回復。

アモーレ：かなり回復した！　いやっほー！

ルーチェ：じゃ、今度はメジャーアクションで、《ヒール》をベルダーさんに行きまーす。

ベルダー：くれ……っ。

ルーチェ：えい！　（ダイスを振る）……。26点回復しまーす。29でーす。

ベルダー：全死人が半死人ぐらいになったぜ！

アモーレ：いやー、よかったよかった。

ベルダー：よかったよかった。

ＧＭ：じゃあ、みなさんは残りの行動は放棄でいい？

一同：はーい！




●第二ラウンド

▼行動値

　黒いゴーレム　　　　　21

　ベルダー　　　　　　　８

　アモーレ　　　　　　　９

　ルーチェ　　　　　　　８

　サジ　　　　　　　　　７
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ＧＭ：では、２ラウンド目、セットアッププロセス。なにかする？

ベルダー：ないです。

ＧＭ：では、ベルダーの背はい後ごでブォンとゴーレムの目が光ると、再びガシャッと二連装のビーム口が開く。

ベルダー：なんだか無言で攻撃する様子を描びよう写しやされると、余よ計けいに怖いんだけど……!!

ＧＭ：まあ、機械だからね（笑）。

ベルダー：無言でやってくるのか。キリングマシーンだ。

ＧＭ：で、ビーム！　ターゲットは（ダイスを振る）……ルーチェとサジ。全員に一発ずつってことか。では、命中の判定。まずルーチェから。

ルーチェ：は、はいっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……命中は22。

ルーチェ：うう、避けられそうもないです。（ダイスを振る）……ダイス目５。ダメです。

ＧＭ：直ちよく撃げき。ビシャァッ！　次、サジは（ダイスを振る）……クリティカル。

サジ：おいちょっと、待つでござるよっ！（笑）

ＧＭ：出てしまったものは仕方がない。さあ、回避するがいい。

サジ：（ダイスを振る）……ダメ。

ＧＭ：では、サジには増ぞう幅ふくしたビームが命中した。ルーチェからダメージを出そう。

アモーレ：どうする？　《カバーリング》する？

ベルダー：いや、ここはルーチェをかばってサジが死ねば条件は達成なんだよな。

ＧＭ：なるほど、サジを犠ぎ牲せいにして三人残る作戦か。

ベルダー：でもサジは残るよ。（超絶満面の笑顔で）俺たちの心の中に───。

サジ：ちょっと待つでござるっ!!（笑）




　ナレーション風に言っているが、切きり捨すてられてるだけにしか見えません。




ＧＭ：ひでぇ…………（笑）。

サジ：まあ、やむをえんでござるな。ルーチェ殿を《カバームーブ》から《カバーリング》でかばうでござるよ。

ＧＭ：ルーチェにビームが命中しようとした瞬しゆん間かん、目の前にサジがザッと割わり込こんで来くる、

ルーチェ：サ、サジさんっ！

サジ：ルーチェ殿を守る、それが拙者の剣の道。

ベルダー：サジィィィィー!!

アモーレ：そんな身体で無茶だー。

サジ：なんだよ、お前こんな時だけ！（笑）。

ＧＭ：で、ダメージは（ダイスを振る）……あ、低い。43点だ。

ルーチェ：じゃあ、サジさんを《プロテクション》します。

サジ：一いち応おう、真面目に《トゥルーアイ》も使うでござる。

ルーチェ：《プロテクション》で（ダイスを振る）……16点軽減です！

サジ：《トゥルーアイ》で５点減へらし、【魔法防御力】が７あるから28点減へらす。15点ダメージでござる。

ＧＭ：ふっ、これはあくまでのルーチェをかばった分。今度はサジのダメージ、いくぞ？　（ダイスを振る）……でかいっ！　合計で56点だ！

サジ：死んだでござる。

一同：サジ─────────っ!?

ベルダー：ああああっ、サジさぁああああああんっ！（←でも大爆笑）

ＧＭ：（ナレーション風に）───その瞬間、閃せん光こうが、サジを吞のみ込こんだ。

サジ：拙者、笑顔で消えていくでござるよ───。

ルーチェ：サジさん！　まさか、こんなところでお別れだなんて……！

ＧＭ：いや、あくまでも戦闘不能なだけだからね？

ルーチェ：そ、そうなんですか。そうですよね。あたし、てっきり……あ、いえ（一同爆笑）。

ＧＭ：そして光が収まると……。

サジ：黒焦げになって倒れてる拙者が、いたわけで。

ＧＭ：しかもなぜか、手足が本来曲がるはずのない方向に曲がっており……。

一同：どんなビームだよっ!?（一同大爆笑）
















アモーレ：だが、サジの尊い犠牲により───。

ＧＭ：うむ。そこで、コントロールセンターの方で、「テスト終了」という声がかかる。ふいに、ゴーレムから光が消えて……その動きを止めた。ボディの色も、最初の黒へとに戻もどったようだ───。

サジ：……う、うう。拙者は回復してよろしいでござるか？

ＧＭ：うん。戦闘終了により、自動的に【ＨＰ】１点になる。

ルーチェ：よかったー。またみんなのトラウマになるかと思いました。こんなに、こんなに防御に徹てつしたのに……！

ＧＭ：ともかくこれでテストは終了だ。キミたちは条件をクリアしたので五〇〇Ｇの報ほう酬しゆうをもらえる。

ルーチェ：わ～い！

ベルダー：いえーい！

ＧＭ：「……では、諸君らの協力に感かん謝しやする」「……やはり連装ビームだけではダメですな」「うん、三連装はほしいな」

ベルダー：おい、なんか声がだだ漏れだぞ。

ＧＭ：はい、じゃあ終了しました。で、二ターン目を終わろう！

ベルダー：あ、その前に回復！　回復を……！（笑）




　そして、一行は失ったＨＰやＭＰを回復しつつ───

　ブリガンディアルへの帰途へとついたのだった。







◆Middle07◆妖よう精せいさんの恐怖




　ゴーレムの実験に立ち会ってクエストをこなしたルーチェたち。

　神しん殿でんには、新たなクエストが公開され、待ち受けていた。

　そして……ここが、運命の分かれ道であることを、この時の四人はまだ知らなかった。




ＧＭ：では、第三ターンににいってみようか。神殿に戻もどってくると、新しいクエストが用意されている。レオーネもすでに戻っているようだな。「───遅おそかったな」

ルーチェ：す、すみませんっ！

ベルダー：謝あやまらなくていいんだ、ルーチェ（笑）。

アモーレ：で、受付のお嬢さん！　新しくオープンしたのはどれ！

ＧＭ：新たに出現したクエストは、三つだね。まず３－①───「新型魔ま術じゆつの実験」。

[image: ]

ベルダー：また、危き険けんそうなクエストだ（笑）。

ＧＭ：そして３－③が「野盗退治」。
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アモーレ：お、報ほう酬しゆうがいいなぁ！

ベルダー：あとは３－④蘇生薬も悪くねえ。

[image: ]

ＧＭ：そうだね（笑）。

サジ：こっちの選せん択たく肢しはあるし、この段だん階かいで三人以上必要なところはない。無理を承しよう知ちでふたつ抑おさえることは可か能のうでござる。

ベルダー：うーん。どうしよう？

ＧＭ：レオーネが、笑顔でキミたちを煽る。「……さあ好きなクエストを選びたまえ。はーやーくー」

アモーレ：少しはこっちに考える時間ちょうだいよ！

ベルダー：ていうか、変わってるよ！（笑）……でも、難むずかしいなー。

サジ：ふた手に分かれる？

ベルダー：ルーチェ。どこ行きたい？

ルーチェ：うーん……今だと、３－③か３－④のどっちか？　（少し考えて）‥……じゃあ、３－④にしましょうか！

アモーレ：問題ない。

ベルダー：俺おれも問題なし。……このまま順当にいけば最終的に５－③か５ー②に関しては俺らが開ける、か。よし、いいじゃないか。

ＧＭ：ＯＫ、３－④に進むということで。

ルーチェ：はい、全員で行きます

ＧＭ：クエストナンバー３－④。「放ほう浪ろうする妖精の方に行かれますか？」この妖精イベントはね、超オススメです。

ルーチェ：おお？

ＧＭ：なんとうか、みんなが笑顔になれるイベントというか───。

ルーチェ：じゃあ、それにします……！

ＧＭ：「ほほう、アレを選ぶかー。勇気がある」

ルーチェ：……っ!?

ベルダー：あいつ、なんか知ってるっぽいぞ。

ＧＭ：「私わたしは、これを選ばせてもらおう」と、レオーネは３－③を選せん択たく。
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ルーチェ：おおっ。

ＧＭ：では、キミたちのパーティーはレオーネたちと別れ、一路その山やま奥おくへ向かった。




　クエストを受けたルーチェたちが向かったのは、伝説の遺い跡せきだった。

　ここを根ね城じろにする妖精がいるらしい。

　今回のクエストは、その妖精を見つけ出し、とある洞どう窟くつを発見するというものだった。




ルーチェ：───つまり、妖精さんを見つければいいんですね。

ＧＭ：はい。妖精さんを見つけるには【幸運】10が必要です。

ベルダー：よし、俺に力を分けてくれ。【幸運】４です。

ルーチェ：じゃあ、みんなで支し援えんしましょう。

ベルダー：そうすると、５Ｄで４か。それなら余よ裕ゆうだな。（ダイスを振ふる）19だ。

ＧＭ：すると、その山に入ってすぐに怪あやしい気配に気づくよ。夜の闇やみをかきわけて進むと、とある小川の岸辺で妖精と出会った。

ルーチェ：フェアリーさんですか。

ＧＭ：フェアリーというほど可愛かわいくない。なんか神官帽ぼう子しを被かぶって、キミたち来るとちらっと見ると……にやっと笑います。

サジ：拙せつ者しや、なんだか嫌いやな予感がするでござる。プレイヤー的にデジャヴを感じる（笑）。

ＧＭ：いや、ちがいます。芝しば居いのバリエーションが少ないだけですから。「いやー、このわたくしを見つけるとはなんと英知に優すぐれた人たちなんでしょう！」

サジ：ちがわねーよ！（一同爆ばく笑しよう）

アモーレ：英知の妖精さんじゃないか───っ!?




英知の妖精

『ルージュ』シリーズに初登場した、リドルを問いかけて英知を試すという妖精。

　これまで、『アリアンロッド』リプレイの様々なシリーズに登場し、ＰＣたちを恐きよう怖ふのどん底に落としてきた。




ＧＭ：「いやー、わたくしを見つけるとはさぞかし名のある冒ぼう険けん者しやであるのでしょう。実にすばらしい！」

ベルダー：まあそれほどでもあるけどな、はっはっは。

ＧＭ：「おお、このわたくしが目の前でむかっとしたのはあなたが初めてでございます」

ルーチェ：むかっとされた!?（笑）

ベルダー：無知の知になってる、どうしよう。

ＧＭ：「あなたは実にすばらしい英知を秘ひめていらっしゃる御お方かただー」

ルーチェ：英知って。あたしたちが一番低いやつですよ!?

サジ：悲しいこと、言っちゃいかんでござるよ（笑）。

ＧＭ：「ご安心ください。データ上の【知力】はここでは一切関係ありません」

ベルダー：あ、リアル知ち識しきなんだ。

ルーチェ：そんな、リアル知識は定てい評ひようがないですっ！（笑）

サジ：ああ、もっと悲しいことに（笑）。

ＧＭ：「ですは、今回はハーフイベント。用意したイベントはわずか２個こ。誰だれがチャレンジするのか二名決めていただきましょう。もし、このチャレンジをどっちか一個でも成功すれば、わたくしがエルドラードへとご案内いたしましょう」

アモーレ：エルドラード？　黄おう金ごん郷きよう!?

ルーチェ：そこに行くための知識が問われるんですよね。

ＧＭ：「知識じゃございません。英知でございます。キャラクターではなくプレイヤーの英知が試されます。では代表者二名。大だい丈じよう夫ぶ、これは復ふく習しゆう問題です。過か去この『アリアンロッドのリプレイを知ってる方には実に簡かん単たんな問題ですよ」

アモーレ：いきなり難しいじゃないですか！

ルーチェ：あたし初心者ですよー。

ＧＭ：「あら知らない？　知らないなら晴れがましい気持ちでできます。でも英知に優れたあなたたちはクリアできると私は確かく信しんしています」

ルーチェ：どうしよ、全部読んでないよぅ。

ベルダー：……わかった、どんな問題でも俺が解かい答とうしてやろうじゃないか。

一同：おおっ！

ＧＭ：「素す晴ばらしいその勇気、ほんとにすばらしいと思います」

ベルダー：くそー羽むしりてぇ。羽むしって口にさしてやりてえ。

ＧＭ：「いえいえ、最初に一歩踏ふみ出だす勇気。実に素晴らしい！」

ベルダー：おう、前に出るぞ！

ＧＭ：「一問目は簡かん単たんです」

ベルダー：早はや押おしとか？

ＧＭ：「早押しではないですよ」

ベルダー：そっか。数学の問題とかだったらもうちょっと楽なんだけどな。

ＧＭ：「では、第一問、ででん。まず、桃もも太た郎ろう。桃太郎と一〇回言ってください」

ベルダー：は？　桃太郎、桃太郎、桃太郎桃太郎桃太郎桃太郎桃太郎桃太郎桃太郎桃太郎……っと！

ＧＭ：「では亀かめをいじめたのは！」

ベルダー：……子こ供ども！

ＧＭ：「ピンポンピンポンピンポン、すばらしぃ……っ！」（笑）

ベルダー：正せい解かいしてしまったー！

ルーチェ：こ、こんなクイズだったんですか（笑）。

サジ：前もこんなだったのでござる（笑）。

ＧＭ：「素晴らしい英知です、これでエルドラードの道は開かれました。あとはオチのみ」

ベルダー：オチ!?

ＧＭ：「では、ルーチェさんでしたね」

ルーチェ：は、はい！　ご指名が来た!?

ＧＭ：「では、第二問です」

ルーチェ：あたし、こういうのすごい引っかかるんですよ───っ！

ＧＭ：「過去のＰＣはみんな引っかかってきましたのでご安心を。でも過か去こ問もんですからね、読者の方も知ってらっしゃる方はいます。……では、あらためて第二問、ででん。あなたは動物の鹿しかをご存ぞんじですか？」

ルーチェ：鹿？　はい。

ＧＭ：「角の生えたアレですね。鹿と十回言ってください」

ルーチェ：え～、鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿っ！

ＧＭ：「では。サンタクロースが乗ってくるのは？」

ルーチェ：ソリ。

ＧＭ：「……………………」

一同：………………。

ＧＭ：「い、今までみんなが引っかかってきた問題を、あっさりと正解を……」

ベルダー：おおー！

アモーレ：すごい、これが二〇一四年のヒロインの力！

ルーチェ：よかったぁ～。

ベルダー：やった、俺たち優ゆう等とう生せいだよ、いぇ───ぃ！

ＧＭ：「この問題、もしや知ってましたね」

ルーチェ：いえ、知らなかったです！

ＧＭ：「ホントに？」

ルーチェ：はいっ。

ＧＭ：「あのね、回答者はみんなここで、トナカイって言うんですよね」

ルーチェ：今、頭の中に完全にトナカイが出てきたんですけど、ソリを引っぱる映像だったんです！　出てきたんです映えい像ぞうで。

ベルダー：おおー、すごいぞ。

ＧＭ：しまった、問題ナンバー６にしとけばよかったな。

アモーレ：６はなんだったんですか？

ＧＭ：「では、試しにやってみましょうか」

ルーチェ：えっ、試しなんですか？　間ま違ちがっても、大丈夫なんですか？

ＧＭ：「ええ、いいですよ。では、問題ですが、私に聴きき返してはいけません」

ルーチェ：あっ、はい。

ＧＭ：「ある女の子がいました。女の子は町に買い物へ行ったのです。そこで、彼かの女じよはお腹なかがすいたのでハンバーガー屋さんに入りました。そこで食べたのはなに？　……要はアンケートみたいなもので、なにを答えてもかまいません」

ルーチェ：ポテト。

ＧＭ：「ポテト。渋しぶい選択だ。素晴らしいっ」

アモーレ：素晴らしいのかー（笑）。

ＧＭ：「そして、お腹を満たした彼女は、そのまま町を歩き、とある洋服屋さんに入りました。洋服屋さんで彼女はなにを買ったでしょう？」

ルーチェ：ワンピース。

ＧＭ：「ワンピース！　おお、素晴らしい！　ワンピース、いいと思います。で、そのワンピースを買ってほくほく顔で彼女はおうちに帰ったんです。おうちに帰ってがらっと玄げん関かんの戸を開けて、最初になんと言いましたか？」

ルーチェ：ただいま、かな？

ＧＭ：「あなたの負けです」

ルーチェ：あ、はい。

一同：…………。

ルーチェ：…………。

一同：………………。

ＧＭ：「……す、素晴らしい、正解です…………」

ルーチェ：え？　え、なにがっ!?　負けたんじゃないんですか!?

サジ：いやいやいや……っ、負けてないから！（笑）

ＧＭ：天然だった……っ!?（笑）

アモーレ：（←爆笑している）

ＧＭ：「か、解かい説せつしましょう。私はクイズの冒ぼう頭とうで「聞き返してはいけない」と言ったでしょう？　回答の内ない容ようにかかわらず、ここで「負けです」と言われるとたいていの場合は「なんで!?」と、聞き返します。そうなると不ふ正せい解かいだったのです」

ルーチェ：あああああああ～っ！　そ、そういうこと……！　危あぶなかったっ!?（笑）

ベルダー：そうだったのか、俺だったら素す直なおに「はい」って答えたわ……！

ＧＭ：まさかこのクイズに「負けを認みとめる」なんて攻こう略りやく方法があったとは……。

ルーチェ：あ、いや……本当になにも考えてなかっただけで……。この問題、もし間ま違ちがえたらどうなったんですか？

ＧＭ：一問でも間ま違ちがえると、〝禁きん句く〟が手に入る予定だった。たとえば「はい」という言葉を禁句に指定すると、クライマックスまで「はい」って言うたびにダメージを受けるという。

サジ：クライマックスまでかよ!?（笑）

アモーレ：なんだか、サジが悪い記き憶おくにうなされているようだよ。

ＧＭ：妖精はどこかぶすっとした表情で言った。「………はいはい、素晴らしい英知でした。エルドラードはたぶんこっちっす」

ベルダー：雑ざつだなおい！　扱あつかいが雑だよこの妖精！（笑）

ＧＭ：「キミたちに興きよう味みを失いました」

アモーレ：ちょっとー。

ＧＭ：そんなわけで妖精がうしろの茂しげみをがさっと漁ると、なんか金色の光がパーっと出た。

アモーレ：演えん出しゆつが雑ざつなんですが。

ベルダー：光まで雑だぞ───っ！　雑な伝説の光って初めて見たよ！

ＧＭ：では、荘厳な光がパーっと（笑）。

ベルダー：あいつ、やさぐれてんぜおいー。

ＧＭ：負けると機き嫌げん悪くなるんだよ（笑）。で妖精が「素晴らしい英知の人はこちらへどうぞ」と言うと、隠しクエストがオープンする。二問とも正解すると４－⑤ルートが開くんだ。

ベルダー：すげえすげえ。びっくりびっくり。

ＧＭ：妖精さんもう形無しなんでね。「……もう帰るわ」（笑）

ベルダー：おつかれっしたー！

ルーチェ：正解しちゃってごめんなさい。

ＧＭ：肩かた落として飛んでいきますよ。くっそー。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、その前に３－③。一方その頃ころ、街道を一台の荷物積んだ馬車が走っている。

ベルダー：ほうほう。

ＧＭ：で、その周囲をレオーネたちが馬に乗って護ご衛えいしている。で、視し点てんが変わって、ちょっと近くの丘おかの上……キャラバンを見下ろしている野盗たちが、「ひゃっはー！」と………

ベルダー：「汚お物ぶつは消毒だー！」って!!

ＧＭ：そう、二〇匹ひきのゴブリンライダー。かつてのキミたちが出会ったことがある彼は、ゴブリンリーダーとして進化をとげていた。

アモーレ：（懐かしむように）あいて……けっこう強かったな。

ＧＭ：「前回オレに煮にえ湯ゆをくらわせたあのルーチェとかいう一いち団だんをぶち殺せ！」と部下に号令をかけている。

ルーチェ：でも、あたしたち別のクエスト選んじゃいましたよ？（笑）

ベルダー：これは、俺たちに出会わずに一ランク上がるフラグだ。

ＧＭ：っていうか会わずに終わるよこれ。

ルーチェ：かわいそうすぎる（笑）。

ＧＭ：さて、襲しゆう撃げきを受けたレオーネは部下に命じ、テキパキと対たい処しよする。「やはり情じよう報ほうどおりだ。陣じん形けいを組め！」と冷静に指し示じを出すと、騎き馬ばがぱーっと散っていく。

サジ：騎兵指揮官としても有能そうでござるな！

ＧＭ：「ライダーなので動きが早い、後方のリーダーを狙ねらえ」と指示を出すと、一気に突つっ込こんでいく。で、そんなレオーネを見たところで、「いや待て、なんでこっちにくる！　つうかルーチェじゃねえ!?」

ベルダー：あ、気づいた。

ルーチェ：あたしたち、こっちです（笑）。




　こうして、ゴブリンたちはレオーネにあっさり撃退されたのであった。




ＧＭ：「……ば、馬ば鹿かな、前回復ふく讐しゆうを誓ちかった俺の執念はどこにぶつければいいのか」

ベルダー：ああー、気付いてやれてれば。

ＧＭ：というところで終しゆう了りようだ。この間に、回かい復ふくしていいよ。

ルーチェ：じゃあ、ＭＰポーションを飲みます。（ダイスを振る）。51点まで回復しました。

アモーレ：お、高いじゃん。

ルーチェ：で、サジさんに《ヒール》を使います。えー……４個振ふります！（ダイスを振る）　25点回復しますよー。

サジ：おお、ぴったり52点まで回復でござる。

ＧＭ：では、ひとつのクエストをわずか二日で回るという強行軍。移い動どう時間考えて一日だね。キミたちは三つ目のクエストを終了し、そして帰ってくる。シーン終了だ。







◆Middle08◆なげやりの妖精




　ルーチェたちは妖精の英知溢あふれる謎を解とき、街へと帰還した。

　やはり、レオーネたちも神殿の受付にいる。

　そろそろクエスト達成の行方も決まってこようというもの。さて、次は……？




ＧＭ：ではターン４。レオーネとキミたちは再び町に戻ってきて、神殿の受付カウンターに顔を出す。で、３－①が開いた。

ベルダー：４－③、４－④、４－⑤が開いてる。
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ＧＭ：おお、４シリーズが開いてしまった。「徘徊のババア」クエストだな。

サジ：徘徊のババア？（笑）

ＧＭ：４－③。これは高名な予言者が、ふたたびこの地上に舞まい降おりてとある場所を徘徊しているという噂うわさがディアスロンドでキャッチされたというものだ。ガーベラという女じよ性せいからの依い頼らいで、そのおばあさんに接せつ触しよくして啓けい示じを受けろ、というもの。

ルーチェ：ディアスロンドですか。あたしのいたところですね。

ＧＭ：そう、キミたちが故郷〝聖都〟ディアスロンド。このクエストはフェイトの回復なんだよ。ＮＰＣが先に取っちゃうと、キミたちがフェイトの回復をできる見み込こみみのものが、あと一ヵ所しかなくなる。そっちはまだオープンされてないけどね。

ベルダー：しかも得点が低いんすね。

ＧＭ：フェイトの回復はでかいもんだって。

アモーレ：だから１Ｄを捨すててフェイトを回復するべきです。

ベルダー：まあ、まだルーチェのフェイトはしこたま溜ためてるんでね。

ＧＭ：それと、ドラム缶かんが波なみ打うち際ぎわに転がってるのを思い出す。逆ぎやくに言うと１－③をクリアしたチームの方が、ドラム缶持ってるとボーナスが入る。

ベルダー：なるほど。

ＧＭ：１－③は分ぶん岐きはないけど重要なイベント。４－④がすごいお得。

アモーレ：ここはもう選択肢はない。逆に言えばここが外れれば確かく定ていでふたつ取れる。

ベルダー：あ、そっか。２－②でいけるのかそうすっと。

ＧＭ：さあ、どこ行くか。

ベルダー：どこなんだろうな。どれもいい。３－④出てくるのが一番マシなのかな。

ＧＭ：では、レオーネがどのクエストを（ダイスを振る）２。あ、ババア持ってかれた。

アモーレ：そっちを取られてしまったか。

ＧＭ：キミらはどうすんの？　全員で行く？

アモーレ：全員で行くか、二手に分かれるか。なにか案はあるかな？

サジ：特にない、全員で行くのがいいと思うでござる。

ルーチェ：じゃあそれでいきます。
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ＧＭ：では先攻、ババアを選んだレオーネのシーンから演出しよう。彼はこの伝説のババアを探索する。判定はダイス目６以上で成功……（ダイスを振る）お、６。ちょうど成功。

アモーレ：ぴったり。

ＧＭ：道が開いた場所に待っていたのは、全身黒ずくめローブを被ったひとりのババア。で、レオーネたちの顔を見るとですね開口一番こう言い。「不ふ吉きつじゃ～！」と。

ルーチェ：いきなり!?（笑）

サジ：相変わらずだな（笑）。

ルーチェ：サジさんはなにかを知っているみたい（笑）。

ＧＭ：で、ババアは続ける「お前たちに待つ運命はまさに破は滅めつ。この国……いや、この大陸に滅びを与える破局が刻一刻と近づいているのじゃ………」と。

ベルダー：うわっ！　なんかでかい話に直面してるっぽいぞ──……（笑）。

ＧＭ：「では、老婆よ……破局を免れる方法、ぜひご教授いただきたい………」と聞くと、「ひっひっひ、確たることは儂にも見えぬ。だが、どんなに小さな兆きざしも見逃さぬことじゃ」「大いなる啓けい示じ、感謝の念にたえません」といったやりとりの中、場面は暗転する………。
















ルーチェ：………シリアスなシーンでしたね。

アモーレ：なんかさ………。

サジ：なんでござるか？

アモーレ：向こうの方が主人公っぽくない？

ベルダー：言うなぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）　ヤツに負けるわけにはいかねぇんだよ!!

アモーレ：でもそんなあたしらは、雑な光に誘さそわれてエルドラードを、絶賛目指しているという………（笑）。




　欲望に忠実なギルドであった。




ＧＭ：では、後攻のキミたちの番だ。雑な光に誘われて、そこに入っていくと……洞窟の中は、火を灯したわけでもないのに昼のように明るくしかも、金色。

一同：おお～！

ＧＭ：周囲をすべて金で固められた黄金郷だ。

アモーレ：うおー、この宝たからはわしのもんじゃー！

ベルダー：この神殿すべてわしらのもんじゃー！




　素す早ばやい反はん応のうである。




ＧＭ：そう、キミたちはこの古代の遺跡で、お宝を探索することができるんだ。

ベルダー：なるほどなるほど、テンション上がるっすね！

ＧＭ：ってわけで、【感知】を振ふってください。難なん易い度ど10としよう。

ルーチェ：じゃあ、フェイト使おうかな？

ＧＭ：そこで、やさぐれた妖精が出てきてね。「ああ、そういえば導みちびく役だった。まず見つからないとドロップ品ロールもできないわけですし、フェイトを使っておけばいいんじゃないかなー。総そう合ごう的てき！　にちょっと減へるかもしれないけど、お宝に比くらべれば。それにほら、敵のチームを見たんだけどさー、キミたちの方が有利だよ」とアドバイスを。

サジ：無む駄だにうさんくさいでござる（笑）。

ベルダー：とにかく、振ろうじゃないか。（ダイスを振る）。６、あぶね。達成値ちは11。

アモーレ：（ダイスを振る）８だった、13。

サジ：では、拙者も。（ダイスを振る）……３が出たでござる（笑）。

ルーチェ：じゃあ、あたしはフェイト１点使います。

ＧＭ：「あーはいはい、素晴らしいー決けつ断だんだー」（笑）

アモーレ：投げ遣りになった!?

ベルダー：ずいぶんヤサぐれたなぁ（笑）。

ルーチェ：頑がん張ばります（ダイスを振る）あっ、高いです。17です！

ＧＭ：では、成功した三人は、なにかを発見しました。なにを発見したかというと、ここで２Ｄを振ってもらうことになる。２～５でレベル１のアイテム好きな物。６～11がレベル２、12～15がレベル３、16がレベル４。クリティカルするとレベル５となっている。

ベルダー：おっ、ドロップ品みたいなのか。

ＧＭ：そういうこと。フェイトも使えるよ。

アモーレ：ちょっと、アタシの心が揺ゆれた（笑）。

ＧＭ：もらえるアイテムはシナリオ終了後に決定すればＯＫだ。

ルーチェ：じゃあ、あたしから振りまーす。（ダイスを振る）９です。

ＧＭ：ということは、レベル２だね。

ルーチェ：はい、レベル２ですね。

アモーレ：じゃあ、次はアタシが振っておきますぜ。フェイトを２点使って（笑）。

ＧＭ：使うのかよ。

アモーレ：だって、レベル５だったらフェザーアーマー以上のものがもらるわけで……!!

ＧＭ：圧あつ倒とう的てき欲よく望ぼう……っ!!（笑）

ベルダー：でもその決断嫌きらいじゃないぜ、俺。

アモーレ：うおー、くらえ！　（ダイスを振る）。きた───っ……19！

一同：おおおおおお～!!

ＧＭ：なに、４Ｄで19か。４レベルをもってかれた!?

アモーレ：きた、きた！

ルーチェ：すごい、圧倒的欲望が叶かないましたね！

アモーレ：でも、まだレベル５には届とどかなかったよ。

ベルダー：よし、いや出るといっておこう、フェイト３点使って、出します！　（ダイスを振る）おっ!?

ＧＭ：だが、14。届かない!!

ベルダー：ぐああああ！　俺、今日きまんねえなー！

サジ：しかし、３レベル。ありでござる。

ＧＭ：レオーネが使命に燃えている一方。物欲にまみれてる〝シンクトワイス〟であった。

ベルダー：これが俺たちのやり方だ！（一同爆笑）

ＧＭ：どうなんだよそれ!?（爆笑）　では、一度シーンを終了しよう。







◆Middle09◆封ふうじられた地の奥に




　妖精に導かれ、洞窟の奥へと進むルーチェたち。

　一方で、レオーネたちは伝説の虎とら退たい治じに挑いどむという。




　冒ぼう険けんも、いよいよ終しゆう盤ばんに差さし掛かかったていた───




ＧＭ：では５ターン目だ。新規のクエストはふたつ。まずは５－②、「伝説の虎退治」。
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ルーチェ：伝説の虎ですか？

ＧＭ：なお、ババアの予言によってこの「伝説の虎退治」は、ただの虎退治ではすまぬじゃろうという不吉な予言がなされ───。

サジ：聞いてないから。

ＧＭ：キミたちが「アイテムだー！」と言ってる一方で、レオーネたちがババアに啓示を受けてただろ!?（一同爆笑）

サジ：そうでござった（笑）。

ＧＭ：そしてもうひとつは、「伝説の奥底に」だ。
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アモーレ：（クエのテキストを読み）「アイテムは好きに持っていけ」ですってよ、奥様!!

サジ：そう聞くと、むらっと、５－③に行ってみたい欲求にかられるでござる。

ルーチェ：そうですね。初心者だけど５－③に行ってみたいです。

ＧＭ：その一方、主人公への情報ルートをみんなＮＰＣが突つき進すすんでる。

ルーチェ：レオーネさん、主人公やったんや。

ベルダー：しかも、俺ら順番に行ってるから、５－③に行かない理由がなくなっちゃってるんだよね。いきなり虎退治といってもね（笑）。

ルーチェ：５－③、行ってみたいです。

ベルダー：まあルーチェが行きたいっていうならしょうがないよね！（笑）
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ＧＭ：「おっと、なすりつけですかぁ」（笑）

サジ：ん？　この口調……突っ込んでるは誰？

ＧＭ：妖精だ。

アモーレ：妖精かいっ!?

ＧＭ：「はーい、素晴らしい英知による決断です」妖精が暇ひまなんでついてきたようだ。

アモーレ：いいから、お前は帰れよ！（笑）

ＧＭ：まあまあ、妖精は苦情もどこふく風とついてくる、ていうか、キミたちを導くよ。

アモーレ：そうでございましたか……ぜひお導きくだされいっ！（←謎の低姿勢）

ＧＭ：まずはＰＣ側のイベントの処しよ理りからいこう。キミたちは妖精の雑な光に導かれ、４－⑤の遺跡の奥……次元の迷めい宮きゆうに迷まよい込んだ。

ルーチェ：次元の迷宮？

ＧＭ：そう、一種の封ふう印いんが施ほどこされている回かい廊ろうだ。不可解な超自然的な仕掛けが施されており、素晴らしい【感知】力がないとその先に行くことはかなうまい。

ベルダー：だが、俺たちは恐おそれず進むのだ。

ＧＭ：では、キミたちがその扉を開くと、向こうに歪ゆがんだ光景が見える。

アモーレ：見える！　あれが黄金の光だひゃっほー！　アレは我々の物いやワタシの物だ！

ベルダー：ちょっと待て！（笑）

ＧＭ：アモーレが突っ込んだ瞬間、ブンとかき消える。

アモーレ：消しよう滅めつした!?（一同爆笑）

ベルダー：アモーレが消えた!?　マジで消えたの？

ＧＭ：マジだ。ここは次元が歪んでおり、【感知】の判定に成功しないと向こう進めない。

サジ：拙者たちは、欲につられて帰れないエンディングを迎むかえそうなのだが。

ルーチェ：まさかのバッドエンドですか。

ＧＭ：そうなるかどうか、最初に突っ込んだアモーレに難易度13の【感知】をしてもらおう。

アモーレ：８以上……フェイトを１点消費、残りフェイト１点だね。いってやらあ！　アタシたちは《インタラプト》だって《アフェクション》だってあるんだぁ───っ!?

ベルダー：アイテムってヤバイなぁ。人の心をここまで狂くるわせるとは（笑）。

サジ：こんなに欲望に惑まどわされまくりのギルドは初めてじゃない？（笑）

アモーレ：アタシは金持ちをめざす……（ダイスを振る）……12。足りね───っ？

ＧＭ：すると、アモーレは次元の扉からぺっと吐はき出だされて転がります。

アモーレ：ふぎゃふん！　夢ゆめを見ていた。

ＧＭ：では残り三人も判定をどうぞ。13だよ。

ベルダー：はーい、《トリビアリスト》を使います。（ダイスを振る）17で余裕。

ＧＭ：では、キミはブゥゥゥンと向こうのエリアにぼんと降おり立たった。

サジ：では、拙者も続こう。（ダイスを振る）……10、届かず。

ルーチェ：あたしも……（ダイスを振る）11でした。失敗です、残念。

ＧＭ：なら、次元のはざまに突とつ入にゆうしたベルダーだけ帰ってこない（笑）。

ベルダー：あれあれ？　周りに誰もきてないぞ。

ＧＭ：そこはずいぶん閉とじた空間でですね、ほそーい回廊が一直線に走っている。奥の方から、淡あわい光が漏もれいる。金色というか、プラチナのような輝かがやきだ。

ベルダー：おお、光が雑じゃない（笑）。




　反応するとこはそこか。




ＧＭ：護衛も仲間もなく、ベルダーは光に導かれ、細い通路を歩いていく。一歩ずつ進んでいくと。唐とう突とつに、ベルダーの正面にがばっと巨きよ大だいな球きゆう状じようの空間が。

ベルダー：うわ、こわっ！

ＧＭ：見れば、金銀財宝がどっさりある。この空間の中央、岩でできた地面の床にあたる部分が釜かまのように丸くへこんでいて、そこにお宝がひしめているのが見える。

ベルダー：ああー、なるほどね。

ＧＭ：で、あたりには瘴気が噴出し、周囲の岩は、変色して赤黒くなってる。

ベルダー：まがまがしい。いったい、なにが……。

ＧＭ：ちなみに先ほどここは何らかの封印が施されていると言ったが……その力は弱まってほとんど機き能のうしていないようだ。

ベルダー：つまり、強い封印の中で閉とじ込こめられていたなにかが、弱まったことによって外に出てしまったあと……という状じよう況きようかもしれない。

ＧＭ：そして、金銀財宝には巨大な鱗のようなものが紛れている。

ベルダー：ヤバイ！　ここは財宝を集めるのが好きな、竜とか魔獣とかの巣じゃねぇの!?

ＧＭ：正にそんな感じだね。なんらかの巨大な怪物が財宝の上で過ごしていたのだろう。しかし、封印が弱まったせいか、今、その部屋の主がいない。つまり、この金銀財宝の中から好きな物を一点持ち帰れる！

ルーチェ：おっ！

ベルダー：一点かぁ。重量に余裕があるから、なんとか持ち帰りたい！

ＧＭ：すると、唐突に釜の底が抜けたかのように金銀財宝がざらざらと落下していく。

ベルダー：おい、待て待てっ、お宝がぁ～！

アモーレ：早く取んないとなくなっちゃうよぉ───的な状況だねぇ。

ＧＭ：どうやら突如深き穴……奈落が出現し、そこに、ざらざらざら───とケセドの杖など高価なアイテムが吸い込まれていくんだ。

ベルダー：やめろー！（笑）　どうしよう？　拾えるものを拾ってもいいのかな？

ＧＭ：うん、キミは《フライト》持ってるんで使っていいよ。演出なんでコストは不要だ。

ベルダー：お、了りよう解かい。

ＧＭ：キミは瞬しゆん時じに《フライト》をかけ、落ちていく宝の山に手を突っ込んだ。では【器用】で判定してもらおう。達成値が高いほどいい物が手に入るぞ。

ベルダー：でも、フェイトはもう１点しかない。

ＧＭ：そうするとキミの肩にいつの間にかいた妖精が「使っちゃいなよー」と（笑）。

サジ：ここで誘ゆう惑わくするなぁっ!!（笑）

ベルダー：う、うぅ……。

アモーレ：くそ、アタシが行けていれば。がくり。

ルーチェ：あたしも【器用】７もあったのに。

ベルダー：くっ、自分の中で、みんなに依存していたことに気付いた。

ＧＭ：ＰＣ①かお前は（笑）。

アモーレ：いかにギルドの仲間が大事だったかという。それこそが最高の宝。

ベルダー：それだ、心の器用さで摑つかむんだ！

ＧＭ：しかし、最さい低てい値ちは12からなんだ。

ベルダー：うわ、ちょっと厳きびしい。（ダイスを振る）……６、達成値９で失敗だようっ!!

ＧＭ：奈な落らくの底にアイテムが落ちていく。ふかーい闇の中にきらきらきらと、プラチナと黄金の光が散っていった。そして、しーんという静せい寂じやくさだけが残る。

ベルダー：ああ～！　落ちていくアイテムが見られただけでも幸せなのか（笑）。

ＧＭ：というイベントで、ここは終了です。

ベルダー：一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとたたずむけど、気を取り直してみんなの下に走って戻もどります。

ＧＭ：で、ベルダーは、三人と合流したよ。




　帰還したベルダーは、次元の狭間で目撃した怪異を一同に報告した。




ルーチェ：うーん。解とけそうだった封印ってなんだったんでしょう？

ベルダー：俺には分からない。だが、あの場所でなにか〝大きな核かく心しん〟に触ふれた感じがする。自分が観たももの中で、確実な部分だけ一生懸命伝えよう。

ＧＭ：そしてその一方で、キミが見た〝核心〟に触ふれようとしている男がたちがいた。

ベルダー：ああ。

ＧＭ：ここ場面が変わり、レオーネたちは伝説の虎を見つけ出し、「気を引ひき締しめてかかれ」と仲間とともに突撃していく。

ルーチェ：あ、突入するんだ。

ＧＭ：小高い崖の上に、一頭の虎がいるのだが、レオーネが近づくと一瞬で彼の存そん在ざいに気づき、首をもたげてレオーネたちを見る。だが、その虎の口元からは、赤黒い瘴気が……。

ルーチェ：見たことあるやつやー。

ベルダー：ですね！　しかも、だんだん強くなってる感じです。

ＧＭ：「ほう、あの予言はそういうことか」と、レオーネは悟さとったように言う。

ベルダー：かっこいいセリフを吐きおった！

ルーチェ：主人公だ。

ＧＭ：「面白い、相手にとって不足はない」　レオーネはほくそ笑み、剣けんを抜いた───。というところで判定を……（ダイスを振る）７、成功。彼はこれで６Ｄの得点を得た。

ルーチェ：あー、これって失敗させられないんですか？

ベルダー：おい（笑）。ルーチェが黒いことを言いだしたぞ。

ルーチェ：あ、あはは───。

ＧＭ：残念ながら、同じシーンに登場しないとできないね（笑）。で、彼らは突とつ撃げきして虎と壮そう絶ぜつなバトルを繰り広げるんだ。で、これにて５ターンが終了します。







◆Middle10◆転機




　大量のお宝ゲット───。

　ルーチェたち一行は、欲望のままに己おのれが道を突き進んでいた。

　もはや物語の主人公はレオーネたちになろうとしている。

　しかし……




　転機は、訪おとずれた。




ＧＭ：では新いいシーンを始めよう。キミたちが、神殿に戻ってきたところからだ。

ルーチェ：じゃあ、次のクエストを受けに神殿のカウンターに行きます。

ＧＭ：うむ。しかし、そこにレオーネたちの姿がない。

アモーレ：いない？

ＧＭ：代わりといったらなんだが、その場は喧けん噪そうに満ちている。幾いく人もの神官が集まって不安げな表ひよう情じようでなにか言葉を交わしており……部屋の隅すみを見れば、ディクシィもまた腕うでを組んで訝いぶかしげな表情で佇たたずんでいる。

ルーチェ：ふ、不ふ機き嫌げんになっちゃった？

ベルダー：レオーネたちが虎を倒しちゃったからな。

ＧＭ：いや、彼女がそんな態たい度どをしているのは、そのせいじゃない。周囲に耳を傾かたむけるうちにわかるんだが、伝説の虎とのバトルに突入するという連れん絡らくを最後に、レオーネたちとは連絡が途と切ぎれ、今になっても帰き還かんしていない模も様ようで───。

アモーレ：ほう！　では、ディクシィに話しかけようかい。くっくっく……ディクシィ、あんたの陰いん謀ぼうは実ったようだよ。

ルーチェ：やはりレオーネさんが消息不明になったのはディクシィさんの作戦……！

ＧＭ：彼女は表情ひとつ変えぬまま、キミたちを一いち瞥べつする。「あたしはなんにも手を出してないわよ」

ベルダー：あ、そうなの？（笑）　てっきりお前が手を回したものと思ったぞ。このままあいつらが帰ってこなかったら、今回のゲームは俺たちの勝利ってことだろ？　なんてことだ、素晴らしい。

ＧＭ：「いや、すでに両チームともエンディングクエストをクリアしてるわ。ゲームは成立しているの。彼らが未み帰き還かんでも、稼かせいだ勝利点で勝敗の判定は行なわれる」

アモーレ：マジでっ!?

ベルダー：あれ？　じゃあ、レオーネたちがいない間に、俺たちだけがクエストを受けて点数を稼かせぐってマネは……。

ＧＭ：「できるわけないでしょ。それにゲームはこの段階で一時凍とう結けつする。あなたたちには、レオーネの捜そう索さくに向かってほしい。連絡を絶たった状況から考えて、ことは一いつ刻こくを争う」

ベルダー：緊きん急きゆう性せいがあると。

ＧＭ：「ええ。もし現状で生せい存ぞんしているとしても……時間が経たつにつれ、彼らの帰還率りつは極きよく端たんに減ることになると思われる」

ベルダー：待て、俺たちが救出に向かう理由は？　ここなら、他にもレベルの高い冒険者とかいるんじゃないか？

ＧＭ：ディクシィは、不ふ愉ゆ快かいそうにベルダーをにらんだ。「あんたね───」

ルーチェ：そ、そうですよ、ベルダーさん。今は、そんなことを言っ……。

ＧＭ：「あんたたちがレオーネを救出すれば、奴やつらの面目をつぶせる上に貸かしも作れるじゃない」

一同：そこなのぉっ!?

ＧＭ：「他になにがあるの？　レオーネたちよりあんたらの方が優ゆう秀しゆうだって、神殿上じよう層そう部ぶに印象づけられる。これは大きいわ」

ベルダー：お前の腹の中、イカスミのように真っ黒なんだろうな。

サジ：神殿内の政せい治じ抗こう争そうに生き残るしたたかさでござろう。

ＧＭ：「もっとも、勝利点をこれ以上は増ふえないけど他のクエストを受けてもいいわ。お金や情報の入手をすることはできる」　さっきも言ったけど、次回以い降こうのシナリオに関わるネタも、まだオープンされてないクエストの中にはあるしね。

サジ：たしかに、そう言ってたな。ゴーレムとの戦せん闘とうの先に伸のびてるクエも、なんか意味ありげでゴザるしな。それを見たくはある。

ＧＭ：うん、その先には「新型魔ま法ほう実験」とか、キャンペーンに関わるネタもあるな。

一同：関わるのっ!?

アモーレ：なぜ我々は金と宝ルートに進んでしまったのか……っ!?

ベルダー：目の前に金がぶらさがっていたからだよぉ～、なんかすまんっ!!（笑）

ルーチェ：そ、そこは後々反省するとして………。とにかく、ここはレオーネさんの捜索に向かいましょう！

アモーレ：お？

ベルダー：だよな。レオーネは正直気に入らないし、むかついてる気持ちもあるけど……ただゲームだけでみれば、あいつら意外と紳しん士しだった。

ルーチェ：ですよね。いつも、正々堂々としてました。

ベルダー：ゴブリンも倒してたし……妨ぼう害がい工作とかあるのかなって思ったけど、そういうこともなかった。あいつとの勝負が、こんな形でケチがつくのはすっきりしねえ。

サジ：ルーチェ殿が行こうというのなら、どこまでもお供するだけのこと。そして、拙者の剣の道は人を生かす道であるゆえ、なおさらよ。

ベルダー：アモーレは？

アモーレ：ミーは、ギルドメンバーの意向に逆さからう気はないよー。

ベルダー：……だってよ、ルーチェ？

ルーチェ：はい！　ディクシィさん、あたしたちが行きます！

ＧＭ：「ほんとに？　心の底から助けたいって思ってる？」

ルーチェ：はい！

ＧＭ：「わたしにとっては、実はどっちでもいいのよね。あいつらがいなくなれば、わたしに敵てき対たいする勢せい力りよくがひとつ潰つぶれることになるんだしね？」　と、彼女はいじわるっぽく……しかし笑顔でそう言う。これは、ルーチェが「捜索には行かない選択肢はとらない」とわかってて言ってるんだろう。

ベルダー：きっとここでルーチェは、「お父さんもそうすると思うから」と言う！

ルーチェ：ちょ……（笑）。お父さんは関係ない。やっぱり困こまってる人を見み過すごせないです。

ＧＭ：そうすると彼女はふっと息を吐はいて───言う。「ま、あんたたちが決めたんだからそれでいいわ。行きなさい。でも、現地でなにが起こってるか現状でなにも情報がない。心して掛かかりなさい」

ルーチェ：心します！

ＧＭ：「……サジ、いい？　必ずみんなを守るのよ」

サジ：そのための修しゆ行ぎようの日々でござる。

ＧＭ：「……出発は一時間後とします。それまでに準じゆん備びを整え、再ふたたび神殿の前に集合して。では、解かい散さん」それだけ告げると、彼女はくるっと踵きびすを返してこの場から立ち去る。

ベルダー：この一時間のうちに、買い物と回復だな……！

ＧＭ：そうそう。今回のクエストで得た報酬は、今すぐ換かん金きんしてもＯＫだ。

ベルダー：換金しますか。えー……それじゃ───。




　……こうして、彼らは現状までに入手したドロップ品を換金、手持ちの所持金と合わせてハイＭＰポーションを五本買かい込こみ、分配したのだった。




ＧＭ：よし、準備はＯＫだな？　アイテムとの交こう換かん券けんは使わない？

ベルダー：ない。なんのアイテムをもらうかは、あとでじっくり考える。フェザーアーマーをもらうより、なにか効こう率りつのいい選択があるかもしれないし！（笑）

ルーチェ：そうしましょう！（笑）

ＧＭ：ほんとデータに関しては効率最さい優ゆう先せんだな（笑）。……ではクライマックスに入ろう！

一同：おう！







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆闇やみの落とし子




　一行は、レオーネたちを捜索すべく、その大地に立った。

　たどりついたのは、ブリガンディアルからほど近い山の一角にある崖がけの下───。

　夕ゆう闇やみが迫せまるこの一帯には、うっすらと霧きりが立ちこめ、不安を誘さそう風景が広がっていた。

　しかし辺りにたゆたう不ふ穏おんな空気は、単に闇やみ夜よが迫せまっているせいだけでは……なかった。




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズに入ろう！　キミたちは、レオーネたちを追って、夕ゆう暮ぐれせまるブリガンディアル近きん郊こうの山へとたどり着いた。彼らが消息を絶ったというその場所にはうっすらと霧が立ちこめており……正面に見える崖やその周辺に茂る木々を覆い隠している。

アモーレ：ひゃっはー！　不気味じゃなぁ～い？

ベルダー：アモーレ……なんで嬉うれしそうなんだ。

ルーチェ：でも、夕暮れに霧……不気味なのはそのとおりですね。

サジ：周囲の状況は？

ＧＭ：先ほども言ったとおり、キミたちは山のふもとの開けた地にいる。正面には高さ五メートルほどの、崖。霧がキミたちの視界を覆ってはいるが、この開けた場所を囲むように森が広がっているのがわかる───が。

一同：が？

ＧＭ：薄いヴェールのかかった景色の向こう、よく見れば森のあちらこちらで、木々がなぎ倒されているのが見えるな。さらには大地に穿たれた穴、砕かれた岩……あきらかに戦闘のあととおぼしき破壊の傷きず痕あとが残っている。

サジ：ふむ、これはレオーネ殿のチームの激闘のあと、でござるな。

ルーチェ：おー。

ベルダー：激しい戦いがあったんだな。

アモーレ：ライオン（レオーネ＝獅子座）と虎。いったい勝ったのはどっちだ………。

ＧＭ：さあ？（笑）　そして、正面の崖の上を見れば、巨きよ大だいな虎がうずくまっている。

ルーチェ：レオーネさんが虎を倒たおした!?

ＧＭ：虎はまだ生きているようだ。もっとも、トドメこそ刺してはいないが、戦闘不ふ能のうには追いやったように見える。その口からは、赤黒い瘴気も漏もれているな。

ベルダー：やっぱり伝説の虎も、瘴気に冒されていたのか。でも、なんで殺さなかったんだ？　というか、虎が生きているということは、レオーネは負けた可能性も……。

ＧＭ：なお、虎は母親らしい。ちっちゃい子虎が何頭か集まり、母虎の傷きずを舐なめている。

サジ：いかん、気をつけるでござる。子こ供どもを護まもる獣けものの親ほど恐おそろしいものは、ない。




　身をもってそれを証明した男の言葉は、深い。




アモーレ：深い、深すぎるねぇ……あんた。

ＧＭ：さて、周囲に薄うすく立ちこめる霧が濃こくなってきたところで………ちょっと【感知】で判はん定ていをしてもらおう。難なん易い度どは８。

アモーレ：（ダイスを振ふる）………10、成功だよ。

ベルダー：（ダイスを振る）８、達成値ちの13、成功。

サジ：（ダイスを振る）出目が９。達成値12で成功でござる。

ルーチェ：（ダイスを振る）あっ。……４で、達成値６で失敗。

ＧＭ：では、ルーチェだけ虎の親子の方に目がいって、気がつかないのだが───。

ルーチェ：ううっ！（笑）

ＧＭ：が、他の３人は気づいた。肌はだに触ふれるとヒリつくようなおぞましい感覚に。そう、この霧の中に……っ。

アモーレ：おぞましい感覚っ!?　霧の中!?

ルーチェ：え、虎の殺気とかでなく……？

ＧＭ：それは、殺気とはちがう。急速に濃さを増し始めた霧は、乳白色から赤みがかった黒へと変わり……まるで自ら邪じや悪あくな存そん在ざいであると誇こ示じしているようで───。

サジ：なんだこの霧、色が付いている……！

ベルダー：これ、例の瘴気じゃねえかっ!?

ＧＭ：そんなふたりの声に、崖の上に寝ねそべっていた虎が首をもたげた。人の気配に気づき、「敵てきか？」と言わんばかりにキミたちに見入って唸り始める。

アモーレ：やべ、気づかれた！

ＧＭ：猫ねこ族特有の目が爛らん々らんと輝かがやき、ゆっくり立ち上がろうとして………次の瞬しゆん間かん、新たに現われたなにかに気づき、虎は空の一点を見入った。

ルーチェ：え、空？

ＧＭ：そうだ。虎が一いち瞥べつした視し線せんの先には雲が空を覆い尽くす灰色の雲があるんだが……ふいに沈黙を破って虎が見入る雲の一点に穴あなが空き、夕刻の空が見えた。雲の上から、巨大ななにかが翼を広げて急きゆう降こう下か……！　逆光になって、それがなにかはわからないが……っ！

アモーレ：と、とりあえず、逃にげろ虎ぁ────!!




　突とつ如じよ飛来した影かげは、巨大な翼つばさと獰どう猛もうな牙きば、そして鋭するどいかぎ爪づめを備えていた。

　それは最強の存在、竜りゆう族ぞくの特とく徴ちようを思わせるもの。しかし、伝え聞く竜の威い風ふう堂どう々どうたる姿すがたとはどこかがちがう。邪悪で、どこか禍々しく……その体軀は竜というよりも、〝獣〟のよう。そう、それはあまりに禍々しい〝魔獣〟だった。

　魔獣は、己を威い嚇かくする巨大な虎をかぎ爪つめで容易に捉え、抑え込んだままにその口をゆっくりと開き───赤黒いブレスを解き放った。




　虎の頭部が、瞬しゆん時じにはじけ飛んだ。




一同：げぇえええぇぇえぇぇえ────っ!?

ベルダー：い、一撃か……っ!?　この虎、前回の熊よりも強いんだろうっ!?

アモーレ：こりゃやべぇぇぇっ!?

ルーチェ：あ、子虎たちは!?

ＧＭ：子虎たちは母虎を守ろうと一斉に飛びかかるが、魔獣の尾のひと振りで弾き飛ばれた。

ルーチェ：わーっ！

ＧＭ：魔獣は、頭部を失った虎にのしかかったまま、瘴気に冒されて赤黒くなったその肉を貪り始めた。肉を引きちぎる音、骨を嚙み砕く音、咀嚼音……そんな不快な音が混じり合い、キミたちの耳へと届く。

ルーチェ：ヒ───ッ。

ＧＭ：体調は七～八メートルはあるだろうか。この邪悪な魔獣は、獲え物ものを咀そ嚼しやくする感かん触しよくを楽しんだあと、口元から血をしたたらせながらゆっくりと首をもたげ、キミらを見入る。

ルーチェ：こ、こっちを見た!?

ベルダー：七～八メートルってでけえな……なんか勝てる気がしねぇぞ。………で、ＧＭ。あの「５－③」に封印されていたのって、こいつじゃないの？

ＧＭ：察しがいい。確かく証しようはないが、どうやら関連はありそうだ。周囲にただよう赤黒い霧と、あの封印空間にくすぶっていた空気がどこか似にているしね。

ベルダー：あの空間に封ふう印いんされていたものが何者かに解とき放はなたれたとも考えられるな。

ルーチェ：誰だれですか、そんな迷めい惑わくなことをしたのは。前回で出てきたあの魔族？

ＧＭ：さて？（笑）　キミの疑問に当然答えることもなく……かの魔獣は、「新しい獲物が増ふえた」と言わんばかりに、咆ほう吼こうをあげる。それは大気と大地を震わせるほどで……。

アモーレ：ひ、ひぃっ!!

ベルダー：これは、引くわけにもいかないな。サジ。

サジ：同感、と答えて刀を抜くでござ───。

ＧＭ：と、サジが鯉口を切った時だ。少し離れた森の中から、木にもたれかかるように現われた人影───レオーネが声をあげた。「ダメだ！　そいつは危険だ！　逃げろ……！」

ルーチェ：レオーネさん！　生きててよかった！

サジ：逃げろと言われても、向こうは穏おん便びんにすます気はなさそうでござる。

ＧＭ：そのとおり。そして魔獣はなにかを見つけたかのようにふいに目を見開き、ルーチェをにらみつける。ということで、ここから戦闘ラウンドだ……！

ルーチェ：なんかあたし、見られてる───!?（笑）

ＧＭ：「ちぃ、馬鹿共が……！」　そう吐き捨てるように言って、レオーネは武器を引き抜こうとして───。

ベルダー：おいおい、お前は手を出すなよ。これは、「レオーネを探して連れ帰る」ってクエストだ。手を出されたら迷惑なんだよ！　……まあ、せっかく覚えたクラスロールのスキルを使ってみたいだけだが！（笑）

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、戦闘に入る前にいこうか……！

ルーチェ：いきます！　レオーネさん、必ず助けます！　ぐっ、と拳を握って───。




　ルーチェは、翼を大きく広げて咆ほう哮こうをあげる魔獣を見み据すえ───

　力を、解き放った。

「……《ハンズオブライト》！」
















　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：薄い闇が周囲を満たす中、凛としたルーチェの声が響きわたると同時に光が閃いた。ルーチェの拳より放たれた光は、たゆたう闇を吹き払う……！

ルーチェ：意外に大げさな感じだった!?

ベルダー：見たか、これが邪悪を滅ぼす聖なる光！

アモーレ：め、目が───っ、目が────っ!?

ベルダー：なんでだよっ!?（一同爆笑）

サジ：なにゆえアモーレ殿がダメージを……！

ルーチェ：しっかりしてください、アモーレさんっ！（笑）　あなたは邪悪じゃな……！

アモーレ：ミーの欲よくも浄じよう化かされちゃう───っ！

一同：欲だった……！（爆笑）

ベルダー：えー、そんなアモーレは置いときまして……俺おれも戦闘前にラスト１点のフェイトを使って、《スペシャリストⅠ：水》を使用するぜ。

ＧＭ：ともかくこれで、ルーチェの《プロテクション》、ベルダーの魔術攻撃のダメージロールがそれぞれプラス１Ｄか。よし、それではラウンド進行に入ろう！




●第一ラウンド

ＧＭ：（テーブルの上にコマを並ならべつつ）……配置はこんな感じ。キミたちから10メートル先の崖の上に、魔獣がいる。崖の高さは５メートルで、登るには登とう攀はんの判定が必要だ。キミたちは全員ひとつのエンゲージに存在している。

ベルダー：崖が微び妙みように邪じや魔まだな……。

サジ：レオーネ殿どのは参戦してきたりするのでござるか？

ＧＭ：いや、彼かれらのギルドは傷きずついており戦せん闘とう力りよくがない。ゲームから除じよ外がいされていると考えてくれ。また、子虎たちも同様だ。

アモーレ：ですよね～（笑）。

ＧＭ：というわけで【行動値】の確かく認にんをしましょう。




▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　　　　　９

　ベルダー　　　　　　　　　　　　８

　クロウ・クルワッハ（幼生）　　　８

　サジ　　　　　　　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：引き続き、セットアッププロセスに入る。

ベルダー：では、俺からか……（少し考え）……《エンサイクロペディア》で、魔獣を対象にエネミー識しき別べつをする。３Ｄ＋10で判定だ……（ダイスを振る）……６で、達成値16だ！

ＧＭ：それは識別成功だな。まず……この漆黒の魔獣の名はクロウ・クルワッハ（幼生）だ。

一同：幼生っ!?

ベルダー：さ、さっきの強さで幼生なのかー……（笑）。

ＧＭ：ある伝承では、伝説の竜とも言われた魔獣で───。

ルーチェ：………伝説のドラゴン……クロワッサン？

一同：ちげぇ────っ!?（爆笑）

ベルダー：どんだけ、腹はら減へってるんだよっ!?（爆笑）

ルーチェ：そういえばお腹なかも空いてきました……っ。

サジ：き、緊きん張ちよう感が……！（笑）

ＧＭ：し、仕切り直すぞ（笑）。分類は魔獣／竜、属ぞく性せいは〈闇〉、レベルは17。

一同：17あっ!?

ベルダー：レベル17か……なんか前回にからいきなりレベルアップしたな……。

ＧＭ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】では物理の方が高い。取得スキルは《ブレス：闇》。オリジナルエネミースキルの《二連ブレス：闇》。これは二体を対象に攻こう撃げきできる攻撃だ。

サジ：《二連ブレス：闇》か。聞くだにヤバそうでござる。

ＧＭ：それから《抵てい抗こう性せい：威い圧あつ》《抵抗性：放心》があるので、バッドステータスの［威圧］［放心］が効きかない。

ベルダー：うわー、にーやん……き、た、ね、え、よぉ!?




　ベルダーの攻撃は、バッドステータス［放心］を与えることが最大の特徴なのである。




ＧＭ：汚きたなくないから!?（笑）　実はこのクロウ・クルワッハは、とある既存のエネミーをベースに能力をいじってるんだ。《抵抗性：放心》は、ベースになったエネミーがもともと持ってたんだわ。ああ、《範はん囲い攻撃：白兵》３を持っている。

アモーレ：《範囲攻撃：白兵》３か……。六体まで狙ねらえるから、固まっていると一いつ掃そうされちまうねえ。

ＧＭ：それから《飛行能のう力りよく》《二回行動》《竜の証あかし》２。《飛行能力》は読んで字のとおり、飛行状じよう態たいになれる。《二回行動》は全員が行動し終わってから、もう一回行動できる。《竜の証》はダメージが１点でも通ったらさらに10点のＨＰロスを受ける。

サジ：さすが伝説のドラゴンでござる。

ＧＭ：そして《ヘイスト》１。

アモーレ：これは……クロウ・クルワッハが、セットアッププロセスで１Ｄ６振ふって、１以外が出れば、みんなが先手を取られる。１が出れば、アタシだけ、先手を取れるね。

ベルダー：伊だ達てにレベル17じゃない。

ＧＭ：それから、《魔瘴化》というオリジナルエネミースキルもある。

ベルダー：《魔瘴化》？　もしかして、前回のレバニラとかつよいポメロの……？

ＧＭ：そうだ。【ＨＰ】が80を下回ると、体内にくすぶる瘴気を吐はき出だして変異・強化される。このモードになると、防御能力が落ちるかわりに、命中とダメージが上がる。

ルーチェ：死にものぐるいで攻撃してくるんですね！

ＧＭ：さらに《魔龍》《謎の瘴気》というスキルも得るけど……まだ《魔瘴化》が発現していないので、このふたつは識別できないということで。

アモーレ：盛りだくさんだ……（笑）。

サジ：とにかく、クロウ・クルワッハがやっかい極まりない敵だと理り解かいしたでござる。

ＧＭ：正直、今回はＰＣ側が負けてもおかしくないレベルだ。

ベルダー：うわ、ＧＭの発言がマジだ。フェイトの残りが０なのが問題だ！（笑）

ＧＭ：というわけで、《エンサイクロペディア》の処しよ理りは終わり。

アモーレ：じゃあ、ここで《陣じん形けい》かね。

ベルダー：そうだ。クロウ・クルワッハに先手を取られる前に動かないと……！




　どう動くべきか、しばし相談する一同。決まっているのは、クロウ・クルワッハの範囲攻撃を回かい避ひするためになるべくエンゲージをばらけさせることだ。

　アモーレは10メートル後方に下がり、これでクロウ・クルワッハから20メートルの位置に。サジは、逆ぎやくに９メートルほど近づき、クロウ・クルワッハの直前の崖の下に駆け込んだ。

　ルーチェはベルダーからの《フライト》を受けるべく、その場に留とどまることとなった。




ＧＭ：なるほど、ルーチェとベルダーは《ブレス：闇》を受ける覚かく悟ごか。

ベルダー：そう。１ラウンド目はちょっと押おされても、まず体たい勢せいを整える。

サジ：そうそう。最初の《ブレス》は拙者の《カバームーブ》でしのぐでござる。

ＧＭ：じゃあ、これで《陣形》終しゆう了りようだね。じゃあ、クロウ・クルワッハがセットアッププロセスで《ヘイスト》を使用。……（ダイスを振る）……５。【行動値】が13になった。

ベルダー：やっぱ出目１とか、出ねぇなぁ～。

ルーチェ：早い！　あの竜、早いですよ!?

ＧＭ：ふふふ。じゃあ、これでセットアッププロセスは終わりだね。じゃあ、メインプロセスに入るよ～。

一同：はい！

ＧＭ：では、【行動値】13のクロウ・クルワッハから。では、この邪竜は、口元に〝ゴフリ〟と瘴気を貯め、ルーチェとベルダーのエンゲージに向かって、《ブレス：闇》を放つ。

ルーチェ：ブ、ブレスが来ました！

アモーレ：いや、そうはさせないよ！　《インタラプト》……！

ＧＭ：いきなり切ってきたか。では、クルワッハが首をもたげて、ブレスを吐はこうとした刹せつ那な───アモーレの放った巨大な矢が、闇のブレスに直ちよく撃げきし、左右に割わり裂さく。ふたつに別れた赤黒い瘴気の固まりは、見けん当とう違ちがいの地面に着ちやく弾だんし、空しく地面を焦こがすのみ。

ルーチェ：おー、かっこいい！

アモーレ：（ドヤ顔で）ふっ、アタシが当てた矢は百発百中よお！　ここで行動順がくる！　アタシはブレスを打ち消した時にはもう動いていた……！

ベルダー：おお！

アモーレ：待機っ！

一同：動いてないじゃんっ!?（笑）

サジ：いや、それでいいでござる。拙者の《アーマーブレイク》を待つのでござるな。

ベルダー：その方が効こう率りついいな。じゃあ、次は【行動値】８の俺だな。ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションはなしで、メジャーアクションで《フライト》を使用。ルーチェと俺を飛行状態にする。魔術判定は《コンセントレイション》があるから３Ｄで……（ダイスを振る）11、成功！

ＧＭ：では、光がルーチェとベルダーを包み、ふわりと風が下方から巻まき起おこる。───そしてふたりは舞まい上あがる。

ベルダー：よし、行けルーチェ！　お前を阻はばむものはない！

ルーチェ：あの崖もひとっ飛びですね！　おお、なんかあたしカッコイイです。ベルダーさん、ありがとうございます！

サジ：では、拙者の番。ムーブで登攀……（ダイスを振る）……クリティカル!!

一同：おおぉ────!!

サジ：では、５メートルの崖を猿ましらのように駆かけ上のぼり、クロウ・クルワッハの１メートル手前に。そしてメジャーアクションでナイフを投とう擲てき、《アーマーブレイク》でござる。命中判定でフェイトを使い、７＋３Ｄ……（ダイスを振る）……（達成値）19。

ＧＭ：クロウ・クルワッハがサジが投じた銀色の軌き跡せきから身をそらす。……（ダイスを振る）……出目は５、達成値13で回避失敗。

サジ：よしっ！

ＧＭ：ＯＫ。ナイフが、クロウ・クルワッハの肩口を捉え、堅けん固ごな鱗うろこが弾け散り、黒ずんだ肉が露あらわになった。【物理防御力】がこれでマイナス８か……でけえ。

サジ：あの鱗が弾けた部分を狙ねらうでござる！　ルーチェ殿！

ＧＭ：じゃあ、《フライト》をまとったルーチェが、〝ブブブブブブ……ッ〟と。

ルーチェ：なんですか、その効こう果か音おんは!?（笑）　もっとカッコよくいきますよ！　ムーブアクションでクロワッサンに……。

ＧＭ：………クロウ・クルワッハ。

ルーチェ：………クルワッハにエンゲージ。飛んでいった勢いきおいで、メジャーアクションで《バッシュ》を使い、ファインメイスを叩たたき込こみます。

ＧＭ：来い……！

ルーチェ：命中判定いきます！　６＋３Ｄで……（ダイスを振る）……11、達成値17です！

ＧＭ：回避は８＋２Ｄだから………（ダイスを振る）……出目が10で、達成値18。避よけた！

ルーチェ：がーんっ!?

ベルダー：おっと、じゃあここぞとばかりに……《リバーサル》！　達成値をマイナス３してくれ。クロウ・クルワッハに石を投げて気をそらしたって演えん出しゆつで（笑）。

ＧＭ：ぐっ、じゃあ《リバーサル》によって回避が15になったので命中した。ベルダーの投げた石が、目に命中し、竜の動きがとまったところにルーチェの攻撃が魔獣を捉えた！

サジ：いいコンビネーションでござる！

ＧＭ：輝かがやく弾だん丸がんとなったルーチェは、邪竜の肩口にメイスを叩き込んだ！

ルーチェ：いきますよー！　さらに《スラッシュブロウ》を使って、８＋９Ｄ（ダイスを振る）………43で、51点ダメージです！

ＧＭ：痛いって！　今、【物理防御力】は17点に下がっているので34点ダメージか！　重いも寄よらぬダメージを受けたクロウ・クルワッハは目を白黒させている。

アモーレ：だが、まだ終わりではない！　待機を解かい除じよして行動。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションでクロウ・クルワッハに射しや撃げき攻撃をする。《デュアルアロー》でファインアローを二本使用するぜぇ……！　命中は５＋３Ｄ……（ダイスを振る）クリティカルしました。

ルーチェ：おお────っ！（拍はく手しゆ）

サジ：ここまで、ほぼ完かん璧ぺきな流れでござる……！

ＧＭ：やべえ、結けつ構こうボロボロにされそう。こっちの回避は……（出目）４で失敗。

アモーレ：マジで流れがきてる！（笑）　命中したんで《ピアシングストライク》を使用。《ブラインドサイド》の効こう果かもプラスして、９Ｄ＋16だぜぇ～！

ＧＭ：うおお、最初の《インタラプト》がなければ、ここまで押されなかったのに！

アモーレ：へへっ、アタシの戦いの展てん開かいを読む目は間ま違ちがっちゃいなかった！　じゃダメージロール……（ダイスを振る）33。達成値は49点の物理ダメージ！

ＧＭ：43。こっち側の【物理防御力】は17。32ダメージを受けた。

アモーレ：よしよし、１ラウンド目は圧勝！　次のラウ……。

サジ：待った！　ここでクルワッハは《二回行動》が発動する！　クロウ・クルワッハが首をブルンと振ると、突つき刺ささった矢がパラパラパラと落ちて……。

アモーレ：あ、アタシの矢がぁ───っ！（笑）

ＧＭ：クルワッハは、大地を蹴って上空へと跳び……翼を大きく広げてルーチェの直上で滞空する。頭を反らして溜めを作り……直後、闇のブレスを二連撃！　《二連ブレス：闇》！　対象はベルダーとアモーレ！

アモーレ：後こう衛えいから先に潰つぶそうって作戦かい……！

ＧＭ：ベルダーへの命中判定は10＋３Ｄ……（ダイスを振る）……13、達成値は23！

ベルダー：飛びすさって逃にげようとするけど、クリティカル以外は無理！　キィ───っ！　俺、フェイトを使い切っているからね！

ＧＭ：すると竜は「シッテル」と目で語る。

ベルダー：喋しやべったっ!?（笑）　だが……避ける！（ダイスを振る）４。達成値８で、回避失敗。今、俺の目は死んでいる……!!（笑）

サジ：ベルダーを《カバーリング》＋《カバームーブ》！　まず即そく死しはないだろうから、ルーチェ殿はダメージの案配を見て、アモーレに対する攻撃に《プロテクション》や《アフェクション》を！

ルーチェ：は、はいっ！

ベルダー：サジが頼たのもしい！　ちょっとベルダーの中にサジに対する信しん頼らいが芽生えてきた。

ＧＭ：つまり、これまでは信頼してなかったんだな。

ベルダー：俺とルーチェの幼なじみという黄金の関係に割り込んできた男だからな。

ルーチェ：ちょ、まだ言ってる……！（笑）

サジ：拙者、女にはうといでござる───って、そんなことはどうでもよく。まあ、いいでござる。《ブレス》が吐かれた瞬間にですね、ちょっとしゃがみ込み、地を蹴ける───。




　サジは呼気を発すると共に、地を蹴って竜とベルダーの射しや線せん上にその身を躍おどらせた。

　刹那、邪悪な竜が放った赤黒い瘴気のブレスが、眼がん前ぜんに迫る。

　───銀光一閃。




サジ：───と、拙者は、剣けん風ぷうでブレスを斬り裂くでござる。

ルーチェ：なんかカッコいい……！（笑）

ベルダー：やっぱ表ひよう現げん力りよくあるなー、くそー。

サジ：単に《カバーリング》の演出でござるがな。

ＧＭ：クルワッハの視点では、いきなり人間風ふ情ぜいが視線を遮さえぎるわけだ。だがかまわず放たれるブレス。30＋３Ｄ！（ダイスを振る）……12だから42点の〈闇〉属性魔法ダメージだ。

サジ：《トゥルーアイ》を使用。【魔法防御力】と合わせて、12点防御。30点ダメージを受けた。

ＧＭ：それは刹那の出来事。直撃を覚悟していたベルダーがそっと目を開けると、眼前には、サジのたくましい背中があったわけで───。

ベルダー：よ、よけいなことをっ……でも、礼は言っておく。

ルーチェ：ベルダーさんが、サジさんにはツンデレさん。

サジ：すまぬ、そういう趣しゆ味みはないでござる。

ベルダー：ちげーよっ！（笑）




　二連撃の二発目───アモーレはこのブレスをもろに喰くらう。

　彼かの女じよは、ルーチェの《プロテクション》の援えん護ごを受け、邪悪な瘴気のブレスを堪たえ忍しのぶ。

　結果は23点ダメージ。ちょうど半分の【ＨＰ】を持っていかれた形だ。




ＧＭ：クロウ・クルワッハはブレスを掃はき終わったあと、そのまま重力に任せて着地、土砂を巻き上げ、足場の岩山に亀裂が入る。……クルワッハの行動終了！

ルーチェ：あ、最後に《クイックヒール》でサジさんの【ＨＰ】を回復！（ダイスを振る）

サジ：おお、ほとんど全快したでござる、かたじけない！




●第二ラウンド

▼行動値

　アモーレ　　　　　　　　　　　　９

　ベルダー　　　　　　　　　　　　８

　クロウ・クルワッハ（幼生）　　　８

　サジ　　　　　　　　　　　　　　７

　ルーチェ　　　　　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では第二ラウンドに突入！　まずはセットアッププロセスだ。

ベルダー：じゃあ、最後の《陣形》を使って、サジをクルワッハにエンゲージさせたい。

サジ：同意だ。わずか１メートルをつめるだけための《陣形》（笑）。すり足で、じりっと間合いをつめた。これで、ルーチェ殿を《カバーリング》できるようになるでござる。

ＧＭ：ＰＣ側は、他にないな？　では、クロウ・クルワッハが《ヘイスト》！　魔術判定……（ダイスを振る）……成功。で、どんだけ【行動値】が上がるか……（ダイスを振る）６……！　【行動値】14になった。

一同：うわっ、早──────っ！

ＧＭ：では、メインプロセスに突入！　加速したクロウ・クルワッハの行動から。攻撃対象はランダムで決めよう（ダイスをひとつ握にぎって）１～５でルーチェとサジに範囲攻撃、６は《二連ブレス》を吐く……！

ベルダー：こいやコラ！　できればサジに！（一同爆笑）




　そのベルダーの願いは、叶った。

　ルーチェとサジが立つ空間を、クルワッハの爪が薙ぐ……！

　サジは、ルーチェを《カバーリング》してロールスキルの《パラディオンⅠ》、さらには《トゥルーアイ》を使用……そのサジに対してルーチェも《プロテクション》を放った。

　56点ものダメージに対し───。




サジ：ダメージは、０……！

ベルダー：お───っ！

ＧＭ：ぐぬ……振り切られたクルワッハの爪がサジごと周囲の空間を薙ぐ！　巻き起こった衝撃波が風を呼んで砂さ塵じんが舞まわせ……しかし、ややあって砂煙が晴れると、そこに仁王立ちしていたのは───サジ！　傷ひとつ負っていない、彼の姿だ。

サジ：残念だな、魔獣よ。ディクシィ殿の「ルーチェを護まもれ」との言葉、どうやら応こたえられたようでござる───。

ベルダー：なにこれかっこいい。完全防御キャラなのに、見せ所はあるもんだな！

ルーチェ：今日のサジさん、すごく光ってます！

アモーレ：では、次はアタシも魅せてやろうじゃないの！　ファインアローを使いつつ、メジャーアクションで射撃攻撃……！（ダイスを振る）




　だが、フェイトで振り直してまだ放った攻撃はクリティカルで回避される。ひょい。




アモーレ：どちくしょ──────っ!?（一同爆笑）

ベルダー：だが、竜が避けた先に、俺の魔術が襲おそいかかるって寸すん法ぽうさ。俺の番で、メジャーアクションで《ウォータースピア》をクロウ・クルワッハに叩きこむ。ここで《リゼントメント》も使用するぜ！　命中は３Ｄ＋10で……（ダイスを振る）……10で、達成値は20だ。

ＧＭ：ぬう。《リゼントメント》はしゃれにならん。クリティカルだけだが、全力で回避する………（ダイスを振る）………くっ、出目は９……達成値17で回避失敗。




《リゼントメント》───切り札を持って解き放たれた魔術は、まるで巨きよ木ぼくの幹みきのごとき隆々とした槍となってクロウ・クルワッハに直撃した。




ベルダー：見さらせ、俺のとっておき！　でいやぁあああぁああぁぁっ!!　……（ダイスを振る）……23＋47で、ぴったり70点！　どうよ！

ＧＭ：こ、これは痛い。クルワッハの【魔法防御力】15点。55点ダメージ。キミの渾こん身しんの一いち撃げきが直撃すると………クルワッハを覆う強靱な装甲を貫き、血液混じりの赤く染まった巨大な水柱が、立つ！　攻撃の圧力に耐えきれず、その巨軀は大地に横転する。しかし……！

ベルダー：（満面の笑みで）……やったか!?

ルーチェ：やめてー、ベルダーさん！　それはフラグです!!（一同爆笑）

ＧＭ：………水すい蒸じよう気き爆ばく発はつのような現象と共に、周囲に白い霧が舞って───。

アモーレ：くくく、この一撃に耐たえうるドラゴンなどいるわけがない！（断言）

ＧＭ：………そう、そのはずだった！（笑）　しかし、横転したままの姿で、クルワッハは小刻みに振しん動どうを始め───瘴気を口から吐はき始めた。

アモーレ：来た……！　〝つよい化〟だ！

ＧＭ：《魔瘴化》だ！（笑）　〝めき、めきめき……〟と、筋肉が膨張して軋みをあげ、それに耐えきれず、身体を覆う装甲の一部がはじけ飛ぶ。だが、そんなこに気を止めることもなく……かの魔獣は、ゆっくりと立ち上がった。その翼は異い常じようなほど大きく拡ひろがり、かぎ爪も巨大化、身体全体がひと回り大きくなったように見え───。
















ルーチェ：ひー。

ＧＭ：そして、目はいよいよ紅あかく爛々と光り、口こう腔こうからは赤黒い瘴気がもうもうとはき出されている───。その禍々しい姿は、まさに魔龍と呼よぶに相応ふさわしいものだ。

アモーレ：これで幼生とか……おおおお、恐ろしい！

サジ：気圧されるな。あれの生命力は、もはや大きく失われているはず。……殺しきれないまでも、ルーチェ殿の前に拙者が一撃見み舞まっておこう。




　サジがクロウ・クルワッハを攻撃する。

　防御に特化した、彼の剣はさほどダメージは延のびなかったが《魔瘴化》の影えい響きようで、【物理防御力】が低下していた、クルワッハには11点のダメージが入った。




サジ：思っていた以上に、防御能力が低下している！　ルーチェ殿、とどめを！

ルーチェ：よーし、じゃあ、メジャーアクションで《バッシュ》。フェイトを１点使用して４Ｄ＋６で命中判定をします。

ＧＭ：そのルーチェの光った右みぎ腕うでが、渾身の一撃を放とうと振ふり上あげられて───。

ルーチェ：いきまーす！　……（ダイスを振る）……10。達成値16でちょっと低い！

ベルダー：８を出されると、クロウ・クルワッハに避けられちまう！　フェイトはあるか!?

ルーチェ：ある！　振り直します！　あったれぇ───っ!!（ダイスを振る）。




　勢いきおいよく投じられたダイスは、テーブルの上を跳はね回まわり───ややあって静止した。

　そう。６の目をふたつ、上に向けた形で。




ルーチェ：……クリティカルッ!!

ベルダー：っしゃっ、やったぁあああぁぁあぁぁぁっ!!

アモーレ：これはいった……！

ＧＭ：ふ、ここで空気を読まない竜が、６ゾロで回避するとかね。

ルーチェ：あははは───（真しん剣けんな顔になって）やめてください！

ＧＭ：サジの言ったとおり、クロウ・クルワッハの生命力はもはや少ない。《魔瘴化》は、幼生体である彼に、大きな負担を与えている。光をともなったルーチェの一撃を避けるべく、翼を広げて空に逃れようとするが……（ダイスを振る）……６と……！

一同：やめて──────っ！

ＧＭ：（ダイスを振る）もうひとつは、３。達成値15で回避失敗……！

アモーレ：おー！　一瞬クリティカルされたかと思った……！（笑）

ルーチェ：　《バッシュ》で＋５Ｄ、クリティカルで＋２Ｄ。なので８＋９Ｄダメージロールです！

アモーレ：残り１点のフェイトは、最後の勝負用ね（笑）。

ルーチェ：はい！　……（ダイスを振る）……31＋８。39点です！

ＧＭ：こっち側の【物理防御力】は７点だから32点ダメージ………（計算している）。

ベルダー：死んでてくれよ……こっから《２回行動》はつらい。

ＧＭ：………もう一撃を見み舞まおうと、首を上げ用とするクロウ・クルワッハだが……。

ルーチェ：ああ……っ！

ＧＭ：ズシャアッ！　自重を支えきれず、その場に崩くずれ落おちる───戦闘不能だ。

一同：よぉ────しっ！

ＧＭ：【ＨＰ】[image: 160]点だったんだけど、累るい計けい[image: 164]点ダメージを受けて倒たおれ伏ふしたわ……。さて、その光景を見ていたのは、レオーネだ。「……なんということだ。あれを、倒したのか」身体に深い傷を負っているのか、ゆらり、どこかおぼつかない足取りで、彼は近寄ってくる。

ベルダー：助けてやったんだ、感謝ぐらいしてくれよな！

ＧＭ：「……ああ。ルーチェ殿、感謝する」

サジ：素す直なおな奴でござる。

ＧＭ：さて、キミたちの傍らに横たわるクロウ・クルワッハなんだが……その死骸は、全身から赤黒い瘴気をまき散らしながら、溶よう解かいを始める。そして……〝ごとり〟。溶け落ちた胸部から、赤黒い岩の塊みたいな〝瘴気の結晶〟が地に落ちた。これはドロップ品扱いとする。

ベルダー：結晶？

ＧＭ：くわしいことはわからないが、クロウ・クルワッハを邪悪な竜たらしめている器官……そう思っていいだろう。

サジ：調査の手がかりが手に入ったでござる。

ベルダー：気味は悪いが調査の必要はあるから、こいつを持って帰るとするかぁ。

アモーレ：そして、アタシらはレオーネとの対決の本番が残ってるからねぇ。

ルーチェ：そ、そうですよね。フェイトをだいぶ使っちゃったんで、ちょっと心配です。

サジ：ま、なんとかなるでござるよ。と、レオーネたちを背せ負おって撤てつ退たいしよう。




　かくして、クロウ・クルワッハを倒したルーチェたち一行は、レオーネとの戦いの決着をつけるべく、ブリガンディアルへの帰き還かんの途とについた。

　だが───。




　クロウ・クルワッハの存在は、ルーチェの心の片かた隅すみに不安の影を落としていた。







　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆夕日の中の帰還




　漆しつ黒こくと赤の魔獣クロウ・クルワッハとの死闘は終わった。

　この正体不明の敵との戦いを経て、ルーチェたちが街へと帰還したのは二日後の朝だった。

　レオーネ一行を連れだって帰り着いた彼らに神官たちは驚き、拍はく手しゆをもって迎えた。

　だが、まだ最後の勝負は……これからだった。




ＧＭ：ではここからエンディングに入ろう！　キミたちは、クルワッハを倒してのち、レオーネたちを救出して神殿へと帰還した。時刻は早朝といえる頃……朝あさ靄もやの中を、レオーネたちに肩を貸したキミたちが帰ってきたわけで───。

ルーチェ：お、なんか綺き麗れいな。

ＧＭ：無事に帰還したキミたちを待っていたのは神官たちだ。多くの神官たちが左右に分かれて道を作り、キミたち八人を拍手と共に出迎えた。

ルーチェ：おー（笑）。

ＧＭ：そして、今回の両チームの対決……審判を務めていたディクシィが高らかに宣言する。「では、両チームの帰還をもって、〝地獄のクエストロード〟……最終段階に入ります」

アモーレ：おいコラ、〝天国の〟って文字が剝はがれている。

ＧＭ：「う、うるさいわね！　では、これより判定にはいる！」

ルーチェ：あ、そうか。まだ決着はついてないんでした。

ＧＭ：レオーネはサジに肩を借りて立っていたんだが……ルーチェに向かってこう言った。「助けてもらったことには心より礼を言おう、ルーチェ・メテオライト。部下たちが全員生きて帰れたのも、お前たちのおかげだ。しかし───勝負の決着は、ルールに乗っ取り正々堂々と決しよう。手を抜くことはしない。これは冒険者としての私の矜きよう恃じだ」　その表情に敵てき愾がい心しんはもはやない。怪我を負ってサジに肩を借りているというのに、その態度はどこか凛り々りしく、そしてどこまでも真っ直ぐだ。

ルーチェ：……望むところです！

ベルダー：悪くねえな、この感じ。こっちも手加減してほしいとは思わねえよ。正面から、堂々と打ち破ってやる。

ＧＭ：レオーネは、ベルダーの態度に優しくフっと微笑ほほえんだ───。さてその一方、神殿の受付カウンター前では、すでにクリアしたクエストの集計が終了していた。「では、これより両チームのクエストの発表を行ないます！」

アモーレ：お。

ベルダー：最後は、ダイスを振るんだよな。ダイス何個分になった……おもいっきり財宝ルートに進んだからなあ。危険な気がしなくもない……（笑）。

ＧＭ：よし、では集計してみっか（笑）。（ゲットしたカードを順番にチェックしながら）ええと、レオーネチームは……ナンバー１－①が１Ｄ点、ナンバー２－④が３Ｄ点、これに３－③の３Ｄ足して８Ｄ……。

ベルダー：待て！　その三つは足したら７Ｄだ！

ＧＭ：ん、あ、あれ？　……失礼しました。レオーネさん、ぜんぜん矜持どおりじゃなかった（一同大爆笑）。

ルーチェ：ここでまさかの……！（笑）

アモーレ：さりげなくせこい……！（笑）

ＧＭ：いや、今のはレオーネのせいじゃない。俺の暗算ミスだ（笑）。えー……４、５、７、10……うん、合計で16Ｄだね。

ルーチェ：16Ｄかー。こっちは？

ベルダー：ちょっと待ってね。（手に入れたクエストカードを見ながら）……１Ｄ、３Ｄ、３Ｄの……（ぶつぶつ）…………15Ｄだな、こっちは。

サジ：やはり負けているでござるか───。

ＧＭ：ルールにも書いたとおり、ここでフェイトを投入してもいい。もっとも、クロウ・クルワッハ戦のあとで満足にフェイトが残っていればだが……（笑）。

ルーチェ：あたし、一点残しています。

アモーレ：ルーチェ以外の三人は、供出するフェイト二点につき、１Ｄ増えるんだったねえ。はい、ミーはお力になれないよ？（笑）

ベルダー：俺もない。サジは？

サジ：うむ、必死に二点残したでござる。つまりは、プラス１Ｄ───。

ＧＭ：じゃあ、レオーネ側が16Ｄに対し……ルーチェ側は17Ｄで勝負か（笑）。いいね、ぎりぎりの勝負だね！

ベルダー：ＧＭ！　これってオープンダイスだよね……もちろん……（笑）。

ＧＭ：もちろんオープンだよ。その方が面白いだろう。

ベルダー：オー、イエイ……！

ルーチェ：オーイエイ。

アモーレ：ガチで勝負か……けっこう、緊張感がある……（笑）。

ＧＭ：───など。今回、勝負に勝つかどうかで、次回にも影響を及およぼすからね？　キミたちが神殿に認められるかどうかで、信用度が変わるというか……たとえば神殿の中心施設とか……入れる場所が変わったりするからね？

ベルダー：ですよねー！　あとは運を天にまかせる感じで……！

アモーレ：だが、仮にここで負けようと……我々がレオーネを助けたという結果だけは残るのだ、ふふふ……！

ＧＭ：その言葉に、レオーネは超絶余裕の優しげな声で言った。「……たしかにな。だがそれは事実だ。感謝こそすれ、なんら否定するものではないさ」

ルーチェ：アモーレさん、完全にレオーネさんより人間の器がちっちゃいです……！（笑）

アモーレ：おのれ──────っ!?（大爆笑）

ＧＭ：では、ダイスを振ろう！　まずレオーネ側からいくぞ……！（と、じゃらり……一六個のダイスを両手で握る）

ベルダー：く、空気読めよ、にーやん……？

ＧＭ：さあね？　今回は、二巻に収録される二話のうちの一本目だからな。結果はどっちでも俺はＯＫ……！　では、ゆくぞ───でぇえいっ！（ダイスを振る）




　じゃららららー……っ、とテーブルの上に盛大に跳ね回る一六のダイス。

　ひと呼吸のうちに、そのすべては静止して───。




一同：どうだっ!?

ＧＭ：これとこれで10の塊、これでまた10……（と、ダイスをより分けていく）…………合計で55……っ！　16Ｄ振ってるから───あ、期待値を１点下回ったか。

アモーレ：でも、ほぼ平均値。これはいい勝負になってしまった感じ。

ベルダー：対して、俺たちは17Ｄ……！　ルーチェ、頼む……！　（いきなり、将棋番組番組風に）「───後手、シンクトワイス。ルーチェ・メテオライト、17Ｄ」

ルーチェ：あははははは……はい！（笑）

アモーレ：（いきなり解説者風の口調で）「……さあ、今、ルーチェ・メテオライトが大きく息を吸い込んで───ダイスを握ったあ！　今、まさに、その運命の一投がなされようとしています！」

ルーチェ：（両手でダイスを握り込み）では、振りまーすっ！　えい……！（ダイスを振る）




　ＧＭ側の振ったダイスに、負けず劣らずテーブル上に跳ね回っていくダイス───。




ベルダー：どうだ……っ!?

アモーレ：勝てっ、勝て……っ！

ルーチェ：お願い───っ！




　跳ねるダイスの行く末を見守る、一行。

　数字が決まるまでに掛かる時間は、二秒にも満たないはずだ。

　やがて、それぞれのダイスは静止して───。




サジ：どうだ……っ!?

ルーチェ：あ、まずいですっ、なんか出目があんまりよくないっ!?　１が多いっ！

アモーレ：（テーブルの出目を視線で追って）いや、いや……！　そうでもない！

ＧＭ：１は多いが、６も多い。上下に極端に散ってるな。

ベルダー：集計するぞ……。




　散らばったダイスを、出目の合計が10になるようにより分けていく。

　それに見入る、四人。運命は、もう数秒もしないうちに決しようとしていた。

　そして───。




ルーチェ：お願い、お願い……！

アモーレ：（司会者風に）「えー、今、日本野鳥の会の方々が集計に入ってます」




　───日本野鳥の会は、いない。




ベルダー：合計で………………（集計して）50と……７──────っ！　……ッシャオラアァアアアアアアアっ!?

一同：おぉ──────っ!!（拍手喝かつ采さい）

ＧＭ：く、２点差か……！

ベルダー：やったー、マジで嬉しいっ！（笑）

アモーレ：これは面白い！（笑）

ＧＭ：クロウ・クルワッハ戦で、がんばってフェイト残しておいて正解だったな……（笑）。

ベルダー：本当にフェイトだ、フェイトで勝った！

アモーレ：ドロップ品に使わなくてよかった……！

ルーチェ：よかった───っ！

ＧＭ：結果を見守っていた神官たちも、歓声が上がる。そして、その喧けん噪そうを制したのはディクシィだ。「……みなさん、静せい粛しゆくに……！　ライオンハート55点、対するシンクトワイスは───57点！　よって、本勝負はシンクトワイスの勝ちとします！」　そして再び巻き起こる大歓声……！

ベルダー：まあ、心配してなかったけどな……っ！

ＧＭ：当然、この神官たちの中にはこの結果を快こころよく思わない者もいる。「ま、まさかライオンハートが負けるなど……ありえん！」「あのような新興のギルドが勝つなど……！」

アモーレ：（神官になって）「もしや、あのディクシィ監査神官がイカサマを……！　この勝負、中止だ……っ！」（一同大爆笑）

ＧＭ：ＯＫＯＫ、たしかに顔を真っ赤にしてそんなことを声高に叫ぶ奴もいる。しかし、そんな声が横行する中───「……静まれ！」　声を上げたのは、レオーネその人だ。

一同：おぉ……？

ＧＭ：彼は、両の腕を大きく広げて周囲を見回し、大きな声で宣言する。「……これは神殿のルールに則のつとった、正統なる戦いである！　その結果に文句があるものは、神に背くも同じこと！　自じ省せいされるがいい！」

一同：お、おぉ……？

ルーチェ：かっこいい……（笑）。

ベルダー：か、かっこつけやがって！　お前なんかプー、だ……っ!!

サジ：ベルダー殿、かっこ悪いでござる───。

ＧＭ：レオーネは、振り返ってルーチェの手を取り、高々と天に向かって挙げ───「勝者は、シンクトワイス……！」　そして再び巻き起こる大だい歓かん声せい。その喧噪の中、彼はルーチェに優しく微笑みかけて───「おめでとう、キミたちの勝ちだ」

ルーチェ：ありがとうございます！

ベルダー：ホスト系イケメンのくせしやがっていい奴じゃないかよ！

ＧＭ：「ベルダーくん、アモーレくん、サジ。お前たち三人もよく頑張ったな。これからはよきライバルとして活躍することを、私は望む───」　そう告げて、彼は背後に控えていた仲間の三人に向かって号令をかけた。「……撤てつ収しゆうする！」　神官たちがキミたちに駆け寄って口々に褒ほめ称える言葉を口にする中、誰の注意も引くこともなくマントをひるがえして去っていくレオーネの背中には、どこか誇ほこりすら感じられて……。

ベルダー：ちくしょう、マジでかっこいい奴だった……（笑）。

サジ：プライドは高いが、筋が通った男だったということか。

ベルダー：じゃあ、奴の背中を見ながら───次があったら勝てるとは思わない方がいいな───とでも呟くか。

ＧＭ：「ま、あんたたち……今回はよく頑張ったわ。認めてあげる」　ふいに声をかけたのはディクシィだ。

ルーチェ：やりました！（笑）

ＧＭ：珍しく優しげな微笑を見せながら、彼女は言った。「本当におめでとう。これからもあたしの手足となって馬車馬のように働くのよ？」

一同：馬車馬っ!?

ベルダー：お、お前、ちょっとはレオーネの爪の垢あかでも煎せんじて飲めよっ!?

サジ：他になにか言い方もござろう……っ!?

ルーチェ：あはははははは！

ＧＭ：───ともかく。こうして、今回の物語は幸せな気持ちと、そして喧噪の中で幕を下ろすこととなる。この先、キミたちを待ち受けているのは栄光の日々か……それとも、運命の荒波か。しかし、今日だけは……勝利の栄誉を嚙かみしめて───。

ベルダー：おい、どこかに祝勝会に行こうぜ！（笑）

ルーチェ：いいですね！　食べまくりましょう！

ベルダー＆サジ：いやいやいや……っ！

アモーレ：ハモった。仲がいいね、あんたたち。

ベルダー＆サジ：そんなことはない……っ！（←ハモった）

ルーチェ：あははははは！（笑）

ＧＭ：では、そんな笑い声と共に今回のセッションは終わりを迎え───。

一同：お疲れ様でした───っ！

ＧＭ：そして最後にレオーネの言葉と共に、シナリオを終了としよう。

ベルダー：お？

ＧＭ：レオーネは、喜びの喧噪をその背中で聞きながら……ふと、おもむろに振り返って輪の中心にいる少女に見入った。

ルーチェ：え、あたし？

ＧＭ：そうだ。そして……。




　そして、ルーチェの笑顔にしばらく見入ったのち、レオーネは呟くように言った。

「あれがルーチェ・メテオライト───〝聖弾〟か」

　レオーネの言葉に、部下の三人は訝いぶかしげな表情を見せる。

　しかし無言をもって発された疑問に、レオーネは……




　───最後まで答えることは、なかった。







◆Ending02◆胎動




　瘴気の魔獣───クロウ・クルワッハ。

　これを打ち倒し、ルーチェたちがブリガンディアルに凱がい旋せんしていた頃……

　さらなる邪悪が、胎たい動どうを始めていた。




ＧＭ：では、キミたちのシーンがすべて終わったところで……ちょっと最後にマスターシーンを入れておこうか。

一同：はーい（笑）。

ＧＭ：シーンの舞台は、光すら差さない広大な地底湖のような場所だ。おそらく二キロメートル四方はあるか。だが、そこを満たしている液体は水ではなく……妙に粘ねん度どの高い漆しつ黒こくのなにかだ。そして、そのコールタールのような湖面には無数のなにかがひしめいている。

一同：…………。

ＧＭ：ひしめき、蠢いているのはおそらく無数の巨大な生物だ。うねる湖面から這い出ようと彼らは折り重なり、そして苦しげに唸うなる。洞どう穴けつ内は、怨えん嗟さのような唸り声に満ち……あ。そうだな、小さな金魚鉢に無数のイモリとヘビでもぶち込んだような光景でも想……。

ルーチェ：やめて……っ！（笑）

ＧＭ：（笑）。今、そんな光景を洞穴の上方にある張り出しより見下ろす人影がふたつある。「───順調ですな」　そう呟くのは、牛の頭を持った魔族だ。

アモーレ：前回出てきたハゲンティ……？

ＧＭ：だね。その言葉に、もうひとりのローブの人物は黙もくしたまま頷く。ローブの人物は、魔族ほどには夜目が利かないんだろう。手にしたランタンを湖面に光が当たるように掲かかげた。すると、光にさらされて蠢うごく生物たちの姿が露あらわになった───……クロウ・クルワッハだ。

一同：えぇえええええええええええぇぇえ──────っ!?

ベルダー：あいつ、いっぱいいるのかよ！　一匹だけでもおっかねえのに！

ＧＭ：うひひ。蠢くクルワッハを目もく視しした黒ローブの男が満足げに頷き……最後にこんなセリフを呟いたところで、セッションを本当に終えよう




「───駒こまは揃そろいつつある。刻ときが満ちる日は、近い」








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ②』




第三話「おそるべき二一のクエスト」




─ＦＩＮ─


















　　　ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ




　さて、第三話のセッションはなんとか終わった。

　シナリオ部分をミニゲーム風味にできたおかげで、セッションの進行そのものは実に楽で、そして楽しいものだった。まあ、そのミニゲーム部分を作るのに二日くらい使ってるのは内ない緒しよなわけだが───。

　しかし、ほっとしているヒマはない。

　第三話が終わって翌よく日じつのこの日に……最大のピンチが訪おとずれていたからだ。

　そう、第四話のセッションは明日だ。

　シナリオを作つくり込こんでいる余よ裕ゆうは、ない！（断だん言げん）

　だが、慌あわてる必要はなかった。私わたしには、策さくがあったからだ。

「……よし、第四話はランダムダンジョンを使おう」

　ランダムダンジョンとは文字どおり、ダンジョンをランダムに生成するルールのことだ。サプリメントの一冊さつである『エリンディル西方ガイド』に掲けい載さいされたものである。時間が無い時に役立つ僕ぼくらの味方……そう言いい換かえてもいい。

　今回は「このダンジョンに入る理由」さえ考えれば、シナリオになる（はず）だ。

　なにか〝事じ件けん〟が起こり、それを解かい決けつするためにダンジョンの奥おくにあるなんらかの〝アイテム〟が必要である───うん、基き本ほん路線はこれでいいじゃん。〝事件〟はこれまでの流れからして〝瘴気〟とか〝魔瘴化〟とか……それに連なるものだ。できれば、ＰＣのせいではないが、彼かれらの行動によってなにか引き起こされる事件がいいが───。

　あと、クライマックスバトルのエネミーをなんにするかも考えないといかん。

　私はふと、スカイプのフレンドリストの中にいた浅見正義あさみ・せいぎにチャットで話しかけてみた。

「おちかれー。今、明日のセッションのシナリオ考えてるんだけどさ」

「オツカレっす！ｗ」

「なんか、シナリオネタはないか？」

「俺おれに聞くなよ！ｗ　でも、ひとつだけ言っておく」

「おう」

「俺のために、せかいいちかわいい天使ルートはあるんだろうな？」

「お前に聞いた俺が馬ば鹿かだった」

　な、なんて役に立たないんだ───そう思いかけた瞬しゆん間かん、私の脳のう裏りに閃せん光こうが走った。

　私は、心の中で浅見正義に感かん謝しやした。

　……うひひ。







　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆天使の呼よび声ごえ




「すみません、ほんとにすみません……っ！」




『聖弾のルーチェ』第四話のセッションは、そんな味み里さとさんのセリフで幕を上げた。

　翌日に大きなイベント出演を控ひかえた彼女はこの日、どうしても少し早めに帰らねばならず……セッション時間を心配しての言葉だった。




味里：一応、ぎりぎり二〇時半まではいられると思いますので……。

ＧＭ：ああ、前もってわかっていたので問題ないですよ（笑）。

浅あさ見み：問題ないんだ？　ＴＲＰＧのセッションって時間が読みにくいところはないの？

ＧＭ：まあ、そういう側そく面めんもないとは言わないけど……ケツが何時まで、とあらかじめ判明しているなら、ほんとに問題ってほどじゃない。

浅見：わー、にーやんさすがー。

ＧＭ：というか、今回はセッション時間のコントロールのために、秘ひ策さくを練ってきたからね、ふふふ───。

一同：秘策？

ＧＭ：そう、秘策。今回、ダンジョンがシナリオの中に組み込まれているんだけど……俺がケツを叩かなくても、プレイヤーたちが自発的に急いでダンジョンをクリアしたくなるはずなのだ───。

浅見：なんだそれ（笑）。

Ｏはた：菊池さんがまた、よからぬことを企たくらんでいる。

かわたな：嫌な予感しかしない（笑）。

ＧＭ：うひひ。まあ、それはセッションの中であきらかになるので、お楽しみに。……では、さっそくだけど今回予告の読み上げに入ろう！

一同：はーい！




●今回予告

　赤と黒の魔ま獣じゆう。

　彼かの敵てきを打うち倒たおし、神しん殿でんへと帰き還かんした一行を待っていたのは、ディクシィの笑え顔がおだった。

　その笑顔の向こうにあるもの。

　それは、この王国の地に隠かくされた、連れん綿めんと続く呪のろいの───その始まりだった。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖せい弾だんのルーチェ』

　第四話「天使の微び笑しよう」




　───冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ。




Ｏはた：「天使の微笑」ですか……〝天使〟がディクシィのことだとすると、タイトルに偽いつわりありじゃないですか？（笑）

浅見：あの女、性格キツ過ぎだし！　ただのドＳだから！（笑）

ＧＭ：実はね……彼かの女じよには、隠された悲しい過か去こがあるんだよ………たぶん。

浅見：〝たぶん〟かいっ!?（一同爆笑）

かわたな：ともあれ今回は、彼女の知られざる一面を見られそうですね。

ＧＭ：ふっ、言っておくが〝天使〟がディクシィとは、明言してないからな。

浅見：思わせぶりじゃん！（笑）　でも、いーよ、いーよ！　セッションが華やかになりそうだし。にーやんがどんな素敵な天使を出してくるのか、とくと見せてもらうからな！




　はしゃぐ浅見正義。賑やかすぎる男であった。

　その一方、味里さんは、自身のキャラクターシートを食い入るように見つめている。




味里：（考え込んで）あたし、そろそろ命中を上げたいんですよね。

Ｏはた：なるほどなるほど。なら《レイザーシャープ》、《インビジブルアタック》あたりがお勧すすめですね。あとは《シールドストライク》とか。

ＧＭ：やる気まんまんで素晴らしい。といういわけで、さっそくレベルアップ作業をしていただこう。

一同：はーい。




　レベルアップ作業が始まった。

　既すでに戦い慣なれしてきた、味里、浅見の両名も慣れた手つきでルールブックをめくる。

　これまでの戦いで、ギルドメンバー同士の連れん携けいの重要さを理り解かいしたのか、なにを成長させるのか、お互たがいよく確かく認にんしながら成長させていく様子が印象的だ。

　楽しくも、頭を悩なやますしばしの時間が過すぎた後、レベルアップは完かん了りようしていた。




ＧＭ：では、レベルアップした結果を順番に発表していただこう！




▼ルーチェ・メテオライト（５レベル）の場合

ＧＭ：ではまず手が光る人から。

味里（以下、ルーチェ）：はーい、ルーチェで～す。手が光る人でーす！（笑）　では今回一般スキルから。《トレーニング：器用》です。前回命中判はん定ていが低いなと思ったので。

Ｏはた：【器用】が上がると、命中判定が上がりますからね。

ルーチェ：その結果………手がもっと光るように！

浅見：なんでやねん！（笑）

ルーチェ：なんとなくです！（笑）　そしてスキルでも命中判定＋１、ダメージ＋２できる《シールドストライク》を取りました。

ＧＭ：「命中を強化する」というコンセプトが明確だね。

ルーチェ：はいっ！　他は《プロテクション》をレベル５に《スラッシュブロウ》を２に成長させてます。

浅見：これで《バッシュ》に続いて《プロテクション》もカンストかぁ。

ルーチェ：はい。ルーチェ、地道に強くなってます。あとは買い物ですね。前回やった「地獄のクエストロード」の賞品のレベル４アイテムとして、フェザーアーマーを貰いました！




　なお、一行は相談のうえ、賞品のうちレベル３、２のアイテムについては換金している。




ＧＭ：フェザーアーマーはいわゆるヒロインアーマーだな（笑）。

かわたな：歴代のヒロインが身につけてきましたからね。

ルーチェ：そして、ミスリルポイントアーマーを買って防御をかため、《ヒール》に＋２Ｄできる高位聖せい印いんを買いました。

ＧＭ：だんだん豪ごう勢せいになってきたなぁ。

ルーチェ：はい、どんどん光ってまーす。

浅見：だから、手を光らせてなにを狙うっていうんだっ!?（笑）




▼ベルダー・ウィステリア（５レベル）の場合

ＧＭ：つぎ、ベルダー。

浅見（以下、ベルダー）：はーい。ベルダーでーす！　俺は《マジシャンズマイト》が４になり、カンストが見えてきた。と同時に、前回一いち応おう活かつ躍やくした《リバーサル》のレベルが２に。

ＧＭ：ああ、これはＧＭにとってイヤなところを伸ばしてきたなぁ。

Ｏはた：達たつ成せい値ちをマイナス６できますからね。

ベルダー：でしょ！（笑）　さらに《ハイウィズダム》のレベルも上げたぜぇーっ！　［エネミー識しき別べつ］や、《トリビアリスト》の達成値も上昇するぜ？

かわたな：効率的だなぁ～。

Ｏはた：つくづく《トリビアリスト》に目をつけるあたり、判断がいい。

ベルダー：で、ロールスキルの《スペシャリストⅡ》も取得した。ダメージだけ上がってたものが、命中も上がるようになった。これを使えば、１シーンの間、４Ｄ＋12で命中判定ができる。

ＧＭ：相変わらず、初心者のクセに、玄人っぽい渋い成長をしてくるなぁ！

ベルダー：いやーん。初心者だから優しくしてぇん。

ＧＭ：うるせぇよっ！（笑）

ベルダー：あっはっは。あとは装備なんだけどトラベラーズマントを購入しただけ。より冒険者っぽい外見になったかな……ってな感じで、よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：了りよう解かいで～す。

ルーチェ：いぇ～い！




▼アモーレ・カモーレ（４レベル）の場合

Ｏはた（以下、アモーレ）：（なぜか裏声で）次はアタシ、アモーレ・カモーレでぇ～す。

ベルダー：いぇ～い！

ＧＭ：なんなんだ、このノリは（笑）。

アモーレ：なんでしょう（笑）。まずスキルから。《ブラインドサイド》を上げて［エネミー識別］された敵へのダメージがさらに１Ｄ増ふえたので、よろしくお願いしますベルダー先生。

ベルダー：はーい。任まかせてぇ～。

アモーレ：《スペシャライズ：弓》を取ったんで、命中とダメージが１ずつ上がる。あとさらに、《リサイクル》を取りました。なぜならばわたくしは………。

ＧＭ：………金のかかる女。

アモーレ：そうなんですよ～。その〝金のかかる女〟を少し卒業しようと思いましてね。《リサイクル》を取りました。




《リサイクル》

　使用した「種別：矢弾」などの射撃・投射したアイテムを再利用可能にするスキル。




ルーチェ：アモーレさんがエコに目覚めた！（笑）

アモーレ：そう。ちょっと地球〝愛〟に目覚めたのさ！（笑）

かわたな：なんだそりゃ（笑）。

アモーレ：あと、ロールスキルの《フェンサーⅡ》を取りました。リアクションの判定に＋２Ｄできますよ。

ＧＭ：で、装そう備びは？

アモーレ：弓がロングボウからセルフボウになって２点ほどダメージが上がりました。さらに、鷹たかの目という眼鏡を装備して〈射しや撃げき攻こう撃げき〉に＋３されました。

ＧＭ：ずいぶん変わったな。

アモーレ：４レベルはそういう時期ですから。あと矢や弾だまがミスリルアローになりました。

ＧＭ：１本、ダメージ＋７。これまた強くなったきたもんだ（笑）。




▼サジ・シラヌイ（４レベル）の場合

ＧＭ：では、サジサジ。

かわたな（以下、サジ）：サジサジって（笑）。では、取得したスキルから。《オートガード》のレベルが上がりました。また《アーマーブレイク》が３になったでござる。これで一発ナイフを投げると、敵の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】がマイナス12。

ルーチェ：おー。

サジ：《ストライクバック》を新たに取得。殴なぐってきた敵に反はん撃げきするスキルで、防具を無視して【ＨＰ】を20点削けずれるでござる。

ＧＭ：ますます、殴りたくないＰＣだな（笑）。

サジ：で、ロールスキルの《パラディオンⅡ》を取得。連続攻撃などの複数回の攻撃で、ひとつの攻撃しか《カバーリング》できなかったわけですが。これによって、フェイトを使うごとに、同時に庇かばう対象を増やせる優すぐれものでござる。

ベルダー：おー、強ーい。

サジ：そしてレベルが上がったことにより、刀が正まさ宗むねから村むら正まさとなりました。攻こう撃げき力りよくが10から12に上昇したでござる。以上。




●ギルドサポート

ＧＭ：じゃあ次は、ギルドサポート。今回はどうする？

ルーチェ：はい。えっと、《目め利きき》を取ることにしました。

ベルダー：前回、ベルダーとアモーレがふたりともフェイトを使い切ったからね。

アモーレ：ドロップ品のために使うフェイトが枯渇する悲劇をさけたいと。

ＧＭ：ま、いいんだけど。あれはキミたちが欲望のままに行動した結果だったし！（笑）　そういう意味でもつくづく欲求に忠実なギルドだな（笑）。

ルーチェ：うう、あまり否定できません。あたしもお腹いっぱい食べてますし（笑）。

ベルダー：望みのままに突き進む。けっこうじゃないかっ！　でもというわけで、《目利き》を取得。他は《蘇生》《祝福》《陣形》だ！

ＧＭ：とりあえず、お前の欲望は伝わったよ。ともかくギルドサポートも決まって、これにてレベルアップ終しゆう了りよう。
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◆Opening01◆まどろみから旅立ちへ




　それは、遠き思い出。

　ルーチェはある晴れた日、黒い服を着た母に連れられて、墓ぼ地ちにやってきた。

　大人たちはささやくように会話を交かわす。

　その表ひよう情じようはおしなべて暗く沈しずんでいた───。




ＧＭ：じゃあ、オープニングシーンを始めよう。シーンプレイヤーはルーチェ。全員登場となるが……最初に登場するのはルーチェだけ。まずはキミの回想から始まるんだ。

ルーチェ：回想……ですか？

アモーレ：ふゎんふゎんふゎん……──（←回想の始まりの音らしい）。

ＧＭ：場所はとある墓はか場ば───葬そう式しきの情景がルーチェの脳のう裏りに映し出される。喪も服ふくを着た多くの参列者が真新しい墓の周囲に集つどっているね。

ベルダー：「死はすべての始まりであり………」なんて神官さんが話してたり。

ＧＭ：そう、そんな感じ。葬儀の参列者はみな、神官の言葉を神しん妙みように聞き入っているね。




　静かに、厳おごそかに、葬儀が進行していく。

　その中で、ひとりの小さな女の子が泣いていた───。

　彼女の前の墓はか石いしには、ジョーカー・メテオライトという文字が刻きざまれている。
















ルーチェ：………お父さんのお葬式なんですね。お父さ～ん。

ＧＭ：そう。キミの周囲には哀しみにくれる人々がいる。親族や近所の人々がほとんどだが、その中にジョーカーのギルドメンバーも何人か来てるんだ。

ベルダー：ほほう。

ＧＭ：屈くつ強きような戦士や、俊しゆん敏びんそうなシーフの他に金髪の女神官がいる。年の頃は二〇歳ほどだろうか。熟練の冒険者らしく芯の強そうな眼差しと包容力を合わせ持つ美女だね。

サジ：む。美女でござるか。

ＧＭ：うむ。出るところは出て、締まるべきところは締まっている、女性らしいプロポーションの持ち主だ。

ベルダー：おおっ、この人が天使かぁ────っ!!（笑）　どういうことだ、おい！　俄が然ぜん盛もり上あがって参りました（笑）。

ルーチェ：あたしの回想シーンが謎のお色気天使に侵略されてる!?

ベルダー：すまんすまんすまーんっ!!（笑）　どうぞセピア色の思い出シーンをお続けください！（笑）

ＧＭ：じゃ、話を戻して……と（笑）。その金きん髪ぱつの女じよ性せい神官はキミの前に立ち、目線を合わせるようにしゃがみ込こむ。

ルーチェ：あたしも見つめ帰します。

ＧＭ：彼女はゆっくり、あなたに言い聞かせるように言うんだ。「あの方は亡なくなったけれど、あなたという希望がまだ残っている」

ルーチェ：はい。

ＧＭ：「強く生きて。そしてお父さんの遺い志しを受うけ継つぎなさい」と彼女が優やさしく言う。

ルーチェ：おー。あたしこの当時何なん歳さいぐらいですか？

ＧＭ：だいたい三～四歳かな。

ルーチェ：わあ、小ちっちゃい。じゃあ、素す直なおに、うん、って言うかな。

ＧＭ：「それでいい。その決意を忘わすれないで」と、その女神官は微び笑しようを浮うかべるよ。

ルーチェ：はい、約束ですね。

ＧＭ：彼女は、ふと小指を差し出してくる。───そして、キミは彼女と「約束」と小指を結ぶんだ。

ルーチェ：おお、あたしにそんな過去が………。

ＧＭ：そして夢は終わりを迎える。墓地での光景が、フェードアウトしていく中……「ルーチェ、ルーチェ」とキミを呼よぶ声が聞こえてきて………。




　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ここからは現在のシーンだ。「ルーチェ、ルーチェ」という、仲間たちの声がキミの脳のうに響ひびいたところで、意い識しきが覚かく醒せいしていく。

ルーチェ：はーい。

ＧＭ：舞台はディクシィの執しつ務む室しつ。時間は、朝も早い午前三時。

アモーレ：それは朝やない！　夜や！　前より一時間早くなってる！　前回は起床時間が三時だった！

ＧＭ：そうそう（笑）。で、ふと意識を取り戻したキミが最初に見たのは、例によって執務机に足を組んで座すわっているディクシィの笑顔だ。

ルーチェ：お、おはようございます。

ＧＭ：「おはよう。よく寝られたかしら」

アモーレ：お前が言うかっ！（笑）

ベルダー：そうだそうだ。こんな朝から呼び出して！（笑）

ＧＭ：そんなふたりの不平を意に介かいさず、ディクシィは言う。「いい夢見られた？」

ルーチェ：お父さんの夢を見ました。

ＧＭ：すると彼女は沈黙した末、「そう……」と答えて「ま、今日はめでたい日だから居眠りぐらい許ゆるしてあげる」。

アモーレ：めでたい？

ベルダー：そう言われてもなぁ。文字どおり「めでたい」と受けとっていいものか………。

ＧＭ：「人間素直が一番よ？　前回の功こう績せきが認みとめられて、神官長から、あなたたちは私わたしの直下の冒ぼう険けん者しやと認可されたの。おめでとーう」と、パチパチパチと拍手しながら彼女は語る。

アモーレ：いえーい、やったー。

ＧＭ：そして、神殿関係者しか入れないエリアへの通つう行こう証しよう───腕章がキミたちに渡される。

ルーチェ：おおっ。受け取ります！

ＧＭ：まあ、反対意見もあったけど。「今後のキャンペーンの伏ふく線せんになるようなクエストは全部左側に固めていたのに、一個たりとも行かなかったのですよ」とか。

サジ：メタな反対意見でござるな（笑）。

ベルダー：それは、いちゃもんだろ。神殿の由ゆい緒しよ正しい勝負方法で勝ったのによ。

ＧＭ：そう。ディクシィの政敵によるいちゃもんだ。だがそこでレオーネが口くち添ぞえをしてくれたんだ。「彼女らは神殿の正式な決けつ闘とう法で勝利した。その結果を汚けがしてはならない」と。

ベルダー：レオーネ、マジでいいヤツだったんだな。

サジ：うむ。まあ前回、苦労した甲斐もあったというものでござる。

ＧＭ：うんうんと頷いたディクシィは「さて。これで今日からあなたたちは、私の駒こまとなることができましたぁ」と晴れ晴れとした笑顔で言い放つよ。

一同：ちょっ!?（爆笑）

ルーチェ：駒、駒？　え？

ＧＭ：「はい。そんなわけで、あなたたちに任にん務むがあるの」

ベルダー：イヤな予感しかしねぇっ!?（笑）




　というわけでディクシィから任務がくだされた。

　前回、ルーチェたちは黒き魔獣クロウ・クルワッハを倒した。

　その際入手した、かの魔獣の瘴気の〝結晶〟を正式に鑑かん定ていすることになったのだという。

　その〝結晶〟をゴヴァノールの錬れん金きん術じゆつ研究所に運ぶことが、ルーチェたちの仕事であった。




ベルダー：なるほど。〝結晶〟は研究しなければわからない、未知の物ぶつ質しつなわけか。

ＧＭ：そういうこと。「で、これがその〝結晶〟よ」と、なんだか〝雑ざつ〟な封印が施された箱を渡わたすディクシィ。

一同：雑なのかよ！（爆笑）

アモーレ：今回も雑なネタが!?（笑）

ＧＭ：はっはっは。見た目は雑でも、封印は効いているよ。

サジ：中を確認できるでざるか？

ＧＭ：「さすがサジ」ディクシィが〝かぽっ〟と箱を開けるとですね、そこには赤黒い光を明めい滅めつさせる、例の〝結晶〟が入っている。

サジ：たしかにあるでござるな。

ルーチェ：きらーん。じゅるり。

アモーレ：じゃあルーチェの手を取って言う。ダメ、それは食べちゃダメなものよ！（笑）

ＧＭ：「…………え。お腹なかが空いてるの？」

ルーチェ：はい。

ベルダー：空腹時のルーチェは見境がなくなるんだよ。

ＧＭ：「そ、そう。まあ朝食を取る時間ぐらいはあるから、それは食べないで」と、ちょっとどんびきのディクシィ。「さすが、この神殿の財ざい政せいを悪化させるだけのことはあるわね」

アモーレ：なんでそんなことに。

サジ：この神殿は、依頼のクリア率一〇〇パーセントを誇る優良経営でござるぞ？

ＧＭ：「その神殿の稼ぎ以上なのよ……」と、財政を図ず示ししたグラフ出だすディクシィ。

アモーレ：グラフかい！（笑）

ＧＭ：「このグラフをよく見て。あなたたちが来てから、ある項目がぴょこんと跳ね上がっているでしょう？」

ベルダー：お、おお。

アモーレ：………これって、もしや？

ＧＭ：「そう。あなたたちが来てから、神殿の食費が爆上げなのよ」

ベルダー：エンゲル係数が跳はね上あがってる!?

ルーチェ：ちょっと食たべ過すぎましたかね（笑）。

サジ：食べ過ぎってレベルじゃないから！（笑）




　恐るべき食欲である。




ＧＭ：「───いいわね。食べたぶんは働いてもらうわよ」

ルーチェ：わかりました！　もっと食べられるように頑張ります！

ベルダー：めげねぇなっ!?（笑）

ＧＭ：と、そんな感じでキミたちはゴヴァノールへ向かうことになったんだ。で、「いい？　ほかにも任務があるから、届とどけたらすぐに帰ってくること」と、彼女は念を押おします。

ルーチェ：すぐって、どのくらいですか？

ＧＭ：「そうね。向こうには三時間ぐらいはいていいわよ」

アモーレ：短っ!?（笑）

ベルダー：なんかいつも以上に、ディクシィの無茶振りがひどくて、頭がくらくらしてきたぜ（笑）。

サジ：話につき合ってると疲つかれるし、ルーチェも腹が減ってるみたいでござる。ここは、しばらく待って、神殿の朝食をたべてから出発するってことでいかがでござろう？

ルーチェ：大賛成です！（←満面の笑み）




　かくして、神殿の食堂で、腹はらごしらえをして出発する一同。

　なお、朝もはよから、豚ぶたの丸焼きを食して旅立っていった少女神官の姿は後世に語かたり継つがれることになったという……。
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◆Middle01◆湖こ畔はんの研究所へ




　ガラガラガラ───と音をたて、馬車は進む。

　神しん殿でんの用意したピカピカの馬車である。ルーチェたちの旅は思いのほか快かい適てきであった。

　だが、馬車の外には、不ふ穏おんな光景がちらほらと………。




ＧＭ：では、ミドルフェイズの最初のシーンを始めよう。

ルーチェ：はーい。〝結晶〟をゴヴァノールの研究所に運びます！

ＧＭ：そう。キミたちは朝あさ靄もやの煙けぶるブリガンディアルの街から、馬車で出発。約二日の行程を進むことになった

アモーレ：ほう、馬車でかい？（←ちょっとウキウキした声で）

ＧＭ：そう。それも、神殿のマークが入った立派なものだ。街道を進むと、子供たちが「あ、神しん殿でんの馬車だ」とかいって手を振るよ。

ルーチェ：あたしたち、正式に神殿の一員と認められたんですね。実感します！

アモーレ：（力を込めて）素す晴ばらしい！　これが光の世界！　安定した収しゆう入にゆう！　帰ったら家にご飯がある。明日の寝ね床どこにも困こまらない。なんて素晴らしい人生だろう！（笑）

サジ：お天てん道とう様さまの下で働けてる感があるでござるな（笑）。

アモーレ：アタシの犯はん罪ざい者しやだった過去は隠かくしとおさないと！（笑）

ＧＭ：そんな道すがら。あちこち森の木々がなぎ倒たおされていたり、宿場町の家屋が半はん壊かいしたりするのを目にする。

ベルダー：荒あれてるのかぁ。

サジ：気になる……あとで調ちよう査さしたいでござる。

ＧＭ：しかし、その光景以外大きな事じ件けんもなく。予定どおり、二日後にゴヴァノールの街にキミたちは到とう着ちやくする。

ルーチェ：あっさり着きましたね。

ＧＭ：目的の研究施し設せつは湖畔にある。錬金術協会という大たい層そうな看かん板ばんがどーんと掲かかげられている。

ルーチェ：クロウ・クルワッハの〝結けつ晶しよう〟を届とどける先ですね。

ベルダー：ま、急ぎだし、どんどん用件をすませようぜ。おらーお前らの目的のもん持ってきてやったぜぇ。と、扉を叩く。

ＧＭ：では早速、研究所の所長さんたちが、キミたちを迎むかえ入いれてくれます。

ベルダー：話が早いぜ。レオーネを倒して扱あつかいが変わったって実感するぜ（笑）

ＧＭ：「お待ちしておりました。私が所長のトムです」と、丸眼鏡でやせ気味のおっさんが挨あい拶さつをする。「こちらが助手のシェリー」と傍かたわの白衣を着た女じよ性せい研究者も同時に紹しよう介かいするね。

アモーレ：お前ら絶ぜつ対たい、仲が悪いだろ！（一同爆ばく笑しよう）

サジ：トムとジェリーとは懐かしいでござる（笑）。

ＧＭ：「どなたがギルドマスターですかな？」

サジ：うむ。拙せつ者しやでもこの男ベルダーでもない。

アモーレ：そう（ずいと身を乗り出す）。

一同：ちがうだろっ!?（笑）

アモーレ：すすすす、すいません（笑）。

ＧＭ：「すると、このチミっこい……じゃない。じゃあこちらのきらびやかに手が光っている女性がギルドマスター様で」

ルーチェ：そうです。すごく手が光ります！（笑）

ＧＭ：「おおー、たしかに光りまくってますね。どうやらお腹なかがすいてるようで」

サジ：なんでわかるの!?

ＧＭ：「ディクシィ様から『あの子の右手が光ったらご飯を食べさせるように』と聞いております」

ルーチェ：なんで、そんなことをディクシィさんは伝えてるんですか!?（笑）




　とクロウ・クルワッハの〝結晶〟を研究所の所長に渡わたしたルーチェであった。

　所長たちはさっそく〝結晶〟の鑑かん定ていに入ることになるという。

　ここで出る鑑定の簡易報告書をディクシィの元に持ち帰るまでが任務であった。

　その間、ルーチェとアモーレは研究所の食堂にて食事をし、ベルダーとサジは鑑定の様子を見学することになった。




ルーチェ：じゃあたしたちは食事で。今回は、食べてばかりですね（笑）。

アモーレ：今回は？（笑）

ベルダー：たしかにいつもなんか食ってる気がするけどさ！（笑）　じゃ、ふたりは腹ごしらえしといてくれ。俺とサジは、今後の知ち識しきのために見学するぜ。

サジ：あの結晶、気になるでござる。

ＧＭ：では、次のシーンからギルドをふたつに分けて、それぞれ演えん出しゆつをすることにしよう。

ルーチェ：はーい。







◆Middle02◆邪じや悪あくの〝結晶〟




〝結晶〟を前に、ゴヴァノールの錬金協会の研究員たちが忙いそがしく立ち働く。

　研究室の一歩引いた位置で、ベルダーとサジはその様子を見学していた。

　錬金術師たちの表情も固い。〝結晶〟の秘めた力の大きさを感じ取っているかのように。




ＧＭ：まずベルダーとサジのシーンから処理していこう。舞台は〝結晶〟を解析する研究室。所長のトムを中心とした錬金術師たちが〝結晶〟が設置された台を囲んでいる。

ベルダー：俺たちは、そこを一歩引いた位置で見ている感じかな？

ＧＭ：そんな感じ。そこで「じゃあいよいよだわトム」とシェリーが呟つぶやくね。

アモーレ：（突然トムになって）「ＯＫ、シェリー。始めよう」

ルーチェ：なんか、外国映えい画がみたいですね（笑）。

ベルダー：（トムになって）「よーしいい子だ、もう少しで解析できるぞ」

ＧＭ：で、研究を進めていくと、〝結晶〟から赤黒い光がちらりと見えたり、瘴気が〝もわん〟と立ち上ったりする。

ベルダー：なんか表ひよう現げんがいちいち不穏だな。〝もわん〟とか。

サジ：では、ベルダーに話しかけよう。あの結晶のこと………ベルダー殿も気になったでござるな。

ベルダー：そもそもあのドラゴンと戦ってる時からわからないことばかりなんでね。考えることに方ほう向こう性せいを作るには、少しでも情じよう報ほうがあった方がいい。

サジ：さすがベルダー殿。物事を筋すじ道みち立てて考えるでござるな。

ベルダー：べ………別に褒ほめられたってうれしくねえんだからな。

ＧＭ：なんでツンデレしてるんだそこで。

ルーチェ：あっちでフラグが。

ベルダー＆サジ：ちがうから！（笑）

ＧＭ：さて、解析は続き、〝結晶〟をメスで切開していたりします。

ルーチェ：柔やわらかいんですか。

ＧＭ：そう。外側は硬かたいんだけど、中は柔らかく……実はまだ組織が蠢うごめいてるんですよ。

ベルダー：げげっ、生きてる？

ＧＭ：研究員は、メスで解かい剖ぼうしたり、魔ま法ほうをかけてみたりいろいろテストする。

アモーレ：（トムになって）「この魔法に耐たえられるような細さい胞ぼうなんて見たことがねえ」

ＧＭ：「どう思う、トム」と、シェリーが聞き返す。

アモーレ：（トムになって）「こいつは正に未知の生命体だ」

ＧＭ：「私もそう思うわ」

ルーチェ：さっきから、トムになったりシェリーになったり、アモーレさんが便利すぎ（笑）。

ＧＭ：で、ふたりは二時間ほど鑑定に付き合うことになる。「簡易版ではありますが、ディクシィ様にお渡しする鑑かん定てい書しよは、後ほど四人そろったところでお見せしましょう」とトム。

サジ：ひとつ訊ききたい。この〝結晶〟は生きているでござるか？

ＧＭ：「そう言ってもいいかと。ものすごい生命力です」

ベルダー：生きているんですね。

ＧＭ：意い識しきを持ち、そしておそらくは他の生命体を乗っ取るような力をまだ保たもっていますね……この〝結晶〟は。

ベルダー：意識まであるのか!?

サジ：なんと!?

ＧＭ：人そして生物を対象に、精せい神しんを支し配はいし肉体を強化する能力を持っているようだ。

ベルダー：一話のポメロや、二話のレバニラにまとわりついていた瘴気って……そういうことなのか………。

サジ：生命を邪悪化して操作し、強化する瘴気でござるか………。

ＧＭ：そういうこと。その他、細かいことは鑑定書を渡すシーンで話そう。ということで、このシーンを終了する。







◆Middle03◆少女とクマと再さい会かいと




　消えていく。

　膨大な料理が黙もく々もくと消えていく───。

　ルーチェの中へと。

　騒そう然ぜんとする食堂の中、ルーチェとアモーレに小さな影が近づこうとしていた………。




ＧＭ：さて、ルーチェ・アモーレ組のシーンを進めよう。キミたちが研究所の食堂に入って五分ほどたった頃。

ルーチェ：ご飯を食べてます。

アモーレ：うおおおおっ！　すごい速さでご飯が消えていくっ！

ＧＭ：そう。ずばああああっ！　と消えていく料理を見て「食材が足りません。協会の食料庫を第一から第五まですべて開放するのよ！」と、食堂のおばちゃんは応おう援えん要よう請せいをするんだ。

アモーレ：食料庫多すぎ！（笑）

ルーチェ：緊きん急きゆう事じ態たいですね！

ＧＭ：それ、あんたのせいだから（笑）。その時、「相変わらずですねー」と、あなたのうしろから声がする。それは、小さな女の子の声で、あなたは思わず懐かしさを感じる。

ルーチェ：懐かしさ………ですか？




　そこには頭にふたつのリボンをつけた少女が笑顔で立っていた。

　ルクス・トワイライト。トワイライト家の令れい嬢じようだ。

　先日、ルーチェたちは彼女の依頼を成し遂げている。




ルーチェ：……ああっ！　まさかの再登場ですか！

ＧＭ：そう、本当は第三話でも会うはずだったんだけど、会えなかった少女だ。だって、キミたちそのクエストは選んでくれなかったんだもん（泣）。

ルーチェ：……で、今回は自分からきちゃったんですね（笑）。

ＧＭ：そうだ（笑）。で、「こんにちは」と彼女はぺこりと会え釈しやくする。

ルーチェ：可愛いですね。こんにちはー。

ＧＭ：「こんにちは。ここにはバカンスにきたの。ルーチェがきてるというので、執事といっしょにごあいさつにきた」と、見ればうしろに控えている、タキシード姿の執事が。

アモーレ：執事さんも一緒かい。なら安心だ。

ルーチェ：レバニラちゃんは？

ＧＭ：彼女は視線を窓の外に向ける。すると、そこにはレバニラと戯たわむれる研究所のスタッフの様子が見える。パワフルなレバニラにたじたじだ。

アモーレ：わー、なんか人が空飛んでるぞー。

ルーチェ：レバニラちゃんと遊ぶのも命がけですね（笑）。

ＧＭ：「なんの。レバニラは加減しております。あれの本気はこんなものではないですぞ」

アモーレ：………そ、そうかい（笑）。

ルーチェ：じゃあ、元気してた？　ルクスちゃんに聞きます！

ＧＭ：すると彼女は超ちよう笑え顔がおで「げんき！」と頷うなずく。「あえてうれしい。今日からめいいっぱいあそぼう」とまぶしい笑顔でお願いしてくる。

ルーチェ：うーん。遊びたいけど………。

アモーレ：すぐ帰れって話だったねぇ。

ＧＭ：すると不安気な顔になった彼女は言うよ。「別荘にくれば三食昼ひる寝ね付き」

ルーチェ：う、魅み力りよく的てきだけど（笑）。でも、ちゃんと言います。お仕事で来てるから、もうすぐここから離れないといけないの。

ＧＭ：「お仕事？　わかった。じゃあ一日遊んでくれたら四万Ｇ払はらう」

アモーレ：行こうぜ行こうぜ！　行こうぜー！　ひゃっはぁぁぁぁぁっ!!

ベルダー：待て待て待てぇ───！（一同爆笑）

ルーチェ：ルクスちゃん。お金でなんでも解かい決けつできると思っちゃダメだよ（笑）。

ＧＭ：「そうなの？」と執事の方を見るルクス。

アモーレ：（執事になって）「そうです、お金とはそのように使うものではないのです」と返事をするところかな。

ＧＭ：「ルクス覚えた。じゃあタダで」とルクスは納なつ得とく顔がおで言うね。

アモーレ：それはそれでヤダァ───ッ！

ＧＭ：どっちなんだよ！（一同爆笑）

サジ：報酬はさておき（笑）。どうあれ、長なが居いはできないでござる。

ＧＭ：そう。簡かん易い鑑定に三時間ほどかかる。食事もしたし、残っているのはあと２時間ぐらいかな。

ルーチェ：その二時間で、遊ぼう！

ＧＭ：「わーい、じゃあ二時間遊ぼう。レバニラー！」っていうとレバニラが。

アモーレ：な、なんかやばそう。

ＧＭ：向こうの方で呼よばれたレバニラはくりっと振りむいて、食堂の方にドドドドド───と突つっ込こんでくる………。

アモーレ：うおおおおおおっ！　ヤバイヤバイ──っ！（笑）

ＧＭ：………と、レバニラはピタッと、ガラスの前で止まってジーっと見てます。

アモーレ：………ふぅ～。驚かせやがって（笑）。意外にちゃんとしているクマじゃない。

ＧＭ：こう見えてトワイライト家のペットだ。ちゃんと躾しつけられてるぞ。で、ルクスは、遊ぶ前にきょろきょろ見回して。「ベルダーは？」と聞く。「前回約束したの、格かく安やすって」

ベルダー：おうおうおう、その台詞を言ったぜ俺。憶えてるよ！（笑）

ルーチェ：ルクスちゃんはベルダーさんとも遊びたいんだね。でも、そういえばまだ戻もどってこないね………。

ＧＭ：では、執事はキミたちの慌ただしい状況を見てこう提案してくる。「では、今回の仕事が終わりましたら、別の依い頼らいとして、お嬢様と遊んではいただけませんか？」

ルーチェ：おお！

ＧＭ：「いかがでしょう、この別荘には二週間ほど滞たい在ざいしている予定です」

ルーチェ：なるほど、なんか普通に遊びたいですね。

ＧＭ：「ありがとうございます。お嬢様は今でこそ気き丈じようにふるまっておりますが、やはりご両親を亡なくされたばかり、お友達も多くはなくて………」

ベルダー：トワイライト家の令れい嬢じようとして、普通の子こ供どものようには生活できないだろうしな。

ルーチェ：よーし、じゃあ、まずはルクスちゃんと全力で遊ぶよ！

ＧＭ：では、ルーチェとルクス、アモーレとレバニラが遊ぶ楽しい時間が始まった………というところで、このシーンは終しゆう了りようする。







◆Middle04◆知られざる魔獣の伝でん承しよう




　錬金術協会の研究所の所長、トムはやや強こわ張ばった表情で四人の前にたつ。

　鑑定の現げん段だん階かいでの結果を一同に解説してくれる場だ。

　ルーチェは内なる不安を抑おさえつつ、彼の話に耳を傾かたむける───。




ＧＭ：さて、結晶の鑑定が一段だん落らくして、キミたちが所長のトムから鑑定書を受け取るシーンとなる。場所は研究所の会議室。ＰＣ四人全員登場で、トムとシェリー以外のＮＰＣはいない。

ベルダー：はーい。

ＧＭ：では、「ディクシィ様にこれを」と、トムがルーチェに鑑定書を渡す。

ルーチェ：それを受け取ります。

ＧＭ：「で、鑑定書の方にも書いておきましたが。みなさんが接せつ触しよくした魔獣はあなた方の言うとおり、クロウ・クルワッハですね」

ルーチェ：───クロワッサン。

サジ：なぜかルーチェ殿がよだれを（笑）。

ＧＭ：さて（笑）。そもそもこのクロウ・クルワッハは極めて珍しい魔獣なんだ。




・クロウ・クルワッハは八〇〇年ほど前に出しゆつ現げんが記録されて以降、その存在がまったく確認されていない。

・竜と魔獣の両方の資し質しつを備そなえている珍しい魔獣である。

・八〇〇年前の出現時は、地上に何頭も出現し、ユーカリ王国を含む、この地方一帯を破は滅めつに追いやりかけた。




ベルダー：ふーむ。第三話のあの次元のはざまの封ふう印いんで見かけたのがクロウ・クルワッハだろうな。八〇〇年姿を見せなかったのは、あそこで封印されていたってことね。

アモーレ：可能性は高いねぇ。

ＧＭ：「その伝承も、このような形で残っている状態で………」とトムは昔の絵え巻まきとも図ず鑑かんともとれる、魔獣の伝説が記された紙を見せてくれる。

サジ：鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画がっぽい。

ＧＭ：鳥獣戯画かよ！　『風の谷のナウシカ』オープニングのタペストリーみたいなのを想像してた。

ルーチェ：ああ（笑）。

ＧＭ：そこには、たしかにキミたちが見たものに近い黒い魔獣がいる。絵によっては赤黒く変色している。〝ぶにゅん〟と瘴気を発しているような絵もあるんだ。

ベルダー：やはりこの瘴気が特徴か。

ＧＭ：自分で瘴気で汚お染せんした魔ま物ものを自らの食しよく糧りようにするという、そんな伝承もある。

ルーチェ：あ、前回、クロウ・クルワッハは瘴気をまとった虎を食べてましたね！

ＧＭ：いずれクロウ・クルワッハについて調べてみると面おも白しろいことがわかるだろう。

ベルダー：ほほーう………昔のことだから、調べるのに苦労するわっはって感じね。

一同：…………。

ＧＭ：………お前さ、そのネタを言おうと狙ってただろ！（笑）

ベルダー：ルーチェのクロワッサンに対抗したかったんだ！

ＧＭ：しなくていいから！（爆笑）

ルーチェ：と、とにかくクロウ・クルワッハについて、あとで調べてみましょう（笑）。

ＧＭ：「他には八〇〇年前には、地平線が赤黒い瘴気に霞かすんでいたとの伝説も残っているんですよ」

サジ：それほどの大事件がなぜ、ここまで情報がないでござるか？

ＧＭ：「実は八〇〇年前には、もっと大きな事件がこのエリンディルに残っておりまして。時の指導者・民みん衆しゆうの注目は北の方に集まっていたのです」

アモーレ：その八〇〇年前って、どんだけ厄年なんだい！（笑）

ベルダー：そのタペストリーには攻こう略りやく法ほうとか書いてないのか？

ＧＭ：そんな都合よいことは描いてない！（笑）　物語では、この無数のクロウ・クルワッハが街を壊こわしていたり、翼つばさを生やした天使のような軍ぐん団だんが絵巻にいっぱい書いてあったり。

ベルダー：天使来たぁ────!!（笑）

ＧＭ：その天使の軍団が天上から光と共にやってきてクロウ・クルワッハの軍団をやっつけた。そういう人民たちに非ひ常じように都合のいい物語が描かれている。

ベルダー：その前にクロウ・クルワッハの軍団か…………。

ＧＭ：「いやこの絵巻では個こ体たいではないような書かれ方してますけど、えてして伝説というのは広がるもんですから」とトムが自分の感想を述べる。

サジ：トムは、クロウ・クルワッハの恐ろしさを過小に見積もってるでござるか？　だとすると、フラグにしか聞こえないでござる（笑）。

アモーレ：なにしろ第三話に出てきたヤツでも、幼生だったしねぇ。

ＧＭ：「とはいえ、天使の軍団が現あらわれたというのも眉まゆ唾つばです。信憑性のある歴史書に記載がないなど、確たる証拠がないのです」

ベルダー：あくまで、伝承、物語と解釈されてるってこと？

ＧＭ：はい。そういうこと。

ベルダー：まあなんにしても俺らは倒したからね、クロウ・クルワッハを。もうその問題は解決したぜ。───とフラグっぽいことを言ってみる（笑）。

サジ：じゃあ、それは早計に過すぎないか？　ベルダー殿。と突っ込んでおこう。あの瘴気は、これまで我われ々が見たとおり、さまざまなものに形を変え出現しているではないか。

ベルダー：だってクロウ・クルワッハを倒したもん！（笑）

サジ：ベルダー殿自身が、言ったではないか。あの次元の狭間でなにか底知れぬ深しん淵えんのようなものを感じたと。それと無関係とは思えん。しかもこの道中で見た数々の破は壊かいの爪つめ痕あと。

アモーレ：ああ、そういえばあったなー。

ルーチェ：そういえば！

ベルダー：そんなことはわかってらあ、ちくしょうお前なんかに言われるまでもねえわ、ぺっぺ。と、若さを見せてみたり（笑）。

サジ：そういえば、ベルダー殿は実は拙者よりだいぶ若かったでござるな（笑）。

ＧＭ：話を戻すと、トムは「お話は以上です。みなさんは急ぎ鑑定書を神殿の方にお持ちください。正式な鑑定の結果は一週間ほどしてご連絡いたします」と伝えます。

ルーチェ：そうですね。じゃあ貰った鑑定書を大事にもって出発しましょう。

ＧＭ：では、みなさんが錬金術協会の研究所を出発するところで、シーンを終了します。

一同：はーい。







◆Middle05◆破局の萌ほう芽が




　馬車は走り出だし、ルーチェたちは神殿へと帰還の途とにつく。

　その後方には、ルクスとレバニラが手を振っている。

　うしろ髪がみを引かれつつ、一同は錬金協会の研究所を跡あとにするのであった。




ＧＭ：次のシーンは研究所を出発するところから始まる。キミたちは馬車に乗り込もうとしているところだ。ちなみに馬車の馬はナゼかブヒヒヒヒーンと、ハイテンションだ。

アモーレ：二足歩行してるっ！

ＧＭ：もうそれぐらいの勢いきおいで（笑）。

ルーチェ：いつのまにそんなに元気に！（笑）

サジ：きっと、レバニラ───熊くまから離はなれられるのが嬉うれしいのでござろう（笑）。

ルーチェ：ルクスちゃんと離れるのは名残なごり惜おしいです。

ＧＭ：そう。そのルクスとレバニラと執事がキミたちを見送る。「ではみなさまお気をつけて」と、執事。次いで、ルクスが、「仕事が終わったらまた遊びにきて」と。

ルーチェ：じゃあちょっと待っててね。

ＧＭ：では、彼女は「あくしゅ」といって手を伸のばしてきます。

ルーチェ：じゃあ、握手をかわします。

ＧＭ：ルクスは、ベルダーにも「早く遊びにきて」と、声をかけるな。

ベルダー：わかった、約束しとこう。ぽんぽん、と頭をなでよう。
















ＧＭ：そしてキミたちは、馬車に乗のり込こんで研究所を跡にする。日も傾きはじめた時刻。夕陽に照らされつつ、ルクスとレバニラが手を振ってるのが見えます。

ベルダー：ルーチェ、カムバーック。

アモーレ：そんな映画あったな！（笑）

ルーチェ：あたしも手を振ります。

ＧＭ：さて、そんな心こころ暖あたたまるやりとりの中でルーチェはふと、あるヴィジョンを幻視する。

ルーチェ：ヴィジョン……ですか？

ＧＭ：うん。闇がこの街を覆おおっていく。その中にルクスたち吞み込まれていくような。そんな暗くら闇やみの中で彼女が手を振ってるような錯覚を覚える。

ルーチェ：え、これってどういうこと？

ＧＭ：しかし、そのヴィジョンを見たのは一瞬。すぐにルーチェの見る光景はそれまでのものを同じものに戻ります。と、ルーチェが一いち抹まつの不安を覚えたところで、場面は変わります。

ルーチェ：一抹どころか、すっごい不吉なんですけど───っ!!

ＧＭ：はっはっは。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：で、帰りの旅りよ程ていは省しよう略りやくして、舞台はディクシィの執務室に。「クロウ・クルワッハ？　この鑑定結果は間違いないの？」彼女はキミたちから鑑定書を受け取って疑ぎ問もんの声をあげる。

ルーチェ：間違いないそうです。

ベルダー：俺とサジが実験検けん証しよう中をこの目で見てるから。

アモーレ：そしてなによりも考えてみれば、ベルダーが前のシナリオの謎なぞ空間で、クロウ・クルワッハらしきものと邂かい逅こうしている。

サジ：それが裏うら付づけられたようなものでござるな。

ＧＭ：「そのへんの話は前回、あんたたちから報ほう告こく聞いたけど。信用できなかったのよね」

サジ：用心深いでござるな。

ＧＭ：「その用心深さが組織で生き残る秘ひ訣けつよ。それにしても………」で、彼女はしばし、沈ちん黙もくした後、ルーチェの方を見るんだ。

ルーチェ：な、なんでしょう。

ＧＭ：「実は…………」となにか言いかけたところで、みんなで【感知】で判定してほしい。難なん易い度どは10です。

一同：はーい。




　この判定は、ルーチェを除のぞく三人が成功。




ルーチェ：あたしだけ、失敗ですかぁ！　きっとお腹が減へってたんですね！

ベルダー：空腹だと、性能が下がるんかい！（笑）

ＧＭ：さて、成功した三人は、外の方から喧けん騒そうが聞こえてくるのに気づく！

アモーレ：お、なんか騒さわがしいな。

ＧＭ：「ぶひひろりん！」と、キミたちが乗ってきた馬車の馬が騒ぎを起こしているようだ。

ルーチェ：え、馬が？

サジ：あのハイテンションだって描写、なんかの伏ふく線せんだったのか!?（笑）

アモーレ：二足歩行した時からあやしいとは思っていたぜぇ。

ＧＭ：それはお前が言い出したんだろ！（笑）　で、ドドドドッと外の廊ろう下かを走って行く音と共にじいやが扉を開けて入ってくる。「ディクシィ様、外で馬が！」

アモーレ：馬がどうかしたってー？　馬なんていつもそこらへんにいっぱいいるじゃないか。

ＧＭ：「いやたしかにそうなんですが！　すみません、ルーチェ殿をお運びした馬車の馬が暴れているんですよ。手がつけられないので、みなさま、厩舎の方まで来てください！」

ルーチェ：なんだろう。とにかくついていきます。




　ディクシィのじいやに連れられ、一行は足早に厩舎へと急ぐ。

　そこで、彼らが目にしたのは……




　───周囲一面に飛び散った鮮血と、無数の肉塊だった。




一同：肉塊っ!?

ＧＭ：そう。ここには何頭もの馬が繫がれていたはずだが……もはやそこにあるのはただの肉が散らばるのみ。何者かに食いちぎられ、数分前まで馬であっただろうそれらが、今は無残な姿をさらしている。

ベルダー：……これが、俺たちの場所を引いていた馬の仕業……？

ＧＭ：そうだ。この惨状の中心に……見覚えのある馬が佇んでいる。その口元からはキミらが幾度も見てきた赤黒い瘴気をくゆらせている。

アモーレ：みんな下がれー、最近流は行やりりの瘴気に侵おかされているぞ。

ＧＭ：そう聞いて、馬屋の周囲にいた神官たちは後退する。戦せん闘とう員いんじゃないしね。ちなみにこいつらはエキストラといって、宣言すれば倒せる。自由に演出してくれ。

ベルダー：おお、なるほど。

サジ：とりあえず苦戦しながらも倒したと言えばそうなる。

ＧＭ：わざわざ苦戦するのかよっ！（笑）

ベルダー：じゃあルーチェに《フライト》をかけて、周りの人間に避ひ難なんを勧かん告こくするついでに、サジとアモーレに馬を止めてもらう方向性で動いてもらおう。

サジ：まず拙者が馬を身体で止める！

ルーチェ：では、その間に《フライト》を貰って、聖弾となって突っ込みます！

ＧＭ：風と光を纏まとって舞い上がるルーチェ。一方のサジは馬がこれ以上暴れぬよう、ガシッと押さえ込んでいる。そして、光と化したキミが馬に突っ込んで───。




　舞い上がったルーチェが、自らの慣性を存分にのせた一撃を、瘴気にとりつかれた馬の頭部に叩き込んだ。

　一撃必殺。ドウッ───という音ともに、馬は地面に倒れこんだ。




ＧＭ：………というわけで、馬屋の騒ぎは沈静化するよ。様子を見ていたディクシィは「これどういうこと」と、つぶやく。

ベルダー：おそらくは俺たちが持って行った〝結晶〟が放つ瘴気の影えい響きよう下にあったということになるんだろうね。

アモーレ：あの雑な封印がいけなかったんじゃないの？

ルーチェ：ほんと雑でしたからねぇ（笑）。

ＧＭ：「あ………あれは、ああ見えて、ちゃんとした封印なのよ」

サジ：まあ、実際封印は鑑定の際に解かれてるから、封印の出来は無視していいかと。

ベルダー：だな。それより気になるのは、なぜ馬がダメで俺ら四人が大だい丈じよう夫ぶだったというこかって話さ。仮か説せつＡとして人間は大丈夫とは言えると思うんだが。

ルーチェ：あたしたちは大丈夫みたいだし。

ベルダー：俺たちは今まで瘴気と戦ってきたから、なんらかの耐たい性せいを獲得した可能性もある。最悪の展てん開かいは、あの結晶を持って行った研究所の方で………。

ルーチェ：あ、研究所の近くで、瘴気が悪さをしたら………。

アモーレ：ヤベェ。レバニラがまた瘴気に乗っ取られる!?

ＧＭ：まずそこかい（笑）。

ベルダー：さっきのルーチェの〝センチメンタルお別れ会〟が、非常に最悪の展開で意味を持ってしまうという。

ルーチェ：あれ、戻った方がよかったフラグだったのかな。

ＧＭ：わたくしさっき言ったよね。四万Ｇ払うよ、ここで一日残る？　遊んでくって。

ルーチェ：あぁぁぁぁぁっ!?　ルクスちゃん!!

ＧＭ：まあ、選せん択たく肢しはどっちらでも、状況は悪化するんだけどね（笑）。

ベルダー：性格悪いぞ、ＧＭ！（笑）

ルーチェ：と、とにかくルクスちゃんが危き険けんですね。じゃあとにかくディクシィさんに研究所に戻りたいって言います。

ＧＭ：「どこに戻るっていうの？」と、彼女は振ふり向むきもせず言う。

ルーチェ：ゴヴァノールの錬金術協会の研究所にですよ！

ＧＭ：するとここで、ディクシィのじいやが言うんだ。「先ほどから、ゴヴァノールの研究所とは、一いつ切さい連絡がとれなくなっております───」と。

一同：げぇぇぇぇぇぇ───っ!?

ルーチェ：ああ、やばいやばいやばい───っ!?

ベルダー：どうするどうする考えろ考えろ。

ＧＭ：と事態が緊迫してきたところで、問題のゴヴァノールの方を描写しよう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：───二日前。と画面に太ふと明みん朝ちようでテロップが入り、深夜の研究所が映し出されるんだ。

アモーレ：トム───っ！　シェリ───っ！　し、死んでる!?

ＧＭ：早いよっ!?（爆笑）　まず、研究室の中で、トムが深夜に「たしかにすごい魔ま力りよくを感じる。こいつらが生命持ってるのは間違いないな───」とぶつぶつ言ってる。

サジ：いくら調べても新たな事実がわかる。

ＧＭ：そう。トムは驚異の発見に考かんがえ込こみ、しばらく沈黙する。すると〝がちゃっ〟と研究室にシェリーが入ってきて。「トム、コーヒーでも飲まない。一休みしましょ」

アモーレ：（トムになって）「ああ、そうだな」

ＧＭ：いや、ここではトムは返答をしない。

ルーチェ：ん？　なんかヤバそうな。

ＧＭ：そうすると「トム？」と声を掛けたのち、ふとシェリーは気付きます。あの〝結晶〟をしまっていた箱が開いていることに。

ベルダー：ちゃんとしまっとけぇ────!!（一同爆笑）

ＧＭ：そのテーブルから赤黒い瘴気が、ドライアイスの煙のように床ゆかに広がっていることが判明するんだ。そして、それはどんどん量を増していき───。

アモーレ：（シェリーになって）「なに!?　これはどういうこと!?　トム!!」

ＧＭ：それまで、机の方を向いていたトムは重く「シェーリィィィィー」と言って。ゆーっくりと振り向くんだ。そして………。




　───トムの口からは、赤黒い瘴気がもうもうと漏れだしていた。




ルーチェ：うわああああっ!?　人間にも瘴気はとりつくんですかぁ───っ!?

ベルダー：最悪だっ!!

ＧＭ：「シェーリィーこれはすごいよぉー。この結晶はどんどん進化しているぅぅぅ」

ベルダー：これは、「うそ、うそよトム」とか言ってそこに居続けちゃうパターンだ！

ＧＭ：ご名答「トム、しっかりして!?」と言ったところで、〝バン！〟と画面が黒くなって研究所の描写が終わる。




　　　　＊　＊　＊




ルーチェ：なんとかしてゴヴァノールに行かないと!!

ベルダー：ああ。だが、瘴気が人にも悪さをする以上、うかつには行けないが………。

ＧＭ：そのあたりは、このあと情報収集のシーンをやるから、それ次し第だいで決めてほしい。

サジ：そうでござるな。ベルダー殿が言ったとおり我々は感かん染せんしなかった。その理由が分かるなら、ルクスの感染を防ふせぐ道みち筋すじが見つかるかもしれない。

ベルダー：それに基き本ほん的てきに、ルクスを見み捨すてる選択肢はない。

ルーチェ：ですね！　ルクスちゃんを助けるためにも、情報収集を頑張りましょう！

ＧＭ：では、このシーンを終了しよう。







◆Middle06◆闇の記き憶おく




　人の営いとなみを破壊する恐るべき瘴気。

　これは、伝説の魔獣クロウ・クルワッハと深く関わっているらしい。

　危機にさらされたルクスを護まもるため、一行はこれらの脅きよう威いを除じよ去きよする手がかりを捜そう索さくする。




ＧＭ：では事態解決のための情報収集をするシーンを始めよう。なにを調べるかはキミたちから提案する形で進める。項目は思いつく限りなんでもいい。もういくつかキーワードは出てるから。ひとり一回ずつなにかを調べてもかまわない。

ルーチェ：それはどの能力値で判定するんですか？

ＧＭ：基本的に調べるのは【知力】を使う。ただ項こう目もくごとに相応しい能力があれば、たとえば【幸運】【精神】などを使うことをＧＭが認めることもある。

ベルダー：ふむふむ。そのあたりは臨機応変に判断してくれるわけだ。

ＧＭ：そういうこと。また、オープニングで言ったとおり、キミたちは神殿に認みとめられた冒険者なんで。この神殿で保ほ管かんしている古い書しよ簡かんとかアクセスできるよ。

ルーチェ：関係者以外たちいき禁止の場所に入れるようになっててよかったですね。

ＧＭ：なお、情報収集判定をしない人は、判定をする人に対して＋２の支し援えんが行なえる。演出は基本的には本を探さがすのを手伝うっていう感じ。

ベルダー：なるほど。古い魔獣の伝承を調べるには、神殿の書庫を使うことになるからね。

ＧＭ：察しがしいね。そのとおり。太古の魔獣に関する記述を探すにあたって、間違いなく神殿の書庫は役に立つだろう。

ベルダー：あと、あの思わせぶりな発言………やはり、ディクシィはなにか知ってるにちがいない！　ぜひ、聞き出しにいきたいけど、このシーンでそれはできる？

ＧＭ：ＯＫだよ。




　というわけで、調査する内容（キーワード）を話し合う一行。

　その結果、以下のような調査をすることになった。




・現在のゴヴァノールの状況


担たん当とう：アモーレ



・過か去このクロウ・クルワッハの事件について


担当：ルーチェ　サポート：サジ



・ディクシィに直ちよく接せつ、今回の事件について聞く


担当：ベルダー






ＧＭ：ゴヴァノールの街の現げん状じようと、クロウ・クルワッハの伝承の調査。それにディクシィに直接質問にいくというい三種の調査だね。じゃあゴヴァノールの街の状況からいこうか。

アモーレ：その担当はアタシだよ。判定をするよ～。

ＧＭ：まず簡かん単たんに演出をしよう。キミたちはそれぞれ情報を得るために散った。アモーレはこの街のすえた匂においのする裏うら通どおりに来た。

サジ：犯罪組織出身のアモーレだし、裏通りはホームみたいなものでござるな。

アモーレ：アタシの元いた街と同じ空気を感じるね。で、そこにいるのは昔の知り合いの情報屋だよ。

ＧＭ：キミがそこにざっと入ると、情じよう報ほう屋やが「お久ひさしぶりですねアモーレさん。あなたは帰ってくると思ってましたよ………こちらの世界に」と挨拶してくる。
















アモーレ：やめろぉ───！（笑）　足を洗あらってやるんだー。アタシは一介の冒険者として大成功して、金持ちになって、日の当たる道を歩んでやるんだーっ！（笑）

サジ：綺き麗れいなアモーレになるでござる（笑）。

アモーレ：で、ＧＭ。この判定裏社会の情報に通じていることを表わす《ストリートワイズ》を使って【幸運】で判定していいかな。そうすると２＋３Ｄで判定できるし。

ＧＭ：状況に合ってるんで、ＯＫだ。【幸運】の難易度は12で成功。14以上でさらにいい情報が出るぞ。

ベルダー：よーし。アモーレ、14を目指すんだ！

アモーレ：まかせておきなっ！　フェイトを使って２＋４Ｄで判定………おりゃー（ダイスを振る）。ギリギリ14で成功！

ベルダー：おおー。

ルーチェ：やりましたねっ！

ＧＭ：素晴らしい。では、情報屋は知っている情報を全すべて出してくれる。




　二日前からゴヴァノールの街は、赤黒い瘴気に包まれて出入りが不ふ可か能のうになった。

　だが、情報によると街のあちこちに機き密みつ性せいの高い倉庫があるらしい。そこに逃にげ込こんだ市民が少なからずいるようだ。

　だが、その密みつ封ぷうした空間は、食糧などの状況を考えると、維い持じできるのはあと四日か五日と目されている。




アモーレ：それだけしか保もたないの!?

ＧＭ：「オレたち犯罪結社のネットワークの力はすごいぜ。とあるルートを使えばその倉庫にだって水や食料などいろんなものを供きよう給きゆうできる。あと四日は延のばせる。どうする？」

アモーレ：なるほど。だがタダで動く気はないんだろう？

ＧＭ：もちろん報ほう酬しゆうはもらう。二〇〇〇Ｇでいいぜ。

アモーレ：二〇〇〇Ｇか。

ＧＭ：当然ながら、シナリオで提示される問題をクリアするまでにかかる時間はルクスたちの生存にとって大きな意味を持つ。その期間が四日なのか、八日なのかは………。

アモーレ：───えらい違いだね。分かったよ。マジ成功してよかった気配だね。それにしても二〇〇〇Ｇか………足下を見やがって………。

サジ：しかし瘴気の街の中にどうやって入り込むでござる？

ＧＭ：組織が抑えている地下の下水路などを利用する。だが、それだけでは完全に瘴気を防げない。

ベルダー：そうだな。避難所の倉庫と地下通路が直結でもしてなければ、どこかで街中を歩く必要があるから、瘴気にはさらされるよな。

ＧＭ：そこで、犯罪結社が数点しか所持していない最高級対毒ガスのマスクをつけた鉄砲玉が必死に倉庫まで走ることになる。まあ、そういうヤツは組織が、借金で身を持ち崩したようなヤツを選抜するわけだが………。

ベルダー：えげつない話だな。

アモーレ：ぶっちゃけ組織は、滅びが目前のあの街からどれだけ利益を引き出せるか、それだけしか考えていないんだよ。

ＧＭ：「で、どうだい、二〇〇〇Ｇでいいぜ？」

アモーレ：でも、とにかくルクスを失うわけにはいかないねぇ。……───二〇〇〇Ｇか。仲間を説得してでも払わせる。約束しようじゃないか。

ＧＭ：素晴らしいね。じゃあボーナスでこの書類をあげよう。これは瘴気が発生した朝にだなとある倉庫に逃げ込んだ人間のリストだ。

ルーチェ：おおー！




　そこにはルクスの名前があった。

　犯罪結社は、財ざい閥ばつトワイライト家の利り権けんに組くい込こむチャンスを窺うかがい、ルクスの動向をマークしていたため、この情報を持っていたのだという。




ＧＭ：「チャンスだぜ。お前がルクスを助ければ、たんまり礼金もふんだくれるだろ？」

アモーレ：………手付けの金を払いながら、ふっ、と鼻で笑うね。

ＧＭ：…………どういうことだ。

アモーレ：もうそんな物で、アタシのギルドは動かない。悪いがあんたに感謝はする、金も払う。あなたの望みは残念ながら動かない。

ＧＭ：「感謝なんていらないさ。元々オレたちは金だけの関係だぜ」情報屋は肩かたをすくめる。

アモーレ：それでも感謝はする。アタシの名前を知ってるかい？




　───〝愛アモーレ〟だ。




ルーチェ：おおおっ！　アモーレさんがカッコイイ!!

アモーレ：感謝の愛！　そしてドヤ顔！（笑）

ＧＭ：「ま、金さえ貰えりゃなんだっていいさ。じゃあ二〇〇〇Ｇは必ず取り立てる」と言って、情報屋はそこからコツンコツンコツンと路ろ地じ裏うらに消えていきました。

ベルダー：じゃあギルドのお金から二〇〇〇Ｇを払うよ。

アモーレ：払ってもらっていいですか。

ルーチェ：ＯＫですよ！　ここは時間をお金で買いましょう。

ベルダー：そうだよほんとだよ。時間は金よりも重いから。

ＧＭ：では次にクロウ・クルワッハの伝承をしらべるために図書室の方に行こう。

ルーチェ：はーい。

サジ：じゃあ、書類整理の拙者がサポートするでござる。と書庫の一角に案内する。魔獣関連の事件はこの辺りでござる。

ＧＭ：では書棚の奥おく底そこで、かなり埃ほこりをかぶった状態の本がひとつ見つかります。では【知力】で判定どうぞ。難易度は12で14が出ればさらに情報がわかります。

ルーチェ：【知力】でしたっけ？　本来２Ｄなんですが神話関係の判定が＋１Ｄされる《ミュートスノウリッジ》を使ってもいいですか？

ＧＭ：ＯＫです。で、サジの支援で＋２。

ルーチェ：５＋３Ｄ。（ダイスを振る）ダイス目が11で、達成値16です。

ＧＭ：サジの取り出した本をあなたはパラパラとめくるんですよ。

ルーチェ：なぜか、ページに手をかざすとあたしの手がほわんと光ります。するとなぜか、そこに書いてある文字が頭のなかにはいってくる。

ベルダー：スキャナーかいっ！（爆笑）

ＧＭ：ルーチェの言うとおり、片かた言ことですが昔の文章が読めるんですよ。もしかしたら、幼いころに絵本代わりにお父さんが読んでくれたのかもしれない。

ルーチェ：お父さんそんな知識を……さすがです。

ＧＭ：読むと以下のようなこと判明する。




　まず八〇〇年前の、クロウ・クルワッハの伝承は事実である。

　かの魔獣の瘴気はこのユーカリ王国の付近一帯をずっと汚染し、人は抗あらがう術がなかった。

　神殿は神に祈いのり、それの応こたえるように現われて、力ちから添ぞえをしてくれたのが謎の〝天使〟と呼ばれる一いち団だんだった。天使たちは聖せいなる石〝聖せい石せき〟の力で、クロウ・クルワッハを撃げき退たいしたのだという。

　なお、「この伝承が眉まゆつばものである」というような風ふう評ひようは、この伝承を危き険けん視しした神殿が意図的に流した欺ぎ瞞まん情報である。




ベルダー：クロウ・クルワッハを撃退したのか……すげえな聖石。

ＧＭ：だが、あまりにも数が多くて殺しきれなかったヤツもいる。

アモーレ：げげっ！




　倒し切れなかったクロウ・クルワッハはユーカリ王国王都アーケンに封印された。

　そして、残った聖石もまたユーカリ王国の王城の中に隠されている。




ベルダー：なるほど。あの王おう城じようは外敵からの防御ではなく、中にあるヤバイヤツを出さないためのものだったのか。

サジ：そう考えると、前回行かなかったユーカリ王国の王城に行くイベントって………。

ＧＭ：そう。アレめっちゃ意味あったんだ。

一同：ですよねぇ─────!?（爆笑）

ＧＭ：ちなみにこれ余よ談だんだけど。三話で出た〝新型呪じゆ文もん〟のクエスト。アレも実は四話への伏線が張はってあったんだ。あそこの情報を持ってると、王城のエピソードに繫つながるんだよ。

ベルダー：あの新型呪文の実験に協力しろってヤツ？

ルーチェ：あ……あ、ありましたね！

サジ：拙者が戦闘不能になったゴーレムのテスト戦闘の先に進めば、トライできたクエストでござるな。

ベルダー：だってにーやんが、このクエストは重要度低いよって言ってたじゃん！

ＧＭ：そう。物語の本筋の進行に関しては重要度は低いんだよ。あれは設定の理解が深まるイベントなんだ。だからそういう発言になるんだけどね───。

ルーチェ：なるほどー。

ＧＭ：ただ、前回は設定関連のイベントどころか、ド本筋も絶妙に避けていったんで、ＧＭはちょっぴり哀しかったんだ………（笑）。

ルーチェ：あ、あははははは………。

ベルダー：おー、それじゃあ誘ゆう導どうしてくれよ。

ＧＭ：こういうのは、先のことは明かさない方が面白いんだよ！（どキッパリ）

ベルダー：難儀な男だな、にーやんも!!（一同爆笑）

サジ：まあ、色んなフラグを無視して進んだ我々が、どこまで挽ばん回かいできるのか───ってことに挑戦すればいいでござる！（笑）

ルーチェ：そ……それもそうですね！　うん、前向きにいきましょう！（笑）

アモーレ：ひゃっはぁ────!!（爆笑）

ＧＭ：さて、問題の封印のある王城には、なんと、その八〇〇年前に、クロウ・クルワッハ撃げき滅めつの際に使用した聖石があり、ひとりの番人がその聖石を守っているらしい。

サジ：まあ、時間もないし、これは急いで聖石を入手する流れでござろうなぁ。

ＧＭ：果たして番人が一介の人間に、聖石という大事なものを渡してくれるか、というと難しいだろう。と、ここでは言って置く。なにか身の証をたてないとね。

ルーチェ：信用できる人間って証しよう明めいしないといけないんですね！

ＧＭ：と、ここで達成値が14に達したので、その番人を説得するために有利に働く古代呪文手に入るよ。この文言を唱えると番人と交渉する判定に＋１Ｄがもらるんだ。

アモーレ：お、いいねぇ！

ベルダー：じゃルーチェ、その文言を覚えておいて。

ルーチェ：はーい。じゃあルーチェはそれを暗記しました。

ＧＭ：では最後。ベルダーの調査を進めよう。場面はディクシィの執務室に乗り込んだところ。部屋にはほのかによい香りが漂う。彼女はコーヒーを飲んで一息ついているようだ。

ベルダー：休み中悪いが、早速ディクシィに直談判だ。───一三年前に起こったことを、お前が知ってる限りでいい。すべて教えてくれ。

ＧＭ：「前まえ振ふりもなくそれなんだ」と、彼女は保っていたカップをカシャと置いた。

ベルダー：今の俺らにできることが少なすぎる、知ってることもだ。だからお前に力を貸してほしいんだ。

ＧＭ：「貸していただきたい」

ベルダー：………。貸していただきたいんだ。

ＧＭ：「なんでもしますご主人様」

ベルダー：待て待てーっ!?　さりげなく人を下僕にしようとすんなよ!?（爆笑）　あんたがなににこだわってるのか知らねぇけど………。

ＧＭ：「………こだわっている？」

ベルダー：あんたの知ってる過去はもう起こっちまったことなんだよ！　だけど、俺たちが今、面と向かってるのはいくらでも変えられる明日の話なんだ。

ＧＭ：すると立ち上がったディクシィは、つかつかと歩み寄り、〝パーン〟とベルターを平手打ちするんだ。「あんたになにがわかるってのよ！」

ベルダー：………。

ＧＭ：「…………」

ベルダー：（少し震えるようなハイトーンの少年の声で）ぶったね。親父おやじにもぶたれたことないのに……！

一同：ここで『ガンダム』ネタかよ!!（爆笑）

アモーレ：しかも、古谷さんの声、無駄に似てるし!?（笑）

ルーチェ：あ、あの………ここ、シリアスなシーンでいいんですよね（笑）。

ベルダー：そうだった！　シリアスシリアス！　よしっ！

ＧＭ：なにが〝よし〟だよっ！（笑）　じゃあシリアスの戻して……「この問題はあんたが思うほど甘い問題じゃないの！」と拒絶の台詞を重ねるディクシィだ。

ベルダー：頼たのむよ、仲間を助けたいんだ。───じゃあここで判定をさせてくれ。《トリビアリスト》を使うからさ。

ＧＭ：ＯＫ。難易度は他と同じだよ。

ベルダー：俺の気持ちを言葉を費やして伝えるぜぇ───！　（ダイスを振る）…………出目は７で、達成値19でだ！

ＧＭ：じゃあ彼女は、キミの熱意溢れる説得に、「………ここから先、どんな目にあっても知らないわよ」と、以下のように知っていることを教えてくれる。




　今から一三年ほど前。クロウ・クルワッハが、人知れず復活したという事件が起きた。

　その時も、大だい事じ件けんになりかけたが、異変にいち早く気付いた冒険者一行がクロウ・クルワッハを退たい治じして事なきを得たという。

　冒険者一行は、ユーカリ王国の王都アーケンにて聖石を管理する〝番人〟を説き伏せることに成功。王城内の異空間に封印されし聖石を入手し、その力を借りて魔獣を討とう伐ばつしたのだという。

　聖石には魔獣の瘴気を浄じよう化かする力があるという。




ベルダー：聖石は、瘴気を浄化できるのか！　なおさら貰ってこないと。

ＧＭ：そう。聖石は超ちよう強つよいアイテムだ。ディクシィの見解では、そこで聖石を手に入れればとりあえず街は救えるかもしれないそうだ。

ベルダー：ちなみになんで、神殿はその情報を隠しているんだ？

ＧＭ：強力な聖石に、八〇〇年前に滅ぼしきれなかった魔獣が、王城には封印されているから、だね。聖石を狙う者や、魔獣を真に滅ぼすために封印を解きにくるような、面倒くさい連中を寄せ付けないため、神殿は情報を隠しているんだ。

アモーレ：たしかに面倒な連中はいるよねぇ。

ルーチェ：はい。

ＧＭ：で、達成値14のを越えているから、一三年前にそのことをやりとげた男の名前がジョーカー・メテオライトという名であることがわかる。

ルーチェ：お父さんが…………。ですよね……さっきのお葬そう式しきのシーン、だいたい年数が重なると思ってました。

ベルダー：…………。なるほど。で、一三年前に葬式があったジョーカーさんが死んだ原げん因いんは？　ディクシィに聞いてみよう。

ＧＭ：「…………」そこに関しては彼女は固く口を閉とざしたまま。

ベルダー：まあサンキューな、ディクシィ。おかげで突破口が見えてきたぜ。

ＧＭ：「礼なんていらないわ」

ベルダー：今回の事件はなんとかできるかもしれない。なんとかするためには王城に行かなきゃいけない。

サジ：王城でルーチェ殿が持ってる呪文で番人を説き伏せて、聖石を借り……。

ルーチェ：急いでルクスちゃんがいるゴヴァノールまで行くんですね。

アモーレ：それしかなさそうだねぇ。

ＧＭ：ま、情報の統合や、今後の方針については次のシーンで。ここは一旦シーンを終了しよう！

一同：はーい！
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　調査の結果───。

　魔獣クロウ・クルワッハの脅威の輪郭がおぼろげに見え始めた。

　ルーチェたちに残された時間はわずかだ。

　迅速に、事態解決の方策を立てるべく、一同は真新しいギルドの部屋に集った。




ＧＭ：さて、このシーンは、今後の方策を相談し、行動を開始するシーンを想定している。全員登場で、キミたちは神殿に用意された、ギルド〝シンクトワイス〟の部屋に集まった。

アモーレ：なんと、神殿内にアタシたちの憩いの場が!?（笑）

ＧＭ：ちがうって（笑）。仕事用の部屋だ。殺風景ながら会議用のテーブルや収納スペースぐらいはある。

ベルダー：よーし、じゃあ早速、テーブルについて、手に入れた情報を交こう換かんしようか。




　一同は入手した情報を手早く再確認する。

　ルクスたちの生存のための日数を伸ばすための、出費二〇〇〇Ｇは正式に認可された。

　そのほか、〝クロウ・クルワッハ〟や、その瘴気を浄化するための〝聖石〟、封印された場所である〝王城〟、聖石を護る〝番人〟についての情報が交換された。

　そして、瘴気を浄化する聖石の入手が先決と考えたルーチェたちは、ディクシィに王城に入るための許きよ可か証しようの発行を求めることにしたのである。




ルーチェ：じゃあ、ディクシィさんのところに行きましょうっ。

ＧＭ：了解。執しつ務む室しつに行くと「来ると思った」という顔をして、彼女は待ってるんだ（笑）。

ルーチェ：あはは、待ってた～（笑）。あのぅ………あたしたち、聖石を取りに行かなくちゃいけないんですっ。

ＧＭ：「わたしは反対よ」

ルーチェ：そ、即答!?　な………なんでなんですか!?

ＧＭ：「あなたたちを王城にはやれないわ。そこに行けば、街を救えるかもしれない。でも……待っているのは、絶ぜつ望ぼうよ」と、彼女は遠い過去を思い出すようにつぶやく。

ルーチェ：絶望……!?

ＧＭ：「今、レオーネが、近きん隣りん諸しよ国こくの神殿に応援要請しているわ」

ルーチェ：レオーネさんが……。

サジ：周辺にあるのは、パリス同どう盟めい、ヴァンスター帝てい国こくあたりでござるな。

アモーレ：おおっ、いい動きしてるじゃないの。

ＧＭ：「おそらく、そこから兵が派は遣けんされる。ゴヴァノールを焼やき払はらうためにね」

アモーレ：な、なんだってぇ!?

ルーチェ：街を……焼き払うっ!?

ＧＭ：「結界を張って閉とじ込こめ、消しよう滅めつさせてしまおう……という話になってるみたい」

ルーチェ：そんなっ、無事な人たちは、………ルクスちゃんはどうなるんですか!?

ＧＭ：「最悪、全ぜん滅めつするわね」

ルーチェ：その作戦、何日後に行なわれるんですか!?

ＧＭ：「たぶん……五日後」

ルーチェ：せっかく、期限を八日後にしたのに！

アモーレ：一日しか得とくしなかった！（笑）

ＧＭ：望むならディクシィに、八日後まで攻撃を待つよう手配すること依頼してもいい。だが彼女はとにかく、キミたちを王城に行かせたくないらしい。

ルーチェ：うーん……なんでなんでしょう……？

ＧＭ：と、その時。「話は聞かせてもらったよ」と扉とびらを開けて、誰かが入ってくる。

ルーチェ：だ、誰っ!?

ＧＭ：この神殿の神官長だ。キミたちを優やさしい笑顔で見て、ひとつうなずく。

アモーレ：その表現、超ちようあやしいっ!?（笑）

ＧＭ：「ディクシィ、彼らがこう言っているのだ。行かせてやりなさい。救う手しゆ段だんがあるのなら、手を差さし伸のべてやるのが我らの勤つとめではないか？」

アモーレ：なーんかあやしいねえ……（笑）。

ベルダー：本当だ、なんでこんなにうさんくさいんだろう？（笑）

ＧＭ：うさんくさくないよっ!?　今は超優やさしげな笑顔だよ!?（一同爆笑）

ルーチェ：で……でも、うさんくさいです……（笑）。




　………なぜ、誠意が伝わらないのだろう？




ＧＭ：じゃあ言い直そう。神官長は、キミたちを優しげな、うさんくさくない笑顔で見て、ひとつうなずく。

ルーチェ：ダメですよっ！　むしろ、もっとあやしくなりましたよぅ!?（一同爆笑）

アモーレ：言い直すところはそこなのっ!?（笑）

サジ：むしろ逆ぎやく効こう果かでござる（笑）。

ＧＭ：とにかく！　彼は神官長として人々を守るのが役目だからね。街を焼き払うなんて許ゆるしがたい行こう為いなんだ。「聖石を用い、街を浄化できるのであれば、その方がいい」

ベルダー：五日後の完全殲せん滅めつの前に解決できるならば………ってことか。

ＧＭ：「そう。キミたちがやれると言うなら、レオーネたちに一時待機の伝令を飛ばしてもかまわない」と彼は言う。

アモーレ：ほほーう？

ベルダー：アモーレが決死の覚かく悟ごで延ばしてくれた四日のアドバンテージは生かしたいしな。

ルーチェ：うんうんっ。

アモーレ：い、いやぁ、決死ってわけじゃあないけど……（笑）。

ＧＭ：「ほほう、そのようなことを？　どうやって実現したのかね、アモーレくん」

アモーレ：え、あ、ああ、ちょっとした昔の知り合いがね……（笑）。

ＧＭ：「詮索はやめておこう」（一同爆笑）

アモーレ：やめてくださいお願いします！　せっかく表の世界で職にありつけたんでさぁ。なんなら靴くつも舐なめますよ、ぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺーろぺろ。

ベルダー：舐めすぎだろ!?（爆笑）




　日の当たる生活のためなら、なんでもできる女であった。




ＧＭ：「サジ、キミはどうかね？」

サジ：拙者の任務は、彼女の進む道を護ることのみでござる。

ＧＭ：「すばらしい。キミをこの神殿に迎えた甲か斐いがあったというものだ。そして……このギルドの参さん謀ぼう的な立場のベルダーくんの考えはどうだね？」

ベルダー：ディクシィは、自分の過去の経けい験けんから、助言してくれてるんだろうな。ただ、やはり俺は惨さん劇げきを止めたいと思っている。

ＧＭ：神官長はにっこりと笑い「実にすばらしい。……ディクシィはどうかね？」と言うと、彼女は「……彼らがそう決めたのであれば、私に止める権けん利りはありません」と答えるんだ。

ベルダー：ただ、あくまで俺はギルドマスターの意志に従したがうよ。

ＧＭ：では、神官長とディクシィが「あなたはどうしたい？」とルーチェに尋たずねるよ（笑）。

ルーチェ：ひ、ひえぇ～!?　ぶ、ぶん投げられましたぁ～っ!?（笑）

サジ：ここは、ギルドマスターの決断が必要でござる。

ルーチェ：なるほど……心配なのは、聖石を持って帰れるのかどうかなんですよね……。

ベルダー：そこはがんばろう！（笑）

ＧＭ：「決めるのはギルドマスター、ルーチェくん、キミだ。キミはあのジョーカー・メテオライト殿のご息女だというではないか。父君の遺い志しを受うけ継つぎたまえ」

ルーチェ：す………すごくなにか知ってそうな台詞ですね！　じゃ、じゃあ………神官長、あたしの父のことを少しでも教えてください！

ＧＭ：「一三年前、同じような事件が起きたのだ。ジョーカー殿は、その時に犠牲になった。キミたちもまた危険にさらされるだろう。だが……ジョーカー殿ができなかったことを、キミたちができるかもしれない。そこに私は賭かけてみたいのだ」

ルーチェ：…………お父さんができなかった………こと。

ＧＭ：「さあ、決けつ断だんしなさい。どちらでもかまわないよ？」と神官長は返事を促すよ。

ルーチェ：えっと、えっと………。




　神官戦士の少女はしばし逡しゆん巡じゆんした後───力強く宣言した。




ルーチェ：あたし、父の遺志を継つぎます！

ＧＭ：「すばらしい！　それでこそジョーカーの娘だ！」

ルーチェ：はいっ！

ベルダー：なんだろう………。正論なのに、にーやんのあやしい口調のせいで、裏があるようにしか思えない（笑）。

アモーレ：なんか、あの妖よう精せいのしゃべりをほうふつとさせるし（笑）。

サジ：擁よう護ごしづらいうさんくささでござる！（笑）

ＧＭ：ひどいなキミたち!!（一同爆笑）　彼は威い厳げんある徳の高い神官長ですよ？（笑）ともあれ、彼は「さあ、これが門を通るための許可証だ」と書類を差し出しながら言う。

サジ：手回しがいいでござるな！（笑）

ＧＭ：「事態は急を要するからね。行きたまえ、ジョーカーの娘よ。………父上の遺志を受け継ぎ、事件を解決してみたまえ。誰も欠けることなく………だ」

ルーチェ：誰も、欠けることなく───。

ＧＭ：以前はジョーカーが帰って来なかったからね。

ルーチェ：お父さん………。

サジ：では、王城にいくには、どうすれば？

ＧＭ：この神殿のあるブリガンディアルから、許可証を用いて王都アーケンに入る。その中にある王城に行って「ぴんぽーん」と呼び出せばいい（笑）。

ルーチェ：たのもー！　って感じですね（笑）。

ＧＭ：「ま、そういうこと。………誰も行きたがらない城だがね」（笑）

アモーレ：ちょっと、なんか不穏なこと言ってるのぉ───!?（笑）　ていうか、向こうから来てもらえないの!?

ＧＭ：「いや、それはもっと大だい惨さん事じになるからやめてください」

アモーレ：大惨事!?

ＧＭ：「………はい」（笑）

アモーレ：えっ!?　しかも丁てい寧ねい語ごになってまで!?（笑）

ＧＭ：「むしろ、彼女には来てほしくないんです」（笑）

アモーレ：ぶっちゃけたぁっ!?（笑）

ベルダー：〝番人〟は〝彼女〟、なのか。ふむふむ、見えてきた、見えてきたぞ……！　俺の中のセンサーが、びびっと反はん応のうしてきたぞ！（笑）

ルーチェ：彼女、かぁ……。

ＧＭ：「この数百年、たったひとりであの王城を守ってきた御お方かたなのだ」

ルーチェ：たったひとりで!?　ち……超強いですね！

ＧＭ：「そう……番人は数百年前、この地に降臨した天使軍団の生き残りなのだ」

ベルダー：なるほど、そういうことか！　浅あさ見み、理り解かいした！（笑）

ルーチェ：なにをですか？　ってことは……せかいいちかわいい姫、ですか？（笑）

ベルダー：うむ。間違いないね！

サジ：自信満々でござるな。

ベルダー：ちっちっち。俺にはわかるのさ………。たったひとりの王城の番人。そして彼女は天使。そして、このシナリオのタイトルは〝天使の微笑〟。────いいよ、超いいよ、にーやん。これは俺のためのシナリオってことだろう……っ!?




　そこまで喜んでもらえて感無量である。




ＧＭ：あ………ああ（一同爆笑）。

ベルダー：これは天使に「せかいいちかわいいよ───」と言ってあげねばなるまい。

ＧＭ：すると、神官長は驚おどろきの声をあげる。「なるほど、すでに古代の文言を解き明かしたか！」（一同爆笑）

ルーチェ：………ええぇ～っ!?（爆笑）

ＧＭ：それがもっとシリアスな言葉で書いてあるんだよ！（笑）

アモーレ：さすが菊池さん。超あきれた！（笑）

ベルダー：いや、なんて最高なシナリオなんだっ!?（爆笑）

ルーチェ：ベルダーさん……ちょっとだけ離れます（笑）。

ベルダー：ちがうんだ!?　俺の中の魂たましいがなんか言ったんだ!?（一同爆笑）　ちょ、ごめんベルダーとしては、ここはもっとシリアスにいきたいんだっ!?（笑）

ＧＭ：まあ、言葉自体はとても短いものだね。『ラピュタ』の「バルス」みたいな感じ。

ルーチェ：な………なるほど。

ベルダー：とにかく、ルーチェ、目的が決まった以上、急いで行こう。

アモーレ：そうだ！　アタシたちはシリアスに、前に進まなくちゃいけないんだ！（笑）

ルーチェ：で、では気を取り直して………（笑）。よし……行きましょう、みなさん！

アモーレ：おう、ついてくよ！

ＧＭ：神官長はキミたちを見回して言う。「よい目だ。キミたちならばできる」

ルーチェ：がんばりますっ。……そうだ、ディクシィさんは？

ＧＭ：ただ不ふ機き嫌げんそうに押おし黙だまっていたのだが。最後にこれだけ言うよ。「かの天使は、すべての未来とすべての過去を見通す目を持っている」

ルーチェ：すごい……。

ＧＭ：「未来とは、人の希望。その希望を失うことになるかもしれない、ってことよ」

ルーチェ：どういうことでしょう？

ＧＭ：たとえば、一〇〇％的中する予言者に「キミの明日のライブ、失敗するよ」と言われたら絶望するでしょ？　そんな情報を知らないからこそ、人間は前に進めるって考え方さ。

ベルダー：要するに、俺たちは無知だけど、無知だからこそ前に進めるんだってことだな。

ＧＭ：そういうこと。

ルーチェ：………でも。

ＧＭ：でも？

ルーチェ：……たとえ絶望が待ってたとしても、あたしたちは進まなくちゃ！




　これまでになく力強い言葉でルーチェは宣言した。

　ベルダーは、いつの間にか成長した幼なじみを見て、不思議な感慨を抱くのだった。







◆Middle08◆翼持つ王城の主は、せかいいちかわいいのか？




　なんとしても聖石を入手せねばならない。

　ルクスを救うための道筋をつかんだ一行は、神殿を出発し、王城への道を急ぐ。

　だが、神官長やディクシィのもってまわった言い方に、一いち抹まつどころではない不安を一行は感じていた───。




ＧＭ：さて、新たなシーンだ。キミたちは聖石を入手するため、王城に赴き番人たる天使と邂逅することになる。全員登場だ。

ルーチェ：天使さん、なんか難しい人みたいですけど………必ず、聖石を持ち帰ります！

ＧＭ：いい覚悟だ。キミたちは神殿のある街ブリガンディアルから、隣接している王都アーケンへ門を、許可証を使って開けてもらった。

アモーレ：もしもーし。

ＧＭ：そして、高さにして二〇メートルほどある門が〝ごごごご……〟と開いていく。街の中央にはさらに高い城じよう壁へきがあり、その奥にひとつの城がある。

サジ：さっそく王城に向かうでござる。

ＧＭ：では、王城に向かうと、街を行き交う人々が「あの四人、城に向かうつもりじゃ……？」「なんと恐ろしい……」とひそひそ話をするよ。

アモーレ：見み世せ物ものじゃねぇぞコラァッ!?　散れ散れぇ!!

ＧＭ：そうすると、悲しげなまなざしで人々は散っていく（笑）。

アモーレ：やめろ！　そんな目で見るんじゃない！（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。そんなこんなで、キミたちは、その巨きよ大だいな王城の門の前に立った。そこにはノッカーがついているよ。

ルーチェ：た、たのも～……。コンコン！

ＧＭ：ノッカーを鳴らしてしばらく。「どちら様でございましょう？」と声が聞こえ、〝ぎぃ……〟と門が開く。そこにいるのは、執事服を着た、兎うさぎ頭あたまの男だ。

アモーレ：兎頭？　ヴァーナじゃないのかい？

ＧＭ：キミたちからすると、魔族にしか見えないね。

ルーチェ：ま、魔族ですよっ!?（笑）

ＧＭ：そう。全身真っ黒な兎頭の魔族で、姫に仕える執事だ。「ようこそ王城へ。我が主あるじがお待ちです。………が。ひとつ問いましょう。本当に主あの御方に会われるのですね？」

ルーチェ：えっ、だって、会わないと聖石がもらえないですし……。

ベルダー：そうだな。俺たちには、石を手に入れるという明めい確かくな理由がある。

ＧＭ：「はい。その答えは主から聞いておりました。さぁ、お通りください」と、兎顔の魔族はキミたちを中に通す。

サジ：〝聞いておりました〟……か。未来が見えるとは真実のようでござるな………。




　そして一同は、王城の最奥、謁えつ見けんの間に通された。




ＧＭ：「こちらです」と彼が扉を開けると……その奥に広がるのは、静せい謐ひつに満ちた空間だ。その豪奢な部屋は神こう々ごうしい雰囲気に満たされている。

ベルダー：なんと神々しい……！

アモーレ：神々しすぎる！　なんてプレッシャーだい!?（笑）

ＧＭ：部屋の最奥に、祭さい壇だんのよう一段高いエリアがある。そこには椅い子す……玉ぎよく座ざらしきものがあり、ひとりの女性が腰こし掛かけている。

ベルダー：お。ルーチェには見覚えがある？　葬式の時の金髪の人とかさ。

ＧＭ：いや、見覚えはまったくない。……そこにいるのは、まさに天使だ。

一同：天使!?

ベルダー：（←なぜかいきなり、超素敵な笑顔）

ルーチェ：（←浅見の笑顔を見て噴きそうになっている）




　美しい女性だった。

　背せ中なかに広がる二対四枚の翼、陶器のように白い肌、流水を思わせるつややかな髪、輝く金色の瞳───そのいずれもが人の目を惹きつける魅力を発っしていた。それらの要素が重なり合った類たぐいまれなる美び貌ぼうの持ち主が、ルーチェたちの眼前で微笑んでいる。

　それを形容するなら、天使という言葉以外に相応しいものはないだろう。




ＧＭ：「ようこそ、我がお城へ───」美しき天使はキミたちを笑顔で出で迎むかえるよ。
















ベルダー：おおっ、歓かん迎げいしてくれている……っ！（←素敵な笑顔）

ルーチェ：………（笑）。

アモーレ：へへーっ、お目に預あずかり恐きよう悦えつ至し極ごく。土下座する。

ＧＭ：彼女はにこにこして「いい態たい度どね」と、キミたちを見下ろす。「ようこそ、ユーカリ王国王城へ。あなたたちが今回やって来た目的も知っているつもり」

ルーチェ：未来のことがわかるんでしたっけ………。

ＧＭ：そうなんだ。よく見てみると、部屋の中には無数の水すい晶しよう球きゆうがあり、そこにはさまざまな映えい像ぞうが映うつし出だされている。

サジ：未来を視し覚かく的てきに知覚してるでござるな。

ＧＭ：そう。彼女はここに居ながらにして、古今東西の地方、過去の伝承、未来に至るまで、すべてを見通しているんだ。

ルーチェ：わぁ……。

ベルダー：時間がない！　単刀直入に頼む。聖石───ってヤツを渡してほしい。

ＧＭ：「話が早くてうれしいですわ」という天使の言葉に、かぶり気味に執事の兎が言葉を発する。「帰るならば今ですよ。この御方はすべてを見み抜ぬいてしまいますゆえ、ギギギギ」

アモーレ：ギギギ!?　なにその超不気味な笑いは!?（笑）

ルーチェ：あの……あなたは誰ですか？

ＧＭ：「わたくしは、この主に仕える一介の兎にございます、ギギギ」と彼が答えると、天使は「よけいなことを言うと殺しちゃうよ？」とにこやかに言い……執事は「ギ」とだけ言って、固まった（一同爆笑）。

ルーチェ：や、やばい。怖い人だ……（笑）。

ＧＭ：実を言うと、彼女はこの場所の居い心地ごこちがいいからいるだけなんだ。もちろん、封印を守る任務という理由もあるけどね。まあ、人間を護ろう、みたいな意図はないんだ。

アモーレ：不穏な発言があった気がする……（笑）。

ＧＭ：王城の封印を守る役目を受けて留まっているうちに、王都の人間が勝手にあがめ奉たてまつってるから居心地のよさは感じてる。「気分もいいからここにいようかな」と。

サジ：さっきの感じだと、あがめているというより、畏おそれているのでござろうな。

ＧＭ：その方が近いかもね（笑）。

ルーチェ：神官長さんももてあましてる感じでしたね………。

ＧＭ：「さて、未来とは希望。それを知るのは、すなわち絶望。それは理解してる？」

ルーチェ：……そ、そのつもりです。

ＧＭ：「ＯＫ。あなたたちがほしいのは、聖石よね？」

ルーチェ：はいっ。

ＧＭ：彼女は四人を見回したあと、「……ふう～ん？」と、ルーチェに目を留める。

ルーチェ：は、はいっ？

ＧＭ：「資し格かくはありそうだけど、どうしようかなぁ～」と思わせぶりな天使。ここで彼女の心を動かす判定をしてもらおう。難易度20で【精神】で判定してくれ。

サジ：高っ!?

ベルダー：……ふむ。大丈夫。《トリビアリスト》がある。おかげで２Ｄで８以上で成功なところ、例の呪文と唱えれば……３Ｄだ！

アモーレ：おお、やっちゃってくださいよベルダーさんっ!!（笑）

ベルダー：まかせとけ！　俺はルクスと約束しているんだ。「これが終わったら遊ぶ」って。だから、生きて帰らなくちゃならない……だから……せかいいちかわいいよ天使よ、聖石を貸してくれぇ…………（ダイスを振る）………出目は９、達成値21！　よし、成功！

アモーレ：こんなあからさまなおべんちゃらが通用するのかぁっ!?

ＧＭ：天使は満足げに笑んで「気に入ったわ」と言うよ。

一同：通用した!!（笑）

ＧＭ：「あなたたちに試練をあげる」と、は無む邪じや気きに笑う。「それをみごとにクリアしたら、聖石をあなたたちにあげるよ」

ベルダー：判定に成功したのにさらに試練かいっ！

ＧＭ：試練に挑戦するための判定だよ（笑）。で彼女は言うよ。「不満そうだね……。ああそうそう。ルクスっていったっけ、彼女と再会できるかどうか、教えてあげよっか？　どんな哀しい事実がわかっても後悔しない？」

ベルダー：うおおぉ!!　やめてくれよぉ───っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「あなたを見ているとわかるの。どんな言葉がほしいかがね」（ニヤリ）

ベルダー：よけいな情報はいらないから！　馬鹿な、せかいいちかわいいのに、なんて性格が悪いんだ……っ!?　おのれＧＭめ！（笑）

ＧＭ：はっはっは。だが、こういうのも悪くないだろう？

ベルダー：（大まじめな顔で）ちょっとね。

ＧＭ：「このクズ」（一同大爆笑）

ベルダー：（←いきなりなぜか恍惚とした笑顔）

ルーチェ：…………ベ、ベルダーさん（少し椅子を浅見から遠ざける）。

ベルダー：ちっげ───よっ！　ここはシリアス！　シリアスでいくんだ！（笑）

ルーチェ：ベルダーさんに気を取り直して貰ってる間に、天使さんに、あの……あたしに、なにが見えたんですか？　資格ってなんですか？

ＧＭ：「ふふっ、内ない緒しよ。これも血なのかな？」

ルーチェ：お父さんが見えてるんでしょうか……。

ＧＭ：彼女は思わせぶりに笑うばかり。「あなたには資格がある。試練を始めようか」そう言って、彼女がぱちんと指を鳴らすと、なにもない空間に光のゲートが現われた。

一同：お、おお……？

ＧＭ：「それじゃ、こっちへどうぞ」と言って、彼女は嬉しそうにゲートの中へと入っていく。入った瞬間、その姿はもう見えなくなる。「早くついてこないと消えちゃうよ？」

ベルダー：躊ちゆう躇ちよしてる暇ひまなんてない。俺たちも急ぐぞ！

ルーチェ：はいっ！




　ルーチェたちがゲートをくぐると、そこには天も地もない空間だった。

　現げん世せから切きり離はなされた異空間であることはすぐに理解できた。

　その空間を輝く天使に導みちびかれ、一行は下へ下へと降こう下かしていく。




ＧＭ：さて、キミたちは天使の導きに従い、静かに暗闇の中を降下していく。「ちゃんとついてきて？　ここが時の狭間にある空間。時の流れが狂った無限の回廊───はぐれると、二度と帰れない」

ベルダー：そんな恐ろしい場所を通ってるのか……（笑）。

ＧＭ：「恐ろしい？」ベルダーの言葉にくすりと天使が意味ありげに笑う。やがてこの回廊の闇に目が慣れてきた時……キミらは気づいた。周囲に浮かぶ、無数の〝それら〟に。闇の中にあってなお浮かび上がるシルエット───無数の、クロウ・クルワッハに。

一同：えぇ……っ!?

ＧＭ：目を凝らして見入れば、この上下も左右もない空間に数十は下らない魔獣が、まるでオブジェのように浮かんでいる。

ルーチェ：あの、これは……？

ＧＭ：「これはね、数百年前に殺し損ねて封印したクロウ・クルワッハたち。時の流れが壊れたこの封印空間の……〝刹那の時〟の中に封じているの」　ちなみに、キミたちが戦ったのは、体長が七～八メートルぐらいの幼生だったが、ここにはその数倍の大きさの個体もごろごろしている。

アモーレ：……ひいっ!?　い、今、目が動いたっ!?（笑）

ＧＭ：いい演出だ（笑）。「まぁ、封印されてるから動けないけど……彼らはまだ、生きてるんだよ。ここで死ぬことも動くこともできないまま、ね」

ルーチェ：前回の最後に出てきた、いっぱい魔獣がいた場所とはちがうんですか？

ベルダー：たぶん、ちがうんだろうね。俺たちは知らないけど（笑）。

ＧＭ：「ついたよ」と彼女が言うと、キミらは重力のある場所にすとんと降おり立たつ。

ベルダー：はぁ、やっと床がある場所についたよ。人ひと心地ごこちついたって感じだな。

ＧＭ：「ここがスタートの部屋」

ルーチェ：スタート？

ＧＭ：「うん。あなたたちがこれから先進むべき、最初の基点となる場所」彼女がぱちんと指を鳴らすと、ゲートが開く。「ここをくぐり、数々の難なん関かんを乗り越えて、ゴールのある部屋までたどり着くことができたらキミたちの勝ち。そうしたら、聖石をあげる」

ベルダー：なるほど。

ＧＭ：「ちなみに、ここから先は、私もどうなってるのかさっぱりわかんない」

アモーレ：ははは、未来を見通せる御方が、わからないことがあるんですかい（笑）。

ＧＭ：「厳げん密みつに言うと、未来が決まってないの。だから、見えない」

ベルダー：どういうこと？

ＧＭ：「だって、ランダムダンジョンだから」（笑）

アモーレ：な、なんだってーっ!?（笑）

ルーチェ：らんだむ……だんじょん？




ランダムダンジョン

『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ　エリンディル西方ガイド』に掲載されたシステム。トランプとチャートを参照することによって自動的にダンジョンアタックができるルールである。




ＧＭ：「ここからあなたたちがゴールにたどり着くためのルールは……正確に言えば、私があなたたちに力を貸すためのルールはひとつ。いかに多くの部屋……便べん宜ぎ上〝タイル〟って言うけど、どれだけクリアできるか」

アモーレ：専せん門もん用語が入った！　さすがは未来も過去も見通す御方！（笑）

ＧＭ：「……ここでひとつ、縛しばりを決めるわ。リアルタイムで一八時三〇分までの間、どれだけたくさんタイルをクリアすることができるか、よ」

一同：なんだってぇーっ!?（爆笑）

ベルダー：今は、一七時ちょい前だから、一時間半しかないじゃねぇかっ!?

ＧＭ：「そうよ。ぼやぼやしてると、あっという間にタイムオーバーよ」

サジ：くっ、落ちついて思考する余裕を奪って、ミスを誘発するつもりでござるな。

ＧＭ：「あはは。正解。それまでに、どれだけのフロアとタイルをクリアできるか。その結果によって、ボーナスをあげる」

アモーレ：な、なんてことだ……《目利き》を活かしてたくさん敵を倒して、ドロップ品をゲットだぜ───みたいなことはできそうにないねぇ（笑）。

ＧＭ：さて、ここからランダムダンジョンについて説明しよう。これは、トランプを並べてダンジョンを表現するんだ。そして、そのトランプを並ならべた全体をフロアと呼ぶ。

ルーチェ：ふむふむ。

ＧＭ：その出口にたどり着くと、フロアをクリアし、新たなフロアへ挑むことになる。それを繰くり返かえしながら、どんどん奥に潜もぐっていくのがこのランダムダンジョンだ。

ルーチェ：どんどん奥のフロアに進めばいいんですか？

ＧＭ：いや、今回は単純に奥に進めばいい、というわけではない。［クリアしたタイル数×フロア数］で得点を算出する。この得点が一定の数字になれば、聖石を手にする権利を得る。

ルーチェ：タイルっていうのは？

ＧＭ：トランプ一いち枚まいで表現される一部屋分のことを指す用語だ。このタイルが何なん枚まいも構こう成せいされて、フロアが形成される。

ルーチェ：なるほど～。とにかく、多くクリアすればいいってことですねっ。

ＧＭ：そういうこと。しかも、フロアは奥に行くほど、ひどいイベントが待っているぞ。

アモーレ：フロアを重ねるごとに、ダンジョンレベル───難しさが上がっていくからね。

ルーチェ：ほほ～。

ＧＭ：またトランプのスートによってタイルイベントが決まる。ハートがでれば休息イベント、スペードが出れば戦せん闘とうイベント、ダイアが出ればトレジャーイベント、クラブが出ればトラップイベントといった感じだ。

ルーチェ：なるほど～！

サジ：（少し考えて）これ、得点のことを考えると、レベルの低いフロアでクリアするタイルを稼いだ方が得ではござらんか？

ＧＭ：すると彼女は「せいか～い！」と手をたたくよ。「ま、そのくらいわかってくれないと話にならないよね！」ただし、最初のフロアが広いか狭せまいかは、ダイスの目次第だ。

アモーレ：その辺は運任せってことさ。

ＧＭ：「そして……聖石の力を証明するものを三つだけあげる」と言うと、彼女は懐ふところから袋ふくろを取り出す。そこには神々しい、全然雑ざつじゃない光を放つものが（笑）。

アモーレ：うおっ、まぶしっ！　なんて雑じゃないんだ！（笑）

ルーチェ：これが本当の光……！（笑）

ＧＭ：「これは聖石の欠片かけらだよ。これを三つだけあげるね」ちなみにこれは、ランダムダンジョン内で使ってもかまわないよ。

ベルダー：外でも使えるのか。

ＧＭ：そのとおり。効果は以下のふたつ。




・聖石をひとつ使うことで、四人分のフェイトが１Ｄ６点回かい復ふくする。使い方は、ポーションと同じ扱いになる。

・また、特定のタイル（部屋）で使った場合、そこで起きるイベントをすべて無む効こうにできる。




アモーレ：つまり、一個使うとタイルをひとつ自動的にクリアできるってわけか。

ベルダー：そしてフェイトまで回復できる………たしかに強力なアイテムだ。

ＧＭ：そういうこと。使い方はキミたちしだいだ。

ルーチェ：一回タイルに入ったら、逃げられないんですか？

ＧＭ：戻ることはできるよ。なお、このダンジョンの外には出ることはできない。時間が来ると強きよう制せい的てきに外に出て、結果発表になる。

ルーチェ：なるほど。（少し考えて）……あの、時間が来てダンジョンの外に出たあと、もう八日経ってるってことはない……ですよね？

ＧＭ：おおっと……鋭するどいね。実は、ダンジョンを攻略している間、外の世界で経過した時間は、クリア後にダイスで決定するんだ。………実は四日だとやばかった（笑）。

アモーレ：二〇〇〇Ｇをケチらなくてよかったっ!!（笑）

ＧＭ：「そうそう、あなたたちの動向は、すべて、この兎の執事……イポスが見てるから」

サジ：なんと、イポスだったでござるか！




イポス

　兎のような頭部を持つ中位魔族。レベルは45であり、愛らしくもある外見にも関わらず、短剣の技に秀でた好戦的な魔族だ。




ベルダー：この兎、かなり強かったのか……。

ＧＭ：「なにか不正をしたら、イポスがあなたたちのところに現われるわ」

ルーチェ：ひぃっ!?　怖こわいよぅ!?

アモーレ：さ、逆さからわないようにしよう……（笑）。

ＧＭ：残り時間はあと一時間半、できるだけ楽なイベントをクリアして、タイル数とフロア数を稼ぐこともできる。

ベルダー：ルクスの無事と日数が一番気になるけど……誰にとは言わないが、いいところ見せちゃおっかな！（笑）

アモーレ：褒められるかもしれないからね！（笑）

ＧＭ：（笑）。それでは、ランダムダンジョンを始めよう！







◆Middle09◆迷めい宮きゆうを疾しつ走そうする者たち（ランダムダンジョン：フロア１）




　王城の奥にある異空間の一角に、その迷宮はあった。

　不気味な軋きしみをあげて扉が開く様は、迷宮自体が冒険者を吞み込む怪物のようにも見える。

　身み震ぶるいするような思いを抑おさえ、今ルーチェたちは試し練れんへと挑む。




ＧＭ：さて、キミたちは、天使によって提示された試練に挑むことになった。もちろん全員登場です。

ルーチェ：了解です！

ＧＭ：では、ここからはランダムダンジョンに挑むことになる。天使に指し示された指の先に突如異空間に、ずしりと重そうな石の扉が出現。キミたちは扉の中へ入っていくんだ。

アモーレ：うおおお、逃げるわけにはいかないってのが、つらいとこなのよねぇ。

ベルダー：ま、ルクスのためにも、ちゃっちゃと片付けようぜ！

ＧＭ：では、キミたちが踏ふみ込こんだこのフロアが、いくつのタイルで構成されているのかを決定しよう。まずはチャートでフロアの形けい状じようを決定する。１Ｄを振ってみてね。

ルーチェ：振ります……（ダイスを振る）……３！

ＧＭ：お、３×２の６タイルだ。トランプのカードは全部で６枚まい。ランダムにエースを１枚選び、残り５枚を山札から引き、シャッフルして３×２の形にセット。これをフロアデッキという。

ルーチェ：これがダンジョンを表現してるんですね。

ＧＭ：そういうこと。では、スタート地点の１枚だけオープンする。Ａが出たらやり直し。それ以外なら、そこがスタート地点と確定する。……（カードをめくる）……お、ダイア９。




　読者のみなさんは左のフロア１の図をご覧いただきたい。
















　この図におけるスタート地点───すなわち［タイル１］のイベントが決まった。

　ダイアの９。スートがダイアであるため、トレジャーイベントとなる。

　なお、読者さんが理解しやすいように、フロアマップはあらかじめ、部屋と部屋の接続がわかる様に作図してある。

　また、ルール上は、タイルを出るごとにシーンが変わるのだが、章立てのシーンは原則１フロアごととしている。




・［タイル１］

ルーチェ：まずは………お宝イベントですね！

ＧＭ：まず、スタート地点に何なん箇か所しよの通路があるか決めよう。ルーチェ、１Ｄをどうぞ。

ルーチェ：は、はいっ。（ダイスを振る）………４！

ＧＭ：扉は二箇か所しよだね。タイル２とタイル６に続く扉が見える。移動すると、その移動先のタイルがオープンされて、そのタイルのスートと数字によってイベントが決まるよ。

ルーチェ：どちらに行こうかなぁ～。

アモーレ：ちょ、急いでるのはわかるけど、その前にお宝！（笑）　ここのイベントをやろうよ！　じゃないとクリアしたことにならない。カードの数字にダンジョンレベルを足して12だよ!?

ルーチェ：そ、そうですね！

ＧＭ：はい。ダイアの12……キミたちの入った殺風景な石作りの部屋の中央に、ぽつんと募ぼ金きん箱ばこが設せつ置ちされている。

ルーチェ：募金箱？

ＧＭ：しかも、見る者の心を捉えて放さない、妙なと威厳を放っている。そしてなぜかキミたちの瞳を釘付けする魅力的な波動も放出している。

アモーレ：威厳!?（笑）

サジ：しかも、拙者たちの瞳を釘付けにする魅力でござるか!?（笑）

ＧＭ：ちなみにこれ、無視して先に行ってもいいよ。ちなみに、距きよ離りは一〇メートル。なお、この宝箱にはシークレットではない───つまり隠されていないトラップがしかけられている。エンチャント型で、探たん知ち値ちと解かい除じよ値はなし。募金箱にエンゲージすると、難易度13の【精神】判定を行ない、それに失敗すると……。

アモーレ：なにか大変なことになる………か。

ルーチェ：うーん………【精神】の高い人がいいんですよねっ！

一同：………（無言でルーチェを指差す）。

ルーチェ：あっ！　あたしでしたぁ────!?（一同爆笑）




　しばしの話合いののち、宝箱に歩み寄ったのはルーチェだった。

《トリビアリスト》のあるベルダー、本職シーフのアモーレなども候補にあがったが、【ＨＰ】や防御力を総合的に考え、ギルドマスター自らが宝箱に近寄ることになった。




ルーチェ：じゃすたすたと、宝箱に近寄りまーす！

アモーレ：……ああっ!?　ルーチェ様、危あぶないっ、そんな前に出てはーっ!?

サジ：ちょ!?　なに、ギルドマスターに死亡フラグ立ててるの!?（笑）

ルーチェ：うわーい、判定だー！　振れ振れー！（←なぜかハイテンション）

ＧＭ：さて、ルーチェが募金箱にエンゲージしたその瞬間………お金を入れたくなるような気分になる。【精神】の判定に成功すれば、お金を入れずにすむよ。

サジ：ルーチェ殿、耐えるでござる！

ルーチェ：いきまーす！（ダイスを振る）やったぁ！　出目が８、14で成功です！

ベルダー：やった！

ＧＭ：キミはお金を入れようと思ったが………「待て、お金を入れる意味ある？」と思い直し、ぐっと堪たえることに成功した。

ベルダー：まあ、ルーチェに金持たせてないけどな（笑）。

ＧＭ：このトラップの支払いは、あとでお金を手に入れた時に、自動的に徴収されることになってるんだ（笑）。

ベルダー：ずるい！（笑）抵てい抗こうできてよかったな。

ルーチェ：はい！

ＧＭ：抵抗できたので、このイベントはクリアとなる。ただ、募金箱は未いまだに「僕ぼくにお金を入れるといいことあるよ！」というオーラを発している。

アモーレ：近づいて調べたいなぁ……。この中にお宝が入ってる可能性もあるし（笑）。

ＧＭ：うーん、可能性はあるね（笑）。解除値とかないけど、やる？

アモーレ：しかし、アタシが行ったところで、どう考えても金入れて終わりだ（笑）。

サジ：なるほど、恒こう常じよう的てきに精せい神しん的てきな誘ゆう惑わくがかかっているのでござるな。

ＧＭ：そういうことだね。

アモーレ：はっ!?　いかん！　なんでアタシ、物ぶつ欲よくトラップに引っかかってるんだ！（笑）

ベルダー：アモーレ、イベントはクリアしたんだ、これは置いて次に行くべきだと思う。

アモーレ：そ……そやな……！（笑）

ＧＭ：では、募金箱の隣にイポスが現われ、「あらま、本気でお金入れないんだ？　入れないんだ、入れないんだぁ～？　いいことが起こりますよぉ？」とイポスがと誘うよ。

アモーレ：だ、黙れ黙れ！（笑）　悪魔が誘惑するんじゃない！

ベルダー：と、とにかく、クリアしたんだ、さっさと次にいこう！

サジ：次、次、次～っ！

ルーチェ：ですね。出発しましょう。……て、みんな雑になってきた（笑）。

ＧＭ：イポスは「雑ですねぇ……」とつぶやく（笑）。

アモーレ：雑でもシナリオはクリアできる、そんなことを前回教えてもらったのさ！（笑）




　雑に見えるが、ＰＣたちは本ダンジョンの勝利条件をしっかり見据えている。

　ＧＭの揺さぶりにも惑わされず。最善手を選んだと言っていいだろう。

　そして次にＰＣたちが進んだのは、［タイル２］の部屋であった。




・［タイル２］

ルーチェ：じゃあ……めくりまーす……（カードをめくる）ダイアのＪ！

ＧＭ：ええぇっ!?　またトレジャーイベントか。

ベルダー：おおっ、すごいぞ！　まずは部屋の扉の数をチェックだ。

ルーチェ：えい！（ダイスを振る）６！

ＧＭ：お、それだと三つ……全方向に扉がある。

ルーチェ：なるほど～。で、ここではなにが起こるんでしょうっ？

ＧＭ：キミたちがその部屋に入り、まず目に入るのは真っ白な壁かべ。なにもない空間だ。ちょっと１Ｄを振ろう。（ダイスを振る）６。ジャベリン……投なげ槍やりがぽつりと置いてある。

アモーレ：数はいくつ？

ＧＭ：１Ｄ個だね。（ダイスを振る）４、四本無む造ぞう作さに置いてある。なお、このイベントは、ジャベリンを持って行くか、置いて行くかを決めればクリアとなる。

ベルダー：そいつは好都合だぜ、とっとと決めてクリアしようぜ。

一同：さんせーい！




　このジャベリンと言う武器だが、かさばるわりに安あん価かなアイテムである。

　そのため、一同はこれらの武器を放置し、［タイル３］に移動することを選択した。




・［タイル３］

ルーチェ：えい！（カードをめくる）クラブのＡだ！

ＧＭ：次のフロアに向かう階段を見つけたね。さて、扉の数も決めよう。

ルーチェ：ほっ。（ダイスを振る）………５！

ＧＭ：それだと、扉はふたつだね。どこに道を作るかはＧＭが決めるんだけど……面白いから、ランダムで決めようか。１から３で［タイル４］、４から６で［タイル６］に。（ダイスを振る）……［タイル４］の部屋の方向に一枚現われる。

ベルダー：これですべての部屋を回れることが確かく定ていだな。

ＧＭ：さて、クラブのＡイベントだ。Ａは15として扱うから、チャートの数値は18になる。キミたちがその部屋に入ると、長年使われていなかったからか、大量の埃ほこりが舞まっている。

ベルダー：げほっ、げほっ、きついなこれは……。

ＧＭ：次のフロアへの階段を発見したキミたちだが……ここで全員、難易度12の【精神】判定をしてもらおう。失敗するとくしゃみをするよ。

ルーチェ：く、くしゃみ？

ＧＭ：そう、くしゃみ。

アモーレ：これは……次のイベントに影響があるパターンの予感……！

ＧＭ：ということで、判定をどうぞ。

アモーレ：ははは、大丈夫だって！　……（ダイスを振る）……ほら、７。12で失敗（笑）。

サジ：失敗しそうでござるが……（ダイスを振る）出目は９、達成値13！　おお、成功。

ルーチェ：えい！（ダイスを振る）あ、成功しました～！

ベルダー：おりゃ！（ダイスを振る）クリティカル!!

ＧＭ：………。「噓、全員成功？」イポスは、ぽかんとした顔をするね。

ベルダー：おやおやぁ～。超☆悔しそうですなぁ～♪

ＧＭ：「………なかなかやりますね……とだけ言って置きましょう」




　実は、ここで誰かひとりでもくしゃみをすると、次に遭遇するエネミーが［奇襲攻撃］をかけてくることになっていたのだ。イポス的にも、ＧＭの内心的にも超悔しい結果であった。




ＧＭ：というわけで、埃が舞っただけでイベント終了。［タイル３］クリアだ。

ルーチェ：………なんだったんでしょう（笑）。

ＧＭ：さて。目の前には、下りの階段がある。さて、次のエリアに向かうか、ダンジョンフロアを降りるか決めてくれ。

ルーチェ：う～、どっち行ったらいいのかなぁ……？

ＧＭ：イポスは歌い出す。「時間は迫ぁる～♪　気は焦ぇる～♪」

ベルダー：うるせぇよっ!?（笑）

ルーチェ：じゃ、じゃあこっち！　こっちこっち、［タイル４］に行きます～！




・［タイル４］

ルーチェ：……えいっ！（カードをめくる）あ、ハートの７だぁ！

ＧＭ：回復イベントかいっ！　イポスはぶーぶー文もん句くを言うよ（笑）。

ルーチェ：扉の数は……（ダイスを振る）２！

ＧＭ：それだと、一個だけだね。戻りの通路だけだから、ここは行き止まりになる。さて、イベントだ。その部屋は心が安まるような真っ赤な部屋だ。

一同：…………。

ベルダー：……休まらねーよ!?（一同爆笑）

ルーチェ：すごい落ち着かないです!?（笑）

ＧＭ：なんかぬくもりを感じる赤い部屋だ（笑）。ＰＣ全員の【ＨＰ】が完全に回復するよ。

アモーレ：やったー、なにも食くらってないぞー（笑）。

ベルダー：〝回復する〟〝しない〟は選べる？

ＧＭ：選べるよ。ただし、使わないとクリアしたことにはならないよ。

ベルダー：じゃあ、フロアを降りる前に寄よって、回復してから行こう。

アモーレ：残りの部屋見て回って、特になにもなければ、無駄に使っていこう（笑）。

ルーチェ：わかりました！　使わないで外に出ます。




・［タイル５］

ルーチェ：えいっ……！（カードをめくる）えっと、スペードの……Ｑ？

アモーレ：おおうっ!?　スペードは、エネミーとの戦闘なんだ。数字がでかいから、ちょっと強いかも。逆に言えば、早めに出てくれて助かった！

ルーチェ：きゃ～っ!?　つ、強い敵っ!?

ベルダー：ただ、あまりに強かったら、条じよう件けん付つきで戻れる可能性があるんだよね。今回は奥がないから、もしかしたら逃げられるかもよっ。

ルーチェ：そっか！　よかったぁ～。

ＧＭ：数値は12、ダンジョンレベルは３だから、15か。その部屋は、自然洞どう窟くつのようにむき出しの岩で構成されている。入ると風が吹ふき、ルーチェの髪かみがふわりとなびく。部屋の奥にはでこぼこした岩がこんもり積もっている。

アモーレ：この風、少し泣いています。

ベルダー：風が語りかけています。

ＧＭ：なんで一〇万石饅まん頭じゆうなんだよ!?（笑）　さて、目の前には二体のエレメンタル。地の精せい霊れい（アースエレメンタル）と風の精霊（エアエレメンタル）が、キミたちを待まち構かまえている。
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サジ：嫌な感じでござるな。

ＧＭ：さらに部屋全体に、〈地〉と〈風〉の「エレメンタルサークル」というトラップが張られている。これによって、こいつらのダメージは＋３Ｄされている。

アモーレ：げぇっ!?

ＧＭ：しかも、部屋全体に「堅い床」というトラップが仕し掛かけられている。

アモーレ：転ぶと痛い！　……ちなみに〈地〉の魔法は、転ばせてくる！

ＧＭ：そう。［スリップ］すると追加ダメージを受けるよ。

アモーレ：どうする？　帰る？

一同：…………。




　ルーチェたちはこの部屋の扉をそっと閉じた。




ＧＭ：キミたちはこの部屋のクリアを今は諦めた。敵は部屋から出て来ないようだ。

ベルダー：お邪じや魔ましましたっ！

ＧＭ：この［タイル５］を含め、今のところ、クリアしていない部屋は三箇所だね。

ベルダー：ほかふたつは、保留している回復部屋の［タイル４］と［タイル６］か。

ルーチェ：では、残った［タイル６］の部屋に行きましょう！

サジ：了解でござる！




・［タイル６］

ルーチェ：開けますよ！（カードをめくる）ハートの５！

ベルダー：いえーい、回復部屋───!!

ＧＭ：なんで戦闘やトラップがこんなに少ないんだ！　ちなみにここのイベントは………おおっ!?　これは重要だ！　キミたちがこの部屋に入った瞬間、いかにも「これは食えるよ」という動物がちょろちょろ動いている。

アモーレ：お？　食えるのか？

ＧＭ：ここでは《ハンティング》が可能だ。さらに休きゆう憩けいすることで、ＰＣ全員の【ＨＰ】が１Ｄ点回復する。

アモーレ：しかし、アタシたちには《ハンティング》がないんだよなぁ……残念。

ＧＭ：持っていない場合はしなくてもいいね。ということで、美味しそうなモグラっぽい生き物がうろちょろしている中、キミたちは休息を取るわけだ。

ルーチェ：うう～……美味しそう……ほしいけど、獲とれない……じーっ……。

ベルダー：いかん、ルーチェの目の色が変わった!?（笑）

アモーレ：まあ、［タイル５］を諦めて、ここと［タイル３］で空回復してタイルを５つクリアして進むことにしようじゃないか。

サジ：悪くない結果でござるな（笑）。

ルーチェ：う～、お腹すいたよぅ～……食べたいよぅ……（笑）。………はっ、今はルクスちゃんを助けるために急がないと！　ううっ、ＧＭの巧みな誘惑をはねのけて、回復します。




　ＧＭ、なにもしてないから。




ＧＭ：ということで、誰もダメージを受けてはいないが、【ＨＰ】が回復したぞ（笑）。

一同：はーい！




　最後に、一同は真っ赤な回復部屋［タイル４］で回復をし、これをクリア。

　嵐のような勢いでダンジョンを駆け抜けたルーチェたちは、次なるフロアへ進むのだった。







◆Middle10◆騒がしき探たん索さく者たち（ランダムダンジョン：フロア２）




　ルーチェたちは比較的順調に、第１フロアを突破した。

　だが、油断はできない。

　続く階層はさらなる強敵がまっている………はずだ。




・［タイル１］

ＧＭ：では、第２フロアに入ろう。Ａは再ふたたびＡの山札に混ぜて引き直す。ここでスペードのＡが出るとＰＣとしては最悪だ。なぜなら、モンスターを倒さないと下に行けないからね。
















ルーチェ：そうなんですね。

サジ：戦闘で時間をかけるのは効率が悪く、それが避けられないでござるからな。

ＧＭ：さて、ダンジョンを一階かい層そう降りたので、ダンジョンレベルが４に上じよう昇しよう。そしてフロア形状を決定しよう。ダイスをどうぞ。

ルーチェ：はーい！　じゃあ、ダイスひとつで……（ダイスを振る）４！

ＧＭ：お、それは３×３だね。さて、まずはスタートタイルをオープンしよう。（カードをめくる）……お、ダイアの２か。トレジャーイベントだね。

ルーチェ：あたしたちにふさわしいですね！




　この部屋［タイル１］の通路は右の［タイル４］と左の［タイル２］へ繫がっていた。

　そして、生じるイベントは………。




ＧＭ：この部屋の中央に……なんと、なんと！　スポットライトを浴びた宝箱が置いてある。

アモーレ：ひゃっほぉーうっ!!　さすが異い次じ元げん空間。こんな不自然な状況も許される！

ベルダー：いえぁーっ!!

ルーチェ：うわぁ～い！　………で、どうします……？




　ここは普通にシーフのアモーレが宝箱を開けに行くことになった。




アモーレ：さぁて、宝箱ちゃんを調べちゃうぜぇ～？　アタシにお宝をちょうだいな！

ＧＭ：では、アモーレはひとりで宝箱にエンゲージ。では、危険感知をしてくれ……。

アモーレ：ふ、本職のカンを見なよ…………（ダイスを振る）………おや、達成値10。

ＧＭ：失敗だね。それじゃあ、【敏びん捷しよう】で判定してくれ。

アモーレ：あらま、なにかあったっぽい。まぁ、大丈夫。アタシは【敏捷】は得意だからね。２Ｄ＋５！（ダイスを振る）……ありゃ……大丈夫じゃなかった。達成値は11！

ベルダー：お、おい!?

ＧＭ：それは失敗だな。判定に失敗すると、ここはオブジェクト［穴あな］となり、対象は落ちて２Ｄの貫かん通つうダメージを喰らう。

アモーレ：ほ、ほべえぇーっ!?　ひゅーっ……ぐしゃ。赤い染しみになった（笑）。

ルーチェ：アモーレさぁぁぁぁん！（笑）

ＧＭ：ということで、アモーレが宝箱に近づいた瞬間、ふっと姿が消えた。そして〝どしゃり〟と、宝箱ごと穴に落ち……「あぺっ!?」という声、そして〝がしゃん〟という音が聞こえる。

ベルダー：大変だ!?　アモーレから鳴ってはならない音が!?（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）アモーレは６点の貫通ダメージだ。

サジ：お、たいしたことがないでござるな。

ベルダー：うん、我慢してもらおう。

アモーレ：いてて、痛い痛い、ひどいっ!?（笑）

ＧＭ：そして、穴に落ちた場合……箱の中にはＭＰポーションが１Ｄ本入ってるんだが……（ダイスを振る）５だから五本だね。全部割われる。

アモーレ：ぎゃ、ぎゃああああ───!?　ＭＰポーションがあぁっ!?

ＧＭ：キミたちがそっと穴を見に行くと……穴の底に、割れたポーションの瓶びんと、その破は片へんがぐさぐさ刺ささったアモーレが（笑）。

サジ：釣つり竿ざおでアモーレ殿を釣つり上あげるでござる（笑）。

ルーチェ：あ、アモーレさん!?　大丈夫ですか!?

アモーレ：じゃあ、ＭＰポーションの香かおりを漂ただよわせながら釣り上げられる（笑）。

ベルダー：で、これでクリアか………。

ＧＭ：うん、クリア（笑）。

ルーチェ：ぜんぜんクリアした気がしませんね（笑）。

アモーレ：うう……ご、ごめん………。

ＧＭ：イポスはうきうきしながら舞い踊る。「ポーション手に入るチャンスがなーくなっちゃったぁー！　ぷぷーっ！」

アモーレ：うるせぇーっ!!　穴に突つき落おとす、どんっ！

ＧＭ：「ぎゃあーっ!?」（一同爆笑）

サジ：イポス、ノリがいいでござるな……（笑）。

アモーレ：45レベルのくせに（笑）。

ＧＭ：そして、ガラスの破片が大量に刺さったイポスがふわふわ浮かび上がり……「う……ううっ……というわけで……どちらのタイルに進みますか？」と言う（一同爆笑）。

アモーレ：お……お前、オモシロイすぎるっ！　魔族じゃなければ友達になれそうだ（笑）。

サジ：無理すんなでござる（笑）。

ルーチェ：じゃあ……タイル２に行きます！




・［タイル２］

ルーチェ：えい！（カードをめくる）あ、またダイア！　ダイアの５ですっ。

ＧＭ：すごいな、ダイアだらけだ！

アモーレ：すごい！　こんなにアタシたちを歓迎してくれていいのか！

ＧＭ：キミたちの欲が引き寄せたんだよ！（笑）　さて、扉の数を決めてくれ。

ルーチェ：はーい。（ダイスを振る）６！

ＧＭ：お、それは全方向だ。とはいえ……この場所だと、［タイル３］に進むしかないんだけどね。で、数値が５だから、９のイベントが発生する。キミたちが部屋に入ると………部屋の真ん中に、一本の剣けんが突つき立っている。




　この部屋では、アモーレがつつがなくトラップを解除。

　エレメンタルソードを手に入れた。




ＧＭ：ちなみに重さは６あるよ。価か格かくは一五〇〇Ｇ。

ベルダー：ちょっと兎、暇してるなら売ってきてくれよ。

ＧＭ：（ふてくされた声で）「兎、暇、ない」（一同爆笑）……むう、お宝ばかりでつまらん。

ベルダー：ということで、クリア！　次は［タイル３］に行こう！




・［タイル３］

　ここでは、スペードの５が出てバトルイベントが発生することとなった。




アモーレ：───で、どんなイベントだい？

ＧＭ：（チャートを確認して）……うわ、超すばらしいイベントだぞ。

サジ：すばらしい？

ＧＭ：待ち焦がれていたイベントだよ。キミたちがその部屋に入ると………。

ルーチェ：……（ぴんと来たらしい）───まさか、ゴブリンさんがいるんですか!?

ＧＭ：そう！　（甲高い声で）「ここで会ったが百年目えぇ───っ!!」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ベルダー：お前かぁ───っ!?（爆笑）

ＧＭ：いや、チャートの結果……偶然、ゴブリンが出てきただけなんだけどさあっ！（笑）

アモーレ：お前もう、レギュラーキャラでいいよ！（笑）

ＧＭ：しかも、ゴブリンアーチャーとしての登場だっ！（一同大爆笑）
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アモーレ：第二話よりパワーダウンしてるじゃねーかっ!?（笑）

ＧＭ：「そうだよ、降こう格かくしたよ！」（笑）ちなみに編へん成せいは、ゴブリンアーチャーが二体と、ゴブリンパスファインダーがそれぞれ四つのエンゲージに１Ｄ６体ずつ出てくるぞ。まずはひとつ目。（ダイスを振る）二体現われた。さらに、ふたつ目が二体、三つ目が五体……四つ目が五体。
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アモーレ：げぇっ!?　な、なんじゃそりゃーっ!?

ＧＭ：ちなみに、ゴブリンアーチャーは同一エンゲージだ。クリア条じよう件けんは敵の全滅！

アモーレ：合計、一四体……ということは、命中判定に＋14、ダメージに＋28されている状態なんだよ……（笑）。

ベルダー：あーっ!?　《ゴブリン集しゆう団だん》!?




　そういうエネミースキルがあるのだ。




ベルダー：……見なかったことにしようか？（笑）

ルーチェ：…………そうしましょう。

ＧＭ：「前回の苦しみを、お前たちに味わ……」ばーん。扉は閉しめられた。出番、終わり。

一同：ちょ……っ!?（爆笑）

ルーチェ：じゃあ、［タイル１］に戻って［タイル４］に進みます。




・［タイル４］

ルーチェ：えい！（カードをめくる）あっ、スペードの４で…………こっちも戦闘!?

ＧＭ：４ということは、数値は８だね。通路の数をどうぞ。

ルーチェ：（ダイスを振る）５！

ＧＭ：では、前方の［タイル５］につながった。

ベルダー：行き止まりじゃなくてよかった。とりあえず、イベントを見よう。

ＧＭ：部屋には、人間の集団がいる。キミたちより先にこの迷宮に入っていたヤツらだ。

サジ：だ、誰でござるか!?

アモーレ：昔の試練への挑戦者が、別の時空からつながって来ちゃったんだよ、きっと（笑）。

サジ：一三年以上前の時空からになるでござるな。

ＧＭ：おお、かっこいいな。いかにも、時空がねじ曲がってつながっているようだ。

ルーチェ：お父さんより前の挑ちよう戦せん者しやさんでしょうか？

ＧＭ：おそらくそういうことだね。

ルーチェ：はっ……おばあちゃん!?（笑）




　なんでだ。




ＧＭ：……さて、まずはアーチャーと魔ま術じゆつ師しがいる。こいつらが雇やとった傭よう兵へいは……（ダイスを振る）五体。
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アモーレ：げぇっ!?　傭兵部隊か！

サジ：やれるとは思うが……。

ＧＭ：被ひ弾だんは確かく実じつだね。

ベルダー：ゴブリン集団とこっち、どっちがマシだろ？

アモーレ：あいつらよりは明らかにこっちだね（笑）。

ＧＭ：いずれにせよ、どちらかを倒さなければ、先に進むことはできないよ。

一同：ああー。

ベルダー：魔術師たちと戦って、その先に階段があるかを探ろう。で、余裕があればゴブリンの方に行こうぜ。

ＧＭ：そんな時間はあるかなぁ～？　あと一時間切ってるぞ～？

ルーチェ：それなら……魔術師さんたちと戦います！

ＧＭ：へ？

ベルダー：ゴブリンは放置で！

ＧＭ：しくしくしく。……では、戦闘に入ろう！

アモーレ：おや、［タイル３］の方からゴブリンの悲鳴が聞こえるような（笑）。

ベルダー：あぁ～ん？　聞こえんなぁ～？（笑）

ＧＭ：「俺は戦いたかったんだーっ!!」（笑）

サジ：大変でござったな……。

ＧＭ：「ありがとう！」（一同爆笑）では、戦闘開始！




●第１ラウンド

▼行動値

　魔術師　　　13

　アモーレ　　11

　アーチャー　９

　ベルダー　　８

　ルーチェ　　８

　サジ　　　　７

　傭兵Ａ～Ｅ　６
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ＧＭ：セットアッププロセスを始めよう。

アモーレ：（行動値を確認して）アタシより、魔術師の方が早かった……がくり。

ベルダー：《タクティクス》を使えば、先に動くこともできるけど……どっちかと言えば、傭兵に範はん囲い攻撃したいよなぁ。

アモーレ：そうだねぇ。だから、アタシは早くてもあんまり意味がないかなぁ。

ベルダー：向こうが範囲攻撃してくると、俺やルーチェはちょっと厳きびしい……じゃあ、ノー《タクティクス》、イエス《陣じん形けい》！　ってのはどうでございやしょうか、親分？

ルーチェ：はーい！　その方向で！

ベルダー：で、《陣形》の前にまず俺の《エンサイクロペディア》。……（ダイスを振る）……11なんで23です。

ＧＭ：そのとおりだ。ではこのように……




　判はん明めいした内容は以下のコラムの通り。




[image: ]

ベルダー：《逆ぎやく上じよう》が面めん倒どうくさいから、まずは傭兵の殲滅をするぞ。

アモーレ：そして、《陣形》をしよう、サジはとりあえず突っ込む、傭兵に。

サジ：心得た！　したたたた、すちゃ。ここは通さぬ、ござる。

アモーレ：自分はうしろに５メートル、下がっておこうかな。

ベルダー：そうなると別に部屋の中でルーチェ飛ばす必要ないと思うので、俺もエンゲージはせずに離れようかな。じゃあ５メートル下がる。

ルーチェ：あたしは何ど処こに行けばいいのかな？

アモーレ：このまま動かないで。多分傭兵に自分のタイミングで突っ込むことになる。

ルーチェ：ルーチェ、傭兵、殴なぐる。

ＧＭ：シンプルな判断だ！（笑）　じゃあ次、傭兵たちが「へいへい」「おらおら」って《挑ちよう発はつ》をしてくるよ（ダイスを振る）………。




　この《挑発》にルーチェ以外の３人がひっかかってしまう。




ルーチェ：お腹が空いてそれどころではありません（笑）。

アモーレ：お腹が空いたルーチェさんは恐ろしいぜぇ、血を見るぜぇ！（笑）

ＧＭ：では行きましょう、行動値の高い魔術師から。ムーブアクションで《魔力ブースト》、メジャーアクションでベルダーに《魔術攻撃：地》！　命中９＋２Ｄ。10だから19。

ベルダー：じゃあ《トリビアリスト》で回かい避ひ。……（ダイスを振る）……11なんで、23で回避です。

ＧＭ：石の礫つぶてが届いたと思った瞬間、ベルダーの姿かき消えたように魔術師は見えた。それほど素早い回避だったってこと。で、うしろの壁がババンバンバンバンと着弾して終わり。

ベルダー：石礫など、そうそうあたるものではない。

ＧＭ：くっ、格かつ好こうつけやがって！（笑）。

アモーレ：では、行動値11のアタシ。メジャーアクションは《ワイドアタック》。ここで《デュアルアロー》を使う。せ、一六〇〇Ｇ、って、よだれを垂たらしながら撃ちますよ。

ルーチェ：ひー。

アモーレ：とりあえず命中判定。狙いは傭兵たち。……（ダイスを振る）……７。達成値14。

ＧＭ：14？　これは避けられそうだぞ？

アモーレ：くっ、フェイトを使って振り直すよ。……（ダイスを振る）げげーいっ！　……達成値が下がって11です（爆笑）。




　結果、傭兵Ｂ、Ｃ、Ｄにアモーレの矢が命中した。




アモーレ：と、とにかく当たったヤツは倒す！　ダメージロールだ。《ピアシングストライク》を使用……（ダイスを振る）……合計で63の物理ダメージ。

ＧＭ：うっそ！　63で防ぼう御ぎよ６、57ダメージ。すげーな傭兵三体が即死だよ。

サジ：やるでござるな。

アモーレ：逆に全員に当たっていればぁ────っ！（笑）

ＧＭ：危ないところだった（笑）。次は行動値９のアーチャー。ぴしゅんとアモーレに射しや撃げき。じゃあ命中９＋２Ｄ。……（ダイスを振る）……達成値15。

アモーレ：15かぁ……（ダイスを振る）……達成値12で回避失敗。そんな攻撃など避け───……サク（笑）。




　アモーレにアーチャーの矢が突き刺さった！

　だが、ルーチェの《プロテクション》を受けたアモーレは、８点のダメージ……かすり傷程度でこの攻撃をしのいた。




ベルダー：じゃあ俺の番だな。難むずかしいことは考えずに、《マジックブラスト》から《ウォータースピア》を残っている傭兵二体に撃つぜ。

アモーレ：それがよろしいかと。

ベルダー：まず命中が３Ｄ＋12……（ダイスを振る）……おら！　13なので達成値25。よけれるものなら避けてみろ。

ＧＭ：クリティカルのみ。（ダイスを振る）……８で失敗、命中命中、ダメージカモン。

ベルダー：雑ざ魚こが！（笑）　６Ｄ＋７……（ダイスを振る）……30。なんで37ダメージ。

ＧＭ：傭兵Ａ、Ｅは30ダメージを受けて、［放心］した。ふらふらしてるよ。

ベルダー：よし、［放心］があるんで、このラウンドは大丈夫だろう。

ルーチェ：次はあたしですね。まずムーブアクションで魔術師のところに移動。マイナーはアクションはナシ。メジャーアクションで《バッシュ》！　手を光らせて殴りかかります。

ＧＭ：魔術師は「なんだ、その雑な光は!?」と驚愕しつつ身をかわそうとする。

アモーレ：命中判定は３Ｄ＋８……（ダイスを振る）……８なんで、達成値16です！

ＧＭ：敵はニヤリと笑み、３＋２Ｄ……（ダイスを振る）……11。横っ飛びしようとして、ぶぎゃる、とルーチェの鈍器をまともにくらった！

ルーチェ：よーしっ！（笑）　《スラッシュブロウ》を使います。11Ｄで（ダイスを振る）……40＋10で50点ダメージです！

ＧＭ：防御点が９でダメージが41点。魔術師の【ＨＰ】は48（笑）。

ルーチェ：あと７点！　いけそうですね！

ＧＭ：「ふふふ、残り一桁になってからが、勝負ですよ、雑な光のお嬢じようさん」

ルーチェ：雑な光って言われた……しかも２回も!?（笑）

ベルダー：あいつ自分の命がかかってるのにけっこう余裕あるな（笑）。

サジ：次は拙者の行動。じゃあ傭兵殴ろう。もう《アーマーブレイク》やってる場合じゃないんで、もう〝殺さず〟はかなぐり捨てたー（笑）。普通に刀で斬るでござる。

アモーレ：キレてるぞ、サジさんがキレてるぞー（笑）。

ベルダー：サジの殺人剣……さびついてないといいんだが（笑）。

サジ：じゃあＡを殴る。……（ダイスを振る）……13で達成値20。

ＧＭ：避けるのは無理だな。……（ダイスを振る）……回避失敗。

サジ：ダメージロールだ。……（ダイスを振る）11で合計23点。

ＧＭ：物理防御は６、17ダメージ、累るい計けいダメージが47、傭兵の【ＨＰ】は47なので戦闘不能。

サジ：ぴったりか!?　では、許せ………捨てたはずの殺人剣だったが……拙者の剣は人の生死を分かつ境界を、知りすぎているのだ………。

ベルダー：うおおおっ!!　わけわかんねぇ台詞で、カッコつけんなよ！（爆笑）

アモーレ：ここでひとり減らせるのはかなりでかいですね。

ＧＭ：では、傭兵Ｅが唯一エンゲージしているサジに攻撃。命中６＋３Ｄ。……（ダイスを振る）……５で達成値11。

サジ：《ストライクバック》を使用。命中判定でリアクションし、勝利したらダメージを与あたえる技わざでござる。……（ダイスを振る）……11＋７で達成値18点。成功でござる。

アモーレ：《ストライクバック》成立だ。

サジ：成功すると20点のＨＰロス、まあ傭兵Ｅは戦闘不能でござろう。

ＧＭ：ちなみに相打ちだからな。こっちのダメージは（ダイスを振る）……28点。

サジ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて１点ダメージでござる。《プロテクション》不要なり。

ルーチェ：おおおお～。さすが防御が固いですね！

ＧＭ：傭兵Ｅは槍でサジの命を「取った」と思った次の瞬間に、自らの身体を貫いている刀をまじまじと見て「バカな……」と言って倒れていった。

ベルダー：おい、なんかサジがすごい剣豪みたいだぞ！（笑）

サジ：失礼な！（一同爆笑）

アモーレ：というわけで傭兵は全滅だよ～。

ベルダー：おしっ！　これで、やっかいな《挑発》がなくなったのは大きいぜ！

ＧＭ：うううっ、哀しい（笑）。ではクリンナッププロセスを経へて次のラウンドへ。




●第２ラウンド

▼行動値

　魔術師　　　　13

　アモーレ　　　11

　アーチャー　　９

　ベルダー　　　８

　ルーチェ　　　８

　サジ　　　　　７
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ＧＭ：ではセットアッププロセスだ。こっちは《挑発》がある傭兵がいなくなったんで、ＰＣ側だけだね。

ベルダー：じゃあ、《タクティクス》を使う。

アモーレ：ちょっとコストは悪いけどメイジに攻撃されるの面倒くさいからね。

ベルダー：カモーレさんちのアモーレちゃんにかけます。（ダイスを振る）はい、発動成功。

アモーレ：ありがたーい！　【行動値】が２上がって13になりました。

ＧＭ：ではセットアッププロセスが終わり、イニシアチブプロセス。その【行動値】が13になったアモーレから。

アモーレ：ふっふっふ。メイジに攻撃するぜぇ────!!

ＧＭ：ですよねぇ～。




　サク！　アモーレの矢を受け、残り【ＨＰ】７だった魔術師はあっさり戦闘不能になった。

　そして続くアーチャーが反撃の矢をベルダーに放つ。

　しかし、命中の達成値が10と振るわず、ベルダーにこれまたあっさり避けられてしまう。

　これにより、戦闘の帰き趨すうは決まった。

　仲間を失い、ベルダー、ルーチェの集中攻撃により、敵の最後の砦とりでアーチャーは抵抗空むなしく陥かん落らくしたのであった。

　なお、魔術師の部屋をクリアした一行は、ドロップ品の処理および回復の処理をすませている。




ＧＭ：というわけで、残り時間はあと一〇分。

アモーレ：うおおおおおっ!?　ヤバイぞぉぉぉっ!!

ルーチェ：急げ急げ───。




　以降、少ない残り時間中、超ちよう高こう速そくモードでダンジョンを一行踏とう破はしていくことになる。




・［タイル５］

　ここではトレジャーイベントが発生。周囲の風景に溶け込むように偽装されていた宝箱を一行は発見する。

　ここは嵐のようにトラップを探知し、トラップを解除するアモーレ活躍で、一行は霊水を三個入手した。［タイル５］クリア。

　そして、［タイル６］へ一行は突入する。




・［タイル６］

　残り時間五分。スペードのＡが出て、バトルイベントが発生。第三フロアへの階段も発見された。出現したエネミーはグールが６体………レベル11の強敵である。




アモーレ：なんて恐ろしいんだー（棒読み）。だがこの〝どんなイベントでもクリアできる〟聖石の欠片さえあれば……。さあ、この日のためにとっておいた聖石の欠片をどうぞ！

ルーチェ：とりゃー（聖石の欠片を投げた）。

ＧＭ：からんからん、と床にころがる聖石の欠片。石は一瞬後に眩い閃光を放つ───。そして、グールたちは「ゾンビー！」と叫び〝ボバーン〟と爆発した。［タイル６］クリアだ。

サジ：グールかゾンビかはっきりしろぉ───!!（笑）




・［タイル３］（再挑戦）

ルーチェ：残り時間三分？　じゃあぴゅーっと走って、［タイル３］に戻りまーす！

ＧＭ：手ぐすねひいて待っていたゴブリンアーチャーが「よーくやってきた、それでこそ我が終生のライバル！」と…………

ルーチェ：えーい！（聖石の欠片をひょいっと投げるジェスチャー）

アモーレ：扉をパンと締しめる！

ＧＭ：「…………え」




　ボムッ！

　聖石の欠片の爆ばく発はつ音おんとともにゴブリンは爆ばく死しした。




ＧＭ：「馬鹿なぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」　出番終わり（一同爆笑）。

サジ：前回に引き続き、なんかすまんでござるぅ────!!（笑）

アモーレ：酷ひどい！（笑）　これは酷い。ゴブリンおまけすぎんだろ!?（笑）

ＧＭ：しくしくしく。

ベルダー：はぁはぁ、で、６タイルぶんクリアだな。

ルーチェ：じゃあ、急いで第三フロアへ行きましょう！




・第３フロア［タイル１］

　残り時間一分三〇秒。一行は第３フロアへ突入した。

　フロアタイルは３×２である。




ＧＭ：最初は………ダイア！　（カードを叩きつけ）またトレジャーかよ!?

アモーレ：ひゃっほぉ────っ!!

サジ：ま、時間的には終わりでござるな。

ＧＭ：なお、以前あったイベントと同様に、部屋の中央にエレメンタルソードが刺さってる。

アモーレ：では、トラップ解除といこうかな。




　アモーレは判定に成功。あっさりエレメンタルソード２本目を入手する一行であった。




アモーレ：よーし、［タイル１］クリアだよぉっ！

一同：やった───っ！

ＧＭ：そしてここでちょうど一八時半になりました。きゅぴーん。イポスが出てきて「３時間となりました。では、我が主がお待ちです」とイポスが告げてシーン終了です。

ルーチェ：いよいよ、天使さんに聖石をもらえるかわかりますね！







◆Middle11◆天のまにまに




　ダンジョンを駆け抜けたルーチェたちは、弾はずむ呼こ吸きゆうを抑えるのに必死だった。

　しかし、それに見合うだけの成果を上げられたのも事実。

　胸のうちに自信を秘めて、四人は今天使の前に立つ。

　しかし、天使は、無邪気で、そしてどこか残ざん酷こくな笑みを浮かべて………。




ＧＭ：では、ダンジョン攻略の制限時間となったところで、ピピーという音とともに、周囲の空間が開き、直径二〇メートルほどの部屋に、キミたちはいつの間にか立っているよ。

一同：イエーイ！

ＧＭ：目の前には天使とイポスが立っている。「思ったよりクリアしたわね。あなたたちに復ふく讐しゆうしたいとかいって、再さい戦せんを希望していたゴブリンとは会ったかしら？」

ベルダー：会うには、会ったかな？（笑）

ＧＭ：「そう。それならば、よかった」

サジ：刹せつ那なの邂逅でござった（笑）。

ＧＭ：「では、得点の計算！　12タイルをクリアして第３フロアに到達した。12×３で36だから、想定より多い！　規き定ていはクリアしている。聖石はあなたたちに貸与しよう。ただし、最後のイベントをクリアしたら………ね」彼女は無邪気な笑顔でそう言うよ。

アモーレ：なんとっ!!

ベルダー：あれ？　最後のイベント……って、もしかして……姫ひめと？

ＧＭ：「そう。最後の試練は、この私」彼女は、ばさりと翼を広げる。

ベルダー：ば、馬鹿な！　愛しあうふたりが戦うことになるなんて！（笑）

ＧＭ：「は？」天使は蔑むような顔をするね。ちなみに、うしろに控えているイポスは大ウケで、腹を抱えて笑ってるけどね。

ルーチェ：…………ベルダーさん。

ベルダー：冗じよう談だんだ。

ＧＭ：「私は優しいから、フェイトとかを回復するための時間をあげる。ただし、ひとりにつき、メインプロセス一回分の回復行動だけよ」

一同：わーい！




　というわけで、いそいそとラスボスの前で回復に励はげむ一同。

　シュールな光景であった。




ベルダー：………俺、マイナーアクションとメジャーアクションを消費して、ＭＰポーションとやさいを一個食べる。

サジ：拙者もやさいを少々。

ルーチェ：あたしが持ってきたやさいを、みんなが食べてる（笑）。

ＧＭ：「ねぇ、イポス。人間って青虫みたいね」と王女は言う（笑）。

ルーチェ：このゲーム、ドＳの女性が多いくない？（笑）

ＧＭ：そんなことはないよ？　ただ、キミたちを見下してくる女性が多いだけで（笑）。

ベルダー：青虫だって、成長すれば、蝶ちようになって羽ばたけるんだけどな！

ＧＭ：「それじゃあ、準備はすんだかな？」と言うと、彼女は翼を二対四枚の翼をバサリと広げる。ふっとほくそ笑むと風が渦うず巻まく。

アモーレ：風に飛ばされて壁にめり込む（笑）。

ＧＭ：「それじゃあ、始めようか」

アモーレ：無視された!?（笑）

ＧＭ：ああ、ごめん。死ぬ演出が入るのは知ってたから。

アモーレ：バカなぁっ！　未来予知には、ボケすらもきかないだなんて。

ＧＭ：「話はあとですべて聞いてあげる。まずはテストの結果を算出しましょう」と彼女が言ったところで、クライマックスフェイズに移ろう！







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆天使の試練は、甘く切ない




　ルーチェたち四人の前に天使という名の最後の試練が立ち塞がった。

　その眼前に立つだけで、知らず知らずのうちに気圧されてしまう。

　どうやら天使とは、美しさだけでなく、強さもまた人間を超越した存在のようであった。




ＧＭ：「一三年ぶりだよ。こんなにわくわくするのは───」という天使の言葉とともにクライマックスフェイズを開幕しよう。彼女は無む造ぞう作さにキミたちの方に歩いてくる。

アモーレ：一歩進むごとに、世界が振しん動どうするかのようなプレッシャーだ。

ベルダー：だが、この感覚、心地ここちよい。

ＧＭ：もし、一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやや、一いつ般ぱん市民であったなら、膝ひざをついて涙なみだを流すくらい、彼女の優ゆう雅がな立たち居い振ふる舞まいは神こう々ごうしい。前回の雑ざつな光とは比くらべものにならない（一同爆ばく笑しよう）。

ルーチェ：前回のあの雑な光はいったいなんだったんでしょう……（笑）。

ＧＭ：では、ここから戦せん闘とうラウンドの開始だ！

ルーチェ：では、《ハンズオブライトⅠ》を使います。

ベルダー：俺おれは《スペシャリストⅠ：水》を宣せん言げんしておく。ルーチェは右手が光るから、俺は対ついになるように、左手が青く光ることにする。

ルーチェ：手が光るパーティ（笑）。

ベルダー：左目が光ることにしようか？（笑）

ＧＭ：中二病っぽくなったぞ。彼女は「あ痛たたた……」と呟つぶやく（笑）。

ベルダー：中二病っぽいって自覚はあるんだよ！　言わないでくれよ！（笑）

ＧＭ：はっはっは。ではセットアッププロセスだ。




●第１ラウンド

▼行動値

　天使　　　　　17

　アモーレ　　　11

　ベルダー　　　８

　ルーチェ　　　８

　サジ　　　　　７
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ＧＭ：今回の敵てきはベースとなるエネミーがいて、そのデータを少しだけいじってある。

ベルダー：ほほう。

ＧＭ：では、セットアッププロセスを開始するよ。まずは、【行動値】が17の彼女から。オリジナルエネミースキルの《天使の口づけ》を使用。




《天使の口づけ》

　セットアッププロセスに使用。20ｍ以内の範はん囲い（選せん択たく）と【精せい神しん】で対決を行なう。対決に勝利した場合、対象に15点のＨＰロスを与あたえ、同じ値だけ、このエネミーの【ＨＰ】を回かい復ふくする。この効こう果かは男だん性せいキャラクターのみ有ゆう効こう。




ＧＭ：つまり、彼女の魅み力りよくにめろめろになってしまうんだ。

ベルダー：んん～……ＧＭ。このスキルに対して、〝抵てい抗こうをしない〟という選せん択たく肢しはないのかね？（一同爆笑）

アモーレ：ルール上は、抵抗しないこともできるよ（笑）。

ベルダー：よし、わかった！（笑）

ＧＭ：彼女が投げキッスをすると、彼女の幻げん影えいが男性ふたりの前にふわりと現あらわれる。その幻影は、耳元で「ねぇ、キスしてあげようか？」とささやく。

ベルダー：（←いきなり至高の笑顔）

ルーチェ：ベルダーさん！　し………しっかりしてください！（笑）

ベルダー：ど、どうしよう！　魅力的だけど、ルーチェにも嫌きらわれたくないんだよ……っ！　ゲーマーとしては、ここはやはり、きちんと抵抗すべき……。

ＧＭ：（悲しそうに）「抵抗、しちゃうの？」

ベルダー：（頭を抱えて苦悶しながら）ぉぉおぉおおおぉおおっ!?　みんな、何回までなら許ゆるしてくれる!?（一同大爆笑）

サジ：このスキル、毎ラウンド使ってくるみたいでござるし、第一ラウンドだけは、天使が【ＨＰ】を回復しないだけマシでござる。ここは必死で回避する必要はないかと。フェイトなどは温存する意味でも。

ルーチェ：しょうがないです。一回だけなら許してあげます（笑）。

ベルダー：ほ、本当に、一回だけは許してくれるのか……っ!?　じゃ、じゃあ……俺、この一回だけは、抵抗しない！（笑）

ＧＭ：すると、幻影は耳元で「……よい子」と優やさしくささやくよ（笑）。

ベルダー：うう……し、しかし、プレイヤーとして、俺はどうなんだろうか……！（苦く悩のうでうめいている）

ＧＭ：難儀なヤツだな!?（一同爆笑）

サジ：なら、抵抗すればいい。抵抗できればめっけものでござる（笑）。

ベルダー：そ、そうだな……（微妙な表情で沈黙し）……俺、ここはちゃんと抵抗するよ！　ゲーマーとして……っ！

ＧＭ：対象はベルダーとサジだ。こちらは７＋２Ｄで……（ダイスを振る）18！

サジ：では……（ダイスを振る）出目３。抵抗失敗。

ベルダー：あ、フェイトは温存したいので使わないよっ!?　そら……っ！（ダイスを振る）………………クリティカル───っ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：おお、やりましたね！　ベルダーさん!!　抵抗しました！（大爆笑）

ベルダー：ああああああ～っ！　やってしまったあああっ！　ちくしょぉおおぉおぉ───っ!?（慟どう哭こく）（一同爆笑）

アモーレ：クリティカルしてこんなに悔しがってる人、初めて見たわ……（笑）。

ルーチェ：……べ、ベルダーさん（笑）。

ＧＭ：では………。

サジ：（ダイスを振る）あ。拙者は抵抗失敗でござる。

ＧＭ：ベルダーの側にいた天使の幻影は霞かすみと消え、サジの側にいた天使は、サジの頰ほおへと口づけをした。

ベルダー：どちくしょおおおおぉぉぉぉっ！　羨うらやましいぃぃぃぃっ！（じたばた）

ルーチェ：（←大爆笑してテーブルに突っ伏す）浅見さんっ、浅見さん……っ！

ベルダー：俺は血けつ涙るいを流す。おのれサジ、もう帰れぇ～っ!!　やっぱり、俺の一番の敵はお前だったじゃないか……っ！（一同爆笑）

サジ：いや、そう言われましても。

ベルダー：くそう、気まぐれなダイスの神めっ！　まさかクリティカルが出るとは………。俺、この出目、写真に撮とっておこう……。

サジ：ベルダー殿が錯乱している………心を落ち着けねば、勝てる勝負も勝てぬぞ！

ＧＭ：と言うサジの横で、天使がしなだれかかって「そうそう」と頷うなずいている（笑）。

ルーチェ：うちの男だん性せい陣じんはダメですね！

ＧＭ：天使はベルダーを毛虫でも見るような目で見ると、「バーカ」と言って消えていく。

ベルダー：うおおおっ！　こんな気持ちじゃ戦えない！　どうしようっ、にーやんっ!?

ＧＭ：知らねえよっ!?（一同大爆笑）　では、セットアッププロセスを続けよう！（笑）

ベルダー：ええと……《エンサイクロペディア》をすればいいんだっけ……？

ＧＭ：「目もく標ひよう値ちは５。さぁ、私わたしを見て？」と言うよ。

ベルダー：（虚ろな瞳で）……（ダイスを振る）……20。

ＧＭ：では、エネミー識しき別べつに成功したよ。データはこんな感じ……。




　詳細は続くコラムを参照いただきたい。
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ベルダー：ふむふむ。

ＧＭ：特筆に値するスキルは《五重奏の光》。１シナリオに１回、【ＨＰ】が30以下になると使用可か能のうになるスキルで、メジャーアクションの攻撃魔術を同時に五つまで使用できるんだ。

ベルダー：ほほう。

ＧＭ：そして、《アンチ・エンサイクロペディア》。取得しているスキルを７つ指定する。指定されたスキルは、エネミー識別されても公開されない。

ベルダー：シークレットの塊かたまりだな。

アモーレ：ヤバいのは《リゼントメント》かな。22レベルだから、[image: 220]点ダメージが上がるはず。

ベルダー：《リゼントメント》は《インタラプト》で止めるしかない？

アモーレ：もしくは、フェイトを使って全力で回かい避ひを試みるか、だね。ダメージをコントロールして、《五重奏の光》を使わせずに沈しずめたいところだねぇ……。

ベルダー：でも、《天使の口づけ》があるから、毎ラウンド、セットアップで【ＨＰ】を回復してくるんだよな。

ＧＭ：毎ラウンド、抵抗に成功すればいいんだよ。フェイトを回復できる聖石の欠片をあげただろう？（笑）

ルーチェ：まだ、一個あります。……使いきらなくてよかったぁ～。

ＧＭ：「そうそう、今回は特別に、ドロップ品も教えてあげる」

アモーレ：本来スキルがないと調ちよう査さできないドロップ品まで教えてくれるのかい！（笑）




ドロップ品：

　５～７：天使の翼つばさ（三〇〇〇Ｇ）

　８～12：魔ま力りよくの結けつ晶しよう（二〇〇〇Ｇ）×３

　13～16：天使の髪かみ（一〇〇〇〇Ｇ）

　17～　：天使の服（二〇〇〇〇Ｇ）




ベルダー：おいおい、ドロップ品がひとつ足りなくないか？

ＧＭ：………？　足りない物？

ベルダー：いや、ある！　「彼女は大切な物を落としていきました……」

ＧＭ：なにを落としたのか、言ってみろ。

ベルダー：うるせぇな、心だよ心！　「天使の心」！　言わせんなよ恥ずかしいっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：わ、わかったよ……足しとくよ（かきかき）。

ルーチェ：……今回のベルダーさんは、ちょっとオカシイです（笑）。

ベルダー：さっきからルーチェに距きよ離りを感じる!?　どうか倒すまで勘かん弁べんしてくれ！（笑）

ＧＭ：彼はなにと戦っているんだろうか（笑）。さて、ラウンドを続けるよ？

ベルダー：おっと。ここでギルドサポートの《陣じん形けい》も使っておこう。とにかくルーチェには俺の《フライト》で飛んでもらって、天使と空中戦をしてもらいたい。

アモーレ：なるほど、飛行状態になってルーチェが天使を抑えてくれると、アタシとしてはありがたい。




　としばし相談する一同。方針が決まり……。




ベルダー：では、《陣形》。俺とルーチェとサジは、エンゲージしたまま、ここに残る。

アモーレ：アタシはうしろに５メートル下がる。以上。
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ルーチェ：イニシアチブプロセスで、あたしとサジさんが《フライト》で飛行状態になって、天使さんとエンゲージする作戦です！」

ＧＭ：なるほど。それでは、イニシアチブプロセス。まずは、【行動値】が17の天使から。

ベルダー：よし、来い！

ＧＭ：天使はキミたちを見下した目で見ると、両りよう腕うでを広げる。右手には水の槍やり、左手には土の槍を構かまえる。そして……キミたちに向かって《アースバレット》と《ウォータースピア》を《連続魔法》で撃ち放つ。まず、《ウォータースピア》。対象はランダムで決めよう（ダイスを振る）……アモーレ、キミに決めた！　（ダイスを振る）命中が20。

アモーレ：フェイトを１点消費して、《フェンサーⅡ》を使用。これで回避判定が＋２Ｄされて、４Ｄ＋５で挑いどむ。（ダイスを振る）………出目が12だから、17か。これじゃダメだ！　フェイトを１点使って、振り直し（ダイスを振る）…………クリティカル！

一同：おおぉ────っ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：避さけやがった！　アモーレがふっと避けた次の瞬しゆん間かん、後方で50メートルほどの水柱がどーんと立つよ。

アモーレ＆ベルダー：すごーい！（笑）

ＧＭ：では、次。《アースバレット》。誰になるかな……（ダイスを振る）……対象はルーチェ。

ルーチェ：き、来ました！

ＧＭ：命中は……（ダイスを振る）達成値は20。当たるとバッドステータス［スリップ］を受け、移動ができなくなるからね。

ルーチェ：そ、それは困ります！　予定が変わるっていうか……。あたしの回避は、３＋２Ｄだから……。

ベルダー：ルーチェ！　にはフェイトを使ってでも回避するんだ！　そして、俺は《リーバサル》をしておこうか。

アモーレ：《リバーサル》で14まで目標値が下がるから、フェイトを１点使えば、回避できる可能性があるね。

ルーチェ：なるほど！

ベルダー：では、《リバーサル》を使う！　水のバリアを展てん開かいして、彼女の魔法に対たい抗こうしよう。これで、目標値は14に下がった。次は、ルーチェの回避だ。

ルーチェ：思い切ってフェイトを２点使って、回避します！　（ダイスを振る）出目は15。18なので、回避成功です。

ＧＭ：では、ルーチェから外はずれた《アースバレット》は、轟音とともに着ちやく弾だんし、巨きよ大だいなクレーターを作り出す！

ルーチェ：ひ～っ！

ＧＭ：「あれ？　よけられちゃった♪」

ベルダー：くっ、余裕かましてるな！（笑）　可愛いんだか小憎らしいんだか、もう自分でもよくわかんねぇが、次はアモーレだ、とにかく頑張れ！

アモーレ：イェーイ！　攻撃を当てられる気がしないけど、やってみるよ。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで射しや撃げき。《デュアルアロー》で、ミスリルの矢を２本使う。（ダイスを振る）目が低い!?　14。

ＧＭ：こちらの回避は、６＋３Ｄ。（ダイスを振る）18で回避成功。彼女は翼を動かしながら、「そんなんじゃ、当たらないよ？」と言う。

アモーレ：………とほほーっ！

ベルダー：次は、俺とルーチェ。……俺が先に動いて《フライト》させてもらうぜ！

ルーチェ：はい！

ベルダー：ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションが《フライト》。対象はルーチェとサジ。（ダイスを振る）発動成功。

ＧＭ：では、ルーチェとサジは、風をまとい、ふわりと空中に浮ういた。

ベルダー：空中戦は、お前の専売特許じゃないからな！

ＧＭ：「へぇ。私に空中戦を挑むんだ？」

ベルダー：…………ルーチェとサジがな。

一同：おい（笑）。

ベルダー：だってそれが、前ぜん衛えいの仕事だろぉ！（笑）　ふたりを信頼して任まかせる！（笑）

サジ：できるだけがんばる（笑）。……ルーチェ殿、待機してほしいでござる。拙者が《アーマーブレイク》をたたき込こんだあと、攻撃してもらった方が効こう率りつがいいでござる。

ルーチェ：わかりました！　待機します。

サジ：では、拙者の番。ムーブアクションで移動して天使にエンゲージ。マイナーアクションでハイＨＰポーションを使用。（ダイスを振る）よし、18点回復したから、【ＨＰ】が全ぜん快かい。メジャーアクションは《アーマーブレイク》。フェイトを１点消費して、命中判定のダイスを増ふやす。（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：サジが刀で服（防具）を切り裂こうとすると、天使は「なにをする気!?」非難の声をあげる。（ダイスを振る）出目は１、１、３。回避失敗。

サジ：では、天使の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は12点さがったでござる。はらりと肩かたの部分が落ちたでござる。

ベルダー：おおおぉぉぉっ！　サジ、でかした！　でかしたぞっ!!

アモーレ：どんだけ喜んでんだっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：きっと、サジの顔は赤くなってるんじゃないか？（笑）

サジ：ぬう。不ふ覚かく！　女によ人にんの色いろ香かに惑わされるとは！

ルーチェ：ま、マズイですっ！　う……うちの男性陣が……ダメになっちゃってる……（笑）。

ＧＭ：そうあなたが頑張らなくてはっ！　ということで次は、待機していたルーチェ。

ルーチェ：ムーブアクションで移動して、天使さんにエンゲージします。

ＧＭ：空中で向かい合うサジと天使。その元に、舞い上がったルーチェも突撃していく。

ルーチェ：メジャーアクションは《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は21。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は５、１、６。回避失敗。

ルーチェ：《スラッシュブロウ》。（ダイスを振る）あ、目が低いかも。出目は37。ダメージは、47点です。

ＧＭ：彼女は眉まゆをしかめる。《アーマーブレイク》が効きいてる分、けっこう痛いんだ。彼女はくるりと宙ちゆうで回転すると「浅見さん、代わりの服を持ってきて！」と言います。

ベルダー：プレイヤーに頼たのむなよ！（一同爆笑）

サジ：次は、天使の《二回行動》かな？

ＧＭ：そのとおり《二回行動》だ。今度は、《連続魔法》で、《エアリアルスラッシュ》と《ファイアボルト》を使用する。対象は（ダイスを振る）……ベルダーとベルダーだ。

ベルダー：なにぃっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「私の口づけを避けたアンタへのお仕置きよ！」

ベルダー：あれはクリティカルが出ちゃっただけで……って、言い訳してる場合じゃねぇ！（笑）　《プロテクション》と《カバーリング》をよろしく！（笑）

ＧＭ：では、《ファイアボルト》から。（ダイスを振る）21。

ベルダー：フェイトを使っても、避けられなさそうだな。素すで回避する……（ダイスを振る）………ファンブル。なんだ、なんなんだ今回のダイス目はっ!?（一同爆笑）

サジ：ベルダー殿、天使に惑まどわされすぎでござる（笑）。

ＧＭ：どうせなら、《天使の口づけ》のときにファンブルを振ればよかったのに（笑）。

ベルダー：俺だって、そっちの方がよかったよ！（笑）

サジ：ここは《カバーリング》＋《カバームーブ》をして、ベルダーを護るでござる！

ベルダー：じゃあ、俺は慌あわてふためいたところで、さっとサジに庇われる。




　天使に見とれ、回避し損そこねたベルダーに迫る炎の前に立ちはだかったのは、サジだった。

　一瞬にして火焰に包まれるサムライは、熱と衝撃を屈強な身体で堪え忍ぶ。




ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは54点。

サジ：《トゥルーアイ》と《パラディオンⅠ》を使用。19点軽けい減げんして、35点ダメージを食くらった。現げん在ざいの【ＨＰ】は25点。

ベルダー：サジ、すまない！

ＧＭ：では、《エアリアルスラッシュ》………（ダイスを振る）………クリティカル！

アモーレ：ここでクリティカルは痛い！

ベルダー：素で回避。（ダイスを振る）出目８で回避失敗。

サジ：《パラディオンⅡ》を使うか？

アモーレ：いや、それだとサジが倒れるよ。ダメージ次し第だいでは、ベルダーが生き残れるはずなので、ここは、《プロテクション》の出目とベルダーにがんばりに賭けようじゃないか。

ベルダー：だな。菊きく池ちさんなら、低い目を出だしてくれるはず！

ＧＭ：そううまくいくかな？　ダメージは………（ダイスを振る）よし、でかい！　63点。

ベルダー：【ＨＰ】は50点。【魔法防御力】は５点あるから《プロテクション》の値次第かな。

ルーチェ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）21点軽減！

ベルダー：ダメージは37点くらった。【ＨＰ】が13点で、まだ立ってる。だがこれ………第二ラウンドの《天使の口づけ》を喰らうと死ぬ数値だな………。

ルーチェ：では《クイックヒール》を使用。（ダイスを振る）……ベルダーさん、30点回復です。

ベルダー：【ＨＰ】が43点になった。ありがとうございます！

ＧＭ：なんで突然敬語なんだ？（笑）

ベルダー：いや、さっきので、ちょっとルーチェとの距離感がね……？　「ありがとう、ルーチェ、これでがんばれるよ！」（笑）

ルーチェ：ど………どういたしまして（笑）。

ＧＭ：全体的に、空気が重たいよね。

ベルダー：それもこれもＧＭの罠じゃねぇかぁ───!?（一同爆笑）

ＧＭ：浅見を喜ばそうと思ったんだよ？　嬉しいだろう？

ベルダー：嬉しくもあるがぁ────!?

一同：ダメだぁぁぁぁぁぁ────!!（爆笑）

ＧＭ：さて、クリンナッププロセス。特になければ、第１ラウンドは終しゆう了りようだ。

ベルダー：ちくしょぉおおおおおおっ!?




●第２ラウンド

▼行動値

　天使　　　　　17

　アモーレ　　　11

　ベルダー　　　８

　ルーチェ　　　８

　サジ　　　　　７
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ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセス。まずは、《天使の口づけ》から。男ＰＣのエンゲージは別れたか……。じゃあ対象はランダムで決めよう。（ダイスを振る）サジだ。

ベルダー：ぬおおおお!?　がっくりと膝を突く俺（←悔くやしそう）。

ＧＭ：（ダイスを振る）13。

サジ：盾役なので、少しでも【ＨＰ】は減らしたくない。フェイトを１点使用。４＋３Ｄ。（ダイスを振る）よし、15で抵抗成功！

ＧＭ：二度目の誘惑を、サジは凜りんとした表ひよう情じようで払はらいのけた。

サジ：剣士に二度同じ技わざは通用しないでござるよ。

ベルダー：膝を突いたまま「〝シンクトワイス〟を舐なめるなよ！」と言う！

ルーチェ：ベルダーさんが、天使の後光にやられて、どんどんダメな人に!?（笑）

ベルダー：俺がやりたかったロールプレイは、こんなんじゃないんだ～っ！（笑）

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずは天使が《連続魔法》を使用。《エアリアルスラッシュ》と《ファイアボルト》だ。（ダイスを振って）最初はアモーレに。

アモーレ：来たぁ───！

ＧＭ：じゃあ、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》！　対象はアモーレ、命中判定は……（ダイスを振る）……達成値25！

アモーレ：ぎゃあっ！　こりゃ回避は無理ぃ────っ!?




　アモーレの回避は達成値12で失敗。その羽を舞い散らしながら放った天使の空気の刃が、その身を切り裂く。

　結果、50点のダメージを受け、残り【ＨＰ】は４で辛うじてアモーレは生き残った。

　二撃目の炎の槍はルーチェに着弾した。これは彼女自身の《プロテクション》により、勢いを減げん殺さいされ29点のダメージに終わる。




アモーレ：うひぃ……ヒドイ目にあったよ。

ルーチェ：で、ですね。みんなだいぶ【ＨＰ】が減りましたー。

ベルダー：さすがに敵も22レベルだし。《蘇生》の使用もにらみつつ、粘り強くいこう！

アモーレ：だねぇ。次はアタシだけど。さっきからフェイトが底をついてるんで、そろそろ聖石の欠片で回復したいけど……まだ、ベルダーのフェイトが残ってるし、微妙かな？

サジ：アモーレは待機して、先にベルダーに動いてもらえばいいでござる。

ベルダー：では、《リゼントメント》をたたき込んでやる。

ルーチェ：ベルダーさん、がんばって！

ベルダー：うん、がんばる！　だから、俺を見み捨すてないでね、ルーチェ！（一同爆笑）

アモーレ：ベルダーがルーチェにすがりついてる（笑）。頼れるベルダーさんはどこ？

ベルダー：みんなＧＭの陰謀なんだ！

ＧＭ：「あたしのせい？」

ベルダー：ぐはぁっ！　お、おのれＧＭ（笑）。いくぞマイナーアクションで、ハイＭＰポーションを飲む。（ダイスを振る）16点回復。【ＭＰ】が48点になった。

アモーレ：ベルダーさんが、エネルギー補給したぞぉ！

ベルダー：男はやらねばならないときがある。俺は、みんなの印象が最低のまま、死にたくはない！　って、………全然かっこよくないな、この台詞せりふ。

サジ：今さら体てい裁さいを取とり繕つくろうの!?（一同爆笑）

アモーレ：ベルダー、明らかにキャラ立てに混乱を来しているよ！（笑）

ベルダー：くっ、だがこのままいくぜ！　メジャーアクションは、《ウォータースピア》。《リゼントメント》を使用。（ダイスを振る）………命中は、27。

ＧＭ：（ダイスを振る）16で回避失敗。

ベルダー：フェイトを３点使用。《スペシャリストⅡ》の効果で、ダメージが＋１Ｄ。８Ｄ＋47。俺ができる男だと証しよう明めいしてみせる！　（ダイスを振る）出目で36。83点ダメージ。

ルーチェ：ベルダーさんが、混こん乱らんしながらすごいダメージを出しました！（笑）

ＧＭ：彼女は手を開いて、その攻撃を受け止める……という演えん出しゆつだけ入れておこう。64点ダメージを受けた。

ベルダー：やったか!?

ＧＭ：爆煙がさーっと晴れると、ばさりと翼の音が。そして、「ふぅん？」と彼女が。

ベルダー：投とう降こうしてくれ！　殺したくない！

アモーレ：強がってるけど、ベルダーの魔法を見て、その実力にはおびえるはずだよ！

ＧＭ：「おびえる？　誰だれが？」

アモーレ：ひ、ひい!?　アタシです、すいません！

ＧＭ：お前かよ！（一同爆笑）

ルーチェ：アモーレさん……（笑）。

ベルダー：ルーチェのフェイトが残り１点か。そろそろフェイトの回復を考えたいな。

アモーレ：ここは、ルーチェは回復しつつ攻撃をするのが……。

ＧＭ：「そのフェイト１点を使って、フェイトの回復で２Ｄ振るのが一番おいしいよ」

アモーレ：誰？　頭いい！

ＧＭ：なお、今のは天使の発言だよ。

アモーレ：とたんに罠わなっぽいよ!?（笑）

ＧＭ：罠じゃないよ。天使は対等に戦いたいと思ってるだけだよ。

ベルダー：「やっていい？」って聞こうと思ってたけど、あっさり教えてくれるとは（笑）。

サジ：なら、ここはフェイトがまだ余っている拙者が先に動いていいでござるか？

ベルダー：そうだね。ルーチェには待機してもらって、サジが攻撃をしてフェイトを使い切るのが効率がいいかな。

ルーチェ：ですね。あたしは待機です。

サジ：では、天使殿、お覚悟！




　と、サジは名刀村正で、天使に斬りかかる。

　フェイトを潤じゅん沢たくに使用し、20点のダメージを彼女に与えることに成功した。

　なお、サジはこのマイナーアクションでポーションを使い【ＨＰ】を40に回復している。




ＧＭ：これで、天使の累るい計けいダメージが[image: 111]になった。

アモーレ：ここでごり押おしをしたいところ。では、ルーチェ。

ルーチェ：わかりました。では、待機していたあたしが行動します。………マイナーアクションで、聖石の欠片を使用します。あむ！（食べる仕草をする）。

ＧＭ：食べるなよっ!!（一同爆笑）　

アモーレ：ほんま、ルーチェはんの食欲は、天下に鳴り響くでぇ!?（笑）

ＧＭ：お前はお前で誰なんだ！（笑）　では、聖石の欠片の効果で、フェイトが回復するよ。使用者がダイスを振って、その値だけ、ギルドメンバーのフェイトが回復する。

ルーチェ：では、振ります。フェイトを１点使用して……（ダイスを振る）……やった10！

ＧＭ：最高で５点までしか回復しないんだけど、これはすごい（笑）。

ルーチェ：じゃ、続いてメジャーアクションで《バッシュ》ですね……。フェイトを１点使います。４Ｄ＋８。（ダイスを振る）命中は、クリティカル！

一同：すっげぇぇぇぇぇ───!?

ＧＭ：絶妙なタイミングで来たな！（笑）　「やるわね」と天使も少し感心したように笑う。で回避は……（ダイスを振る）20で回避失敗。

ルーチェ：あたし、今、乗ってる!?　ダメージは９Ｄで……いきます！　……（ダイスを振る）……出目は30ぴったり。40点ダメージです。

ＧＭ：累計ダメージが[image: 141]。けっこう痛いな。でもまだ生きてる。

アモーレ：次はアタシがいかせてもらう。フェイトを１点使用。ミスリルの矢を使用して……（ダイスを振る）命中は20。

ＧＭ：（ダイスを振る）17で回避失敗。

ベルダー：残りの【ＨＰ】が30点を切らないようにしないと。《五重奏の光》はヤバイ！

アモーレ：だ、だけど……もし、30点を切っちゃったらゴメン！（笑）　《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）56点ダメージ。

ＧＭ：ダメージを46点受けた。痛いな！

アモーレ：当たればダメージは大きいんだよ！　ただ、当たらないだけで！

ＧＭ：アモーレの矢が当たると、ドンと再ふたたび砂さ塵じんが舞う。次の瞬間、七色の光が渦うずを巻まいて砂塵を吹ふき飛とばし、天使は翼を広げる。明らかに、瞳ひとみの色がちがう。

ルーチェ：これは……【ＨＰ】が30点以下になったフラグですね？（笑）

ＧＭ：うん（笑）。さて、次はこちらの《二回行動》。例によってランダムに決めよう。（ダイスを振る）……ルーチェだ。「まぁ、彼女なら、守らざるをえないでしょう？」

ルーチェ：ひい！（笑）

サジ：とりあえず、回避判定のダイス目を見てから、考えるでござる。

ＧＭ：「ベルダーくん、だっけ？　全力っていうのは、こういう風にやるんだよ？」ここでは、《連続魔法》を使用。ルーチェ、地、水、火、風、光、どれがいい？　「今なら、死に方を選ばせてあげる。石で殴なぐり殺ころされる？　火で焼かれる？　水で窒ちつ息そくする？　風に切きり裂さかれる？　聖せいなる光で消しよう滅めつする？」

ルーチェ：いざとなったら《アフェクション》するとして……とりあえず、光で！

ＧＭ：では、メジャーアクションで《ホーリーライト》を使用。それに、《リゼントメント》を使う。光の玉が直径50メートルくらいのサイズに広がって………。

サジ：直径50メートルもあったら、自分自身も巻まき込こまれるだろうが！（笑）

ルーチェ：イゼルローン要よう塞さいくらいのサイズがありますね（笑）。

アモーレ：いや、それはデカすぎ！　アーケン周辺地域が全滅だよ！（笑）

ＧＭ：い、遺い跡せきが崩ほう壊かいをはじめる程度ってことだよ！（笑）　巨大な光の玉を、ルーチェに向かって投げつける。（ダイスを振る）………命中は24。

ルーチェ：ここはフェイトを使わず回避……（ダイスを振る）出目は７。命中しちゃいました。

ＧＭ：「消えちゃって」天使がぽつりとつぶやくと、光の玉がルーチェに迫せまる！　ダメージは、《リゼントメント》の分を足して、[image: 230]＋７Ｄの貫かん通つうダメージ。（ダイスを振る）[image: 256]点。

ルーチェ：《アフェクション》でダメージを０にします！

ＧＭ：ニヤリと笑って、「《インタラプト》……」とつぶやく。

アモーレ：ひどい！　その《インタラプト》に対して、《インタラプト》！　天使の腕うでに矢を刺して、動きを止める！

ＧＭ：すると、パンと光がはじけて消えた。「今の、邪じや魔ましたの、誰？」

アモーレ：さあ？　イポスが邪魔したんじゃないですか？（笑）

ＧＭ：「イポスが邪魔したの？」天使はイポスにさくっと光球をぶつけ、彼を戦闘不ふ能のうに追い込むよ（一同爆笑）。

アモーレ：すまねぇイポス、アンタの犠牲は忘れねぇ………。

サジ：ひ、ひでぇ!?（爆笑）

ＧＭ：さて、二発目。対象はランダムで……（ダイスを振る）……ベルダーだ。

ベルダー：よっしゃ来い！　オラ！

ＧＭ：今度は《エアリアルスラッシュ》だ。（ダイスを振る）出目が低い！　命中は18。

ベルダー：回避判定を《トリビアリスト》で【知力】判定に変へん更こう。俺が２Ｄ振って６を出すわけないから、フェイトを１点使う。（ダイスを振る）………

ＧＭ：ここで避けられると、カッコ悪いからいやなんだけど？（笑）

ベルダー：…………また誘惑が（笑）。だが、ルクスの笑え顔がおのため、ルーチェの信しん頼らいを取とり戻もどすため、俺は全力で避ける！　（ダイスを振る）22で回避成功！

ＧＭ：では、第２ラウンドが終了だ。




●第３ラウンド

▼行動値

　天使　　　　　17

　アモーレ　　　11

　ベルダー　　　８

　ルーチェ　　　８

　サジ　　　　　７

[image: ]




ＧＭ：では、セットアッププロセスだ。ＰＣ側に特にすることがなければ、天使が《天使の口づけ》を使用するよ。

アモーレ：（少し考えて）……あれ？　……これを使われて、抵抗失敗すると回復されて、天使の【ＨＰ】が30以上になるような？

ベルダー：本当だ！　条件を満たさなくなるから、《五重奏の光》を使えないね！　……うおおおっ！　（本日最高の笑顔で）全力で《天使の口づけ》を受けるしかない！（一同爆笑）

ルーチェ：ちょっ!?　浅見さん……ひ、ひどい……っ！（と言いつつ大爆笑）

ベルダー：ちがう！　俺だって、こんな目には遭あいたくないのだ！　だが、すべてはギルドの勝利のため！　いたしかたなく受けるのであって……！（笑）

ＧＭ：……たしかに、現在の【ＨＰ】は21点だから、使うと30点超こしちゃうんだよな……。

ベルダー：っしゃ、キタぁ……っ！

ＧＭ：あ、でもスキルの対象はランダムに決めるね。

ベルダー：なんでだよっ!?　そこは空気読めよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：うるせえっ！（笑）　ゲームは公平にやらんと面白くないんだよっ！　どりゃ……っ！（ダイスを振る）…………ぐはっ!?　対象は、ベルダー……（一同大爆笑）。

ベルダー：…………おっしゃぁ───っ！（←ガッツポーズ）

一同：マジかぁ────っ!!（大爆笑）

ルーチェ：ベ、ベルダーさんに来た！　すごい執念が……っ！（笑）

ベルダー：すげぇ！　すげぇよ、にーやん！　（にこやかにしみじみと）いやぁ、ずっと疑ってたけど───ダイスの神様っているんだね……（一同大爆笑）。

ＧＭ：だろう？（笑）　命中は……（ダイスを振る）……11。低いな。

ベルダー：回避はしない。相手の【ＨＰ】を30以上にして、《五重奏の光》を使わせないことが目的だからね……っ!?（←やはり満面の笑顔）

ルーチェ：そ、そうですよね……（笑）。

ベルダー：（明るい未来を待ってるかのような笑顔で）いやー、本当は避けたいんだけどなー、これは受けざるをえないわー。

アモーレ：ヤバイ、あの笑顔……本音が隠し切れてねぇ！（一同爆笑）

ＧＭ：「……あは」　天使は目を細めてベルダーを見据えて笑い───。

ベルダー：さあ、こい……っ！　目をつぶって待ってる……っ！

ＧＭ：では、ふいにベルダーの頰に触れたのはとても柔らかく……そして暖かい感触。ともすれば、耳元に吐息すら聞こえて───。

ベルダー：（←史上最強の恍惚とした表情）

ＧＭ：なお、ベルダーを見ている他の三人は見た。今、彼の背後から口づけているのは天使ではなく───黒いイポスだ（一同大爆笑）。
















ベルダー：いや、ちょ……っ、待てよ……っ!?　引きはがしてやり直しを要求す……！

ＧＭ：さっきお前、目を閉じるって言ったじゃん。ベルダーはそのことに気づかない。

ベルダー：ひで──────っ!?（一同大爆笑）

ルーチェ：だ、黙っていてあげよう……（笑）。

ＧＭ：では、セットアッププロセスが終了。

ベルダー：ひ……ひどいや、にーやん………！（←机のうえにつっぷしている）。

一同：（←全員、大爆笑である）

ＧＭ：さて、イニシアチブプロセス。天使は《五重奏の光》を使うところが見せ場だったけど、今は使えないから……メジャーアクションは、《連続魔法》。（ダイスを振る）対象は、一発目がベルダー、二発目がアモーレ！

サジ：《カバーリング》＋《カバームーブ》はひとりしか守れないが……。

アモーレ：《蘇そ生せい》を切って耐たえるとか。アタシはもう倒れてもいいかなーと（笑）。

ルーチェ：みんな、命の扱あつかいが〝雑〟になってますよ!?（笑）

ＧＭ：まずはベルダーへ攻撃。《エアリアルスラッシュ》。（ダイスを振る）クリティカル！

ベルダー：（不抜けた表情でダイスを振る）………回避失敗。

アモーレ：サジは、ベルダーを守って。アタシはフェイトを使って、がんばって回避する！

サジ：了解。ベルダーを《カバーリング》＋《カバームーブ》……っ！

ＧＭ：「そんなふぬけた男を守るの？」ダメージは、７Ｄ＋25。（ダイスを振る）出目は32。57点ダメージ。

サジ：拙者が守るのは、ふぬけた男ではない。〝シンクトワイス〟の仲間でござる！




　ベルダーをかばったサジに、天使の攻撃が吸い込まれる。

　サジは、これに対応して持てるすべての防御能力を駆使して抵抗した。

　それは、彼の生命を刈り取るほどの一撃。

　───しかし、彼の生命力を１点を残してこれを耐えきった。

　アモーレを狙った二撃目は、回避で高い出目を出した彼女に華麗に回避される。




ＧＭ：くそ……っ、ではここでアモーレの行動だ！

アモーレ：フェイトを１点使用して、射撃攻撃。ミスリルの矢、最後の１本を使用。（ダイスを振る）命中は21。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ルーチェ：アモーレさん、がんばって！

アモーレ：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）…………54点ダメージ。

ＧＭ：（天使が受けたダメージを計算して）……まだギリギリ生きてる。戦闘続行。

アモーレ：しつこいヤツ……！（笑）　あとはルーチェに任せるよ！

ルーチェ：わかりました！　ベルダーさんは十分に天使さんを堪たん能のうしたみたいだし。ここは、あたしがやります！

ベルダー：ルーチェ………お前。

ルーチェ：お父さんにあったという資格が、あたしにもあると証明するため、自分自身でこの戦いに決着をつける必要があると思うんです！

アモーレ：おおっ！　ルーチェ、成長してるじゃない!?

ルーチェ：ご飯を食べてばかりじゃないです！（笑）　じゃあ、確かく実じつに当てるために、フェイトを２点使用して、５Ｄ＋８で命中判定……（ダイスを振る）達成値は24です！

ＧＭ：「おもしろい。キミの覚悟、みせてもらうよ」天使は空中で光の弾丸となったルーチェの攻撃を回避しようと、羽根を拡げるが……（ダイスを振る）……16で回避失敗！

ルーチェ：当たった！　当たりました!!

ベルダー：いけっ、ルーチェ！

アモーレ：ルクスのために！

サジ：父上の遺志を継ぐために！

ルーチェ：はいっ！　では、メジャーアクションで、《バッシュ》。を使います！（ダイスを振る）…………35点ダメージ！




　聖なる光弾が、天使の軌跡を捉えた。

　瞬間───放たれる眩まばゆい光が、異空間の戦場を埋め尽くす───。

　それは、少女の思いが、聖石の管理者の届いた証であった。




ＧＭ：くっ、天使は25点ダメージを受けた。ルーチェの一いち撃げきが、天使の身体に打ち込まれる。すると、そこからパシパシっと光が走り、天使が纏う光を砕くだく、新しい光が生じるんだ。

ベルダー：で、結果は？

ＧＭ：耐えられない！　戦闘不能だ！

一同：よぉっ────しっ!!

ＧＭ：彼女は悲鳴をあげながら墜つい落らくし、閃せん光こうを放ち、光の中にとけるようにして消えていく。光がやんだあと、立っていたのはキミたち四人だけとなる。

サジ：本当に勝利できたようでござるな。

アモーレ：ふぅ、一時はどうなることかと思ったよ。主にベルダーに言動が変だったから。

ベルダー：す、すまん！（笑）

ルーチェ：とにかく（笑）。これで聖石が手に入るんですよね。

ＧＭ：ああ、キミたちは試練を乗り越えた。にしても……ひとりも死なないとは……（笑）。

サジ：ベルダーがあえて、キスをされなければ、マジでヤバかったでござる。

ベルダー：（満面の笑みで）てことは、俺がＭＶＰ!?

ルーチェ：ちょ……調子に乗りすぎですよ、ベルダーさん！

ベルダー：すみません（一同爆笑）。

ＧＭ：では、ドロップ品の処理をしたあと、エンディングフェイズに入ろう。

一同：はーい！




　なお、天使が落としたドロップ品は、「天使の服」だった。

　あらん限りのフェイトをつぎ込んでロールに挑んだベルダーは、心の底から涙した。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆聖せい石せき




　名も無き天使との戦いは、ここに終わった───。

　それは、彼かの女じよにとってはほんの気まぐれ……暇ひまつぶし程てい度どの戦いだったのだろう。

　かの天使は満足した様子で、再ふたたびルーチェたちの眼がん前ぜんで笑えみを浮うかべた。




ＧＭ：では、ここからエンディングに入ろう！　……くそ、それにしても、わざと天使を回かい復ふくさせて必ひつ殺さつ技わざを防ふせぐとか……（笑）。

ベルダー：いやあ、俺おれはデータの記き述じゆつに厳げん密みつに則のつとっただけだよ？　ん？（まぶしい笑え顔がお）

ルーチェ：あ、浅見さんがいい笑顔を……（わなわな）。

ＧＭ：まあ、いい！　ともかく演えん出しゆつを始めようか。シーンの舞ぶ台たいは、さきほどの戦場───ではなく。気がつけば、キミたちは王城の謁えつ見けんの間に立っていた。

一同：おお？

ＧＭ：そして、キミたちの眼前には黒いイポスを従したがえた天使が、どこか満足げな笑顔で立っている。「あー、楽しかった。ほんとに」　まだ興こう奮ふん冷めやらないのか、その頰ほおは上気したかのように、赤く染そまっている。

サジ：こ、こっちは死ぬかと思ったわけでござるが───。

ルーチェ：それでその……聖石はいただけるんでしょうか。

ＧＭ：「───約束は、守るよ」彼女は目を細めてそう告げて……パチン、と指を鳴らす。すると彼女の直上に、巨きよ大だいな……そうだな、全高五～六メートルほどの透とう明めいな〝石〟が空間を割わってせり出してくる。それは虹にじ色いろに輝かがやく、透明な岩の塊かたまりといったもので……。

一同：でかっ！

ベルダー：さっきもらった欠片かけらの何なん個こ分だよ、これ。あの欠片一個でフェイトを回復できるってのに……ゴクリ。

アモーレ：しかし、これをどうやって持ち帰れっていうんだい。

ＧＭ：「平気だよ」再び彼女が指を鳴らすと、ふいに〝石〟の輪りん郭かくが蒼あお白じろい光に縁ふち取どられて……〝ぎゅるんっ〟異い音おんと共にその形が崩くずれて瞬しゆん時じに収しゆう縮しゆく。直径二センチ程度の球体になって、ふわりとルーチェの眼前へとゆっくり舞まい降おりてくる。

ルーチェ：おー……石を手に取ります。これで、街を救えるんですよね！

ＧＭ：「もちろん。あの程度の瘴気を吹ふき飛とばすくらい、わけないよ」

ベルダー：ありがたい。この〝聖石〟、必ず役に立ててみせる。

サジ：ではルーチェ殿、一いつ刻こくも早く街に戻もどるがよいかと。この石を届とどけるのが遅おくれて、街が神しん殿でんに攻こう撃げきでもされたらシャレにならないでござる。

ルーチェ：そ、そうですね！　行きましょう、ベルダーさん、アモーレさん！

ＧＭ：「あれ、もう行っちゃうんだ？　……一三年ぶりに楽しかったよ。いつか、もう一回やり合おう？　次は、全力で相手してあげるから」

一同：…………。

ベルダー：つまり、また会えるフラグか。悪くねえ話だ。

サジ：しかし、あれで全力じゃないと……。

ＧＭ：だってさ、最後に《五重じゆう奏そう》使えなかったし。

ルーチェ：そこかー！　そこでフラグが立っちゃったかー（笑）。

ベルダー：（無む駄だにいい声で）……ありがとう、名も無き天使よ。できることならもう一度相まみえたい。前向きに。相まみえたい。個こ人じん的てきに……っ！（←輝く笑顔）

アモーレ：わー、この人最低やー。

ルーチェ：はいはい、行きますよ！　ベルダーさん……っ。

ベルダー：お、ちょ……っ…………………………素す直なおに引きずられていきます。

ＧＭ：「じゃ、お城しろの外まで転送してあげる」　ベルダーを引きずって部屋を出て行こうとするキミたちの背せ中なかに、天使が声をかける。その言葉と共に、キミたち四人の足あし下もとに見たこともない魔ま法ほう陣じんが開かれ、光を吹ふき上あげる。光は風を伴ともない、四人の髪かみや服を揺ゆらして───。

アモーレ：なんでもありやな、この天使。

ＧＭ：吹き上がった光はキミたちを包つつみ込こみ……転送が始まる。キミたちがこの場を去る間ま際ぎわに、天使は言葉を掛かける。「じゃあ、最後にふたつ」

一同：お？

ＧＭ：「キミたちは、もう関かかわってしまった。もはや、赤と黒の命運に絡からまれ、逃のがれる術じゆつはない。八〇〇年前……そして一三年前と同じように、その未来に見えるのは赤と黒の絶ぜつ望ぼうだけ───」　彼女はうっすらと笑みながら君たちに告げた。

ベルダー：赤と黒？　あの瘴気の話か。クロウ・クルワッハのことか。

ＧＭ：「……でもこれはおそらく、初めから決まっていたことかもしれないよ、ルーチェ・メテオライト」

ルーチェ：え、名指しですか。

ＧＭ：天使は意味ありげにほくそ笑み……キミたちが今まさにこの場より消えようとする、その刹せつ那な。彼女は最後の言葉を口にした。「そして、ね……」




「───あなたのお父様は、死んではいない」







◆Ending02◆天を貫つらぬく光




　問い返す間もなく、四人は聖城の外へと転送された。

　視し界かいを覆おおった光がほどけ、眼前に取とり戻もどされた景色は王都アーケンの街まち並なみだった。

　ルーチェがやおら振ふり返かえると、そこには王都の象しよう徴ちようたる聖せいなる城が悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。




ＧＭ：では、本セッション最後のシーンを始めよう！　えー、舞台は……。

ルーチェ：気になる─────────っ！（笑）

ベルダー：なんてところで切るんだ、にーやん。鬼おにか悪あく魔まか。

アモーレ：城に戻っていろいろ聞き返したい気分でいっぱいじゃ───っ！　でも、きっとそうも言ってられないはず。

ＧＭ：そのとおりだ。すでに、瘴気に汚お染せんされた街は神殿の攻撃を受けているかもしれない。

一同：え……っ!?

ベルダー：いや、まだ数日残ってるよな……？

ＧＭ：ランダムダンジョンに入る前に少し演出したが、あの空間は時間の流れが不安定なんだよ。あの中にいると、地上では数日が経けい過かしている……。

一同：えぇ──────っ!?

ＧＭ：……かもしれない。

一同：かもしれないっ!?

ＧＭ：そう、ここで地上ではどのくらいの時間が経過したか、ダイスで決める。ささ、ルーチェさん……２Ｄ６を振ふってもらおう。それが城を出るのにかかった日数になる。

ルーチェ：え……っ!?　じゃあ、10とか振ったら……！

ＧＭ：すでに、街は神殿によって滅ほろぼされていますな。

ルーチェ：責せき任にん重大すぎる……！

ベルダー：面おも白しろい……（笑）。

アモーレ：なるほど、情じよう報ほう屋やと会うだけでずいぶんと時間に余よ裕ゆうができたなと思ったよ……最後にこういう仕し掛かけがあるとは……。

ＧＭ：なお、ダイスを振ったあと、ルーチェはフェイトを１点消費するごとに経過した日数を１Ｄ日、巻まき戻もどすことができる。また、ギルドメンバーは２Ｄごとに一Ｄ日減へらせるぞ。

ルーチェ：フェイトは２点残ってます！　残しておいてよかった……！

アモーレ：なんとかなりそうだ！

ルーチェ：では、２Ｄをいきます！　小さいの小さいの……！（ダイスを振る）………10です！　って、えぇえええ───っ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：このままだと一〇日経過……つまり攻撃は開始されてますよ。

ルーチェ：フェイトを２点つかって、巻き戻します。……（ダイスを振る）……６！

ＧＭ：ぬ、では四日という時間が経過したことになるな。

ベルダー：よっしゃ、これなら攻撃開始前までに、ゴヴァノールにたどり着ける!?

ＧＭ：（メモった数字を見て）……うん、たどり着けるな。

ルーチェ：すぐにゴヴァノールに向かいます……！

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちは疲つかれた身体を休める間もなく、弾けるように駆かけ出だした。




　　　　＊　＊　＊




　ゴヴァノールを覆い尽つくす、瘴気。

　赤と黒に煙けぶるこの街を、千は下らない神官と騎き士し、魔ま術じゆつ師したちが包ほう囲い網もうを敷しいていた。

　ユーカリ王国はもちろんのこと、パリス同どう盟めいの各国、ヴァンスター帝てい国こく───近きん隣りん諸しよ国こくより派は遣けんされた精せい鋭えいたちの姿すがたもある。

　整然と列を成す彼らは沈ちん黙もくを守り、号令が下るのをひたすらに待つ。これだけの数の兵士がいるというのに、場は静せい謐ひつに満ちていた。

　指し揮き官かんの名は、レオーネ・アディンセル。

　すべての指し揮き権けんと責任は、彼の手に握にぎられている。

　彼は空を仰あおぎ見みて時じ刻こくを確かく認にんし、ゆっくりと瞳ひとみを閉とじてその刻ときを待った。

　それはまるで、なにかに祈いのるかのように。




　───予定の刻がきた。




　レオーネはやおら目を開くと、視し線せんの先で静かに佇むゴヴァノールの街を見み据すえ、その右みぎ腕うでをゆっくりと天に向かって掲かかげた。

　これが振ふり下おろされれば、兵士たちは雪崩なだれの如ごとく街へと襲おそいかかるだろう。

　おそらくは今日という日が終わる前に、ひとつの街がその歴史を終えるのだ。




ＧＭ：……と、キミたちはそんな場面に登場することになる。今まさに、レオーネの腕うでが振り下ろされようとしたその刹那───。

ルーチェ：レオーネさん、待って──────っ！

ＧＭ：その凛りんとした声を背中で聞いて、キミたちからは見えないものの、レオーネは「……フッ」と口元に笑みを浮かべる。そして、高らかに宣せん言げんした。「……現げん時じ刻こくをもって包囲殲せん滅めつ戦は中止！　〝聖弾〟ルーチェ・メテオライトがもたらす光をもってかの街を浄じよう化かする！　兄弟諸しよ君くん！　ゴヴァノールの全市民を、救出せよ……！」

一同：おぉおお……っ！（笑）

アモーレ：やべえ、レオーネがかっこいい（笑）。

ベルダー：よし、いっちまえ、ルーチェ！

ルーチェ：はい！　〝聖石〟……力を貸かしてください！

ＧＭ：その言葉と共に、天に掲げた〝聖石〟より光が吹き上がった。それは一ひと条すじのに束ねられて天を貫く！　空を覆った暗雲を吹ふき散ちらし、世界を照らす光がゴヴァノールを覆い尽くした瘴気を分ぶん解かい、浄化していく。

サジ：せ、世界を照らす光って……！（笑）

ＧＭ：それはまさに天に穿うがたれる光の柱。今、世界中の人々がこれを見上げているはずだ。

アモーレ：ちょ、ちょっと予想以上の力だった……！（笑）

ＧＭ：見る見るうちに消えていく瘴気と、光を掲げるルーチェ……これを交こう互ごに見ながら、その場にいる一千の兵士たちが言葉を失っている。

ベルダー：やべえ、俺たち有名人……！（笑）

ＧＭ：そこからの展てん開かいは早かった。やがて、瘴気の気配はすべて消きえ失うせ、包囲していた兵士たちの手により、市民の救出が始まる。瘴気に汚染された人々も大おお勢ぜいいたが、そのすべては元通りに回復している。

ルーチェ：よかった───っ！

ＧＭ：先ほどまでの静けさはどこへやら、今、この場は救きゆう護ご活動による喧けん噪そうにあふれている。そして、キミたちの背はい後ごから、おずおずと掛けられるその声は───。

ルーチェ：ルクスちゃん……！

ＧＭ：正せい解かい（笑）。そして、駆かけ寄よるルクスを抱だきしめるルーチェ───この光景を持って、今回の物語は幕まくを下ろす。

一同：お疲つかれ様さまでした───っ！（笑）




　これは駆け出しの冒ぼう険けん者しやたちが、英えい雄ゆうとしての階かい段だんを上り始めた最初の物語。

　運命に見いだされた四人はやがて、さらなる事じ件けんの中心に立つこととなるだろう。

　だから今は、今だけは……。




　彼女らに、ほんのひと時の安息を───。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖弾のルーチェ②』




第四話「天使の微び笑しよう」




─ＦＩＮ─









　　　超ちようあとがき




「ＴＲＰＧのシナリオってさ、作るのがすげー大変だよな」

　私わたしがＴＲＰＧを遊ぶようになって少し経たった頃ころ、友人とこんな会話をしていたことを、今でも憶おぼえています。

　そう、それは三〇年近く前の話。

　当時は、今ほどＴＲＰＧを遊ぶ環かん境きようが整っておらず、また、どうやって遊ぶのかという情じよう報ほうもそれほど充じゆう実じつしていませんでした。見よう見まね、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえしながら仲間同士で毎日のようにセッションをしていました。

　もちろん、ＴＲＰＧを始めたばかりの頃は「シナリオを作ることそのもの」が楽しくて、大変さなんか感じることなどなかったのですが……一年ほども経つと、そういうわけにもいきません。先ほども言ったとおり遊び方の情報も少なく、どうしてもシナリオの内ない容ようがマンネリになってきてしまいます。

　しかしプレイヤーたちは、一回のセッションを終えるたびに〝面おも白しろさ〟の要求レベルをどんどん上げてくるわけで……シナリオ作りのハードルもどんどん高くなっていきました。主にＧＭを中心に遊んでいた私にとってそれは、地じ獄ごくとも言うべき状じよう態たいだったわけで───。

　そしていつしか、妄もう想そうするようになります。

「ああ、もう！　ダンジョンを自動生成してくれるルールとかあればいいのに！」

「いや、むしろダンジョン以外のシナリオを自動生成してくれればいいのに！」

「いやいや、ＧＭがいなくてもＴＲＰＧできるルールがあればいいんだ」

　あれから三〇年近くが経ち、今やそのほとんどが実じつ現げんしました。

　本リプレイのシナリオもそんな若わかかりし頃の叫さけびが、そして想おもいがあったからこそ、できがあったものと言えましょう（笑）。

　本リプレイが、少しでもシナリオ作りに悩なやむＧＭのみなさんのヒントになれば幸いです。




　　　　＊　＊　＊




　さて、本リプレイ『聖せい弾だんのルーチェ』は次の第三巻かんをもって完結します。

　これまでプレイヤーたちが発信した妄もう言げんや設せつ定てい、セッションの流れで決まった内容などなどをどうまとめていくのか……最後までお楽しみくださいませ！








　　二〇一四年九月　〝俺おれ、この仕事が終わったら結けつ婚こんするんだ……（うそ）〟な菊きく池ちたけし
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スプリット・セカンド








菊池たけし

／F.E.A.R.





[image: ]





平成26年10月25日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8939（編集）

http://fujimishobo.jp




(C)FarEast Amusement Research Co.,Ltd. 2014

(C)Akane Sasaki 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『アリアンロッド 2E・リプレイ　聖弾のルーチェ②　スプリット・セカンド』平成26年10月25日初版発行















item/image/p319-1.jpg





item/image/p043.jpg
r‘_\ AN
& b

XN

/ /Q

(v

e

H\l e —\}

LNV 4 itk ea—vY
ISA AT/ =T
HP:46 MP:61 7JxAh:5
SAT)A A [—8A]
P8 (1)
889 5]

\

B
= ON0
X

HWHEAFIL
(Z’—}bj'DJ K1

\=

A —5—
ZK?) 1/ 548 1/ (Qver
roA232) 1/ (VEVRXYR) 1
/ ARIYITSAM) 1
; \ YA
IW—FIDOHECHTHD, R A (IVY400RF«7) 1/ (IV3—

\

LD DXL IRICEITS DEfTER. \ 5’32)1 UAD4ZXFLY 1/ (&
PLONELFAD RO, RIS f(z;i})l‘ (RUEPUZIT /()

fHRIBLY. FILR VU IRDA R —BAFI
DEHFEZEHD. TDHBERE. (EVR9—0O7) 1/ ARXPPY 1
BN ZEE DX DB CIA7Z8) O— 2L

F RARYPURRI 1K)
gii‘fﬁf?@f’? r‘mb\? 2l FEFBOR, )\ b/ IORF—
AN\ y T X~/ S0
" = CAO





item/image/p042.jpg
et ) 3
Wy +/

L~

Pt 24
'J/ ) \ S.’
G o

—tni T T |

LA 4 ik Ea—UY
ISR :PIASAN/ D37
HP:51 ‘MP:55 JxAh:5
SA7)(R HE (#E]

8 (1]

B89 [E%)
HWHEAFIV
(F=IWS59VF) 1
FPIASARAFI:
(FOF79v3) 4/ (=W 1/ (&
Ay2—) 1/ (PIxHY3N1
OA—UFPAF): i / 7 y
USy22) 5/ (F—LAIZFU-) 1 2 FIVR S IHIRIA R DYU—
/ {A5va709) 1 /

F

[ F— CEXDBEZHE.! B
—BAHI - el e
(Fa—hZIDU9) 1/ (F7—2h BLBO HEHEELTHETS
IAR) 1/ / B Nrrehh EZBEOEHEEIEE S
O—JVAFIL: \ FIWSOVT T2, BREENIR

;’:7;37;4;; e DNERELTVBH - FARBEBL .

CIPAY. / y [ . = 5

: gl o TRCORAS” T o I BEAETHD, —7 BOER (7
ol R b eyt Z=HCANRL IFEOARR D

o C/EI0)






item/image/p163.jpg
VSIB7- I BHE) sisoviame

7!3'7!' G\






item/image/p283.jpg
QL

® ¢






item/image/p161.jpg
1

~—






item/image/cover.jpg





item/image/p311.jpg
KMEDTIHRHL T/ T T2






item/image/p319-2.jpg





item/image/p075-3.jpg
RMLE—ar]

k&

IRV DRER

ZIEH]

[Rif. KERE TEDIHEBRD
R—TaVhHBE>TVEHEWVD
BN DD, TNZRHEL. TE

= 1D=
JUTEE | [507] 10
(73] 10

NPCOU7

3Bk

100G
MPR—3>X1D6






item/image/p075-1.jpg
oLl
KA 97 /- IUHEERG

18IS, HEFEES, BRETSE
NICHHDERE. TDShu

ZNrEIFENES]
i 1D
JUFPHE | [F0] 13
[#5#] 10
NPCOVU7 | 4LIE
R 150G
HMP—3>X1






item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p075-2.jpg
JIZARFVI—No. 1-@

Rip i

DB HD

&IRE

ISAVDEER

[BBHHBENSEFENTLCEED

ABUTR. CNZPIRT AT
ANEIFTFLWVAL]
8 1D
JUFEE | [H1] 10

(=] 10
NPCHU7 | 3Lt
A 300G






item/image/p093-2.jpg
Mool

&IRE

~oYr—I\V5—ES

[BEEECEHRDEEDFICAD
TeAIED, TNDERS7EREH T
DA, FHOBDD D THELLT

)

[ 3D&

JUFEE | [111] 15 (=] 12

gk [f&1] 12

NPCHU7 |5LIE

SRR 1000 G
HIE(CRBUTc#X

SDOBBEYX—Y






item/image/p116-1.jpg
JIZKRFV){—No. 3—O

CHRREIN DI

&nE

[D. FFMEDEEMER. S5&oL

S COBEINCH S EMZHR L
feo ZDTANINEGDTIEL

Wl

o 3Dm

SUPHE | 5101 10 [H1715)
* BT
NPCHVU7 | 3Ll E

SREM 700G

[Hh] YvyImEz
REFBEVNEFENL,






item/image/p093-1.jpg
YJIARFVIN—No.2-0O

(BT — V2095

{KIRE

EHDIREAMTED

[75dlC. 113

[FEEU . DLD

fEofcd—UAIC. B&hERSN

TEEFENSE
f&es]

WAL K, @

LS

2D

JUTRE

J-UVALRERSNT,
SABUEEERDT L,

NPCOY7

5Lk

500 G






item/image/p116-2.jpg
[YpieiRiG
KRS ISAUER
[Boff, BXYEZESENERIC
Hgdd. TNERALTIELL

(0 3D&
SUTHRE | [5=E] 8
* BithlcT
NPCHU7 |5LIE
2BEH 10006

HMPR—>3>X2






item/image/p131-1.jpg
JIAKFVI\—No. 4—®

[ 7 A |

{KIAE ISV ITTIVT VMR
[BlREDEWDEEL. TV

NEENOHIEYEZREIT K]
[ 4D\
U

NPCHVU7 | 6LLE

SREM 1000 G
RS LETHR—F 2






item/image/p307-1.jpg





item/image/p307-2.jpg





item/image/gaiji-suji111.png





item/image/p131-2.jpg
JIZARFVI\—No. 4—-®

MiRoiEdh |

&IRE EBBNTv—I\V5—

[DWICEDIFfe?Z, GEHDBEH
Zl EH. BODBILWVWEZEFES
et

8 4D

JUTHE | RHICT

NPCHU7 | 6LLE

SREM 1200 G
rOvZ7@RO—)L
2-5,6-11. 12-15. 16






item/image/gaiji-suji230.png
230





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		超まえがき



		第三話「おそるべき二一のクエスト」



		第四話「天使の微笑」



		超あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-suji220.png
220





item/image/p179.jpg





item/image/p212.jpg
_ WFzoseasar |

WEAFIV : (F—I5OVE) 1
FASAPRFIN(TOFO23) 6 /(=W /(D4
2e—=IW 1/ (FPI1023N 1

DA—=UPRFI:U v22)5 AP—LAIAZU-) A
Sw2a709) 2/ (Z=IVFARSAD) 1
—WBRFIASASS DI /(TP—ARIAR) /(+
v==un1

O—WAFI : U\IZATSA 1)

B DA /A BROE/ I\ T —F—7—
S ZRVIRA Y NP~ —/ AT

LNIL: 5 % ea—-UY
OISR FIASAN/ D3—U7
HP:57 MP:61 Jx(h:5

WEAFIV - (A—IL5DVF) 1
AATAFN:(RITI0IARAN) 4/ (D4—5—2LT)
1/ 0548 1/ Qreyb~Ao3) 1/ (UEVE
XYW/ ARIYITSAM 1

C—IRFW AIIHAOONT47) 1 / (DI VA)
1/ UMD4ZIL) 2/ (997402 1./ (FIEFY
AR 1/ I 2

—WBAFI :(EVAG—O7) 1/ KPPy
O—-WAFIZRY P UZ R (K)) /AR PV R (K))
B FEFROR ) \v b OORT -~/ AR

HP:50 MP:69 Jx1/h:5






item/image/p297.jpg
KD FTIIRE T Tas s Ta 7]






item/image/p337.jpg
VSKLE 159 o

—Fz






item/image/p213.jpg
LRIV 4 W% xI7—7
ISR AT/ PIASA
HP:52 MP:45 Jx4/h:5

WEAFI : GOy IRA5—) 1

Y=TAFEN DTG I) |/ AETPIIIANSAD)
1/ A95TN 1/ ARUpS(X:8) 1
LoIv=2F  (P—LARAZ)—8) 1 / (AE—F
3y 1/ Gazro-) 1/ (AMOVIRD) 1./
(TSAVEYAR) 3/ (UB12)) 1

—HAFI (UL—TSv N 1/ (TPAVERNSY ) 1
/AARI—=RIALZ) 1

O—-WAFI: (Tx9—1) / (Jxz9-1)

B LIRS I\ OORP——/ NoR5—ZT
IS =TRY=

LNIv: 4 W% ea—-Uy
ISR 0F—=VT7 BLSA
HP:60 MP:437x4

WEAFIV: U\—TTSy R PITIM) 1
IA=UFPRFI : HI VD) 1/ D —L—T) 2/
F—M—FK) 3/ (DIRIIN—5-) 1
YLSAAFI : (P—LXZAFI—:T) 1/ (AEUv
FTYLSA) 1/ Abol—T7A) 1/ (F—=TAD)
3/ AMSA0I)wo) 1

—WAFW  (XFPYN N/ FAVFYI) 1/ (EAH
U=1

O-IWAFI: USTaAV) / UST4FV]D)

B ERTAT /B FIMDFIA VA TP
AV DT ——/ BRI






item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p175.jpg
VSIR AN\ BHE) sosovimme

$IN el Zh O \)






item/image/p051.jpg
%

.
’/%

n





item/image/p322.jpg
[901L4] DIRZ=—HRIDFER

- BEfasm
S AE B -
LNV :6 (D)

[EEpstE 7] D&Y
(BHT—AK) 1: L=—T70V3
Vo FA—TIBINE(TIED. TD
XAV TOBRATITED BEBE
DIA—=I(T+ 1 DI Do
(EEfiTEEe i) 1. Ny RRT—
FA5  ZAUwT) 1

cF—Fi—
SR B —

(29|78
[#73EER5

® GE2)
73] L

(FOEE | %) 2

- @R

SAE B -

LA
[€75ioat
(BkF)

10 miL

5 GE2)
73] [BEARLE] (FEIC.
@Y STy D IORE A

ADEEE [FEr] Ox

RETIE D FRICEFILITIBA.
MRIC (¥ L] 25X 5.
(Fv—Y) 2






item/image/p045.jpg
AR CREREEIATE S NEEDT,
BARICEROICRADY LS5,
ROKHBCODTAIISUEES
NTOh LA THDT 1%
[CHUSNMIL=F TOEEFITDL
T EEBDC~EDHICT T AN
TEIRlfE. BA LT BRI
A TRRICIS. (HR7ZHE D,

Lo\ eesy =

BN

C

> B
VR,

<=
ST ONTE O ¢ v N TN EE
. "’#S‘J":W\s’f‘:ﬁﬁ'ﬁ H \“._,;\:,_]

Mool

LNV 3 HlilEEa—UY
ISA O —UP /LA
HP:52 MP:38 JzxA h:5
SA7)R: HE [EENE

958 (EFIE)

B89 [1217]
HWHEZAF)V
U\—=DTSyR:PIRIRM) 1
OF—UF2F):
hI—U2o) 1/ h\—L—T) 2
A= -8 2/ (DTRI—5-) 1
YLSAAFI:
AFP—LAIAZAZY— 7)1/ (REVUY
rATYLS5A) 1/ (bob—74A) 1
P ——Ue) &
—BAFI
RXPP YN AFPAVFYI) /(E
AU 1
O—JLAFI :
UGST1A1)
E- B
ER/FTA7 /& FRDF 1A /A1
W/ ITPAIRA Y NP ——/ BRI





item/image/p044.jpg
UNIL:3 il 27—
ISR AALI/PIASA
HP:46 MP:40 JzxAh:5
SAT)(A : HE EFREE]

8 (4]

B8 GEC)
HWHEZAFI
(FH=yoIA5—) 1
I=TAF):
(OARPIYIY 1/ AEPIIITARS
A9) 1/ AVE5TI
LI —2F): ~\ RAN:
(P—LAIZAIY—:5) 1/ AZAE— ,\‘.\j
K¥3yh) 1/ (Fa7L70=) 1 BNBOBER S IZR T 7—
;zrcuam-j)x (FSAVEHAR) OV BDNEBES AR T
—2 MoBEERECN=UT20B8%E
WL—TRSy N ATPAVERSY MICBIRE 1S Ofcs ZD%. BH D
DN/ ARAP—=FIALD) 1 THFIVR VY IRTA R DAY
O—IRFIL : J—EBD S —F TORICETT,
el %, WEWREFEEL. BOBH (7

Z:0VIKD /NNy b/ I0R7— o S
v g7 S BLEE S (D—ERET 5.0 P
) 5\

W 5 ff{fﬁ N






item/image/kuchie-002.jpg
e
Hh—< |

eﬂ&ﬂ*%k

[EEOB OIS, s

p i”wr-w:rcwr:a%f%z
. @:—7@/}& (2). BHoTH

K “SYIRTAR DAVIN—

&ﬁ&yﬁrm.
]

SF umcaom‘vw

RO BRI
- H\*\—\é:m (C‘H_l

= : .
LAV 4 ik Ea—UY |
ISR PATAN/IA—UT
FIK "TYIRILR OU— |
S—%BHBIR, BhBHH
EBIEEABNEHD. RER
LERAZE> TS, BoTL
’ BAMEHOTHIT. FE=
LR BELEER>TOS. B

| ROBANCESEKS S 1? RAOAD, FEHICRARH R,





item/image/kuchie-003.jpg
—_—

=

B N=

= .a

RE e s
= )






item/image/p328.jpg
VSEMT w25 rmus






item/image/p140-1.jpg
K5 00) 2
&S >
[y hOEMEFHUIEATT,
CNEEDIFTCREIFTL ISV

&m 6DR
VTR | BT

NPCHVU7 | BLLE

SREM 200 G
MPR—23>X1






item/image/logo-db.png





item/image/p317-1.jpg





item/image/p317-2.jpg





item/image/p140-2.jpg
JIARFVI{—No. 5—@)

Fi 0L e

&RE EBBNIv—I\V5—

[1EHIE. BIZBEDHEL»TDIE
[CEVITRR. HElFEET. 7
AT LIFFECHOTLIT]

== 4D
JUTPHE | RHICT

NPCHVU7 | 6LLE
EREM Rith






item/image/p087.jpg





item/image/p362.jpg
V Siﬁ B35 NEIhaEs






item/image/p113.jpg
s
T

I/I/f//I//I/I/t//////////////////////
i

////////////////////////////////////

e ¥ AR VAT B
ST AEER d T ST ITRARTTIIR, T R,

ml/t/’t/[/l/ //
mm////////
\ e S
% PRy 52 LI / 7
A, ///1111//1////////

— ,,#,,;////7/

Z
G0 /////////
LALIALIILIIIIS 07 ///1///////
i /
A ///////
N A
53 AL 17 S5

i ///
LA 2 S

7
#7777 ///
s W A S
v ;/////////////////////////////////////////
S

7
7
5






item/image/p078.jpg
B—9—2 : SI X MBIRIRR

N\
2-@

3—@

-0 T BET 1-0

—( 3» — EL—b
5 -» BUIL—b

] HEA—AT W

AR [ <

CHC





item/image/p199.jpg
U R EE o UTu
i lolr=7=@)

7578) AR

B






item/image/p353.jpg
VSKLE w259 rmum






item/image/gaiji-suji164.png





item/image/p117.jpg
JIZARFVI\—No. 3-®

(IS 2 0k )

&nE

EBHNTv—I\V -

[Bof. LHDEUDTRIKIEDGE
BUTZ50L, TNZHEL. &

PIDAOZREHE]

as 3D=

JUFPHHE | [=E] 10

* IRhICT

NPCYVU7 |5LIE

SREA 10006
BERDIFTm






item/image/gaiji-suji160.png





item/image/gaiji-suji1_2.png
1.2





item/image/p118.jpg
B=9—2 : SI X MEIRIRR

289 - 1-G
N /

@

5 o5 0o

_( ) — mmL—t
5 3 -» BUIL—






item/image/p320-1.jpg





item/image/p320-2.jpg
VST w159 rmus
' i é‘B ) aﬁ‘c 'ﬁé‘p
‘ﬂii'A' ik IELE f

X

Bt TR —

N—Fz






item/image/p073.jpg
DI I X FO—K MAP (GMHA)
-2 1-® 1-®

- ELA\/ &






item/image/p102.jpg
VSEBVWI=LAE si59vims

%L‘\‘_!j—.kLIA
Jl«—?’-% I*T/






item/image/p342.jpg
KEDITR=—HAIDIER

2% TH BEK
LRIV : 22

|Czpdvariilva) W= AN

(Fer7) 1. (BIEBER:K) 1. (&
B ) 1, (EREE) 1. (U

[fB#] THRL. BRILIEBA.
HWRIC 16 RDHPORZESZ. B
UfEEIZESD [HP] ZEE Y %
B+ S05—DHE.
(REZD) 1

BV 1.(8T) 1.(T7x
JIVHR) BATVTAoOXRT 1
7 ks SEa=22) 11, (&7
ARV D) 1. (ZEHTE) 1

FUIFIVIRZE—ZFIV:
(KfEOODIF) 1
A= YIS T TEZAS
TR GEIR). 511220 m

FUZA 1B, HP H* 30 LUITIC
BBHEMERTIRE, XTI v—7 T3
> DR ZERF(C 5 DE CfE
RN
(PUF - IOHBA90OXT«47) 1
NELTWDAFILET7 DIBET
Bo BESNIERAFIVF, TRZE—
RSN THRFASNEL,

5]






item/image/p345.jpg
VSXE w159 rummme






item/image/p109.jpg
VSEWI=L A sosovrms

%L&!‘I—ML N

* ﬁa
I ~Fx 3 J
NLE— 7ELL

B 7 2






item/image/p141.jpg
SBEY—Y : IR MEIRRR

28 1-° 1-®
N‘ /

CON—F15U7
- 5T






item/image/p135.jpg





item/image/p255.jpg
//////.//
% -
. =
////////,/

N
/// ,

S






item/image/p132.jpg
wn._m
-4
|
L
X
H
D
D
I
I
B
"






item/image/gaiji-suji141.png





item/image/p015.jpg
YFIFERRDITI A SMAP

PRZZAND  BMZTAND  WRZIAND  BMZEZARND  HZTANG)






item/image/p074-1.jpg
JIZARFVI\—No. 1-O

(S Ll oM

KIAE

TURYT A7 OD#ER

[F=fBIC

BB N EDH D,

Rifl. J54 2 DHEEBRHDSD L
EHHO TV, INZEFZEH

[CEINLTIELLY. PO THBRD

hE? ]

(Cl 1DR

SUFEE | [400] 10
[#7] 10

NPCHU7 |3t

SRR 200 G

MPR—>3>X1






item/image/p074-2.jpg
gt
KRS b

[Bof. 5I0BUICER: - TFAD
WDBADREDTDATY, M
E? INZEBLHULTIFLLT

(i 1DR
SU7HEE | [BA] 12
[#5##] 9

NPCYVU7 | 3LE
EREM 100 G






item/image/p130-2.jpg
JIZARFVI\—No. 4—-@

[BEII DD |

&IRE

FTAPROVR - A-RS

[Bofl. NDBREFEENHE

LTWBED
BENERII1S

B, CHEZUD.
aynl}

[ 3D=
JUTHRE | [=E] 12
NPCHU7 |6LIE
SRR 500 G

7 1A hOEHE






item/image/p130-1.jpg
YJIZKFIN—No. 3—O

FREN DIk

KIAE HEDEEMED

[T, RSB DR, S&oL
EROBEY CHISREINTZREL
feo TDTANIHEEGDOTIEL
WJ

&/ 3D=
SUFEE | [51] 10 [51715)
* BT
NPCOVU7 | 3LlE
SREM 700G
[H7] YvyIDE
HfEFEVNEEN,






item/image/p097.jpg
B=9— : VI X MEIRIKR

N e

CO-72507 (g «1\ 2 — L
- L7757 -5 ULk






item/image/gaiji-suji256.png
290





item/image/p365.jpg





item/image/p243.jpg





item/image/p007.jpg
DELLEE
gio B

Noplmage

1—-HUEE
DEROCE

INopimagel PNoplmage

LVIK=5
dA—AVEE | | ILIZADNY
HEBROMER | | b






item/image/p009.jpg
UL R EE U
P e )

7578)FARERC Il

B=5






item/image/p008.jpg
A—AUERE =a: VER

4’——--‘-_—" o s
Fﬁ(DﬂH? U 7J'JT4 7z,

—HUEEIRF 4
AIAT D%

* TN, PCIeBDIR—LISDY REKDI—HY EEDI

I1—AYEEIF/\URERDIL S
[CHDNEETH D, TDODE™
THERENTHb., ZNENEAH
DRICHPH oI BIZERFD,

BRICAFNESB7—TVIF
NEBOEZZIFANBENTETEH
%o FIDOBITUH Y FATILH 5.
BRSNEEUDOAB TEEL),

M THD. H=FED

IFUFDARY hOFAL. TT 7/ —ILDEIBITHDTE I,





